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このマニュアルの内容

このマニュアル （アダプタの開発） の内容は以下のとおりです。

� 「ADK の概要」 では、 WebLogic Integration Adapter Development Kit に関す
る基本的な情報について説明します。 サービス  アダプタ、 イベン ト  アダプ
タ、 設計時 GUI、 およびアダプタの開発前に行う こ とについて説明します。

� 「基本開発コンセプト 」 では、 アダプタの開発に関する主な ADK コンセプ ト

について説明します。 具体的には、 イベン ト、 サービス、 設計時と実行時の
比較、 ロギング、 アダプタ論理名について説明します。

� 「開発ツール」 では、 アダプタの構築に使用できる  ADK ツールについて説明
します。 具体的には、 サンプル アダプタ、 GenerateAdapterTemplate ユー
テ ィ リ テ ィ、 Ant ベースのビルド  プロセス、 XML ツール、 Javadoc といった
ツールがあ り ます。

� 「カスタム開発環境の作成」 では、 GenerateAdapterTemplate ユーテ ィ リ
テ ィ を使用して、 サンプル アダプタを複製する方法、 および新しいアダプタ
に合った開発環境のカスタマイズ方法について説明します。

� 「ロギング ツールキッ ト の使い方」 では、 ADK ロギング ツールキッ ト を使
用して、 ロギングを実装する方法について説明します。 また、 ADK ロギン
グ フレームワークのコアとなる  Apache log4j プロジェ ク トについても説明
します。

� 「サービス  アダプタの開発」 では、 サービスをサポートするアダプタの構築

方法について説明します。 詳しい手順と関連するコード  サンプルの両方を提
供します。

� 「イベン ト  アダプタの開発」 では、 イベン ト をサポートするアダプタの構築

方法について説明します。 詳しい手順と関連するコード  サンプルの両方を提
供します。

� 「設計時 GUI の開発」 では、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューの定義、 デプロイ、 テ
ス ト の際にアダプタ  ユーザが必要とするグラフ ィカル ユーザ インタフェイ
スのビルド方法について説明します。 詳しい手順と関連するコード  サンプル
の両方を提供します。
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� 「アダプタのデプロイ」 では、 WebLogic Integration にアダプタをデプロイす
る と きの手順について説明します。 アダプタを手動でデプロイする手順、 お
よび WebLogic Server Administration Console からデプロイする手順を示しま
す。

� 「WebLogic Integration に限定されないアダプタの作成」 では、 第 6 章 「サー

ビス  アダプタの開発」 および第 7 章 「イベン ト  アダプタの開発」 で説明し
た手順を変更して、 WebLogic Integration 以外の WebLogic Server で使用で
きるアダプタを開発する方法について説明します。

� 「XML Toolkit」 では、 XML ドキュ メ ン トの作成に利用できる  WebLogic 
Integration のツールについて説明します。

� 「WebLogic Integration 7.0 へのアダプタの移行」 では、 WebLogic Integration 
の リ リース  2.0 からのアダプタのデプロイ方法の変更について説明します。
また、 設計時 Web アプリ ケーシ ョ ンを  WebLogic Integration 2.1 で登録する
方法についても説明します。

� 「アダプタ設定ワークシー ト 」 では、 実際にコーデ ィングを始める前に、 開

発するアダプタのコンセプト を把握するためのワークシー ト を示します。 特

に、 アダプタ論理名や Java パッケージ基本名などのコンポーネン トの定義を
サポート します。 また、 メ ッセージ バン ドルをローカラ イズする必要のある
ロケールも決定できます。

� 「DBMS サンプル アダプタを使用したアダプタ開発方法の学習」 では、 ADK 
を使用して DBMS サンプル アダプタを構築する方法について説明します。
この節では、 DBMS アダプタの使用方法について、 単純なタスク駆動形式の
例も紹介します。

対象読者

『アダプタの開発』 は、 ADK を使用してサービス  アダプタ、 イベン ト  アダプタ、
およびアプリ ケーシ ョ ン ビューの作成を容易にする設計時 GUI を開発するプロ
グラマを対象と しています。
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e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン トは、 BEA Systems, Inc. の Web サイ ト で入手できます。
BEA のホーム ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 または
「e-docs」 とい う製品ドキュ メ ン ト  ページ
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示して ください。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ ト で入手できます。 WebLogic 
IntegrationPDF を  Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一

部分） を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic 
Integration ドキュ メン ト のホーム ページを開き、 [PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク し
て、 印刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。
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関連情報

以下の関連情報があ り ます。

� BEA WebLogic Server ドキュ メ ン ト
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html）

� BEA WebLogic Integration のドキュ メ ン ト
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html）

� Sun Microsystems, Inc. の J2EE コネク タ  アーキテクチャの仕様
（http://java.sun.com/j2ee/connector/）

� XML スキーマの仕様 （http://www.w3.org/TR/xmlschema-0/）

サポート情報

BEA WebLogic Integration のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ ク
は弊社にとって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送 り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、WebLogic Integration 7.0 リ リースのドキュ メ ン ト
をご使用の旨をお書き添えください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Integration について不明な点がある場合、または 
BEA WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、BEA 
WebSupport (http://websupport.bea.com/custsupp) を通じて  BEA カスタマ サ
ポート までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、

製品パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されていま
す。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ

らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 ファ クス番号
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� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容

表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマン ド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレ ク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅

テキスト

コード内の重要な箇所を示す。

例

void commit ( )
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斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr

すべて大文

字のテキス

ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR

{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ とを示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
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1 ADK の概要

このガイ ドでは、 WebLogic Integration Adapter Development Kit （ADK） の使用
手順について説明します。 具体的には、 イベン ト  アダプタ、 サービス  アダプタ、
および設計時ユーザ インタフェースの開発、 テス ト 、 デプロイ方法について説
明します。

この章の内容は以下のとおりです。

� ADK の特徴

� アダプタの特徴

� 設計時 GUI

� 始める前に

この章の目的

この章では、 ADK によるイベン ト  アダプタ、サービス  アダプタ、および設計時 
GUI の開発方法について概説し、 以下の事項の習得を目的と します。

� アダプタの特徴と使用方法

� アダプタ開発の前提条件

� アダプタ開発に関連する用語
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1 ADK の概要
ADK の特徴

ADK は、 BEA WebLogic Integration がサポートするイベン トおよびサービス  プ
ロ ト コルを実装するためのツール セッ トです。 これらのツールは、 WebLogic 
Integration の各種リ ソース  アダプタの開発、 テス ト 、 パッケージ化、 配布をサ
ポートする複数のフレームワークの集ま り と して構成されています。 特に、
ADK には、 4 つの目的のフレームワークがあ り ます。

� 設計時動作

� 実行時動作

� ロギング

� パッケージ化

アダプタ開発の前提条件

ADK は、 アダプタの開発に必要な次の 3 つの前提条件を備えています。

� 開発環境構造－どのよ う な統合開発 / デバッグ環境 （IDDE） でも、 開発プロ
ジェク ト の構成が最も重要です。 しっかり と構成された開発環境があれば、
アダプタのコーデ ィングにすぐに着手できます。 ADK では、 整った開発環
境、 ビルド  プロセス、 テス ト体系、 および直感的にイ メージできるク ラス名
と ク ラス階層を提供しています。 ADK を使用するこ とで、 ビルド  プロセス
の設計や構成に時間を費やす必要がなく な り ます。

ADK には非常に多くの先進技術が取 り入れられているため、 段階的な開発
プロセス （コードを少し作成してはテス ト し、 次に進む） が成功への鍵とな
り ます。 ADK のテス ト  プロセスを用いれば、 開発者は簡単に変更を加えて、
その変更をすぐにテス ト できます。

� 実装の周辺的な詳細をできる限り公開しない－周辺的な実装の詳細は、 堅牢

なソフ ト ウェア プログラムが稼動するフレームワークのサポートに必要な

コード  セクシ ョ ンです。

たとえば、 J2EE コネク タ  アーキテクチャの仕様では、
javax.resource.cci.InteractionSpec 実装ク ラスで、 JavaBeans 設計パ
ターンの後にゲッター （取得） およびセッ ター （設定） メ ソ ッ ドを指定する
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アダプタの特徴
必要があ り ます。 JavaBeans 設計パターンをサポートするには、 使用する実

装ク ラスで PropertyChangeListeners および VetoableChangeListeners 
をサポートする必要があ り ます。 このサポート方法を習得するために 
JavaBeans の仕様を学習するのは大変です。 それよ り も、 アダプタに関する
エンタープラ イズ情報システム （EIS） 固有の実装を中心に作業するほ うが
望ましいこ とです。 ADK は、 アダプタを実装するための周辺的な詳細の大
半に対応できる基本的な機能を備えています。

� 目的達成への明確なロード  マップ－終了条件とは、 「実装の完了はどのよ う
に判断すればよいのか」 とい う問いに対する回答です。 ADK は、 アダプタ
の開発方法を明確な形で提供しています。 その開発方法に従えば、 開発者
は、 イベン ト、 サービス、 設計時動作、 および実行時動作とい う主要コンセ
プト を軸にして、 アイディアをま とめるこ とができます。 この開発方法を使
用して、 実装完了へのロード  マップを形成する終了条件を確立できます。

ADK が提供する機能

ADK は、 以下の機能を提供します。

� イベン ト とサービスの実行時サポート

� アダプタのユーザ インタフェースを WebLogic Integration Application View 
Console に統合するための API

ADK は、 アダプタが単一のグラフ ィ ッ ク  コンソール アプリ ケーシ ョ ンの一
構成要素となる こ と を可能にし、 ビジネス  ユーザによる統合ソ リ ューシ ョ ン
の構築を実現するこ とで、 その価値をさ らに高めています。

アダプタの特徴

リ ソース  アダプタ （このマニュアルでは単に 「アダプタ」 と呼びます） は、 相

互に通信できるよ うに設計されていないアプリ ケーシ ョ ンを連結する ソフ ト ウェ
ア コンポーネン ト です。 たとえば、 ある会社が作成した注文入力システムと別
の会社が作成した顧客情報システムとの間で通信を行うには、 両者をつなぐアダ
プタが必要です。

ADK を使用するこ とによ り、 次の 2 種類のアダプタを作成できます。
アダプタの開発 1-3



1 ADK の概要
� メ ッセージを消費するサービス  アダプタ

� メ ッセージを生成するイベン ト  アダプタ

また、 ADK によ り、 J2EE コネク タ  アーキテクチャの仕様に準拠していますが、
Weblogic Integration 以外でも使用可能な  J2EE 準拠アダプタを作成する こ と もで
きます。

サービス アダプタ

サービス アダプタは、 ク ライアン トから  XML 要求ドキュ メン ト を受け取る と、
基盤となるエンタープライズ情報システム （EIS） 内の特定の関数を呼び出しま
す。 このサービス  アダプタはメ ッセージのコンシューマで、 応答を返す場合と
返さない場合があ り ます。

サービスの呼び出しには、 同期または非同期の 2 つの方法があ り ます。 非同期
サービス アダプタを使用する場合、 ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンはサービス
要求を発行した後も応答を待たずに処理を続行します。 同期サービス  アダプタ
を使用する場合は、 ク ライアン トは応答を待ってから処理を続行します。 BEA 
WebLogic Integration では、 サービス  アダプタのこの 2 つの呼び出し方法をサ
ポート しており、 アダプタ開発者がこの機能を設定する必要はあ り ません。

サービス アダプタでは、 次の 4 つの機能が実行されます。

� 外部ク ライアン ト からサービス要求を受信します。

� 要求ドキュ メ ン ト の XML フォーマッ ト を  EIS 固有のフォーマッ ト に変換し
ます。 この要求ドキュ メン ト は、 サービスの要求 XML スキーマに従って作
成されます。 また、 要求 XML スキーマは、 EIS のメ タデータに基づいてい
ます。

� EIS 内の該当する関数を呼び出し、 応答を待ちます。

� EIS 固有のデータ形式からサービスの応答 XML スキーマに従った XML ド
キュ メ ン トに、 応答を変換します。 応答 XML スキーマは、 EIS のメ タデー
タに基づいています。

イベン ト と同じ よ うに ADK にはすべてのサービス  アダプタに共通する この  4 つ
の機能に関する要素が実装されています。
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アダプタの特徴
サービス  アダプタの開発方法については、 第 6 章 「サービス  アダプタの開発」
を参照して ください。

イベント  アダプタ

イベン ト アダプタは、 EIS から  WebLogic Server に情報を伝播します。 このタイ
プのアダプタは、 情報のパブリ ッシャ と呼ばれます。

イベン ト  アダプタには、 プロセス内とプロセス外の 2 つの基本タイプがあ り ま
す。 プロセス内イベン ト  アダプタは、 EIS と同じプロセス内で機能します。 プロ
セス外アダプタは、 別のプロセス内で機能します。 プロセス内イベン ト  アダプ
タ とプロセス外イベン ト  アダプタの違いは、 データ抽出処理の実行方法だけで
す。

WebLogic Integration 環境で稼働するイベン ト  アダプタでは、 次の 3 つの機能が
実行されます。

� 外部のパーテ ィにと って関心がある と思われるイベン トが稼働中の EIS で発
生した場合に応答し、 イベン トに関するデータを  EIS から抽出します。

� イベン トの EIS 固有のデータ形式からイベン ト の XML スキーマに従った 
XML ドキュ メン ト に、 イベン ト  データを変換します。 XML スキーマは、
EIS のメ タデータに基づいています。

� アプ リ ケーシ ョ ン ビューから読み込んだイベン ト  コンテキス ト に、 各イベ
ン ト を伝播します。

ADK には、 すべてのイベン ト  アダプタに共通するこの 3 つの機能に関する要素
が実装されています。 したがって、 イベン ト  アダプタ開発で、 開発者は EIS 固
有の箇所を中心に作業ができます。 このコンセプ トは、 エンタープライズ  
JavaBean (EJB) の背景にあるコンセプト と同じです。 コンテナが EJB 開発者に
対してシステムレベルのサービスを提供するので、 開発者はビジネス  アプリ
ケーシ ョ ン ロジッ クの実装に集中できます。

イベン ト  アダプタの開発方法については、 第 7 章 「イベン ト  アダプタの開発」
を参照して ください。
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1 ADK の概要
WebLogic Integration に限定されない J2EE 準拠
アダプタ

このタイプのアダプタは WebLogic Integration 専用には設計されておらず、J2EE 
コネク タ  アーキテクチャの仕様をサポート しているアプ リ ケーシ ョ ン サーバで
あれば、 どのアプ リ ケーシ ョ ン  サーバにでもプラグ  インできます。 このタイプ
のアダプタは、 サービス  アダプタの開発手順を少し変更するだけで開発できま
す。 WebLogic Integration に限定されないアダプタの開発については、 附録 A 
「WebLogic Integration に限定されないアダプタの作成」 を参照して ください。

設計時 GUI

イベン ト  アダプタ とサービス  アダプタの他にも、 ADK の設計時フレームワーク
は、 Web ベースの GUI を構築するのに使用するツールを提供しています。 Web 
ベースの GUI は、 アダプタのユーザがアプ リ ケーシ ョ ン  ビュー （後述の 「アプ

リ ケーシ ョ ン ビュー」 を参照） を定義、 デプロイ、 およびテス トする際に必要
となるものです。 各アダプタには EIS 固有の機能があ り ますが、 アプ リ ケーシ ョ
ン ビューをデプロイするには、 すべてのアダプタで GUI が必要です。 設計時フ
レームワークでは、 主に 2 つのコンポーネン ト を使用して、 各インタフェースの
作成やデプロイ メ ン トの作業を最小限に抑えるこ とができます。

� Java Server Pages (JSP) を使用して HT する  Web アプリ ケーシ ョ ン コンポー
ネン ト。 このコンポーネン ト の機能は、 JSP テンプレー ト、 JSP タグ  ラ イブ
ラ リ、 JavaScript ライブラ リ などのツールによって拡張できます。

� AbstractDesignTimeRequestHandler とい う名称のデプロイ メ ン ト  ヘル
パー コンポーネン ト 。 このコンポーネン トは、 WebLogic Server 上のアプリ
ケーシ ョ ン  ビューをデプロイ、 アンデプロイ、 および編集するための簡便な  
API を提供します。

設計時 GUI の開発方法については、 第 8 章 「設計時 GUI の開発」 を参照して く
ださい。
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フレームワークのパッケージ化
アプリケーション ビュー

アダプタは、 アプ リ ケーシ ョ ンの全機能に対するシステムレベルのインタフェー

ス と言えるのに対し、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューはアプリ ケーシ ョ ン中の特定機
能に対するビジネス  レベルのインタフェースを表しています。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューは、 単一のビジネスの目的のためにコンフ ィグレー
シ ョ ンされ、 そのビジネスの目的に関連したサービスだけが定義されます。 それ
らのサービスは、 要求ドキュ メ ン トで指定されるビジネス関連データだけを要求
し、応答ドキュ メ ン ト でビジネス関連データだけを返します。 アプ リ ケーシ ョ ン 
ビューは、 ユーザの介入なしに、 このビジネス関連データをアダプタ内に格納さ
れている メ タデータに結合します。 アダプタは、 このビジネス関連データ と格納
されている メ タデータの両方を使用して、 システムレベルの機能をアプリ ケー
シ ョ ンに対して実行します。

また、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューは、 特定のビジネスの目的をサポートするイベ

ン ト とサービスの両方を表します。 これによって、 ビジネス ユーザは、 アプ リ
ケーシ ョ ン ビューを通じてアプリ ケーシ ョ ン と通信できます。 この双方向通信
は、 実際にはイベン ト  アダプタ とサービス  アダプタの 2 つのアダプタ  コンポー
ネン ト によってサポート されています。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューを使用するこ
とで、 ユーザがこれを意識する こ とな く、 アプ リ ケーシ ョ ンに対する統合ビジネ
ス  インタフェースが実現します。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューの詳細については、 『Application Integration ユーザーズ 
ガイ ド』 の 「Application Integration ユーザーズ ガイ ドの概要」 を参照して くだ
さい。

フレームワークのパッケージ化

ADK のパッケージ化フレームワークは、 顧客への配信用アダプタをパッケージ
化するためのツール セッ トです。 すべてのアダプタが、 1 つの WebLogic Server 
で同様にインス トール、 コンフ ィグレーシ ョ ン、 およびアンインス トールされる
のが理想的です。 また、 すべてのサービス  アダプタは J2EE 準拠である必要があ
り ます。 パッケージ化フレームワークを使用する と、 J2EE アダプタ  アーカイブ
（RAR） ファ イル、 Web アプリ ケーシ ョ ン アーカイブ （WAR） フ ァ イル、 エン
タープラ イズ アーカイブ （EAR） フ ァ イル、 および WebLogic Integration 設計環
境アーカイブを簡単に設計できるよ うにな り ます。
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始める前に

開発作業を始める前に、 ご使用のコンピュータに WebLogic Integration がインス
トールされているか確認します。詳細については、 『BEA WebLogic Platform イン
ス トール ガイ ド』 および 『BEA WebLogic Integration リ リース  ノー ト 』 を参照し

て ください。
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2 基本開発コンセプト

この章では、 アダプタまたは設計時 GUI の開発を行う前に知っておく必要があ

る基本的なコンセプトについて説明します。 この章の内容は以下のとおりです。

� 実行時と設計時

� イベン トおよびサービス

� アダプタによるロギングの使い方

� アダプタ論理名

� 共有接続ファ ク ト リ

� エンタープラ イズ アーカイブ （EAR） フ ァ イル

� アダプタによる同時要求の処理方法

実行時と設計時

アダプタ  アクテ ィ ビテ ィ とい う言葉は、 実行時および設計時アクテ ィ ビテ ィの

両方を指します。 実行時アクテ ィビテ ィは、 アダプタ  プロセスの実行です。 ア
ダプタのユーザによって実行される設計時アクテ ィ ビテ ィには、 アプ リ ケーシ ョ

ン ビューの作成、 デプロイ メン トおよびテス トが含まれます。

実行時および設計時アクテ ィ ビテ ィは、 それぞれ ADK の実行時および設計時フ
レームワークによってサポート されています。 実行時フレームワークは、 アダプ

タを開発するためのツールで構成され、 設計時フレームワークは Web ベースの
ユーザ インタフェースを設計するためのツールで構成されます。 実行時と設計
時アクテ ィ ビテ ィについては、 この後でさ らに詳し く説明します。
アダプタの開発 2-1



2 基本開発コンセプ ト
実行時フレームワーク

実行時フレームワークは、 イベン ト  アダプタおよびサービス  アダプタの開発に
使用するツール セッ ト です。 イベン ト  アダプタの開発をサポートするため、 実

行時フレームワークでは、 拡張可能な基本イベン ト  ジェネレータを提供してい
ます。 また、 サービス  アダプタの開発用に、 J2EE に完全に準拠したアダプタを
提供しています。

実行時フレームワークが提供するク ラスには、 以下の利点があ り ます。

� J2EE ではな く、 EIS の詳細を中心に作業ができます。

� ADK ロギング フレームワークを使用するのに必要な作業を最小限に抑えま
す。

� J2EE コネクタ  アーキテクチャを単純化します。

� 複数のアダプタで使用される冗長なコードを最小限に抑えます。

さ らに、 実行時フレームワークでは、 イベン ト  ジェネレータの実装に役立つ抽
象基本ク ラスを提供しています。 イベン ト  ジェネレータを使用する と、 ADK 環
境におけるイベン ト  サポートが強化されます。

実行時フレームワークの主要コンポーネン トは、 実行時エンジンです。 これは
サービスの呼び出しを処理するアダプタ  コンポーネン トのホス ト となっており、

次の 3 つの WebLogic Server 機能を管理します。

� EIS に対する物理接続

� ログイン認証

� ト ランザクシ ョ ン管理

これらは、 すべて J2EE コネクタ  アーキテクチャの規格に準拠しています。

設計時フレームワーク

設計時フレームワークは、 アダプタ  ユーザがアプリ ケーシ ョ ン ビューの定義、
デプロイ、 およびテス ト の際に必要となる、 Web ベースの GUI を作成するため
のツールを提供します。 各アダプタには EIS 固有の機能があ り ますが、 アプ リ
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イベン トおよびサービス
ケーシ ョ ン ビューをデプロイするには、 すべてのアダプタで GUI が必要です。
設計時のフレームワークでは、 そのよ う な  GUI の作成とデプロイにかかる手間
を最小限に抑える  2 つのツールを使用します。

� JSP を使用して HTML ベースの GUI を構築できるよ うにする  Web アプリ
ケーシ ョ ン コンポーネン ト。 このコンポーネン トの機能は、 JSP テンプレー
ト、 タグ ラ イブラ リおよび JavaScript ライブラ リ などのツールによって拡張
できます。

� WebLogic Server 上のアプリ ケーシ ョ ン ビューをデプロイ、 アンデプロイ、
および編集するための簡便な API を提供する、 デプロイ メ ン ト  ヘルパー コ
ンポーネン ト。

各アダプタの設計時インタフェースは、 WAR ファ イルと してま とめられた  
J2EE 準拠の Web アプ リ ケーシ ョ ンです。 Web アプリ ケーシ ョ ンは、 .jsp、

.html およびイ メージ ファ イルなどをま とめたものです。 Web アプ リ ケーシ ョ

ンの記述子は web.xml です。 この記述子によって、 Web アプリ ケーシ ョ ンのデ
プロイおよび初期化方法が、 J2EE Web コンテナに与えられます。

各 Web アプリ ケーシ ョ ンには、 デプロイ メ ン ト時に指定されたコンテキス ト が
あ り ます。 コンテキス トは、 Web コンテナのドキュ メ ン ト  ルート内にある  Web 
アプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられた リ ソースを識別します。

イベン トおよびサービス

ADK を使用して、 イベン ト  アダプタおよびサービス  アダプタの両方を作成でき
ます。 ADK アーキテクチャでは、 サービスおよびイベン トは、 それぞれの入出
力の定義に XML スキーマを使用する自己記述オブジェ ク ト （すなわち、 名前が

ビジネス機能を示す） と して定義されます。

イベントの概要

イベン トは、 関心イベン ト が EIS 内で発生した と きにアプ リ ケーシ ョ ン  ビュー
によってパブリ ッシュ される  XML ドキュ メン ト です。 イベン トの通知を希望す
るク ライアン トは、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューに登録して通知を要求します。 登
録が済むと、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューは、 対象アプリ ケーシ ョ ン と ク ラ イアン
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ト間のブローカと して機能します。 ク ライアン トがアプ リ ケーシ ョ ン ビューに
よってパブリ ッシュされたイベン ト をサブスク ラ イブした場合、 アプ リ ケーシ ョ
ン ビューは対象アプ リ ケーシ ョ ン内で関心イベン トが発生するたびにク ライア

ン トに通知します。 イベン ト  サブスク ラ イバに、 関心イベン トが発生したこ と
が通知される と、 サブスク ライバにはそのイベン ト を記述した XML ドキュ メ ン
ト が渡されます。 また、 イベン ト をパブ リ ッシュするアプ リ ケーシ ョ ン  ビュー
は、 ク ライアン ト に、 パブ リ ッシュ可能なイベン ト の XML スキーマを提供する
こ と もできます。

注意 : アプリ ケーシ ョ ン ビューは、 アプ リ ケーシ ョ ンの特定機能に対するビジ
ネスレベルのインタフェースを表しています。 この機能の詳細は、
『Application Integration 入門』 を参照して ください。

サービスの概要

サービスは、 アプ リ ケーシ ョ ン内のビジネス  オペレーシ ョ ンの うち、 アプ リ

ケーシ ョ ン  ビューによってエクスポーズされる ものです。 サービスは要求 /応答
のメ カニズムと して機能します。 アプ リ ケーシ ョ ンが、 ビジネス  サービスを呼
び出す要求を受信する と、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューが対象アプリ ケーシ ョ ン内
のサービスを呼び出し、 結果を記述した XML ドキュ メ ン ト を返します。

サービスを定義するには、 入力要件、 出力想定、 および対話設定を定義する必要
があ り ます。

要求は 2 つの要素で送信されます。

� 要求に関する静的 「セカンダ リ  メ タデータ」 を含む対話設定。

� 任意の変数値を示す基本入力。 た とえば、 DBMS ト ランザクシ ョ ンでは、
SQL 文は対話設定に含まれ、 変数の値は入力要件に含まれます。 そして、 ト

ランザクシ ョ ンの結果が出力想定と考えられます。
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アダプタによるロギングの使い方
アダプタによるロギングの使い方

ロギングは、 アダプタに不可欠な機能です。 一般にアダプタは、 異なるアプ リ
ケーシ ョ ン同士の統合に使用され、 データの処理時にエン ド  ユーザとは対話し
ません。 フロン ト エンド  コンポーネン ト と違って、 アダプタは、 エラーや警告
状況が発生した場合に、 処理を停止してエンドユーザの応答を待つこ とはできま
せん。

また、 アダプタが統合するビジネス  アプリ ケーシ ョ ンは、 通常、 ミ ッシ ョ ンク
リテ ィカルなビジネス  アプリ ケーシ ョ ンです。 そこで、 アダプタに、 EIS とのす
べての ト ランザクシ ョ ンに関する監査レポー トの保持が要求されるケースが考え

られます。 したがって、 アダプタ  コンポーネン トは、 正確なロギング情報と監
査情報を提供する必要があ り ます。 ADK のロギング フレームワークは、 ロギン
グと監査、 両方の要求に対応できるよ うに設計されています。

ロギング ツールキッ ト

ADK が提供するツールキッ ト を使用する と、 ローカライズされたメ ッセージを
複数の出力先にログと して記録できます。 このロギング  ツールキッ トによ り、
オープン ソース  プロジェ ク ト 、 Apache Log4j の機能が強化されます。

ロギング ツールキッ トは、 Log4j 内の重要なク ラスのラ ップを行い、 J2EE 準拠
アダプタの構築時に追加機能を提供します。 このツールキッ トは 
logtoolkit.jar ファ イルにあ り ます。

ロギング ツールキッ トの使用方法の詳細については、 第 5 章 「ロギング ツール
キッ ト の使い方」 を参照して ください。

ロギング フレームワーク

ADK では、 ロギング フレームワークを実装するこ とによ り、 アダプタ  アクテ ィ
ビテ ィのログを記録できます。 このフレームワークによって、 インターナシ ョナ
ラ イズされたメ ッセージおよびローカラ イズされたメ ッセージを、 複数の出力先
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に記録できます。 また、 メ ッセージのカテゴ リ 、 優先度、 フォーマッ ト、 および
送 り先の指定に使用できる一連のコンフ ィグレーシ ョ ン パラ メータが用意され
ています。

ロギング  フレームワークではカテゴ リ階層が使用されており、 アダプタ内のす

べてのパッケージおよびク ラスでロギング  コンフ ィグレーシ ョ ンを継承できる
よ うになっています。 また、 パラ メータは実行時に簡単に変更できます。

インターナショナライゼーションとローカライゼー

ション

ロギング  フレームワークでは、 ログ  メ ッセージをインターナシ ョナラ イズでき
ます。 インターナシ ョナラ イズされたアプリ ケーシ ョ ンは、 コードを作成しなお
すこ とな く、 世界中のエン ド  ユーザの言語および語法に簡単に変換できます。
ローカライゼーシ ョ ンは、 ロケール固有のコンポーンネン トおよびテキス ト を追
加するこ とによ り、 ソフ ト ウェアを特定の地域または特定の言語用に変更する処
理のこ とです。 ロギング  フレームワークでは、 Java プラ ッ ト フォームによるイ
ンターナシ ョナライゼーシ ョ ンおよびローカライゼーシ ョ ン機能が使用されま

す。

アダプタ論理名

各アダプタには、 個別のアダプタを表し、 また、 すべてのアダプタの構成基準と
なるユニークな識別子であるアダプタ論理名を付ける必要があ り ます。 アダプタ
論理名は、 個別のアダプタおよび以下の関連項目を識別するために使用します。

� メ ッセージ バン ドル

� ロギング  コンフ ィグレーシ ョ ン

� ログ  カテゴ リ

アダプタ論理名は、 ベンダ名、 アダプタに接続される  EIS のタイプ、 および EIS 
のバージ ョ ン番号を組み合わせたものです。 この名前は、 通常、 
vendor_EIS-type_EIS-version とい う書式で表わされます。 たとえば、 アダプ
タ論理名 BEA_WLS_SAMPLE_ADK の場合は、 以下のとおりです。
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アダプタ論理名
� BEA_WLS : ベンダと製品

� SAMPLE : EIS タイプ

� ADK : EIS バージ ョ ン

必要な情報が含まれていれば、 この情報に対して別のフォーマッ ト を使用するこ
と も可能です。

アダプタ論理名の使用場所

アダプタでは、 アダプタ論理名が以下のよ うに使用されます。

� アダプタのデプロイ メ ン ト時に、 WAR、 RAR、 JAR および EAR ファ イルの
ファ イル名の一部と して使用されます。

� 2-9ページの 「アダプタ論理名を構成基準と して使用する」 に説明されている

よ うに、 構成基準と して使用されます。

� 2-10ページの 「getAdapterLogicalName() の戻り値と して使用されるアダプタ

論理名」 に説明されているよ うに、 com.bea.adapter.web 内の抽象メ ソ ッ
ド  getAdapterLogicalName() の戻り値と して使用されます。

アダプタのデプロイメントでアダプタ論理名を使用する

アダプタ論理名を割 り当てるには、 <ConnectorComponent> 要素を含む 
<Application> 要素の Name 属性の値と してこれを指定します。 この値は、
WebLogic Integration でアプリ ケーシ ョ ン ビューとデプロイ された リ ソース  アダ
プタを関連付けるためのキーと して使用します。 コード  リ ス ト  2-1 でその例を示
します。

コード  リス ト  2-1   ConnectorComponent 要素の Name 属性

<Application Deployed="true" Name="BEA_WLS_DBMS_ADK"
 Path="<WLI_HOME>/adapters/dbms/lib/BEA_WLS_DBMS_ADK.ear"
 TwoPhase="true">
<ConnectorComponent Name="BEA_WLS_DBMS_ADK" Targets="myserver"

 URI="BEA_WLS_DBMS_ADK.rar"/>
<WebAppComponent Name="DbmsEventRouter" Targets="myserver"

 URI="BEA_WLS_DBMS_ADK_EventRouter.war"/>
<WebAppComponent Name="BEA_WLS_DBMS_ADK_Web" Targets="myserver"
アダプタの開発 2-7



2 基本開発コンセプ ト
 URI="BEA_WLS_DBMS_ADK_Web.war"/>
</Application>

注意 : アダプタ論理名を  RAR ファ イル名と して任意に使用できますがこのよ う
な使用は URI 属性では必要あ り ません。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューをデプロイする と、J2EE コネク タ  アーキテクチャ  CCI 
接続ファ ク ト リ  デプロイ メン ト と関連付けられます。 たとえば、 ユーザが 
abc.xyz アプ リ ケーシ ョ ン ビューをデプロイする と、 WebLogic Integration では
新しい ConnectionFactory がデプロイ され、 この接続ファ ク ト リ と次の JNDI 
の場所がバインド されます。

 com.bea.wlai.connectionFactories.abc.xyz.connectionFactoryInstance

この新しい接続ファ ク ト リ  デプロイ メ ン ト では、 便宜性を高めるため、
weblogic-ra.xml デプロイ メ ン ト記述子の <ra-link-ref> 設定が使用されま
す。

必要に応じて、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューの設計時に、 ユーザは共有可能な既存
の接続ファ ク ト リ  デプロイ メ ン ト をアプ リ ケーシ ョ ン ビューに関連付けるこ と
ができます。 接続ファ ク ト リは、 WebLogic Server Administration Console を使用
して作成されたものである必要があ り ます。 詳細については、 「共有接続ファ ク
ト リ 」 を参照して ください。

<ra-link-ref> 要素を使用し、 複数のデプロイ済み接続ファ ク ト リ を 1 つのデ
プロイ済みアダプタに論理的に関連付けるこ とができます。 必要に応じて、
<ra-link-ref> 要素に別のデプロイ済み接続ファ ク ト リ を示す値を指定する と、
新し くデプロイ されるその接続ファ ク ト リが、 参照先の接続ファ ク ト リ と一緒に
デプロイ されたアダプタを共有します。 また、 参照先の接続ファ ク ト リのデプロ
イ メ ン ト時に定義したすべての値は、 その他の値を指定しない限り、 新し くデプ
ロイ されるこの接続ファ ク ト リで継承されます。 アダプタ論理名は、

<ra-link-ref> 要素の値と して使用されます。
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アダプタ論理名を構成基準として使用する

表 2-1 は、 アダプタ論理名が構成基準と して使用される機能の種類の リ ス ト で

す。

表 2-1  どのようにアダプタ論理名が構成基準として使用されるか

機能領域
 

アダプタ論理名は次のように使用されます

ロギング アダプタ論理名は、 アダプタ固有のすべてのログ メ ッセー
ジに対する基本ログ  カテゴ リ名と して使用される。 その結
果、 アダプタ論理名は以下の XML ドキュ メ ン トの 
RootLogContext パラ メータの値と して渡される。
� WLI_HOME/adapters/ADAPTER/src/eventrouter/WEB-

INF/web.xml

� WLI_HOME/adapters/ADAPTER/src/rar/META-INF/ra.
xml

� WLI_HOME/adapters/ADAPTER/src/rar/META-INF/web
logic-ra.xml

� WLI_HOME/adapters/ADAPTER/src/war/WEB-INF/web.
xml

これらのパス名において、 ADAPTER はアダプタ名を示す。
たとえば、

WLI_HOME/adapters/dbms/src/war/WEB-INF/web.xml

さ らに、 アダプタ論理名は、 アダプタの  Log4J コンフ ィグ
レーシ ョ ン ファ イル名のベース と しても使用される。 この
と き、 拡張子 .xml がアダプタ論理名に付けられる。

.xml が名前に加えられる。 たとえば、 サンプル アダプタの 
Log4J コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルは 
BEA_WLS_SAMPLE_ADK.xml となる。
アダプタの開発 2-9



2 基本開発コンセプ ト
getAdapterLogicalName() の戻り値として使用されるアダプ
タ論理名

最後に、 アダプタ論理名は、 com.bea.adapter.web. 

AbstractDesignTimeRequestHandler の抽象メ ソ ッ ド  
getAdapterLogicalName() の戻り値と して使用されます。 この戻り値は、 アプ

リ ケーシ ョ ン ビューのデプロイ メ ン ト時に、 接続ファ ク ト リに対する  
RootLogContext の値と して使用されます。

ローカラ イゼー

シ ョ ン

アダプタの論理名は、 アダプタのメ ッセージ バン ドルに対
する基本名と して使用される。 たとえば、 サンプル アダプ
タのデフォル ト  メ ッセージ バン ドルは 
BEA_WLS_SAMPLE_ADK.properties となる。 その結果、 ア
ダプタ論理名は以下の XML ドキュ メ ン トの 
MessageBundleBase パラ メータの値と して渡される。
� WLI_HOME/adapters/ADAPTER/src/eventrouter/WEB-

INF/web.xml

� WLI_HOME/adapters/ADAPTER/src/rar/META-INF/ra.
xml

� WLI_HOME/adapters/ADAPTER/src/rar/META-INF/web
logic-ra.xml

� WLI_HOME/adapters/ADAPTER/src/war/WEB-INF/web.
xml

これらのパス名において、 ADAPTER の値はアダプタ名を示
す。 たとえば、

WLI_HOME/adapters/dbms/src/war/WEB-INF/web.xml

表 2-1  どのようにアダプタ論理名が構成基準として使用されるか （続き）

機能領域
 

アダプタ論理名は次のように使用されます
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共有接続ファク ト リ

共有可能な既存の接続ファ ク ト リ  デプロイ メ ン ト をアプ リ ケーシ ョ ン  ビューに

関連付ける こ とができます。接続ファ ク ト リは、WebLogic Server Administration 
Console を使用して作成されたものである必要があ り ます。 共有可能な接続ファ

ク ト リ とその JNDI の位置は、 ConnectorComponentMbeans によって識別されま

す。 JNDI の場所は、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューのプロパティである  
connectionFactoryJNDIName に書き込まれます。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューの

デプロイヤは、 デプロイ メ ン ト時にこのプロパティ を使用します。

起動時の接続ファク ト リへの参照

すべての共有可能接続ファ ク ト リは、 起動プロセス時に参照されます。 ユーザ

は、 デプロイ メ ン ト  プロセスにおいて WebLogic Administration Consolde を使用
してデプロイ された接続ファ ク ト リが使用可能である こ と を確認する必要があ り

ます。 接続ファ ク ト リが見つからない場合、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューのデプロ

イ メ ン トは失敗します。

エンタープライズ アーカイブ （EAR） ファ
イル

ADK では、 アダプタのデプロイにエンタープライズ アーカイブ ファ イル、 ある

いは EAR ファ イルを使用します。 1 つの .ear ファ イルには、 アダプタのデプロ

イに必要な WAR および RAR ファ イルが含まれます。 EAR ファ イルの例をコー

ド  リ ス ト  2-2 に示します。

コード  リス ト  2-2   EAR ファイル構造

adapter.ear
     META-INF
          application.xml
     sharedJar.jar
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     adapter.jar
     adapter.rar
          META-INF
               ra.xml
               weblogic-ra.xml
               MANIFEST.MF
     designtime.war
          WEB-INF
               web.xml
          META-INF
               MANIFEST.MF

サンプル アダプタの EAR ファ イルをコード  リ ス ト  2-3 に示します。

コード  リスト  2-3   サンプル アダプタの EAR ファイル

sample.ear
    META-INF
        application.xml
    adk.jar (shared .jar between .war and .rar)
    bea.jar (shared .jar between .war and .rar)

        BEA_WLS_SAMPLE_ADK.jar (shared .jar between .war and .rar)

        BEA_WLS_SAMPLE_ADK.war (Web application with
           META-INF/MANIFEST.MF entry Class-Path:
           BEA_WLS_SAMPLE_ADK.jar adk.jar bea.jar log4j.jar 
            logtoolkit.jar xcci.jar xmltoolkit.jar)

        BEA_WLS_SAMPLE_ADK.rar (Resource Adapter 
           with META-INF/MANIFEST.MF entry Class-Path:
           BEA_WLS_SAMPLE_ADK.jar adk.jar bea.jar log4j.jar 
            logtoolkit.jar xcci.jar xmltoolkit.jar)

log4j.jar (shared .jar between .war and .rar)
       logtoolkit.jar (shared .jar between .war and .rar)
       xcci.jar (shared .jar between .war and .rar)
       xmltoolkit.jar (shared .jar between .war and .rar)

RAR と  WAR ファ イル内には、共有 JAR ファ イルはなく、どちら も  EAR ファ イ

ルのルート  ディ レク ト リにある共有 JAR ファ イルを参照しています。

EAR ファ イルを使用したアダプタのデプロイ方法の詳細については、 第 9 章 
「アダプタのデプロイ」 を参照して ください。
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アダプタによる同時要求の処理方法

アダプタ設計者と して、 WebLogic Integration が 1 つのアダプタに対する複数の

同時要求をどのよ うに処理するかを、 接続およびスレッ ドの観点から理解する必

要があ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューは、 Stateless Session EJB を使用しアダプタ と通信しま

す。 アダプタ内でのすべての実行は、 WebLogic Server 実行スレ ッ ドの適用範囲

内で実行されます。 このため、 同時要求の数は、 次の要因によって制限されま

す。

� WebLogic Server 実行スレ ッ ドの数

� コネク タの RAR デプロイ メ ン トのために接続ファ ク ト リに関連付けられた

プールの接続数

Sun Microsystems, Inc. による  J2EE コネクタ仕様、 バージ ョ ン  1.0 に定められて

いるよ うに、 アダプタは独自のスレッ ドを作成しません。 WebLogic Server 実行

スレッ ド またはプール内の接続のいずれかが酷使される と、 スループッ トが低下

します。 有効な リ ソースの超過は次のよ う な影響を及ぼします。

� WebLogic Server の実行スレッ ドが不足する と、

ApplicationView.invokeService() が新たに呼び出され、 空の実行スレッ

ドが取得されるまでブロッ ク されます。 WebLogic Server Administration 
Console を使用し、 サーバに対する実行スレ ッ ド数をコン ト ロールできます。

� 接続プール内の接続が不足する と、 ApplicationView.invokeService() が
呼び出され、 短時間のス リープの後、 再試行して接続を取得します。 アプ リ

ケーシ ョ ン ビューは、 1 秒間隔で最大 60 回再試行を行います。 この再試行

のロジッ クは、 ク ライアン トが処理しなければならない pool empty 例外の

大部分を排除します。 これは、 通常、 pool empty 条件の有効期限が短く、 最

終的には接続が有効になるためです。 接続のホールド時間が異常に長い場合

（EIS のハングまたは過負荷）、 pool empty 条件はク ライアン トに返されま

す。
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3 開発ツール

ADK では、アダプタおよび設計時 GUI の開発を支援する堅牢なツール セッ ト を

提供しています。 この章では、 これらのツールについて説明します。 この章の内

容は以下のとおりです。

� サンプル アダプタ

� GenerateAdapterTemplate ユーティ リテ ィ

� ADK Javadoc

� Ant ベースのビルド  プロセス

� XML ツール

サンプル アダプタ

開発者が、 このコードを用いてアダプタの構築を始めるこ とができるよ う、

ADK には、 EIS に依存しないコード例を提供するサンプル アダプタが搭載され

ています。 このサンプル アダプタ と、 同じ く  WebLogic Integration に搭載されて

いる  DBMS アダプタを混同しないよ う注意して ください。 DBMS サンプル アダ
プタについては、 付録 E 「DBMS サンプル アダプタを使用したアダプタ開発方

法の学習」 で説明します。 DBMS サンプル アダプタの格納場所は、

WLI_HOME/adapters/dbms です。

サンプル アダプタの使用目的

サンプル アダプタの目的は、 アダプタの構築に必要なコーディング作業の負担

を大幅に軽減するこ とです。 サンプル アダプタによ り、 主要な抽象ク ラスにつ

いては具象実装が提供されるため、 開発者に必要な作業は、 ご使用の EIS の要件
を満たすためのカスタマイズだけです。 さ らに、 ADK では、 開発対象のアダプ
アダプタの開発 3-1



3 開発ツール
タで使用する、 サンプル アダプタの開発ツ リーを手早 く複製できる  
GenerateAdapterTemplate ユーテ ィ リ テ ィが提供されています。 3-3ページの

「GenerateAdapterTemplate ユーティ リ テ ィ」 を参照。

サンプル アダプタの内容

サンプル アダプタは、 以下のク ラスから構成されます。

sample.cci.ConnectionImpl

ク ラ イアン ト がその物理接続にアクセスする と きに使用するアプリ ケー

シ ョ ンレベルのハンドルを表す、 Connection インタフェースの具象実

装。

sample.cci.InteractionImpl

DesignTimeInteractionSpecImpl ク ラスを使用してどのよ うに設計パ

ターンを実装するかを示すク ラス。

sample.cci.InteractionSpecImpl

基本実装を提供するインタフェース。 この基本実装は標準対話プロパ

ティにゲッターおよびセッ ター メ ソ ッ ドを使用するこ とによ り拡張でき

る。

sample.client.ApplicationViewClient

サービスを呼び出し、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューのイベン ト を リ スンする

方法を示すク ラス。

sample.eis.EIS
sample.eis.EISEvent
sample.eis.EISListener

デモ用に簡単な EIS を表すク ラス。

sample.event.EventGenerator

イベン ト  ジェネレータを作成する  ADK 基本ク ラスの拡張方法を示す、

AbstractPullEventGenerator の具象拡張。

sample.event.OfflineEventGeneratorTestCase

Weblogic Server 以外のイベン ト  ジェネレータの内部動作をテス トする

と きに使用できる ク ラス。

sample.spi.ManagedConnectionFactoryImpl

特定の EIS のカスタマイズを行う こ とができる、

AbstractManagedConnectionFactory の具象拡張。
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sample.spi.ManagedConnectionImpl

特定の EIS のカスタマイズを行う こ とができる、

AbstractManagedConnection の具象拡張。

sample.spi.ConnectionMetaDataImpl

特定の EIS のカスタマイズを行う こ とができる、

AbstractConnectionMetaData の具象拡張。

sample.spi.NonManagedScenarioTestCase

非管理対象シナ リオで SPI および CCI ク ラスをテス トするために使用で

きる ク ラス。

sample.web.DesignTimeRequestHandler

設計時にイベン ト またはサービスの追加方法を示す、

AbstractDesignTimeRequestHandler の具象拡張。

注意 : サンプル アダプタ内のサンプルによって拡張されたク ラスの詳細につい

ては、 ADK Javadocs を参照して ください。

GenerateAdapterTemplate ユーティ リテ ィ

サンプル アダプタを使いやすくするため、 ADK では 
GenerateAdapterTemplate とい う コマンド ライン ユーテ ィ リ テ ィ を提供してい

ます。 このユーティ リ テ ィ を使用して、 サンプル ツ リーを複製し、 新しいアダ

プタ開発ツ リーを作成できます。 このアクシ ョ ンの使用法の詳細については、

第 4 章 「カスタム開発環境の作成」 を参照して ください。

ADK Javadoc

ADK のク ラス、 インタフェース、 メ ソ ッ ド、 およびコンス ト ラ ク タは、 開発

キッ ト の Javadoc に定義されています。 Javadoc は、 WebLogic Integration インス

トールで組み込まれ、 WLI_HOME/adapters/ADAPTER/docs/api に保存されま

す。 ADAPTER は、 Sample や DMBS などのアダプタ名です。 たとえば、 Javadoc 
は WLI_HOME/adapters/dbms/docs/api にインス トールされます。
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Ant ベースのビルド  プロセス

ADK では、Ant とい う  Java 言語のみを使用して作成した Java のビルド  ツールに

基づく ビルド  プロセスが採用されています。 ADK では、 Ant によ り以下の処理

が実行されます。

� アダプタの Java アーカイブ （JAR） ファ イルを作成します。

� アダプタの Web アプリ ケーシ ョ ンに対する  WAR ファ イルを作成します。

� J2EE 準拠アダプタの RAR ファ イルを作成します。

� リ ス ト内の他のコンポーネン ト をデプロイ メ ン トのために EAR ファ イルに

バンドルします。

Ant を使用する理由

従来、 ビルド  ツールはシェル ベースでした。 シェル コマンド と同様に、 一連の

依存関係を評価し、 さ まざまなタスクを実行します。 これらのツールには、 オペ

レーテ ィング システム （OS） のプログラムを使用する、 または作成する こ とに

よって簡単に拡張できる とい う利点があ り ますが、 逆にその OS に制限される と

い う欠点もあ り ます。

Ant は、 以下の理由でシェルベースの作成ツールよ り も優れています。

� Ant は、 シェル ベース  コマンドではな く  Java ク ラスを使用して拡張されま

す。

� コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルは、 シェル コマンドではなく  XML ベース

で、 さ まざまなタスクが実行されるターゲッ ト  ツ リーを呼び出します。 各タ

スクは、 特定のタスク  インタフェースを実装するオブジェ ク トによって実行

されます。 この方法では、 シェル コマンドを作成する場合に本来の表現力が

ある程度失われますが、 その代わ りにアプ リ ケーシ ョ ンはプラ ッ ト フォーム

を通じてポータブルにできます。

� Ant によ り、 さまざまな OS固有のシェル コマンドを実行できます。

Ant の設定方法に関する詳細は、 6-10ページの 「手順 2c : ビルド  プロセスの設

定」 を参照して ください。
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XML ツール

ADK には 2 つの XML 開発ツールから成る  XML ツール キッ ト が付属しており、

設計時フレームワークのメ タデータ  サポート  レイヤの一部とみなされています。

� XML スキーマ API －この API はスキーマ オブジェ ク ト  モデル （SOM） を

ベースと しており、 XML スキーマを作成する と きに使用されます。 SOM 
は、 構文的に複雑な XML スキーマ操作などの一般的な詳細処理の多く を抽

出するツール セッ ト で、 これによって開発者はよ り基本的な側面に作業を集

中できます。

� XML ドキュ メン ト  API －この API は IDocument をベース と しており、

Document Object Model (DOM) のドキュ メ ン ト に対する  x-path インタフェー

スを提供します。

これらのツールの使用方法については、 付録 B 「XML Toolkit」 を参照して くだ

さい。

WebLogic Integration は、 両方の API に対する  Javadoc を提供します。

� SOM Javadoc を参照するには 
WLI_HOME/docs/apidocs/com/bea/schema

� IDocument Javadoc を参照するには 
WLI_HOME/docs/apidocs/com/bea/document
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警告 : サンプル アダプタを直接変更しないでください。 変更する場合は、 この

章で説明する  GenerateAdapterTemplate ユーティ リ テ ィ を使用して、

アダプタのコピーを作成し、 そのコピーに必要な変更を加えます。 サン

プル アダプタそのものを変更する と （あるいは 
GenerateAdapterTemplate を使用せずにコピーを作成する と）、 予期し

ない、 あるいはサポート されない動作を起こすこ とがあ り ます。

サンプル アダプタ （3-1ページの 「サンプル アダプタ」 を参照） を使いやすく

するため、 ADK には GenerateAdapterTemplate とい う コマンド ラ イン ユー
ティ リテ ィが用意されています。 このユーティ リ テ ィ を使用して、 サンプル ツ
リーを複製し、 新しいアダプタ開発ツ リーを作成できます。

この章の内容は以下のとおりです。

� アダプタ設定ワークシート

� GenerateAdapterTemplate の使い方

アダプタ設定ワークシート

アダプタ設定ワークシートは、 開発対象のアダプタに関する重要なデータを特定

して、 収集するための質問表のよ う なものです。 実際のワークシートの内容は、

附録 D 「アダプタ設定ワークシート 」 に記載されています。

このワークシートは、 EIS タイプ、 ベンダ、 バージ ョ ン、 デプロイ メ ン ト のロ

ケールおよび地域言語、 アダプタ論理名、 アダプタがサービスをサポートするか

ど うか、 といったアダプタの重要情報を確認する  20 の質問で構成されています。

GenerateAdapterTemplate を実行する と、 これらの情報を入力するよ うに要求

されます。 入力した情報が処理される と、 アダプタのカスタム開発ツ リーが作成

されます。
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GenerateAdapterTemplate の使い方

この節では、 GenerateAdapterTemplate の使用方法について説明します。 必要

な手順は次のとおりです。

� 手順 1. GenerateAdapterTemplate の実行

� 手順 2. ツ リーの再構築

� 手順 3. アダプタの WebLogic Integration へのデプロイ

手順 1. GenerateAdapterTemplate の実行

このツールを使用する手順は次のとおりです。

1. WLI_HOME/adapters/utils ディ レク ト リからコマンド ラインを開き、 以下

のいずれかのコマンドを実行します。

� Windows NT の場合 : GenerateAdapterTemplate.cmd

� UNIX の場合 : GenerateAdapterTemplate.sh

システムから次のよ うに応答があ り ます。

WLI_HOME/adapters/utils>generateadaptertemplate

***************************************************************

Welcome! This program helps you generate a new adapter
development tree by cloning the ADK's sample adapter development
tree.

Do you wish to continue? (yes or no); default='yes':

2. 〔Enter〕 を押して [yes] を選択します。

システムから次のよ うに応答があ り ます。

Please choose a name for the root directory of your adapter 
development tree:

3. ユニークな覚えやすいディ レク ト リ名 （dir_name） を入力し、 〔Enter〕 を押
します。

システムから次のよ うに応答があ り ます。
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created directory WLI_HOME/adapters/dir_name

Enter the EIS type for your adapter:

システム出力で指定したパス名で、 dir_name は新しいディ レ ク ト リの名前

です。

注意 : 既存のディ レク ト リ名を入力した場合、 システムの応答は次のよ うに

な り ます。

WLI_HOME/adapters/dir_name already exists, please choose
a new directory that does not already exist!

Please choose a name for the root directory of your adapter
development tree:

4. アダプタを接続する  EIS タイプの識別子を入力します。 〔Enter〕 を押します。

システムから次のよ うに応答があ り ます。

Enter a short description for your adapter:

5. 開発対象のアダプタの説明を簡潔に入力し、 〔Enter〕 を押します。

システムから次のよ うに応答があ り ます。

Enter the major version number for your adapter; default='1':

6. 〔Enter〕 を押してデフォルト をそのまま使用するか、 適切なバージ ョ ン番号

を入力し、 〔Enter〕 を押します。

システムから次のよ うに応答があ り ます。

Enter the minor version number for your adapter; default='0':

7. 〔Enter〕 を押してデフォルト をそのまま使用するか、 適切なマイナー バー
ジ ョ ン番号を入力し、 〔Enter〕 を押します。

システムから次のよ うに応答があ り ます。

Enter the vendor name for your adapter: 

8. ベンダ名を入力し、 〔Enter〕 を押します。

システムから次のよ うに応答があ り ます。

Enter an adapter logical name; default='default_name':
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9. 〔Enter〕 を押してデフォルト をそのまま使用するか、 または使用したいアダ

プタ論理名を入力します。 〔Enter〕 を押します。 このデフォル トのアダプタ

論理名 （「default_name」） は、 WebLogic Integration で推奨されるフォー

マッ トに従っています。
vendor name_EIS-type_version-number.

システムから次のよ うに応答があ り ます。

Enter the Java package base name for your adapter 
(e.g. sample adapter's is sample): Java パッケージ基本名

10.パッケージ形式に従って Java パッケージの基本名を入力し、 〔Enter〕 を押し

ます。 パッケージ形式の名前は、 ド ッ ト区切 りで、 以下の文字列で構成され

ます。

� 組織の Web サイ ト の URL で使用される拡張子 （.com、 .org または 
.edu など）。

� 会社名。

� 追加のアダプタ識別子。 たとえば、 com.your_co.adapter.EISのよ うに

な り ます。

システムから次のよ うに応答があ り ます。

The following information will be used to generate your new
adapter development environment:
EIS Type = 'SAP R/3'
Description = 'description'
Major Version = '1'
Minor Version = '0'
Vendor = 'vendor_name'
Adapter Logical Name = 'adapter_logical_name'
Java Package Base = 'com.java.package.base'
Are you satisfied with these values? (enter yes or no or q to 
quit);
default='yes':

11.データを確認し、 問題がなければ 〔Enter〕 を押します。

登録したビルド情報を表示するこ とによって、 システム応答します。

注意 : no と入力する と、 4 に戻り ます。 q ( 終了 ) を入力する と、 アプ リ

ケーシ ョ ンが終了します。
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手順 2. ツ リーの再構築
手順 1a : コンソール コード  ページの指定
（Windows のみ）

Windows システムの場合、 以下のコード  ページ リ ス トからコンソールのコード  
ページの値を選択します。

437 - United States
850 - Multilingual (Latin I)
852 - Slavic (Latin II)
855 - Cyrillic (Russian)
857 - Turkish
860 - Portuguese
861 - Icelandic
863 - Canadian-French
865 - Nordic
866 - Russian
869 - Modern Greek
Enter your console's codepage; default='437':

コード  ページが分からない場合は、 コンソール プロンプ ト で tchcp と入力しま

す。 Windows のバージ ョ ンによって、 このコマンドによ り コンソールのコード  
ページの値が表示されます。

手順 2. ツリーの再構築

複製処理の終了後、 新しいディ レ ク ト リに切 り替え、 ADK のビルド  ツールであ

る  Ant を使用してツ リー全体を再構築します。 Ant の詳細については、 3-4ペー
ジの 「Ant ベースのビルド  プロセス」 を参照して ください。

Ant を使用してツ リーを再構築するには次の手順に従います。

1. WLI_HOME/adapters/ADAPTER/utils にある  antEnv.cmd (Windows) または 
antEnv.sh (UNIX) を編集します。

2. 以下の変数を該当するパスに設定します。

� BEA_HOME －ご使用の BEA 製品の最上位ディ レク ト リ 。 例 : c:/bea

� WLI_HOME － WebLogic Integration ディ レク ト リの場所。

� JAVA_HOME － Java Development Kit の場所。
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� WL_HOME － WebLogic Server ディ レク ト リの場所。

� ANT_HOME － Ant ディ レク ト リの場所。 通常、
WLI_HOME/adapters/utils

注意 : この操作はインス トーラによって自動的に行われますが、 これらの設

定にも とづいて Ant 処理が実行されるこ とを認識しておいて くださ

い。

UNIX システムの場合、 WLI_HOME/adapters/utils の Ant ファ イル

に対し、 すべての実行パー ミ ッシ ョ ンを設定する必要があ り ます。 実

行パー ミ ッシ ョ ンを追加するには、 以下のコマンドを入力します。
chmod u+x ant.sh

3. コマンド ラ インから  antEnv を実行し、 シェルに必要な環境変数を設定しま

す。

4. WLI_HOME/adapters/ADAPTER/project ディ レク ト リから  ant release を
実行して、 アダプタを構築します。 （ADAPTER を新しいアダプタの開発ルー

ト名と変える。）

ant release を実行する と、 アダプタ用の Javadoc が生成されます。 この 
Javadoc は、 次の場所で表示できます。

WLI_HOME/adapters/ADAPTER/docs/

このファ イルには、 構築したアダプタを  WebLogic Integration 環境でデプロ

イする場合の、 それぞれの環境に即した指示が記載されています。 具体的に

は、 config.xml エン ト リ と、 既存パスの置換値が定義されます。 さ らに、

このファ イルでは、 マッピング情報も定義されています。

4-6ページの 「手順 3. アダプタの WebLogic Integration へのデプロイ」 で説

明するよ うに、 アダプタを簡単にデプロイするために、 overview.html の内
容を直接 config.xml にコピーします。

手順 3. アダプタの WebLogic Integration へのデプ
ロイ

アダプタのデプロイは、手動でも  WebLogic Server Administration Console からで

も実行できます。 詳細については、 第 9 章 「アダプタのデプロイ」 を参照して く

ださい。
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5 ロギング ツールキッ トの使い方

ロギングは、 アダプタ  コンポーネン トに不可欠な機能です。 一般的にアダプタ

は、 複数のアプ リ ケーシ ョ ンの統合に使用され、 データの処理時にエンド  ユー
ザとは対話しません。 フロン ト エンド  コンポーネン トの動作とは異なり、 エ

ラーや警告状況が発生した場合も、 処理を停止して、 エンドユーザの応答を待つ

こ とはあ り ません。

ADK では、 ロギング フレームワークを実装するこ とによ り、 アダプタ  アクテ ィ

ビテ ィのログを記録できます。 このフレームワークによって、 インターナシ ョナ
ラ イズされたメ ッセージおよびローカラ イズされたメ ッセージを、 複数の出力先

に記録できます。 また、 メ ッセージのカテゴ リ 、 優先度、 フォーマッ ト 、 および

送り先の指定に使用できる一連のコンフ ィグレーシ ョ ン  パラ メータが用意され

ています。

この章の内容は以下のとおりです。

� ロギング ツールキッ ト

� ロギング コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イル

� ロギング コンセプ ト

� ロギングの設定方法

� ロギング フレームワークのク ラス

� ログ メ ッセージのインターナシ ョナラ イゼーシ ョ ンと ローカライゼーシ ョ ン

� マルチスレ ッ ド  コンポーネン トでのコンテキス ト情報の保存
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ロギング ツールキッ ト

ADK が提供するロギング  ツールを使用する と、 インターナシ ョナラ イズされた

メ ッセージを複数の出力先にログと して記録できます。 このロギング  ツール

キッ トによ り、 Apache Log4j オープン ソース  プロジェ ク ト の機能が強化されま

す。 この製品には、 Apache Software Foundation (http://www.apache.org) に
よって開発されたソフ ト ウェアが組み込まれています。

ロギング  ツールキッ トは、 必要な Log4j ク ラスをラ ップし、 J2EE 準拠アダプタ

に機能を追加するためのフレームワークです。 このツールキッ トは、

WLI_HOME/lib ディ レ ク ト リの logtoolkit.jar ファ イル内にあ り ます。 この 
JAR ファ イルは、 DOM、 XERCES、 および Log4j に依存しています。 XERCES 
の依存関係には、 WebLogic Server と共に提供される  weblogic.jar および 
xmlx.jar ファ イルが必要です。 WebLogic Integration は、 WLI_HOME/lib の該当
するバージ ョ ンである  Log4j (log4j.jar) も提供します。

Log4j パッケージは、 オープン ソース  イニシアチブによって認可されたオープ

ン ソースの完全ラ イセンス、 Apache 公用ラ イセンスに従って配布されていま

す。 全ソース コード、 ク ラス  ファ イル、 およびドキュ メ ン ト込みの最新の 
Log4j バージ ョ ンは、 Apache Log4j Web サイ ト （http://www.apache.org） に

あ り ます。

ロギング コンフ ィグレーション ファイル

この節では、 全般にわたってロギング コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルの参照を

した り コードを抜粋した り しています。 ロギング  コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イ

ルは、 BEA_WLS_DBMS_ADK.xml などのアダプタ論理名で識別される  .xml ファ イ

ルです。 このファ イルには、 5-3ページの 「ロギング コンセプ ト 」 で説明されて

いる  4 つのロギング コンセプ ト に関する基本情報が定義されていて、 開発者の

アダプタに合わせて変更できます。

ADK では、 WLI_HOME/adapters/sample/src に基本的なロギング コンフ ィグ

レーシ ョ ン  ファ イル BEA_WLS_SAMPLE_ADK.xml が格納されています。 このファ

イルを独自のアダプタ用に変更する場合は、 GenerateAdapterTemplate を実行
して ください。 このユーティ リテ ィ を使用する と、 サンプル バージ ョ ンのロギ
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ング コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルを、 開発者が新し く構築したアダプタに関

連する情報にも とづいてカスタマイズし、 このカスタマイズ バージ ョ ンのファ

イルを新しいアダプタの開発環境で使用できます。 GenerateAdapterTemplate 
の詳細については、 第 4 章 「カスタム開発環境の作成」 を参照して ください。

ロギング コンセプト

ADK のロギング ツールキッ ト を使 う前に、 ロギング フレームワークの主要コン

セプ ト を理解しておいてください。 ロギングには、 次の 4 つの主要コンポーネン

トがあ り ます。

� メ ッセージ カテゴ リ

� メ ッセージ優先度

� メ ッセージ アペンダ

� メ ッセージ レイアウ ト  

これらのコンポーネン トは相互に連携して機能し、 メ ッセージ タイプと優先度

に従ってログ メ ッセージを記録し、 メ ッセージのフォーマッ トおよび出力先を

実行時に管理できます。

メ ッセージ カテゴリ

カテゴ リは、 定義された基準に従ってログ メ ッセージを識別する、 ロギング  フ
レームワークの中心的なコンセプ トです。 ADK では、 カテゴ リは、

BEA_WLS_SAMPLE_ADK.DesignTime のよ うに名前で識別されます。

カテゴ リは、 定義された階層で、 どのカテゴ リ も親カテゴ リからプロパテ ィ を継

承できます。 階層は次のよ うに定義されます。

� あるカテゴ リ名にド ッ トが続き、 そのカテゴ リ名が子孫カテゴ リのプレ

フ ィ ッ クスになっている場合、 前者のカテゴ リは、 後者のカテゴ リの祖先と

な り ます。

� あるカテゴ リ とその子孫カテゴ リの間に祖先となるカテゴ リがない場合、 前

者のカテゴ リは後者のカテゴ リ （子カテゴ リ ） の親とな り ます。
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たとえば、 以下の図に示すよ うに、 BEA_WLS_SAMPLE_ADK.DesignTime は、
BEA_WLS_SAMPLE_ADK の子孫で、 さ らに BEA_WLS_SAMPLE_ADK は、 ルート  カテ
ゴ リの子孫になっています。

ROOT CATEGORY
  |
  |->BEA_WLS_SAMPLE_ADK
      |
      |->BEA_WLA_SAMPLE.ADK.DesignTime 

ルート  カテゴ リはカテゴ リ階層の最上位にあ り、 名前で削除あるいは検索する

こ とができません。

カテゴ リ を作成する場合、 属するアダプタ内のコンポーネン トに対応した名前を

割 り当てます。 たとえば、 あるアダプタのコンポーネン トが設計時ユーザ イン
タフェース  コンポーネン トである場合、 次のよ うな名前にします。

BEA_WLS_SAMPLE_ADK.DesignTime

メ ッセージ優先度

各メ ッセージの重要度が、 優先度によって示されています。 メ ッセージの優先度

は、 メ ッセージのログに使用される  ILogger インタフェース メ ソ ッ ドによって決

ま り ます。 たとえば、 ILogger インスタンスでデバッグ  メ ソ ッ ドを呼び出すと、

優先度のデバッグ メ ッセージが生成されます。

ロギング  ツールキッ ト では、 メ ッセージに対して 5 つの優先度をサポート して

います。 これらの優先度は、 優先度の高い順に表 5-1 に リ ス ト されます。

表 5-1  ロギング ツールキッ トの優先度

優先度 意味

AUDIT アダプタが実行するビジネス処理に関連する非常に重要なログ メ ッ
セージ。 この重要度のメ ッセージは常にログに書き出される。

ERROR アダプタにおけるエラーの発生。 エラーメ ッセージは、 ユーザに応

じてインターナシ ョナラ イズおよびローカラ イズされる。

WARN エラーではないが、 アダプタに問題を引き起こす可能性がある状態。

警告メ ッセージは、 ユーザに応じてインターナシ ョナラ イズおよび

ローカラ イズされる。
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BEA_WLS_SAMPLE_ADK カテゴ リには下記の子要素があるので、 その重要度は

「WARN」 と なっています。

<priority value='WARN' class='com.bea.logging.LogPriority'/>

優先度に使用されるク ラスは、 com.bea.logging.LogPriority である必要があ

り ます。

カテゴリへの優先度の割り当て

カテゴ リには優先度を割り当てるこ とができ、 優先度が割 り当てられていないカ

テゴ リの場合、 優先度が割 り当てられている最も近い祖先から優先度を継承しま

す。 すなわち、 あるカテゴ リの継承優先度は、 そのカテゴ リの階層で最初に行き

当たった  NULL でない優先度になり ます。

ログ メ ッセージは、 優先度がそのカテゴ リの優先度以上の場合、 ログ送 り先に

送られます。 それ以外の場合は、 メ ッセージはログには書き込まれません。 優先

度が割 り当てられていないカテゴ リは、 階層から優先度を継承します。 最終的に

すべてのカテゴ リが優先度を継承できるよ うにするため、 ルート  カテゴ リには

必ず優先度が割 り当てられます。 継承優先度 q のカテゴ リ内の優先度 p のログ 
ステー ト メン トは、 p >= q の場合、 有効にな り ます。 このルールでは、 優先度の

順位が DEBUG < INFO < WARN < ERROR < AUDIT のよ うになっている とい う想定に

基づきます。

INFO ユーザに応じてインターナシ ョナラ イズおよびローカラ イズされる

情報メ ッセージ。

DEBUG デバッグ メ ッセージ。 デバッグ メ ッセージは、 コンポーネン トの内
部要素がどのよ うに機能しているかを調べるために使用される。 通

常、 インターナシ ョナラ イズされない。

表 5-1  ロギング ツールキッ トの優先度 （続き）

優先度 意味
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5 ロギング ツールキッ トの使い方
メ ッセージ アペンダ

ロギング  フレームワークでは、 アペンダと呼ばれるインタフェースを使用する

こ とによ り、 1 つのアダプタで複数の送り先にログ メ ッセージを出力できます。

Log4j には、 以下の送 り先に対応するアペンダがあ り ます。

� コンソール

� ファ イル

� リモート  ソケッ ト  サーバ

� NT イベン ト  ロガー

� リモート  UNIX Syslog デーモン

さ らに、 ADK ロギング ツールキッ トには、 ご使用の WebLogic Server ログへの
ログ  メ ッセージの送信を呼び出せるアペンダも用意されています。

1 つのカテゴ リは、 複数のアペンダを参照できます。 あるカテゴ リで有効なロギ

ング要求は、 カテゴ リ階層の上位にある全アペンダとカテゴ リ内にあるすべての

アペンダに対しても転送されます。 すなわち、 アペンダはカテゴ リ階層から累加

的に継承されます。

たとえば、 コンソール アペンダがルート  カテゴ リに追加される と、 有効なロギ

ング要求はすべて、 少な く と もコンソールに表示されます。 こ こで、 さ らにファ

イル アペンダがカテゴ リ  C に追加される と、 C および C の子カテゴ リの有効な

ロギング要求はファ イルに出力され、 コンソールに表示されます。累加フラグを  
false に設定する こ とによ り、 このデフォルト動作をオーバーラ イ ド して、 アペ

ンダの継承が累加的に付け加えられるのを止めるこ とができます。

注意 : この場合、 さ らにコンソール アペンダを直接 C に追加する と、 同じ メ ッ

セージが 2 回 （C から とルートから） コンソールに表示されます。 ルー

ト  カテゴ リが、 常にコンソールにログを出力するためです。

コード  リ ス ト  5-1 は、 WebLogic Server ログに対するアペンダを示しています。

コード  リスト  5-1   WebLogic Server ログに対するアペンダを示すサンプル コー
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ド

<!--
  WeblogicAppender がログ出力を Weblogic ログに送る。Weblogic 外で稼働す
る場合、
  アペンダはメッセージを System.out に書き出す
  -->
  <appender name="WebLogicAppender"
     class="com.bea.logging.WeblogicAppender"/>
</appender>

メ ッセージ レイアウト

Log4j では、 レイアウ ト をアペンダに関連付けるこ とでログ  メ ッセージのフォー

マッ ト をカスタマイズできます。 レイアウ トによってログ メ ッセージのフォー

マッ ト が決定され、 アペンダは、 フォーマッ ト されたメ ッセージを送 り先に転送

します。 ロギング ツールキッ ト では、 通常 PatternLayout を使用してログ メ ッ
セージのフォーマッ ト を設定します。 PatternLayout は、 標準 Log4j 配布キッ ト

に含まれており、 これを使用するこ とによ り、 C 言語の printf 関数に似た変換

パターンに従って出力フォーマッ ト を指定できます。

たとえば、変換パターンが 「%-5p%d{DATE} %c{4} %x - %m%n」 の PatternLayout 
を呼び出すと、 次のよ う な メ ッセージが生成されます。

AUDIT 21 May 2001 11:00:57,109 BEA_WLS_SAMPLE_ADK - admin opened 
connection to EIS 

このパターンの各パラ メータの意味は以下のとおりです。

� %-5p は、 メ ッセージの優先度を示す。 上記の例では AUDIT となっています。

� %d{DATE} は、 メ ッセージの日付を示す。 上記の例では 21 May 2001 
11:00:57,109 となっています。

� %c{4} は、 ログ  メ ッセージのカテゴ リ を示す。 上記の例では 
BEA_WLS_SAMPLE_ADK となっています。

「-」 の後ろのテキス トは、 メ ッセージ内容です。
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コンポーネントの結合

コード  リ ス ト  5-2 では、 サンプル アダプタの新しいカテゴ リ を宣言し、 新しい

カテゴ リに優先度を関連付け、 アペンダを宣言する こ とでログ  メ ッセージの送

信先のファ イルのタイプを指定しています。

コード  リスト  5-2   新しいログ カテゴリを宣言するサンプル XML コード

<!-
 
重要 !!!アダプタのルート カテゴリ、これを一意のものにすることで、
他のアダプタがカテゴリにロギングされるのを防ぐ。
-->
 
<category name='BEA_WLS_SAMPLE_ADK' class='com.bea.logging.LogCategory'>
 
  <!-
    デフォルト優先度レベルで実行時に変更可
    DEBUG は、アダプタのコード ベースの全メッセージ
    INFO は、情報、警告、エラー、監査ログ
    WARN は、警告、エラー、監査ログ
    ERROR は、エラー、監査ログ
    AUDIT は、監査ログ
  -->
 
    <priority value='WARN' class='com.bea.logging.LogPriority'/> 
    <appender-ref ref='WebLogicAppender'/>
 
</category>

注意 : ク ラスは com.bea.logging.LogCategory と指定します。
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ロギングの設定方法

注意 : 次の手順は、 GenerateAdapterTemplate ユーティ リ テ ィ を実行して開発環

境の複製が作成されている こ と を前提と しています。 このユーティ リ

テ ィの詳細については、 第 4 章 「カスタム開発環境の作成」 を参照して

ください。

アダプタに対してロギング フレームワークをセッ ト アップするには

1. アダプタで使用されるすべての基本コンポーネン ト を確認します。 たとえ

ば、 アダプタに EventGenerator があれば、 EventGenerator コンポーネン トが

必要です。 また、 アダプタが設計時 GUI をサポートする場合は、 設計時コン

ポーネン トが必要とな り ます。

2. 複製したアダプタから、 基本ログ  コンフ ィ グレーシ ョ ン ファ イルを開きま

す。 このファ イルは、 WLI_HOME/adapters/ADAPTER/src/ ディ レク ト リ内

にあ り、 拡張子は .xml です。 たとえば、 DBMS サンプル アダプタ  コンフ ィ

グレーシ ョ ン ファ イルは、

WLI_HOME/adapters/dbms/src/BEA_WLS_DBMS_ADK.xml になり ます。

3. 基本ログ  コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルに、 手順 1 で確認したアダプタ  コ
ンポーネン トすべてのカテゴ リ要素を追加します。 各カテゴ リ要素に優先度

を設定します。 コード  リ ス ト  5-3 は、 優先度が DEBUG の EventGenerator 
のカテゴ リ を追加する方法を示しています。

コード  リスト  5-3   EventGenerator ログ カテゴリを優先度 DEBUG で追加する
サンプル コード

<category name='BEA_WLS_DBMS_ADK.EventGenerator'
            class='com.bea.logging.LogCategory'>
    <priority value='DEBUG'
              class='com.bea.logging.LogPriority'/>
</category>
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5 ロギング ツールキッ トの使い方
4. 必要なアペンダを決め、 それをコンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルで指定しま

す。 必要に応じて、 メ ッセージ フォーマッ ト情報を追加します。 コード  リ
ス ト  5-4 は、 <appender> 要素内に基本ファ イル アペンダを追加する方法を

示しています。 <layout> 要素内の指定によ り、 メ ッセージ  フォーマッ トが

識別されます。

注意 : デフォル トでは、WebLogicAppender は WebLogic Integration 7.0 が提
供するすべてのサンプル アダプタで使用されます。

コード  リス ト  5-4   ファイル アペンダおよびレイアウト  パターンを追加するサン
プル コード

<!-- 基本ファイル アペンダ -->

<appender name='FileAppender'
   class='org.apache.Log4j.FileAppender'>

    <!-- 出力をファイルに送信 -->

    <param name='File' value='BEA_WLS_DBMS_ADK.log'/>

    <!-- 既存を短縮 -->

    <param name="Append" value="true"/>

    <!-- 基本 LOG4J パターン レイアウトを使用 -->

    <layout class='org.apache.Log4j.PatternLayout'>
       <param name='ConversionPattern' value='%-5p %d{DATE} %c{4}
         %x - %m%n'/>
    </layout>

</appender>

こ こで、 以下のコンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルの設定を確認します。

� WLI_HOME/adapters/ADAPTER/src/eventrouter/web-inf/web.xml : 
AbstractEventGenerator が、 この基本コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルに

入力されたロギング情報を使用して、 初期化時にログ フレームワークのコン

フ ィ グレーシ ョ ンを行います。
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ロギング フレームワークのクラス
� WLI_HOME/adapters/ADAPTER/src/rar/META-INF/ra.xml および 
weblogic-ra.xml : AbstractManagedConnectionFactory が、 この基本コ

ンフ ィグレーシ ョ ン ファ イルに入力されたロギング情報を使用して、 初期化

時にログ  フレームワークのコンフ ィグレーシ ョ ンを行います。

� WLI_HOME/adapters/ADAPTER/src/war/web-inf/web.xml : 
RequestHandler (AbstractDesignTimeRequestHandler の親 ) が、 この基

本コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルに入力されたロギング情報を使用して、 初

期化時にログ  フレームワークのコンフ ィグレーシ ョ ンを行います。

これらのパスにおいて、 ADAPTER はアダプタ名を示します。 たとえば、 DBMS 
サンプル アダプタの場合、 関連付けられたコンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルのパ

ス名は次のよ うにな り ます。

WLI_HOME/adapters/dbms/src/rar/META-INF/ra.xml

ロギング フレームワークのクラス

ロギング フレームワークの基本コンセプ ト を理解した上で、 さ らにロギング  
ツールキッ トに用意されている  3 つのメ イン ク ラスについても理解して くださ

い。

� com.bea.logging.ILogger

� com.bea.logging.LogContext

� com.bea.logging.LogManager

com.bea.logging.ILogger

このク ラスは、 ロギング  フレームワークのメ イン  インタフェースです。 ロギン

グ メ ッセージ用にたく さんの便利なメ ソ ッ ドがあ り ます。

「ロギングの設定方法」 では、 基本ログ コンフ ィ グレーシ ョ ン ファ イルでロギン

グのコンフ ィ グレーシ ョ ン方法を説明しています。 また、以下に示したロギング 
メ ソ ッ ドを実装するこ とによってもプログラム上でロギングのコンフ ィ グレー

シ ョ ンを行う こ とができます。
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5 ロギング ツールキッ トの使い方
� logger.setPriority ("DEBUG") －現行の ILogger から出力される メ ッ

セージの最低優先度を変更します。

� logger.addRuntimeDestination (writer) －コンテナが PrintWriter を
アダプタに渡すと きに使用されるアペンダを追加します。

� logger.warn ("Some message", true) －優先度レベルが WARN のメ ッ

セージを、 ResourceBundle を使用しないでログに記録します。 ブール値は、

文字列がメ ッセージであ り、 キーではないこ とを示します。

� logger.warn ("someKey") －優先度レベルが WARN のメ ッセージを、

ResourceBundle で "someKey" によってルッ クアップする こ とによってログ

に記録します。

� logger.info ("someKey", anObjArray) －優先度レベルが INFO のメ ッ

セージを、 someKey によってテンプレート を  ResourceBundle でルッ クアッ

プし、 ブランクを  anObjArray の要素で埋めてログに記録します。

� logger.error (exception) －優先度レベルが ERROR のメ ッセージを、 こ

のメ ソ ッ ドに例外 （Throwable） を渡すこ とによってログに記録します。 メ

ソ ッ ドは、 getMessage() を呼び出し、 スタ ッ ク  ト レースを組み込みます。

（Throwable を引数と して取るロギング メ ソ ッ ドは、 すべてスタッ ク  ト レー
スをログに記録します。）

com.bea.logging.LogContext

このク ラスは、 ロギング フレームワークの ILogger インスタンスの識別に必要な

情報をカプセル化します。 現行では、 LogContext は、 ログ  カテゴ リ名、 および 
en_US などのロケールをカプセル化します。 このク ラスは、 ログ  マネージャ内

の ILogger インスタンスを一意に識別するための主キーです。

com.bea.logging.LogManager

このク ラスのメ ソ ッ ドによって、 ロギング フレームワークをコンフ ィグレー

シ ョ ンできるよ うにな り、 ILogger インスタンスにアクセスする こ と もできま

す。
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使用するアダプタに合う ロギング  ツールキッ ト を適切にコンフ ィグレーシ ョ ン

するために、 ADK では、 コード  リ ス ト  5-5 に示す引数を持つ configure() メ
ソ ッ ドを  LogManager に実装しています。

コード  リスト  5-5   ロギング ツールキッ トのコンフ ィグレーション用のサンプル 
コード

public static LogContext
   configure(String strLogConfigFile,
             String strRootLogContext,
             String strMessageBundleBase,
             Locale locale,
              ClassLoader classLoader)

表 5-2 は、 configure() によって渡される引数の説明です。

表 5-2  configure() の引数

引数 説明

strLogConfigFile アダプタのログ コンフ ィグレーシ ョ ン情報が
入っているフ ァ イル。 ファ イルは、 ク ラスパス

上におく必要がある。 使用するアダプタのメ イ

ン  JAR ファ イルにインクルード して、 そのアダ
プタの WAR および RAR ファ イルにこのフ ァ イ
ルがインクルード されるよ うにする と よい。 こ

のフ ァイルは、 Log4j.dtd に準拠する必要があ
る。 Log4j.dtd ファ イルは、 WebLogic 
Integration の Log4j.jarfile にある。

strRootLogContext アダプタのカテゴ リ階層の論理ルー ト名。 サン

プル アダプタの場合、 この値は 
BEA_WLS_SAMPLE_ADK である。

strMessageBundleBase アダプタのメ ッセージ  バンドルの基本名。 ADK 
では、 メ ッセージ  バンドルを使用する必要があ
る。 サンプル アダプタの場合、 この値は 
BEA_WLS_SAMPLE_ADK である。
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コンフ ィグレーシ ョ ンが完了する と、 LogContext オブジェ ク ト を指定するこ と

によ り、 アダプタで使用する  ILogger インスタンスを取得できます。

コード  リスト  5-6    LogContext オブジェク ト を指定するサンプル コード

LogContext logContext = new LogContext("BEA_WLS_SAMPLE_ADK",   
java.util.Locale.US); 

ILogger logger = LogManager.getLogger(logContext); 
logger.debug("I'm logging now!"); 

ADK では、 ほとんどのログ  コンフ ィグレーシ ョ ンおよび設定は自動で行われま

す。 com.bea.adapter.spi.AbstractManagedConnectionFactory ク ラスは、
サービス アダプタのロギング ツールキッ ト をコンフ ィグレーシ ョ ンし、

AbstractEventGenerator はイベン ト  アダプタのロギング ツールキッ ト をコン

フ ィ グレーシ ョ ンします。 さ らに、 ADK に用意されている ク ライアン ト  コネク

タ  インタフェース （CCI） およびサービス  プロバイダ インタフェース （SPI） の

基本ク ラスはすべて、 ILogger およびその関連付けられた LogContext へのアク

セス機能を備えています。

アダプタには、 EIS に対する通信を設定するのに使用する ソケッ ト  レイヤなど、

CCI/SPI レイヤをサポートするアダプタ内のレイヤも含まれる場合があ り ます。

アダプタが適切な ILogger オブジェ ク トにアクセスする方法は、 2 つあ り ます。

locale ユーザの国と言語。 ロギング ツールキッ トでは、
ロケールに基づいてカテゴ リ をさまざまな階層

に編成する。 たとえば、 アダプタが en_US およ
び fr_CA とい う  2 つのロケールをサポートする

場合、 ロギング ツールキッ トでは、 en_US 用と  
fr_CA 用に 1 つずつ、 2 つの階層を管理する。

classLoader LogManager が ResourceBundles やログ コン
フ ィグレーシ ョ ン  ファ イルなどの リ ソースを
ロードする と きに使用する  ClassLoader。

表 5-2  configure() の引数 （続き）

引数 説明
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� CCI/SPI レイヤは、 下位レイヤに LogContext オブジェ ク ト を渡すこ とがで

きます。 この方法は、 余分なオーバーヘッ ドがかかり ます。

� CCI レイヤは、 現在実行しているスレッ ドに対して、 コード内の可能な最も

近い場所で LogContext を設定できます。 ADK の 
com.bea.adapter.cci.ConnectionFactoryImpl ク ラスは、 現在実行中の

スレッ ドに対して、 getConnection() メ ソ ッ ド中に LogContext を設定しま

す。 この getConnection() メ ソ ッ ドが、 ク ラ イアン ト  プログラム とアダプ

タの間の最初の接点になり ます。 したがって、 アダプタ内の下位のレイヤ

は、 以下のコードを使用するこ とによ り、 現在実行中のスレ ッ ドの 
LogContext に安全にアクセスできます。

コード  リス ト  5-7   現在のスレッ ドに対する LogContext にアクセスするための
コード

public static LogContext getLogContext(Thread t)
   throws IllegalStateException, IllegalArgumentException

また、 LogManager には以下のよ う な便利なメ ソ ッ ドがあ り ます。

public static ILogger getLogger() throws IllegalStateException

このメ ソ ッ ドは、 現在実行中のスレッ ドに対して、 ILogger を提供します。

この方法を使用するには注意点が 1 つあ り ます。 下位レイヤには、 そのメ ン

バーと して LogContext または ILogger を格納しないでください。 下位レイ

ヤが、 これらを  LogManager から動的に取り出すよ うにします。 LogContext 
が現在実行中のスレッ ドに対して設定される前にこのメ ソ ッ ドが呼び出され

る と、 IllegalStateException が返されます。
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ログ メ ッセージのインターナショナライ
ゼーションとローカライゼーシ ョン

インターナシ ョナライゼーシ ョ ン （I18N） と ローカライゼーシ ョ ン （L10N）
は、 ADK ロギング フレームワークの中心的なコンセプ トです。 ILogger インタ

フェースで、 ロギングに使用するすべてのメ ソ ッ ドは、 デバッグ  メ ソ ッ ドを除

き、 I18N を提供しています。 その実装は、 Java インターナシ ョナラ イゼーシ ョ

ン規格に従っており、 ResourceBundle オブジェ ク ト を使用して、 ロケール固有

のメ ッセージまたはテンプレー ト を格納します。 Java 言語の I18N および L10N 
規格の使用方法については、 Sun Microsystems 社による優れたオンライン 
チュー ト リ アルがあ り ます。

マルチスレッ ド  コンポーネントでのコンテ
キスト情報の保存

現実に使用されているシステムの多 くは、 複数のク ラ イアン ト を同時に処理する

必要があ り ます。 そのよ う なシステムの典型的なマルチスレッ ド実装では、 ス

レッ ドご とに異なる ク ライアン ト を処理します。 ロギングは、 特に複雑な分散ア
プ リ ケーシ ョ ンの ト レースおよびデバッグに適しています。 2 つのク ライアン ト

間のロギング出力を区別する一般的な方法は、 ク ライアン ト ご とに個別カテゴ リ

をインスタンス化する方法ですが、 この方法には欠点があ り ます。 カテゴ リが増

大し、 これらを管理するオーバーヘッ ドが大き くなる とい う点です。

よ り負担の小さい方法は、 同じ ク ライアン ト対話で開始された各ログ要求に対し

てユニークな識別子でスタンプを付す方法です。 Neil Harrison 氏が、 この方法を

『Pattern Languages of Program Design 3』 （R. Martin、D. Riehle、F. Buschmann 編
集。 Addison-Wesley、 1997） の 「Patterns for Logging Diagnostic Messages」 で説

明しています。
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マルチスレッ ド  コンポーネン ト でのコンテキス ト情報の保存
各要求にユニークな識別子でスタンプを付けるには、 ユーザはコンテキス ト情報

を  Nested Diagnostic Context (NDC) にプッシュします。ロギング ツールキッ トに

は、 NDC メ ソ ッ ドへのアクセスのための独立したインタフェースがあ り ます。

このインタフェースは、 getNDCInterface() メ ソ ッ ドを使用して ILogger から

取得されます。

NDC 出力は、 XML コンフ ィグレーシ ョ ン ファ イル （%x 記号による） でオンに

なり ます。 ログ要求が行われる と、 適切なロギング  フレームワーク  コンポーネ

ン トが、 現在のスレッ ドに対する全 NDC スタ ッ クをログ出力に組み込みます。

ユーザはこの処理に関わる必要はあ り ません。 ユーザの作業は、 コード内の数箇
所決まった場所で push および pop メ ソ ッ ドを使用して、正しい情報を NDC に入
力するだけです。

コード  リス ト  5-8   サンプル コード

public void someAdapterMethod(String aClient) {
    ILogger logger = getLogger();
  INestedDiagnosticContext ndc = logger.getNDCInterface();
  // 全ログ メッセージについてこのクライアント名を追跡する
  ndc.push("User name=" + aClient);
  // メソッド本体 ・・・
  ndc.pop();
  }

NDC は、 使用するアダプタの CCI Interaction オブジェ ク ト内で使用します。
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サービス  アダプタは、 ク ラ イアン ト から  XML 要求ドキュ メ ン ト を受け取る と、

基本となる  EIS で該当する関数を呼び出します。 このサービス  アダプタはメ ッ

セージのコンシューマで、応答を返す場合と返さない場合があ り ます。サービス  
アダプタでは、 次の 4 つの機能が実行されます。

� 外部ク ラ イアン ト からサービス要求を受信します。

� XML 要求ドキュ メ ン ト を EIS 固有のフォーマッ トに変換します。 この要求

ドキュ メ ン トは、 サービスの要求 XML スキーマに従って作成されます。 ま

た、 要求 XML スキーマは、 EIS のメ タデータに基づいています。

� EIS で該当する関数を呼び出し、 その関数からの応答を待ちます。

� EIS 固有のデータ形式からサービスの応答 XML スキーマに従った XML 形
式に、 応答を変換します。 応答 XML スキーマは、 EIS のメ タデータに基づ

いています。

この章の内容は以下のとおりです。

� 実行時環境におけるサービス  アダプタ

� イベン トの処理フロー

� 手順 1 :環境要件の調査

� 手順 2 : 開発環境のコンフ ィグレーシ ョ ン

� 手順 3 : SPI の実装

� 手順 4 : CCI の実装

� 手順 5 : アダプタのテス ト

� 手順 6 : アダプタのデプロイ
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WebLogic Integration に限定されない 
J2EE 準拠アダプタ

この章で説明する こ とは、 主に WebLogic Integration で使用するアダプタの開発

手順です。 ADK によ り  WebLogic Integration 環境以外でも使用可能なアダプタ

を開発するこ とはできますが、 その場合は、 所定の修正を加えた手順に従って く

ださい。 手順については、 附録 A 「WebLogic Integration に限定されないアダプ

タの作成」 を参照して ください。

実行時環境におけるサービス アダプタ

図 6-1 および 図 6-2 は、 実行時環境でサービス  アダプタが使用される場合に実

行されるプロセスを示しています。図 6-1 では非同期サービス  アダプタ、図 6-2 
では同期アダプタのプロセスを示しています。
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実行時環境におけるサービス アダプタ
図 6-1   実行時環境における非同期サービス アダプタ
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図 6-2   実行時環境における同期サービス アダプタ
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イベン トの処理フロー
イベン トの処理フロー

図 6-3 は、 サービス  アダプタの開発手順の概要です。

図 6-3   サービス アダプタ開発プロセスにおけるイベントのフロー
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6 サービス アダプタの開発
手順 1 :環境要件の調査

サービス アダプタの開発を開始する前に、 サービス  アダプタをサポートするた

めに環境に必要な リ ソースを識別する必要があ り ます。 この手順では、 開発環境

における要件について詳し く説明します。 必要な リ ソースの詳細な リ ス ト につい

ては、 附録 D 「アダプタ設定ワークシート 」 を参照して ください。

� 必要な EIS とそれに適したサービスの識別

EIS に関する情報に基づいてバッ クエンド機能に対するインタフェースを決

定します。

� 高コス ト の接続オブジェ ク ト の決定

EIS 内の機能を呼び出すには、 高コス トの接続オブジェ ク ト が必要です。 こ

の機能は、 EIS と通信を行う ために必要です。

高コス ト の接続オブジェ ク ト には、 ソケッ ト接続や DBMS 接続のよ う なシ

ステム リ ソースの割 り当てが必要です。 J2EE コネク タ  アーキテクチャの大

きな利点の 1 つは、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバがこのよ う なオブジェ ク ト を

プールして くれる こ とです。 アダプタのオブジェ ク トはアプ リ ケーシ ョ ン 
サーバによってプールされるため、 このオブジェ ク ト を決定する必要があ り

ます。

� 必要なセキュ リテ ィの決定

接続要求パスを通じて接続認証を渡すために、 アダプタは 
ConnectionRequestInfo ク ラスを実装する必要があ り ます。 このよ う な実

装を容易にするため、 ADK では ConnectionRequestInfoMap ク ラスを提供
しています。 このク ラスを使用して、 ユーザ名およびパスワードなどの認可

情報を接続オブジェ ク ト にマップするこ とができます。

ADK は、 J2EE Connector Architecture Specification 1.0 に準拠しています。

接続アーキテクチャ  セキュ リ テ ィの詳細については、 このドキュ メ ン トの

「Security」 節を参照して ください。 以下の URL から  簡単に印刷できる  PDF 
形式の仕様をダウンロードできます。

http://java.sun.com/j2ee/

� アダプタに必要な ト ランザクシ ョ ン サポート  タイプの決定

以下の ト ランザクシ ョ ンの境界設定から、 どのタイプをアダプタに実装する

かを決定します。
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手順 2 : 開発環境のコンフ ィグレーシ ョ ン
� ローカル ト ランザクシ ョ ンの境界設定

� XA 準拠 ト ランザクシ ョ ンの境界設定

注意 : ト ランザクシ ョ ンの境界設定の詳細については、 6-25ページの 「 ト ラン

ザクシ ョ ン境界設定」 または次に示すサイ ト を参照して ください。

http://java.sun.com/blueprints/guidelines/designing_enterprise_ap
plications/transaction_management/platform/index.html

手順 2 : 開発環境のコンフ ィグレーショ ン

この手順では、 環境をコンフ ィグレーシ ョ ンする  4 つの手順 （手順 2a から手順 
2b まで） について説明します。

注意 : この手順は、 GenerateAdapterTemplate ユーティ リ テ ィ を実行するこ とで

簡単に行えます。 詳細については、 第 4 章 「カスタム開発環境の作成」

を参照して ください。

手順 2a : ディレク ト リ構造の設定

WebLogic Integration のインス トール時に作成されるディ レク ト リ構造は、 アダ

プタを実行するためだけでなく、 ADK を使用するためにも必要です。 ADK 関連
のファ イルは、 WLI_HOME/adapters/ ディ レク ト リ （WLI_HOME は、 WebLogic 
Integration をインス トールしたディ レク ト リ ） に格納されています。 インス トー

ル時に、 WLI_HOME ディ レク ト リに必要なディ レク ト リおよびファ イルが含まれ

ているかを必ず確認してください。

次の表では、 WLI_HOME のディ レク ト リ構造について説明します。

表 6-1  ADK ディレク ト リ構造

パス名 説明

アダプタ ADK を含むディレク ト リ。
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6 サービス アダプタの開発
adapters/src/war .jsp ファ イル、 イ メージなどが格納されるディ レク ト
リ。 このディレク ト リ内のすべてのファ イルは、 アダ

プタの WAR ファ イルに組み込む必要がある。

adapters/utils JAR ファ イルにタイムスタンプするファ イルを含め、
ビルド  プロセスで使用するファ イルを含むディレク ト
リ。

adapters/dbms ADK を使用して構築された  J2EE 準拠のサンプル アダ
プタが格納されるディレク ト リ。

adapters/dbms/docs サンプル アダプタのユーザ ガイ ド、 リ リース  ノー ト 、
およびインス トール ガイ ドが格納されるディ レク ト リ。

adapters/sample 独自のアダプタを開発する際に使用できるサンプル ア
ダプタが格納されるディレ ク ト リ。

adapters/sample/project Apache Jakarta Ant ビルド  フ ァ イルの build.xml が格
納されるディレク ト リ。 このフ ァ イルには、 ソース  
コードのコンパイル、 JAR ファ イルと  EAR フ ァ イルの
生成、 および Javadoc 情報の生成に使用されるビルド情
報が格納される。 アダプタの構築に関する詳細は、 6-10
ページの 「手順 2c : ビルド  プロセスの設定」 を参照。

adapters/sample/src アダプタのあらゆる ソース  コードが格納されるディレ
ク ト リ。 アダプタにソース  コードを含めるかど うかは
任意に選択する。

adapters/sample/src/
BEA_WLS_SAMPLE_ADK.properties

アダプタがインターナシ ョナラ イゼーシ ョ ンおよび

ローカラ イゼーシ ョ ンで使用する メ ッセージが定義さ

れているファ イル。

adapters/sample/src/
BEA_WLS_ SAMPLE_ADK.xml

ロギング フレームワークに必要な基本的なコンフ ィグ
レーシ ョ ン  ファ イル。 独自のアダプタ  ロギング コン
フ ィグレーシ ョ ン  ファ イルを開発する と きにこのファ
イルを使用する。

adapters/sample/src/ 
eventrouter/WEB-INF/web.xml

イベン ト  ルータ  Web アプリ ケーシ ョ ン用のコンフ ィグ
レーシ ョ ン  ファ イル。

表 6-1  ADK ディ レク ト リ構造

パス名 説明
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手順 2 : 開発環境のコンフ ィグレーシ ョ ン
ディレク ト リ構造の変更

GenerateAdapterTemplate を使用して開発ツ リーを複製する と、
adapters/sample のすべてのディ レ ク ト リの内容が自動的に複製されて、 新し
い開発環境に合わせて更新されます。

adapters/sample/src/rar/
META- INF/ra.xml

J2EE 準拠アダプタに関するコンフ ィグレーシ ョ ン情報
が定義されているフ ァ イル。 このファ イルは、 ADK の
実行時フレームワークで必要なパラ メータを確認する

ための参考ガイ ド と して使用する。

adapters/sample/src/rar/META- 
INF/weblogic-ra.xml

Weblogic Server J2EE エンジンに固有の J2EE 準拠アダ
プタに関するコンフ ィグレーシ ョ ン情報が定義されて

いるファ イル。 このファ イルは、 使用するアダプタに

応じて weblogic-ra.xml フ ァ イルを設定する際の例
と して使用する。 このフ ァ イルは Weblogic Server で必
要となる。

adapters/sample/src/sample アダプタのソース  コードが格納されるディ レク ト リ。

adapters/sample/src/war .jsp フ ァ イル、 .html ファ イル、 イ メージなどが格納
されるディレク ト リ。 このディレ ク ト リ内のすべての

ファ イルは、 アダプタの Web アプ リ ケーシ ョ ン  アーカ
イブ （.war） フ ァ イルに組み込む必要がある。

adapters/sample/src/war/WEB- 
INF/web.xml

Web アプ リケーシ ョ ン記述子

adapters/sample/src/war/WEB-INF/ 
weblogic.xml

Web アプリ ケーシ ョ ン用の WebLogic Server 固有の属性
が定義されているフ ァ イル。

adapters/sample/src/ear/META-INF
/application.xml

アダプタのアプ リ ケーシ ョ ン  ビューをコンフ ィグレー
シ ョ ンするためのコネク タおよび Web アプ リ ケーシ ョ
ンが収められている  J2EE アプ リケーシ ョ ン。

表 6-1  ADK ディレク ト リ構造

パス名 説明
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変更は、 ファ イル WLI_HOME/adapters/ADAPTER/docs/api/index.html 
(ADAPTER は、 新しい開発ディ レ ク ト リ名 ) に反映されます。 また、 新しいアダ
プタに応じて WebLogic Integration を設定する際に、 このファ イル内のコードを
コピーして、 そのアダプタの config.xml ファ イルに貼り付けるこ と もできま
す。

手順 2b : アダプタ論理名の割り当て

アダプタに論理名を割り当てます。 通常、 アダプタの論理名は、 次のよ うにアン

ダースコアで区切られた 3 つの項目 （ベンダ名、 アダプタに接続される  EIS のタ
イプおよび EIS のバージ ョ ン） で構成されます。

vendor_EIS-type_EIS-version 

例 :

BEA_WLS_SAMPLE_ADK

アダプタ論理名の詳細については、 2-6ページの 「アダプタ論理名」 を参照して

ください。

手順 2c : ビルド  プロセスの設定

ADK では、Ant とい う  Java 言語のみを使用して作成した Java のビルド  ツールに
基づく ビルド  プロセスが採用されています。 Ant の詳細については、 3-4ページ
の 「Ant ベースのビルド  プロセス」 を参照して ください。 Ant の使用方法の詳細
については、 以下のサイ ト を参照して ください。

http://jakarta.apache.org/ant/index.html

ADK に付属のサンプル アダプタ （WLI_HOME/adapters/sample/project に格
納されている） には、 build.xml とい う ファ イルが入っています。 このファ イ
ルは、 サンプル アダプタの Ant ビルド  ファ イルです。 このファ イルには、 J2EE 
準拠アダプタを構築するのに必要なタスクが収められています。

GenerateAdapterTemplate ユーテ ィ リ テ ィ を実行して、 アダプタの開発ツ リー
を複製する と、 使用するアダプタ専用の build.xml ファ イルが作成されます。
この自動ファ イル生成によ り、 サンプル build.xml ファ イルをカスタマイズす
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る手間が省け、 かつコードの正確性が保証されます。

GenerateAdapterTemplate ユーティ リ テ ィの使用方法の詳細については、 第 4 
章 「カスタム開発環境の作成」 を参照して ください。

Manifest ファイル

GenerateAdapterTemplate によって作成されるファ イルの中には、 MANIFEST.MF 
とい う  manifest ファ イルがあ り ます。 このファ イルには、 このファ イルを使用
する各コンポーネン ト に対する ク ラスロード指示が定義されています。 manifest 
ファ イルは、ear/META-INF を除くすべての /META-INF ディ レク ト リに作成され
ます。

コード  リ ス ト 6-1 は、 サンプル アダプタに組み込まれている  manifest ファ イル
の例を示しています。

コード  リス ト  6-1   Manifest ファイルの例

Manifest-Version: 1.0

Created-By:BEA Systems, Inc.

Class-Path: BEA_WLS_SAMPLE_ADK.jar adk.jar wlai-core.jar
  wlai-client.jar

このファ イルの最初の 2 行には、 バージ ョ ン情報およびベンダ情報が含まれま
す。 3 行目では、 関連ク ラスパスまたはク ラスロード指示が定義されます。
Class-Path プロパティには、 コンポーネン ト が必要とする リ ソースへの参照と
共有 JAR ファ イルの リ ス ト が含まれます。 （リ ス ト では、 ファ イル名がスペース
で区切られています。） JAR ファ イルは、 EAR ファ イルの共有エリ アに組み込む
必要があ り ます。 （詳細については、 2-11ページの 「エンタープラ イズ アーカイ
ブ （EAR） ファ イル」 を参照して ください。）

JAR ツールでは、 Class-Path: 行の長さの上限は 72 文字です。 72 文字を超える
行は次の行に回され、 次に示すよ うにスペースで始ま り ます。

Class-Path: .....72 文字のクラスパス
<スペース >クラスパスの続き

サンプルの ADK アダプタでは、 以下の Ant コマンドによ りすべての共有 JAR 
ファ イルは、 1 つの JAR ファ イル （shared.jar） に統合されます。
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コード  リスト  6-2   

<jar jarfile='${LIB_DIR}/shared.jar'>
<zipfileset src='${LIB_DIR}/${JAR_FILE}'>
<exclude name='META-INF/MANIFEST.MF'/>
</zipfileset> 
<zipfileset src='${WLI_LIB_DIR}/adk.jar'>
<exclude name='META-INF/MANIFEST.MF'/>
</zipfileset>
<zipfileset src='${WLI_LIB_DIR}/wlai-core.jar'>
<exclude name='META-INF/MANIFEST.MF'/>
</zipfileset>
<zipfileset src='${WLI_LIB_DIR}/wlai-client.jar'>
<exclude name='META-INF/MANIFEST.MF'/>
</zipfileset>

</jar>
<jar jarfile='${LIB_DIR}/${EAR_FILE}'>
<fileset dir='${basedir}' includes='version_info.xml'/>
<fileset dir='${SRC_DIR}/ear' 
includes='META-INF/application.xml'/>
<fileset dir='${LIB_DIR}' 
includes='shared.jar,${RAR_FILE},${WAR_FILE},
${EVENTROUTER_WAR_FILE}'/>

</jar>

注意 : ファ イル名 MANIFEST.MF は、 WAR ファ イルに組み込む場合にはすべて
大文字で表記する必要があ り ます。 正し く表記されていない場合、

UNIX システムでは認識されず、 エラーが発生します。

build.xml のコンポーネント

build.xml がどのよ うに機能するかを知るには、 ファ イルを開いてコンポーネ
ン ト をレビューします。 こ こでは、 主なファ イル要素について説明します。

build.xml の内容をレビューする際にこれらの説明を参照して ください。

注意 : 以下の例はサンプル アダプタからの引用で、 複製バージ ョ ンのものでは
あ り ません。

1. 最初の行では、 ルート  プロジェ ク ト要素の名前属性が設定されます。

 <project name='BEA_WLS_SAMPLE_ADK' default='all' basedir='.'>

2. 名前は、 次の リ ス ト例で示すよ うに、 アーカイブ ファ イル （JAR、 WAR お
よび RAR ファ イル） に関連付けられます。
6-12 アダプタの開発



手順 2 : 開発環境のコンフ ィグレーシ ョ ン
コード  リス ト  6-3   アーカイブ ファイル名の設定

<property name='JAR_FILE' value='BEA_WLS_SAMPLE_ADK.jar'/>
<property name='RAR_FILE' value='BEA_WLS_SAMPLE_ADK.rar'/>
<property name='WAR_FILE' value='BEA_WLS_SAMPLE_ADK_Web.war'/>
<property name='EVENTROUTER_JAR_FILE'
 value='BEA_WLS_SAMPLE_ADK_EventRouter.jar'/>
<property name='EVENTROUTER_WAR_FILE'
 value='BEA_WLS_SAMPLE_ADK_EventRouter.war'/>
<property name='EAR_FILE' value='BEA_WLS_SAMPLE_ADK.ear'/>

3. コード  リ ス ト 6-4 に、 ADK の標準プロパティ を示します。

コード  リス ト  6-4   標準 ADK プロパティ

<property name='ADK' value='${WLI_LIB_DIR}/adk.jar'/>
<property name='ADK_WEB' value='${WLI_LIB_DIR}/adk-web.jar'/>
<property name='ADK_TEST' value='${WLI_LIB_DIR}/adk-test.jar'/>
<property name='ADK_EVENTGENERATOR' value='${WLI_LIB_DIR}/
  adk-eventgenerator.jar'/>
<property name='BEA' value='${WLI_LIB_DIR}/bea.jar'/>
<property name='LOGTOOLKIT' value='${WLI_LIB_DIR}/
  logtoolkit.jar'/>
<property name='WEBTOOLKIT' value='${WLI_LIB_DIR}/
  webtoolkit.jar'/>
<property name='WLAI_CORE' value='${WLI_LIB_DIR}/
  wlai-core.jar'/>
<property name='WLAI_CLIENT' value='${WLI_LIB_DIR}/
  wlai-client.jar'/>
<property name='WLAI_COMMON' value='${WLI_LIB_DIR}/
  wlai-common.jar'/>
<property name='WLAI_EVENTROUTER' value='${WLI_LIB_DIR}/
  wlai-eventrouter.jar'/>
<property name='XMLTOOLKIT' value='${WLI_LIB_DIR}/
  xmltoolkit.jar'/>
<property name='XCCI' value='${WLI_LIB_DIR}/xcci.jar'/>

これらのプロパティ を変更する必要はあ り ませんが、 この後に、 アダプタで

必要な他の JAR ファ イルやク ラスを追加できます。
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4. ク ラスパスは、 次のリ ス トに示すよ うに、 コンパイルのためにセッ ト アップ
されます。

コード  リスト  6-5   クラスパスの設定

  <path id='CLASSPATH'>
    <pathelement location='${SRC_DIR}'/>
    <pathelement   path='${ADK}:${ADK_EVENTGENERATOR}:

${ADK_WEB}:${ADK_TEST}:${WEBTOOLKIT}:${WLAI_CORE}:
${WLAI_EVENTROUTER}:${WLAI_CLIENT}'/>

    <pathelement path='${WEBLOGIC_JAR}:${env.BEA_HOME}'/>
    <pathelement path='${JUNIT}:${HTTPUNIT}:${TIDY}'/>
  </path>

この情報の後に、 任意で次の 3 つのファ イルの組み合わせのいずれかを呼び
出すこ とができます。

� 以下のサンプル リ ス ト で示すアダプタのすべてのバイナリ とアーカイブ

コード  リスト  6-6   すべてのバイナリおよびアーカイブを呼び出すサンプル

<!-- このターゲットにより、アダプタのすべてのバイナリおよび
アーカイブが作成される -->

<target name='all' depends='ear'/>

� アダプタのすべてのバイナリ とアーカイブ、 および Javadoc

<target name='release' depends='all,apidoc'/>

� コード  リ ス ト 6-7 に示すよ うに、 version_info ファ イルをアーカイブに
組み込むよ うに設定

コード  リスト  6-7   サンプル version_info ファイル

<!-- このターゲットにより、version_info ファイルがアーカイブに
 組み込まれる -->
<target name='version_info'>
 <java classname='GenerateVersionInfo'>
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 <arg line='-d${basedir}'/>
 <classpath>

<pathelement path='${WLI_HOME}/adapters/utils:
 ${WEBLOGIC_JAR}'/>

 </classpath>
</java>

</target>

5. このアダプタに対する  JAR ファ イルの内容が指定されます。 アダプタの実行
時関係の要素はメ インの JAR ファ イルに含まれますが、 設計時 GUI サポー
ト  ク ラスのよ う な追加ク ラスは、 以下のリ ス トに示すよ うに  WAR ファ イル
または他の JAR ファ イルに含まれます。

コード  リス ト  6-8   JAR ファイルに値を設定するためのサンプル コード

<target name='jar' depends='packages,version_info'>
<delete file='${LIB_DIR}/${JAR_FILE}'/>
 <mkdir dir='${LIB_DIR}'/>
<jar jarfile='${LIB_DIR}/${JAR_FILE}'>

6. アダプタのソース  ディ レ ク ト リからの includes リ ス トが指定されます。 こ
こで説明するサンプル アダプタでは、 sample/cci および sample/spi パッ
ケージ内のク ラスがすべて含まれ、 さ らにロギング  コンフ ィグレーシ ョ ン  
ファ イルと メ ッセージ バンドルが含まれます。

コード  リス ト  6-9   Includes リス トを組み込むサンプル コード

<fileset dir='${SRC_DIR}'
 includes='sample/cci/*.class,sample/spi/*.class,
sample/eis/*. class,*.xml,*.properties'/>

7. 以下のリ ス トに示すよ うに、 JAR ファ イルに関するバージ ョ ン情報を示しま
す。
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コード  リスト  6-10   JAR ファイルのバージョン情報の設定

<!-- JAR ファイルのバージョン情報を組み込む -->
 <fileset dir='${basedir}'

  includes='version_info.xml'/>
</jar>

8. J2EE アダプタ  アーカイブ （RAR） ファ イルが生成されます。 このファ イル
には、 アダプタに必要なすべてのク ラスおよび JAR ファ イルが含まれます。
このファ イルは、 アダプタが依存する  J2EE 準拠アプ リ ケーシ ョ ン  サーバに
デプロイできます。 この例には、 以下のターゲッ ト があ り ます。

� この RAR ファ イルのバージ ョ ン情報

� アダプタの deployment descriptor

以下の リ ス ト に、 サンプル アダプタに対し  RAR ファ イルがどのよ うに作成
されるかを示します。

コード  リスト  6-11   接続アーキテクチャ RAR ファイルを作成するサンプル コー
ド

<target name='rar' depends='jar'>
<delete file='${LIB_DIR}/${RAR_FILE}'/>
 <mkdir dir='${LIB_DIR}'/>
 <jar jarfile='${LIB_DIR}/${RAR_FILE}'
 manifest='${SRC_DIR}/rar/META-INF/MANIFEST.MF'>

 <fileset dir='${SRC_DIR}/rar'includes='META-INF/ra.xml,
 META-INF/weblogic-ra.xml' excludes=

  'META-INF/MANIFEST.MF'/>
</jar>

</target>

9. J2EE Web アプリ ケーシ ョ ン アーカイブ （WAR） フ ァ イルが生成されます。
このファ イルには、 既存の環境をク リーンアップするコード も含まれていま

す。
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コード  リス ト  6-12   WAR ファイル生成のためのサンプル コード

<target name='war' depends='jar'>
<!-- 既存の環境をクリーンアップする -->

    <delete file='${LIB_DIR}/${WAR_FILE}'/>
<copy file='${WLI_HOME}/adapters/src/war/WEB-INF/taglibs/

 adk.tld' todir='${SRC_DIR}/war/WEB-INF/taglibs'/>
<java classname='weblogic.jspc' fork='yes'>

  <arg line='-d ${SRC_DIR}/war -webapp ${SRC_DIR}/
 war -compileAll -depend'/>

 <classpath refid='CLASSPATH'/>
</java>

<!-- 最初のアダプタは共通 ADK JSP をコンパイルする必要がある -->

 <java classname='weblogic.jspc' fork='yes'>
 <arg line='-d ${WLI_HOME}/adapters/src/war -webapp
   ${WLI_HOME}/adapters/src/war -compileAll 

-depend'/> 
<classpath refid='CLASSPATH'/>

</java>

<war warfile='${LIB_DIR}/${WAR_FILE}' 
  webxml='${SRC_DIR}/war/WEB-INF/web.xml' 
  manifest='${SRC_DIR}/war/META-INF/MANIFEST.MF'>

<!--
重要 ! Exclude the WEB-INF/web.xml file from 
the WAR as it already gets included via the webxml attribute 
above
-->

<fileset dir="${SRC_DIR}/war" >
 <patternset >

<include name="WEB-INF/weblogic.xml"/>
 <include name="**/*.html"/>

<include name="**/*.gif"/>
 </patternset>
 </fileset>

<!--

重要 ! ADK 設計時フレームワークをアダプタの設計時
Web アプリケーションに含める

-->

<fileset dir="${WLI_HOME}/adapters/src/war" >
 <patternset >

 <include name="**/*.css"/>
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 <include name="**/*.html"/>
  <include name="**/*.gif"/>

<include name="**/*.js"/>
  </patternset>
  </fileset>

<!-- 設計時 UI をサポートするアダプタのクラスを
 含める -->

 <classes dir='${SRC_DIR}' includes='sample/web/*.class'/>
<classes dir='${SRC_DIR}/war'includes='**/*.class'/>
<classes dir='${WLI_HOME}/adapters/src/war' includes=

 '**/*.class'/>

<!--

アプリケーションで必要とされ、EAR に共有されないすべての JAR
ファイルを、WAR ファイルの WEB-INF/lib ディレクトリ下に
組み込む

-->

10. Web アプリ ケーシ ョ ンで必要と されるすべての JAR ファ イルは、
build.xml ファ イルの <lib> コンポーネン ト内に組み込まれています。

コード  リス ト  6-13   Web アプリケーションが必要とする JAR ファイルを組み込
むサンプル コード

<lib dir='${WLI_LIB_DIR}' includes='adk-web.jar,
  webtoolkit.jar,wlai-client.jar'/>

11. EAR ファ イルが組み込まれます。

コード  リスト  6-14   EAR ファイルの組込み

<target name='ear' depends='rar,eventrouter_jar,war'>

    <delete file='${LIB_DIR}/${EAR_FILE}'/>

 <!-- jar ファイルを組み込むのではなく、
 jar ファイルを共有するイベント ルータを組み込む -->
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<delete file='${LIB_DIR}/${EVENTROUTER_WAR_FILE}'/>
<delete dir='${SRC_DIR}/eventrouter/WEB-INF/lib'/>

 <war warfile='${LIB_DIR}/${EVENTROUTER_WAR_FILE}
    'webxml='${SRC_DIR}/eventrouter/WEB-INF/web.xml

'manifest='${SRC_DIR}/eventrouter/META-INF/
MANIFEST.MF'>

 <fileset dir='${basedir}' includes='version_info.xml'/>
 <fileset dir="${SRC_DIR}/eventrouter" >
 <patternset>

<exclude name="WEB-INF/web.xml"/>
 <exclude name="META-INF/*.mf"/>
  </patternset>

</fileset>

      <lib dir='${LIB_DIR}' includes='${EVENTROUTER_JAR_ 
 FILE}'/>

<lib dir='${WLI_LIB_DIR}'includes=
 'adk-eventgenerator.jar,wlai-eventrouter.jar'/>

</war>

<jar jarfile='${LIB_DIR}/${EAR_FILE}'>
<fileset dir='${basedir}' includes='version_info.xml'/>
<fileset dir='${SRC_DIR}/ear' includes= 

  'application.xml'/>
<fileset dir='${LIB_DIR}'includes='${JAR_FILE},

 ${RAR_FILE}, ${WAR_FILE},${EVENTROUTER_WAR_FILE}'/>
<fileset dir='${WLI_LIB_DIR}'includes='adk.jar,

wlai-core.jar,wlai-client.jar'/>
 </jar>

 <delete file='${LIB_DIR}/${EVENTROUTER_WAR_FILE}'/>
 <delete file='${LIB_DIR}/${EVENTROUTER_JAR_FILE}'/>
<delete file='${LIB_DIR}/${WAR_FILE}'/>

 <delete file='${LIB_DIR}/${RAR_FILE}'/>
 <delete file='${LIB_DIR}/${JAR_FILE}'/>

</target>

EAR デプロイ メ ン ト固有のイベン ト  ルータは自身でデプロイするこ とはで
きないため、 以下の リ ス ト で示すよ うに、 EAR ターゲッ ト内から呼び出され
ます。
アダプタの開発 6-19



6 サービス アダプタの開発
コード  リスト  6-15   EAR 固有の EventRouter を組み込むサンプル コード

<delete file='${LIB_DIR}/${EVENTROUTER_WAR_FILE}'/>
<delete dir='${SRC_DIR}/eventrouter/WEB-INF/lib'/>

<war warfile='${LIB_DIR}/${EVENTROUTER_WAR_FILE}
 'webxml='${SRC_DIR}/eventrouter/WEB-INF/web.xml

'manifest='${SRC_DIR}/eventrouter/META-INF/
MANIFEST.MF'>

<fileset dir='${basedir}' includes='version_info.xml'/>
 <fileset dir="${SRC_DIR}/eventrouter" >

 <patternset >
 <exclude name="WEB-INF/web.xml"/>

 <exclude name="META-INF/*.mf"/>
 </patternset>

 </fileset>

<lib dir='${LIB_DIR}' includes='${EVENTROUTER_
 JAR_FILE}'/>
<libdir='${WLI_LIB_DIR}' 

        includes='adk-eventgenerator.jar, 
        wlai-eventrouter.jar'/>

</war>

上記リ ス トの EAR ターゲッ ト内に、 以下の リ ス ト に示すよ うに、 すべての
共通または共有 JAR ファ イルもあ り ます。

コード  リスト  6-16   共通または共有 JAR ファイルの組み込みを示すサンプル 
コード

<jar jarfile='${LIB_DIR}/${EAR_FILE}'>

    <fileset dir='${basedir}' includes='version_info.xml'/>
    <fileset dir='${SRC_DIR}/ear' includes='application.xml'/>
    <fileset dir='${LIB_DIR}'includes='${JAR_FILE},${RAR_FILE},
       ${WAR_FILE},${EVENTROUTER_WAR_FILE}'/>
    <fileset dir='${WLI_LIB_DIR}'includes='adk.jar,

wlai-core.jar,wlai-client.jar'/>

</jar>
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12. このプロジェク トのすべての Java ソース  ファ イルがコンパイルされます。

コード  リス ト  6-17   Java ソースのコンパイル用サンプル コード

<target name='packages'>
    <echo message='Building ${ant.project.name}...'/>
    <javac srcdir='${SRC_DIR}' 

excludes='war/jsp_servlet/**' 
deprecation='true' debug='true'>

       <classpath refid='CLASSPATH'/>
    </javac>
</target>

13.以下のリ ス トに示すよ うに、 EventRouter JAR ファ イルを構築します。

コード  リス ト  6-18   EventRouter JAR ファイル構築用サンプル コード

<target name='eventrouter_jar' depends='packages,version_info'>
    <delete file='${LIB_DIR}/${EVENTROUTER_JAR_FILE}'/>
        <jar jarfile='${LIB_DIR}/${EVENTROUTER_JAR_FILE}'>
           <fileset dir='${SRC_DIR}'
                         includes='sample/event/*.class'/>
           <fileset dir='${basedir}'
                         includes='version_info.xml'/>
        </jar>
</target>

14.以下のリ ス トに示すよ うに、 J2EE WAR ファ イルおよびスタンドアロン  デプ
ロイ メ ン ト に使用されるイベン ト  ルータを生成します。

コード  リス ト  6-19   スタンドアロン デプロイメン ト用の EventRouter ターゲッ
トを生成するサンプル コード

<target name='eventrouter_war' depends='jar,eventrouter_jar'>
    <delete file='${LIB_DIR}/${EVENTROUTER_WAR_FILE}'/>
    <delete dir='${SRC_DIR}/eventrouter/WEB-INF/lib'/>
       <war warfile='${LIB_DIR}/${EVENTROUTER_WAR_FILE}'webxml=
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          '${SRC_DIR}/eventrouter/WEB-INF/web.xml'>
           <fileset dir='${basedir}' includes='version_info.xml'/>
         <fileset dir='${SRC_DIR}/eventrouter' excludes=
        'WEB-INF/web.xml'/>
    <lib dir='${LIB_DIR}' includes='${JAR_FILE},
       ${EVENTROUTER_JAR_FILE}'/>
    <lib dir='${WLI_LIB_DIR}'includes='adk.jar,

adk-eventgenerator.jar,wlai-core.jar,
wlai-eventrouter.jar,wlai-client.jar''/>

    </war>
</target>

15. Javadoc が生成されます。

コード  リスト  6-20   Javadoc を生成するサンプル コード

<target name='apidoc'>
    <mkdir dir='${DOC_DIR}'/>
    <javadoc sourcepath='${SRC_DIR}'
            destdir='${DOC_DIR}'
            packagenames='sample.*'
            author='true'
            version='true'
            use='true'
            overview='${SRC_DIR}/overview.html'
            windowtitle='WebLogic BEA_WLS_SAMPLE_ADK Adapter 
               API Documentation'
            doctitle='WebLogic BEA_WLS_SAMPLE_ADK Adapter 
                API Documentation'
            header='WebLogic BEA_WLS_SAMPLE_ADK Adapter'
            bottom='Built using the WebLogic Adapter 
                 Development Kit (ADK)'>
        <classpath refid='CLASSPATH'/>
    </javadoc>
</target>

16.対応するオブジェ ク トによ り作成されたファ イルをク リーンアップするター
ゲッ ト を示します。
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コード  リス ト  6-21   クリーンアップ コードを組み込むサンプル コード

<target name='clean' depends='clean_release'/>
<target name='clean_release' depends='clean_all,clean_apidoc'/>
<target name='clean_all'depends='clean_ear,clean_rar,clean_war,
   clean_eventrouter_war,clean_test'/>
<target name='clean_test'>
   <delete file='${basedir}/BEA_WLS_SAMPLE_ADK.log'/>
   <delete file='${basedir}/mcf.ser'/>
</target>
<target name='clean_ear' depends='clean_jar'>
   <delete file='${LIB_DIR}/${EAR_FILE}'/> 
</target>
<target name='clean_rar' depends='clean_jar'>
   <delete file='${LIB_DIR}/${RAR_FILE}'/>
</target>
<target name='clean_war' depends='clean_jar'>
   <delete file='${LIB_DIR}/${WAR_FILE}'/>
   <delete dir='${SRC_DIR}/war/jsp_servlet'/>
</target>
<target name='clean_jar' depends='clean_packages,clean_version_
   info'>
   <delete file='${LIB_DIR}/${JAR_FILE}'/>
</target>
<target name='clean_eventrouter_jar'>
   <delete file='${LIB_DIR}/${EVENTROUTER_JAR_FILE}'/>
</target>
<target name='clean_eventrouter_war' depends='clean_
   eventrouter_jar'>
   <delete file='${LIB_DIR}/${EVENTROUTER_WAR_FILE}'/>
</target>
<target name='clean_version_info'>
   <delete file='${basedir}/version_info.xml'/>
</target>
<target name='clean_packages'>
   <delete>
      <fileset dir='${SRC_DIR}' includes='**/*.class'/>
   </delete>
</target>
<target name='clean_apidoc'>
   <delete dir='${DOC_DIR}'/>
</target>

</project>
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手順 2d : メ ッセージ バンドルの作成

エンド  ユーザ向けのメ ッセージは、 メ ッセージ バンドルに入れます。 2 つ以上
の言語でメ ッセージを生成できる 「key=value」 の組み合わせを含む 
.properties テキス ト  ファ イル。 実行時にロケールおよび地域言語が指定され
る と、 メ ッセージの内容が該当する 「key=value」 の組み合わせに基づいて解釈

され、 メ ッセージがユーザのロケールに従って適切な言語で提示されます。

メ ッセージ バンドルの作成方法については、 次に示すサイ トにある  JavaSoft 
チュー ト リ アルを参照して ください。

http://java.sun.com/docs/books/tutorial/i18n/index.html 

手順 3 : SPI の実装

サービス プロバイダ インタフェース （SPI） には、 EIS への接続、 管理、 ト ラン
ザクシ ョ ンの環境設定、 およびサービス呼び出しのフレームワークが用意されて

いるオブジェ ク ト が入っています。 J2EE 準拠アダプタには、
javax.resource.spi パッケージにあるこれらのインタフェースの実装が必要
です。

この節では、 SPI の実装に使用できるインタフェースについて説明します。 SPI 
の実装作業には、 最低 3 つのインタフェースが必要です （6-24ページの 「基本

的な SPI の実装」 を参照して ください）。 こ こでは、 それぞれのインタフェース
を詳し く説明し、 さ らに、 ADK に含まれているサンプル アダプタによるそれら
のインタフェース拡張方法を説明します。

まず、 3 つのインタフェースについて説明します。 次に、 追加インタフェースに
ついて詳し く説明し、 さ らにそれらを使用する理由や、 アダプタで使用した場合

の利点についても説明します。

基本的な SPI の実装

アダプタに SPI を実装するには、 最低でも、 次の 3 つのインタフェースの拡張が
必要です。
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� ManagedConnectionFactory － ManagedConnection インスタンスのマッチ
ングと作成を行う メ ソ ッ ドによって、 接続プールをサポート します。

� ManagedConnection －基本となる  EIS との物理的な接続を表します。

� ManagedConnectionMetaData － ManagedConnection インスタンスに関連
付けられた基盤となる  EIS インスタンスに関する情報を提供します。

3 つのインタフェースは、 こ こで示す順番で実装するのが理想的です。

この 3 つのインタフェースのほか、 使用するアダプタの要求に合わせて、 この節
で説明されたほかのインタフェースを任意に実装できます。

ManagedConnectionFactory

javax.resource.spi.ManagedConnectionFactory

ManagedConnectionFactory インタフェースは、 ManagedConnection と  EIS 固
有の接続ファ ク ト リ  インスタンス両方のファ ク ト リです。 このインタフェース
は、 ManagedConnection インスタンスをマッチングした り、 作成した りする メ
ソ ッ ドによって接続プールをサポート します。

ト ランザクショ ン境界設定

ManagedConnectionFactory に不可欠なコンポーネン トは、 ト ランザクシ ョ ン
の境界設定です。 1 つの ト ランザクシ ョ ンにインクルード されるプログラム文を
決定します。 J2EE では、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバとアダプタ （およびそのベー
スの リ ソース  マネージャ） との間の ト ランザクシ ョ ン管理規約を定義します。
ト ランザクシ ョ ン管理規約は、 2 つの部分から構成されます。 規約は、 使用する
ト ランザクシ ョ ンの種類によって異な り ます。 ト ランザクシ ョ ンには、 2 つの種
類があ り ます。

� XA 準拠ト ランザクシ ョ ン

� ローカル ト ランザクシ ョ ン
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XA 準拠ト ランザクシ ョ ン

javax.transaction.xa.XAResource ベース規約は、 分散 ト ランザクシ ョ ン処
理環境 （DTP） における ト ランザクシ ョ ン マネージャ と リ ソース  マネージャ間
の取 り決めです。 JDBC ド ラ イバまたは JMS プロバイダは、 グローバル ト ラン
ザクシ ョ ン と、 データベースまたはメ ッセージ サービス接続との間の関連付け
をサポートするために、 このインタフェースを実装します。

XAResource インタフェースは、 ト ランザクシ ョ ンが外部 ト ランザクシ ョ ン マ
ネージャで管理されている環境内のアプ リ ケーシ ョ ン  プログラムでの使用を目
的と した ト ランザクシ ョ ン  リ ソースならばどのよ う なものでもサポート可能で
す。

そのよ う な リ ソースの例と して、 アプ リ ケーシ ョ ンが複数のデータベース接続を

経由してデータにアクセスするよ う なデータベース管理システムが挙げられま

す。 それぞれのデータベース接続は、 ト ランザクシ ョ ン  リ ソース と して、 ト ラ
ンザクシ ョ ン マネージャに登録されます。 ト ランザクシ ョ ン  マネージャは、 グ
ローバル ト ランザクシ ョ ンに関連する各接続に対して、 XAResource を取得しま
す。 ト ランザクシ ョ ン  マネージャは、 start() メ ソ ッ ドを使用して、 グローバ
ル ト ランザクシ ョ ン と リ ソースを関連付け、 end() メ ソ ッ ドによって ト ランザ
クシ ョ ン と リ ソースの関連付けを解除します。 リ ソース  マネージャは、 グロー
バル ト ランザクシ ョ ンを、 start() メ ソ ッ ド呼び出し と  end() メ ソ ッ ド呼び出
しの間にそのデータに対して行われたすべての作業に関連付けます。

ト ランザクシ ョ ンのコ ミ ッ ト時、 リ ソース  マネージャは、 ト ランザクシ ョ ンを  2 
フェーズ コ ミ ッ ト  プロ ト コルに従って準備、 コ ミ ッ ト 、 またはロールバッ クす
るよ うに ト ランザクシ ョ ン  マネージャから指示されます。

ローカル ト ランザクショ ン

ローカル ト ランザクシ ョ ン管理規約は、 アダプタが、 その リ ソース  マネージャ
で実行されるローカル ト ランザクシ ョ ンをサポートするために、
javax.resource.spi.LocalTransaction インタフェースを実装する場合の規
約です。 この規約によって、 アプ リ ケーシ ョ ンサーバが ト ランザクシ ョ ン管理の

インフラス ト ラ クチャ と実行時環境を整えられます。 アプ リ ケーシ ョ ン  コン
ポーネン トはこの ト ランザクシ ョ ン インフラス ト ラ クチャを利用して、 コン
ポーネン ト レベルの ト ランザクシ ョ ン  モデルをサポート します。

ト ランザクシ ョ ンの境界設定の詳細については、 以下の URL を参照して くださ
い。
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http://java.sun.com/blueprints/guidelines/
designing_enterprise_applications/transaction_management/
platform/index.html

ADK 実装

ADK では、 アダプタに対して AbstractManagedConnectionFactory とい う抽象
ファンデーシ ョ ンを提供しています。 このファンデーシ ョ ンには、 以下の機能が

あ り ます。

� アダプタの例外およびログメ ッセージのインターナシ ョナライゼーシ ョ ンお

よびローカラ イゼーシ ョ ンに関する基本サポート 。

� ロギング ツールキッ トへのフッ ク。

� 標準接続プロパティ （ユーザ名、 パスワード、 サーバ、 接続 URL および
ポート ） に対するゲッ ター メ ソ ッ ドおよびセッ ター メ ソ ッ ド。

� アダプタの java.util.ResourceBundle から収集したアダプタ  メ タデータ
へのアクセス。

� アダプタ  プロバイダによる、 ファ ク ト リの初期化プロセスに対するラ イセン
ス  チェ ッ クへのプラグインのサポート。 ラ イセンス確認が失敗する と、 ク ラ
イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンは基本となる  EIS に接続できなく な り、 その結
果、 アダプタも使用できな くな り ます。

� JavaBeans スタイルのポス ト コンス ト ラ ク タの初期化をサポートするための
状態確認。

以下の主要メ ソ ッ ドに対し、 独自の実装が必要です。

� createConnectionFactory()

� createManagedConnection()

� checkState()

� equals()

� hashCode()

� matchManagedConnections()

以下の節では、 それらのメ ソ ッ ドについて説明します。
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createConnectionFactory()

createConnectionFactory() は、 アダプタに対するアプリ ケーシ ョ ンレベルの
接続ハンドル用のファ ク ト リです。 すなわち、 アダプタのク ライアン トは、 この

メ ソ ッ ドによ り返されたオブジェ ク ト を使用して  EIS に対する接続ハンドルを取
得します。

アダプタが CCI インタフェースをサポートする場合、
com.bea.adapter.cci.ConnectionFactoryImpl のインスタンス、 または拡張
されたク ラスを返すこ と をお勧めします。 このメ ソ ッ ドを正し く実装するポイン

トは、 ConnectionManager、 LogContext、 および ResourceAdapterMetaData をク
ライアン ト  API に伝播する こ とです。

コード  リスト  6-22   createConnectionFactory() の例

protected Object
    createConnectionFactory(ConnectionManager connectionManager,
                            String strAdapterName,
                            String strAdapterDescription,
                            String strAdapterVersion,
                            String strVendorName)
    throws ResourceException

createManagedConnection()

createManagedConnection() は、アダプタに対する  ManagedConnection インス
タンスの作成に使用します。 以下のリ ス トに、 このメ ソ ッ ドの例を示します。

コード  リスト  6-23   createManagedConnection() の例

public ManagedConnection
     createManagedConnection(Subject subject, ConnectionRequestInfo
       info)
   throws ResourceException

ManagedConnection インスタンスは、 EIS との通信に必要な高コス ト  リ ソースを
カプセル化します。 このメ ソ ッ ドは、 ConnectionManager がク ラ イアン ト の要求
を満たすために新しい ManagedConnection が必要と判断した場合に、
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ConnectionManager によって呼び出されます。 アダプタの一般的な設計パターン
では、 このメ ソ ッ ドで EIS との通信に必要な リ ソースを開き、 それからそのリ
ソースを新しい ManagedConnection インスタンスに渡すよ うにします。

checkState()

checkState() メ ソ ッ ドは、 AbstractManagedConnectionFactory がファ ク ト リ関
係のタスクを実行する前に呼び出します。 このメ ソ ッ ドを使用して、 初期化の必

要があるすべてのメ ンバーが正し く初期化されている こ と を確認しないと、

ManagedConnectionFactory では分担された SPI タスクを実行できません。

このメ ソ ッ ドの実装は次のとおりです。

protected boolean checkState()

equals()

equals() メ ソ ッ ドは、 オブジェ ク ト引数が等しいかど うかをテス ト します。 こ
のメ ソ ッ ドは、 ConnectionManager が接続プールの管理に使用しますので、 必ず
正し く実装して ください。 等価性比較において、 このメ ソ ッ ドは重要なメ ンバー

をすべて組み込む必要があ り ます。

このメ ソ ッ ドの実装は次のとおりです。

public boolean equals(Object obj)

hashCode()

hashCode() メ ソ ッ ドは、 ファ ク ト リで使用するハッシュ  コードを提供します。
また、 ConnectionManager による接続プールの管理にも使用されます。 したがっ
て、 このメ ソ ッ ドは、 オブジェ ク トのユニーク性を決定するプロパティに基づい

て hashCode を生成します。

このメ ソ ッ ドの実装は次のとおりです。

public int hashCode()

matchManagedConnections()

ManagedConnectionFactory は matchManagedConnections() メ ソ ッ ドの実装が
必要です。 AbstractManagedConnectionFactory は、 AbstractManagedConnection 
の compareCredentials() メ ソ ッ ドに依存する  matchManagedConnections() 
メ ソ ッ ドを実装します。
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管理対象接続にロジッ クを適合させるためには、 AbstractManagedConnection 
ク ラスが提供する  compareCredentials() メ ソ ッ ドをオーバーラ イ ド します。
このメ ソ ッ ドは、 ManagedConnectionFactory が ConnectionManager に対する接
続要求と接続とをマッチングする場合に呼び出されます。

現行では、 AbstractManagedConnectionFactory の実装は、 指定された 
Subject/ConnectionRequestInfo パラ メータから  PasswordCredential を抽
出します。 どちらのパラ メータもヌルであれば、 このインスタンスに対する  
ManagedConnectionFactory は適切なので、 このメ ソ ッ ドは true を返します。 こ
の実装を、 以下の リ ス ト に示します。

コード  リスト  6-24   compareCredentials() の実装

public boolean compareCredentials(Subject subject,
                           ConnectionRequestInfo info)
            throws ResourceException
     {
       ILogger logger = getLogger();

次に、 ADK の ManagedConnectionFactory を使用して、 JAAS Subject または 
SPI ConnectionRequestInfo から、 PasswordCredential を抽出する必要があ り ます。
以下の リ ス ト に例を示します。

コード  リスト  6-25    PasswordCredential の抽出

PasswordCredential pc = getFactory().
getPasswordCredential(subject, info);
     if (pc == null)
     {
       logger.debug(this.toString() + ": compareCredentials

上記の リ ス ト では、 JAAS Subject および ConnectionRequestInfo がヌルで、 一致
しています。 このメ ソ ッ ドは、 このインスタンスのファ ク ト リの適切性が確立さ

れるまでは、 呼び出されません。 呼び出しの結果、 Subject と  
ConnectionRequestInfo が両方と もヌルの場合、 デフォルトによ り資格一致とな
り ます。 この接続の ping 結果によ り、 比較結果の出力が決ま り ます。 以下のリ
ス トに、 プログラムによる接続の ping を行う方法を示します。
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コード  リス ト  6-26   接続の ping

return ping();
}
        boolean bUserNameMatch = true;
        String strPcUserName = pc.getUserName();
           if (m_strUserName != null)
{

logger.debug(this.toString() + ": compareCredentials >>> comparing
  my username ["+m_strUserName+"] with client username
   ["+strPcUserName+"]");

次に、 Subject または ConnectionRequestInfo で指定されたユーザがこちらの
ユーザと同じかど うか確認する必要があ り ます。 このアダプタでは、 再認証をサ

ポート していないので、 この 2 つのユーザ名が一致しない場合、 このインスタン
スは要求を満たすこ とができな くな り ます。 以下のコードが要求を満たしていま

す。

bUserNameMatch = m_strUserName.equals(strPcUserName);

ユーザ名が一致する と、 これが継続して良好かど うかを判別するため、 接続の 
ping が行われます。 名前が一致しない場合、 ping する理由はあ り ません。

接続を  ping するには、 以下のコードを使用します。

return bUserNameMatch ? ping() : false;

実装に関する説明

管理対象シナリオの場合、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバは、 アダプタの 
ManagedConnectionFactory に対して matchManagedConnections() メ ソ ッ ド
を呼び出します。 この指定では、 接続要求を満たすためにアプリ ケーシ ョ ン  
サーバがどの ManagedConnectionFactory を使用するか、 その決定については
指示していません。 ADK の AbstractManagedConnectionFactory は、
matchManagedConnections() を実装します。

この実装を行う最初の手順は、 「これ」 （すなわち、 ConnectionManager が 
matchManagedConnections を呼び出した ManagedConnectionFactory インスタ
ンス） とアプ リ ケーシ ョ ン サーバによって提供されたセッ ト内の各 
ManagedConnection に対する  ManagedConnectionFactory との比較です。同一
の ManagedConnectionFactory を持つセッ ト内の各 ManagedConnection に対
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しては、 実装によ り  compareCredentials() メ ソ ッ ドが呼び出されます。 この
メ ソ ッ ドによ り、 各 ManagedConnection オブジェ ク ト は要求を満たすこ とがで
きるかど うかを判別できます。

ConnectionManager によって、 matchManagedConnections() が呼び出され
（コード  リ ス ト 6-27 を参照して ください）、 管理しているプール内で有効な接続
が検索されます。 このメ ソ ッ ドでヌルが返された場合、 ConnectionManager は、
createManagedConnection() を呼び出し、 EIS に新しい接続を割り当てます。

コード  リスト  6-27   matchManagedConnections() メソッ ドの実装

public ManagedConnection
matchManagedConnections(Set connectionSet,
                            Subject subject,
                            ConnectionRequestInfo info)
        throws ResourceException

このク ラスでは、 接続のマッチングに次の方法を使用しています。

1. セッ ト内の各オブジェ ク トに対して、一致が検出されるまで connectionSet 
を繰 り返します。次に、 オブジェ ク ト   が AbstractManagedConnection ク ラ
スかど うかが判別されます。

2. AbstractManagedConnection であった場合、 この接続が、 セッ ト の 
AbstractManagedConnection に対する  ManagedConnectionFactory と比
較されます。

3. 2 つのファ ク ト リが同じ場合、 compareCredentials() メ ソ ッ ドが 
AbstractManagedConnection に対して呼び出されます。

4. compareCredentials() メ ソ ッ ドが true を返すと、 インスタンスが返されま
す。

開発時に必要な AbstractManagedConnectionFactory プロ
パティ

AbstractManagedConnectionFactory の基本実装を使用するには、 デプロイ メ
ン ト時に次の表のプロパティ を指定する必要があ り ます。
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表 6-2  AbstractManagedConnectionFactory プロパティ

プロパティ名 プロパティの種

類
可能な値 説明 デフォ

ルト値

LogLevel java.lang.
String

ERROR、WARN、INFO、
DEBUG

冗長性レベルの

ログ

WARN

LanguageCode java.lang.
String

有効な  ISO 言語コードにつ
いては、

http://www.ics.uci.edu/pub/i
etf/http/related/iso639.txtを
参照。

ログ メ ッセー
ジに対して適切

なロケールを指

定する。

en

CountryCode java.lang.
String

有効な  ISO 国コードについ
ては、 http://www.chemie. 
fu-berlin.de/ 
diverse/doc/ISO_3166.html 
を参照。

ログ メ ッセー
ジに対して適切

なロケールを指

定する。

US

MessageBundleBase java.lang.
String

有効な任意の Java ク ラ ス名
またはファ イル名

ログ メ ッセー
ジに対してメ ッ

セージ バン ド
ルを指定する。

なし、

必須

LogConfigFile java.lang.
String

有効な任意のファ イル名 LOG4J システ
ムのコンフ ィグ

レーシ ョ ン

なし、

必須

RootLogContext java.lang.
String

有効な任意の Java 文字列 この接続ファ ク

ト リのログ  
メ ッセージを分

類する。

なし、

必須

AdditionalLog 
Context

java.lang.
String

有効な任意の Java 文字列 このファ ク ト リ

のメ ッセージを

一意に識別する

追加情報を付加

する。

なし、

省略可

能

アダプタの開発 6-33



6 サービス アダプタの開発
ADK における他の主要 ManagedConnectionFactory 機能

ADK のサンプル アダプタは、 sample.spi.ManagedConnectionFactoryImpl 
と呼ばれる、 AbstractManagedConnectionFactory を拡張するク ラスを提供し
ます。 このク ラスは、 ADK の基本ク ラスを拡張する方法例と して使用して くだ
さい。

ManagedConnectionFactory と呼ばれる、 サンプル アダプタの実装コードの完全
リ ス トについては、 次を参照して ください。

WLI_HOME/adapters/sample/src/sample/spi/
ManagedConnectionFactoryImpl.java

ManagedConnection

javax.resource.spi.ManagedConnection

ManagedConnection オブジェ ク トは、 EIS に対する接続設定に必要なすべての
高コス ト  リ ソースをカプセル化します。 ManagedConnection インスタンスは、
基本となる  EIS に対する物理的な接続を表します。 ManagedConnection オブ
ジェク トは、 アプ リ ケーシ ョ ン サーバによって管理対象環境にプールされます。

ADK 実装

ADK では ManagedConnection の抽象実装を提供しています。 この基本ク ラス
は、 接続イベン ト  リ スナおよび複数アプリ ケーシ ョ ンレベルの接続ハンドルを  
ManagedConnection インスタンスごとに管理するロジッ クを提供します。

ManagedConnection インタフェースを実装する場合、 基本となる  EIS が提供す
る ト ランザクシ ョ ン境界設定サポート を決める必要があ り ます。 ト ランザクシ ョ

ン境界設定の詳細については、 6-25ページの 「ト ランザクシ ョ ン境界設定」 を

参照して ください。

ADK では、 AbstractManagedConnection とい う、 以下の機能を持つ 
javax.resource.spi.ManagedConnection インタフェースの抽象実装を提供し
ています。

� ADK ロギング フレームワークへのアクセスの提供

� 接続イベン ト  リ スナの集合の管理
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� すべての接続イベン ト  リ スナに接続関連のイベン ト を通知する便利なメ ソ ッ
ドの提供

� ManagedConnection インスタンスのク リーンアップおよび破棄を簡素化

ADK に付属しているサンプル アダプタには、 AbstractManagedConnection を
拡張する  ManagedConnectionImpl が入っています。 サンプル アダプタの 
ManagedConnection 実装コードの完全リ ス ト については、 次を参照して くださ
い。

WLI_HOME/adapters/sample/src/sample/spi/
ManagedConnectionFactoryImpl.java

ManagedConnectionMetaData

javax.resource.spi.ManagedConnectionMetaData

ManagedConnectionMetaData インタフェースは、 ManagedConnection インス
タンスに関連付けられている基本となる  EIS インスタンスに関する情報を提供し
ます。 アプ リ ケーシ ョ ンサーバでは、 この情報に基づいて、 接続対象の EIS イン
スタンスに関する実行時情報が取得されます。

ADK 実装

ADK では、 AbstractManagedConnectionMetaData とい う、 以下の機能を持つ 
javax.resource.spi.ManagedConnectionMetaData および 
javax.resource.cci.ConnectionMetaData インタフェースの抽象実装を提供
しています。

� 例外処理の簡素化

� AbstractManagedConnection インスタンスへのアクセス

� EIS 固有ロジッ クの実装に開発者が専念可能

� CCI と  SPI 実装に対して別個のメ タデータ  ク ラスを持つ必要性の除去

ADK に付属しているサンプル アダプタには、
AbstractManagedConnectionMetaData を拡張する  ConnectionMetaDataImpl 
が入っています。 アダプタの詳細なコード  リ ス トについては、 次を参照して く
ださい。
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WLI_HOME/adapters/sample/src/sample/spi/ConnectionMetaDataImpl.ja
va

ConnectionEventListener

javax.resource.spi.ConnectionEventListener

ConnectionEventListener インタフェースは、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバが 
ManagedConnection インスタンスからの通知を受信できるよ うにするイベン ト  
コールバッ ク  メカニズムを提供します。

ADK 実装

ADK では、 ConnectionEventListener の 2 つの具象実装を提供しています。

� com.bea.adapter.spi.ConnectionEventLogger : ADK ロギング フレーム
ワークを使って、 接続関連のイベン ト をアダプタのログに記録します。

� com.bea.adapter.spi.NonManagedConnectionEventListener : アダプタ
が非管理対象環境で実行されている場合に、

javax.resource.spi.ManagedConnection インスタンスを破棄します。 こ
の実装には以下の利点があ り ます。

� ADK  ロギングフレームワークを使って接続関連イベン トのログを記録し
ます。

� 接続関連のエラーが発生した場合に、 ManagedConnection インスタンス
を破棄します。

たいていの場合は、 ADK で提供する この 2 つの実装で十分なので、 このインタ
フェースの独自の実装を用意する必要はあ り ません。

ConnectionManager

javax.resource.spi.ConnectionManager

ConnectionManager インタフェースは、 アダプタが接続要求をアプリ ケーシ ョ
ン サーバに渡すのに使用できるフッ クを提供します。
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ADK 実装

ADK では、 このインタフェースの具象実装を提供しています。 これは、
com.bea.adapter.spi.NonManagedConnectionManager と呼ばれます。 この実
装は、 非管理対象環境で実行中のアダプタに基本接続マネージャを提供します。

管理対象環境では、 このインタフェースはアプリ ケーシ ョ ン  サーバによって提
供されます。 ほとんどの場合に、 ADK が用意する実装を使用できます。

NonManagedConnectionManager は、
javax.resource.spi.ConnectionManager インタフェースの具象実装で、 アダ
プタが非管理シナリオにおいて  ConnectionManager の役割を果たしますが、 接
続プールなどの高品質なサービスは提供しません。

ConnectionRequestInfo

javax.resource.spi.ConnectionRequestInfo

ConnectionRequestInfo インタフェースは、 アダプタが独自の要求に固有な
データ構造を接続要求フローに渡せるよ うにします。 アダプタは、 空のインタ

フェースを拡張して、 接続要求に対する独自のデータ構造をサポート します。

ADK 実装

ADK は、 javax.resource.spi.ConnectionRequestInfo インタフェースの具
象実装を提供します。 このインタフェースは、 ConnectionRequestInfoMap と
呼ばれます。 これは、 ユーザ名やパスワードなど、 接続が確立された場合に要求

される情報への java.util.Map インタフェースを提供します。

LocalTransaction

javax.resource.spi.LocalTransaction

LocalTransaction インタフェースは、 EIS リ ソース  マネージャの内部で管理さ
れている ト ランザクシ ョ ンのサポート を提供し、 外部ト ランザクシ ョ ン マネー
ジャを必要と しません。
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ADK 実装

ADK では、 AbstractLocalTransaction とい う、 このインタフェースの抽象実
装を提供しており、 EIS 固有の事項を中心に LocalTransaction の実装作業を
行う こ とができます。 特に、 次のよ う な作業を行います。

� 例外処理の簡素化

� EIS 固有の ト ランザクシ ョ ン ロジッ クの実装にアダプタ  プロバイダが専念可
能

� CCI と  SPI 実装に対して別個のメ タデータ  ク ラスを持つ必要性の除去

手順 4 : CCI の実装

ク ラ イアン ト  インタフェースによ り、 J2EE 準拠アプ リ ケーシ ョ ンは、 バッ クエ
ンド  システムにアクセスできます。 ク ラ イアン ト  インタフェースは、 ク ラ イア
ン ト  アプリ ケーシ ョ ンとバッ クエンド  システム間のデータ  フローを管理します
が、 コンテナまたはアプリ ケーシ ョ ン  サーバとアダプタ とのやり取りに関する
可視性はあ り ません。 ク ラ イアン ト  インタフェースは、 EIS との対話における要
求および応答の両レコードのフォーマッ ト を指定します。

まず、 アダプタが J2EE 準拠 Common Client Interface (CCI) をサポートする必要
があるかど うかを判断しなければな り ません。 現行の J2EE 仕様では必須要件に
はなっていませんが、 これから先のバージ ョ ンでは必須要件になる こ とが予想さ

れます。 したがって、 ADK では、 アダプタの CCI インタフェースの実装を支援
するこ とに重点を置いています。

この節の構成

この節 （「手順 4 : CCI の実装」） では、 CCI の実装に使用できるインタフェース
について説明します。 CCI の実装作業には、 最低でも  2 つのインタフェースが必
要です （6-39ページの 「基本的な  CCI の実装」 を参照）。 こ こでは、 それぞれの
インタフェースを詳し く説明し、 さ らに、 ADK に含まれているサンプル アダプ
タによるそれらのインタフェース拡張方法を説明します。
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この 2 つの必須インタフェースの説明に続いて、 その他のインタフェースの詳細
やこれらのインタフェースを使用する理由や利点についても説明しています。

基本的な CCI の実装

アダプタに CCI を実装するには、 最低でも、 次の 2 つのインタフェースを拡張
する必要があ り ます。

� Connection －ク ラ イアン トが基盤となる物理接続にアクセスする と きに使
用する、 アプ リ ケーシ ョ ンレベルのハンドルを表します。

� Interaction －コンポーネン トが EIS 関数を実行できるよ うにします。

これらのインタフェースは、 できればこ こで示す順序で実装して ください。

また、 アダプタに必要な以下のインタフェースはいずれも実装可能です。

� ConnectionFactory

� ConnectionMetaData

� ConnectionSpec

� InteractionSpec

� LocalTransaction

� Record

� ResourceAdapterMetaData

Connection

javax.resource.cci.Connection

Connection は、 ク ラ イアン ト が基盤となる物理接続にアクセスする と きに使用
する、 アプ リ ケーシ ョ ンレベルのハンドルを表します。 Connection インスタン
スに関連付けられた実際の物理接続は、 ManagedConnection インスタンスに
よって表されます。
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ク ラ イアン トは、 ConnectionFactory インスタンスで getConnection() メ
ソ ッ ドを使用する こ とによ り、 Connection インスタンスを取得します。
Connection は、 ゼロ個以上の Interaction インスタンス と関連付けるこ とが
できます。

ADK 実装

ADK では、 AbstractConnection とい う、 このインタフェースの抽象実装を提
供しています。 この実装には以下の機能があ り ます。

� ADK ロギング フレームワークへのアクセス

� AbstractManagedConnection インスタンスへのアクセス

� 状態管理およびアサーシ ョ ン  チェ ッ ク

このク ラスは、 次のメ ソ ッ ドを実装して拡張する必要があ り ます。

public Interaction createInteraction()
throws ResourceException

このメ ソ ッ ドは、 この接続に関連付けられた対話を作成します。 この対話によ

り、 アプ リ ケーシ ョ ンが EIS 関数を実行できるよ うにな り ます。 このメ ソ ッ ドの
戻 り値および例外は、 以下のとおりです。

� Interaction インスタンスを返す

� 作成操作が失敗した場合、 ResourceException が発生

Interaction

javax.resource.cci.Interaction

javax.resource.cci.Interaction は、 コンポーネン ト が EIS 関数を実行でき
るよ うにします。 Interaction インスタンスは、 EIS インスタンス との対話を、
以下のメ ソ ッ ドによってサポート します。

� 入力 Record、 出力 Record および InteractionSpec を取り込む execute() 
メ ソ ッ ド。 このメ ソ ッ ドは、 InteractionSpec によって表される  EIS 関数
を実行し、 出力 Record を更新します。
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� 入力 Record および InteractionSpec を取り込む execute() メ ソ ッ ド。 こ
のメ ソ ッ ドは、 InteractionSpec によって表される  EIS 関数を実行し、 戻
り値と して出力 Record を生成します。

Interaction インスタンスは、 接続から作成され、 Interaction と  
Connection インスタンス との関連付けの保守に必要です。 close() メ ソ ッ ド
は、 対話に必要なアダプタが保守するすべての リ ソースを解放します。

Interaction インスタンスをク ローズしても、 関連付けられた Connection イ
ンスタンスはク ローズを ト リガしません。

ADK 実装

ADK では、 AbstractInteraction とい う、 このインタフェースの実装を提供し
ています。 この実装には以下の利点があ り ます。

� ADK ロギング フレームワークへのアクセスの提供

� 警告の管理

このインタフェースには、 execute() を実装する  AbstractInteraction の具象
拡張を提供する必要があ り ます。 execute() には 2 つのバージ ョ ンがあ り ます。
これらについては、 次に説明します。

execute() バージョ ン 1

コード  リ ス ト 6-28 で宣言されている  execute() メ ソ ッ ドは、
InteractionSpec で表された対話を示しています。

コード  リス ト  6-28   execute() バージョン 1 のコード例

public boolean execute(InteractionSpec ispec,
                       Record input,
                       Record output)
                throws ResourceException

この形の呼び出しでは、 execute() は入力レコードを取り込んで、 出力レコー
ドを更新します。 以下を返します。
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� EIS 関数の実行が正常に行われ出力 （Record） が更新された場合の戻 り値は 
true、 そ うでない場合は false

� 例外 ResourceException －実行操作が失敗した場合

以下の表に、 execute() バージ ョ ン 1 のパラ メータを示します。
 

execute() バージ ョ ン 2

コード  リ ス ト 6-29 で宣言されている  execute() メ ソ ッ ドでも、
InteractionSpec で表された Interaction が実行されます。

コード  リスト  6-29   execute() バージョン 2 のコード例

public Record execute(InteractionSpec ispec,
                      Record input)
               throws ResourceException

この形式の呼び出しでは、 execute() は入力 Record を取り込み、 Interaction の
実行が正常に完了した場合、 出力 Record を返します。

このメ ソ ッ ドの戻 り値および例外は、 以下のとおりです。

� EIS 関数の実行が正常に行われた場合は出力 Record を返し、 そ うでない場
合は例外を送出します。

� 例外 ResourceException －実行操作が失敗した場合

例外が発生した場合、 このメ ソ ッ ドによって  Connection に通知され、
Connection によって自己のク ローズなどの適切な処置が行われます。

表 6-3  execute() バージョン 1 のパラメータ

パラメータ 説明

ispec 対象 EIS データまたは関数モジュールを表す 
InteractionSpec

入力 入力 Record

出力 出力 Record
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以下の表に、 execute() バージ ョ ン  2 のパラ メータを示します。

XCCI を使用した CCI の実装

XCCI （XML-CCI） は、 データ表示に XML ベースのレコード形式を使用する  
Client Connector Interface の固有言語です。 これらのフォーマッ トは、 フレーム
ワークおよびツールによってサポート されています。 XML-CCI は、 通常、
XCCI とい う略称で呼ばれます。

XCCI には、 Services および DocumentRecords とい う  2 つの主要コンポーネン ト
があ り ます。

サービス

サービスは、 EIS で使用可能な機能を表し、 次の 4 つのコンポーネン ト で構成さ
れます。

� ユニークなビジネス名

各サービスには、 統合ソ リ ューシ ョ ンにおける役割を示すユニークなビジネ

ス名があ り ます。 たとえば、 カスタマ リ レーシ ョ ンシップ マネージ メン ト
（CRM） に関する統合ソ リ ューシ ョ ンでは、 CreateNewCustomer といった
サービス名が考えられます。 サービス名がそのサービスのビジネス目的を表

すよ うにするこ と、 また、 EIS でサービスによって呼び出される関数名を使
用して付けるこ とが重要です。

� 要求ドキュ メ ン ト定義

要求ドキュ メ ン ト定義は、 サービスの入力要件を記述します。
com.bea.document.IDocumentDefinition インタフェースによ り、 ドキュ
メ ン ト  タイプに関するすべてのメ タデータが具体的に表されます。 これに
は、 ドキュ メ ン ト  スキーマ （構成と用途） と、 このタイプの全ドキュ メ ン ト

表 6-4  execute() バージョン 2 のパラメータ

パラメータ 説明

ispec 対象 EIS データまたは関数モジュールを表す InteractionSpec

入力 入力 Record
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に対するルート要素名が含まれます。 ルート要素名が必要なのは、 XML ス
キーマでは複数のルート要素が定義可能なためです。

� 応答ドキュ メ ン ト定義

応答ドキュ メ ン ト定義は、 サービスの出力を記述します。

� 追加メ タデータ

サービスは、 EIS の機能実行に関連する複雑な処理をほとんど意識する必要
のない、 統合ソ リ ューシ ョ ンにおける高次元のコンポーネン ト です。 つま

り、 サービスが EIS との対話に必要な詳細処理の多 くはパブ リ ッ ク  インタ
フェースに公開されません。 その結果、 EIS の関数呼び出しに必要な一部の
情報が、 ク ライアン トからの要求では提供されません。 したがって、 多 くの

サービスでは追加メ タデータを格納しておく必要があ り ます。 WebLogic 
Integration では、 この追加メ タデータは、 アダプタの 
javax.resource.cci.InteractionSpec 実装ク ラスによってカプセル化さ
れます。

サービスが要求または応答データを必要と しないこ とを示すには、

DesignTimeRequestHandler の要求または応答に対し、 空またはヌルの 
IDocumentDefinition を作成します。 また、 空またはヌルの 
IDocumentDescriptor インスタンスを持つサービスに対し、
IServiceDescriptor の要求または応答に IDocumentDescriptor を設定しま
す。 静的 DocumentFactory.createNullDocumentDefinition() メ ソ ッ ドを使
用して空またはヌルの IDocumentDefinition インスタンスを作成し、 静的 
DescriptorFactory.createNullDocumentDescriptor() メ ソ ッ ドを使用して
空またはヌルの IDocumentDescriptor インスタンスを作成します。

空またはヌルのドキュ メン ト定義または記述子を生成された 
IServiceDescriptor、 あるいは設計時にアダプタによ り生成された 
IApplicationViewDescriptor で使用する場合、 これらのサービスに対するヌ
ル要求または応答ドキュ メ ン ト を実行時に処理する必要があ り ます。 つま り、 空

またはヌルのドキュ メ ン ト記述子を使用するアダプタは、 実行時に要求または応
答ドキュ メ ン トが非ヌルである とは想定しないからです。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューの実行時エンジンによ り、 要求または応答を必要とす
るサービスが非ヌルの要求または応答ドキュ メ ン ト を受け取り、 要求や応答を必

要と しないサービスがヌルの要求や応答ドキュ メ ン ト を受け取るこ とができま

す。
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DocumentRecord
com.bea.connector.DocumentRecord

実行時に、 XCCI レイヤは DocumentRecord オブジェ ク ト をサービスに対する入
力と想定し、 DocumentRecord オブジェ ク ト をサービスからの出力と して返しま
す。 DocumentRecord は、 javax.resource.cci.Record および 
com.bea.document.IDocument インタフェースを実装しています。 Record イン
タフェースの説明については、 6-54ページの 「Record」 を参照して ください。

IDocument は、アダプタ内の CCI レイヤからの XML 入力および出力を促進する
インタフェースですが、 これは次に説明します。

IDocument
com.bea.document.IDocument

IDocument は、 W3C Document Object Model (DOM) を取り巻く高次元のラ ッパ
です。 IDocument インタフェースの最も重要な付加価値は、 XML ドキュ メ ン ト
の要素に Xpath インタフェースを提供する点です。 すなわち、 IDocument オブ
ジェ ク トは、 XPath 文字列を使用してクエ リおよび更新が可能です。 たとえば、
コード  リ ス ト 6-30 に示す XML ドキュ メ ン トは、 「Bob」 とい う名前の人物に関
する詳細を記録するために XML をどのよ うに使用するかを示しています。

コード  リス ト  6-30   XML の例

<Person name="Bob">
    <Home squareFeet="2000"/>
    <Family>
       <Child name="Jimmy">
          <Stats sex="male" hair="brown" eyes="blue"/>
       </Child>
       <Child name="Susie">
          <Stats sex="female" hair="blonde" eyes="brown"/>
        </Child>
    </Family>
</Person>

IDocument を使用し、 コード  リ ス ト 6-31 に示されている  XPath コードで
「Jimmy」 の髪の色を検索できます。
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コード  リスト  6-31   IDocument Data を検索するサンプル コード

System.out.println("Jimmy's hair color: " +
   person.getStringFrom("//Person[@name=\"Bob\"]/Family/Child
   [@name=\"Jimmy\"]/Stats/@hair");

一方、 DOM を使用する場合、 コード  リ ス ト 6-32 に示すコードを使用してクエ
リ を発行する必要があ り ます。

コード  リスト  6-32   DOM Data を検索するサンプル コード

String strJimmysHairColor = null;
org.w3c.dom.Element root = doc.getDocumentElement();
if (root.getTagName().equals("Person") &&
    root.getAttribute("name").equals("Bob") {
     org.w3c.dom.NodeList list = root.
        getElementsByTagName("Family");
   if (list.getLength() > 0) {
     org.w3c.dom.Element family = (org.w3c.dom.
        Element)list.item(0);

    org.w3c.dom.NodeList childList = 
family.getElementsByTagName("Child");
    for (int i=0; i < childList.getLength(); i++) {
    org.w3c.dom.Element child = childList.item(i);
       if (child.getAttribute("name").equals("Jimmy")) {
    org.w3c.dom.NodeList statsList =
       child.getElementsByTagName("Stats");
       if (statsList.getLength() > 0) {
    org.w3c.dom.Element stats = statsList.item(0);
           strJimmysHairColor = stats.getAttribute("hair");

        }
      }
    }
  }
}

IDocument によ り コードが簡素化されます。
6-46 アダプタの開発



手順 4 : CCI の実装
ADK 付属の XCCI クラス

アダプタに対し  XCCI を実装するために、 ADK は以下のク ラスおよびインタ
フェースを提供します。

� AbstractDocumentRecordInteraction

� DocumentDefinitionRecord

� DocumentInteractionSpecImpl

� IProxiedMarker

� IProxiedConnection

こ こでは、 それらのク ラスおよびインタフェースについて説明します。

AbstractDocumentRecordInteraction

com.bea.adapter.cci.AbstractDocumentRecordInteraction

このク ラスは、 ADK の抽象基本 Interaction、
com.bea.adapter.cci.AbstractInteraction を拡張します。 このク ラスの目
的は、 DocumentRecord の操作に便利なメ ソ ッ ドを提供し、 実装時のエラー処理
の量を減らすこ とです。 このク ラスは以下の宣言をします。

protected abstract boolean execute(
  InteractionSpec ixSpec,
  DocumentRecord inputDoc, 
  DocumentRecord outputDoc 
) throws ResourceException

および

protected abstract DocumentRecord execute(
  InteractionSpec ixSpec,
  DocumentRecord inputDoc
) throws ResourceException

これらのメ ソ ッ ドは、 出力レコードが DocumentRecord オブジェ ク トであるこ
とが確認されてから、 具象実装で呼び出されます。

DocumentDefinitionRecord

com.bea.adapter.cci.DocumentDefinitionRecord
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このク ラスを使用する と、 アダプタが DocumentRecordInteraction 実装から  
IDocumentDefinition を返すこ とができるよ うにな り ます。 このク ラスは、
サービスに対する要求と応答ドキュ メ ン ト定義の少なく と も一方を作成する設計

時要求を満たすのに便利です。

DocumentInteractionSpecImpl

com.bea.adapter.cci.DocumentInteractionSpecImpl

このク ラスを使用する と、 特定のサービスに対する要求ドキュ メ ン ト定義および

応答ドキュ メ ン ト定義を、 実行時に実行メ ソ ッ ドに対して提供された 
InteractionSpec に保存できます。 この機能は、 アダプタの Interaction が実
行時にサービスの XML スキーマにアクセスする必要がある場合に便利です。

IProxiedMarker および IProxiedConnection インタフェース

com.bea.connector.IProxiedConnection
com.bea.connector.IProxiedMarker

IProxiedMarker インタフェースは、
com.bea.adapter.cci.ConnectionFactoryImpl ク ラスによって実装されま
す。 このマーカは、 関連付けられた接続がプロキシ オブジェク ト であるかど う
かを判別するために使用されます。 IProxiedConnection インタフェースは、
com.bea.adapter.cci.AbstractConnection ク ラスによって実装され、 プロキ
シに関連付けられた実際の接続を返すために使用されます。
IProxiedConnection インタフェースには、 getAdapterConnection() とい う  1 
つのメ ソ ッ ドがあ り ます。 getAdapterConnection メ ソ ッ ドは、 ポインタを返
す AbstractConnection ク ラスで定義されています。 IProxedConnection イン
タフェースが必要になるのは、 プロキシが実装するインタフェースのみ返すこ と

ができるからです。 プロキシは、 派生ツ リーのク ラス  オブジェ ク ト を区別でき
ません。

XCCI の設計パターン

XCCI による方法を使用した場合に使用される一般的な設計パターンは、
Interaction 実装でのサービスの定義をサポートする こ とです。 このデザイン  
パターンを使用する場合、 アダプタの javax.resource.cci.Interaction 実装
によ り、 ク ラ イアン ト  プログラムは、 WebLogic Integration サービスを定義する
ために、 基本にある  EIS から メ タデータを検索できます。 その結果、 具体的に
は、 この対話によって、 サービスに対する要求と応答 XML スキーマおよび追加
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メ タデータの生成を可能にする必要があ り ます。 Interaction によ り、 ク ラ イ
アン ト  プログラムは EIS の提供する関数のカタログを参照できます。 この方法
によ り、 アダプタのシン  ク ラ イアン ト  アーキテクチャが促進されます。

ADK では、 この設計パターンの実装を支援する  
com.bea.adapter.cci.DesignTimeInteraction- SpecImpl ク ラスを提供して
います。 sample.cci.InteractionImpl ク ラスは、
DesignTimeInteractionSpecImpl ク ラスを使用してこの設計パターンの実装
方法を示します。

非 XML J2EE 準拠アダプタの使用

ADK では、 WebLogic Integration で非 XML アダプタを使用するためのプラグイ
ン メ カニズムを提供しています。 あらかじめ構築されたアダプタのすべてが、
その javax.resource.cci.Record データ型に XML を使用するわけではあ り ま
せん。 たとえば、 次のよ う な場合、 XML は使用できません。

� 独自のレコード形式で J2EE 準拠アダプタを開発した場合

� アダプタの CCI レイヤに独自のレコード形式を使用する外部のパーテ ィの 
J2EE 準拠アダプタを購入した場合

このよ う なタイプのアダプタの実装を容易にするため、 ADK では 
com.bea.connector.IRecordTranslator インタフェースを提供しています。
実行時に、 アプ リ ケーシ ョ ン統合エンジンは、 アダプタの  IRecordTranslator 
実装を使用して、 アダプタのサービスを実行する前に要求および応答レコードを

変換します。

Application Integration エンジンでは、 com.bea.connector.DocumentRecord タ
イプの javax.resource.cci.Record しかサポート しないので、 この独自形式
を要求および応答レコード用のドキュ メ ン ト  レコードに変換する必要があ り ま
す。 この場合、 アダプタの CCI 対話レイヤを書き直す必要はあ り ません。
IRecordTranslator インタフェースを実装するアダプタの EAR ファ イルにク ラ
スを含める こ とによ り、 アプ リ ケーシ ョ ン統合エンジンは要求および応答の各レ

コードに対して、 ト ランスレータ  ク ラスにある ト ランスレーシ ョ ン メ ソ ッ ドを
実行できます。
アダプタの開発 6-49



6 サービス アダプタの開発
InteractionSpec 実装ク ラス と  IRecordTranslator 実相ク ラスの間には、1 対 
1 の相関関係があ り ます。 複数の種類の InteractionSpec 実装を持つアダプタ
は、 それぞれに対して IRecordTranslator 実装ク ラスを必要と します。 プラグ
イン アーキテクチャは、 アダプタの InteractionSpec の完全ク ラス名およびフ
レーズ  RecordTranslator を使用して ト ランスレータ  ク ラスを名前でロード し
ます。 たとえば、 アダプタの InteractionSpec ク ラスの名前が 
com.bea.adapter.dbms.cci.InteractionSpecImpl である場合、 エンジンは 
com.bea.adapter.dbms.cci.InteractionSpecImplRecordTranslator ク ラス
をロード します （後者のク ラスが有効の場合）。

実装する必要のある メ ソ ッ ドの詳細については、 以下のディ レ ク ト リの 
com.bea.connector.IRecordTranslator の Javadoc を参照して ください。

WLI_HOME/docs/apidocs/com/bea/connector/IRecordTranslator.html

ConnectionFactory

javax.resource.cci.ConnectionFactory

ConnectionFactory は、 EIS インスタンスへの接続を取得するためのインタ
フェースを提供します。 ConnectionFactory インタフェースの実装は、 アダプ
タによって必ず提供されます。

アプ リ ケーシ ョ ンは、 JNDI ネームスペースから  ConnectionFactory インスタ
ンスをルッ クアップし、 これを使用して  EIS 接続を取得します。

JNDI 登録をサポートするために、 java.io.Serializable および 
javax.resource.Referenceableinterfaces を実装する必要があ り ます。 この
ためには、 ConnectionFactory の実装ク ラスが必要とな り ます。

ADK 実装

ADK では、 ConnectionFactoryImpl とい う  
javax.resource.cci.ConnectionFactory インタフェースの具象実装を提供し
ます。 このインタフェースには以下の機能があ り ます。

� ADK ロギング フレームワークへのアクセス

� アダプタ  メ タデータへのアクセス
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� getConnection() メ ソ ッ ドの実装

このク ラスは通常、 拡張せずにそのまま使用できます。

ConnectionMetaData

javax.resource.cci.ConnectionMetaData

ConnectionMetaData は、 Connection インスタンスによって接続された EIS イ
ンスタンスに関する情報を提供します。 コンポーネン トは、

Connection.getMetaData メ ソ ッ ドを呼び出して  ConnectionMetaData インス
タンスを取得します。

ADK 実装

デフォル トで、 ADK は、
com.bea.adapter.spi.AbstractConnectionMetaData ク ラスを通じてこのク
ラスの実装を提供します。 この抽象ク ラスを拡張して、 その 4 つの抽象メ ソ ッ ド
を使用するアダプタに実装する必要があ り ます。

ConnectionSpec

javax.resource.cci.ConnectionSpec

ConnectionSpec は、 アプ リ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト が接続要求固有のプロ
パテ ィを  ConnectionFactory.getConnection() メ ソ ッ ドに渡すと きに使用さ
れます。

この ConnectionSpec インタフェースを JavaBean と して実装し、 ツールをサ
ポートできるよ うにするこ とをお勧めします。 ConnectionSpec 実装ク ラスのプ
ロパテ ィは、 ゲッ ター メ ソ ッ ドおよびセッ ター メ ソ ッ ドのパターンによって定
義します。

CCI 仕様によ り、 ConnectionSpec の標準プロパテ ィのセッ ト が定義されます。
プロパテ ィの定義は、 派生インタフェースまたは空の ConnectionSpec インタ
フェースの実装ク ラスに対して行われます。 さ らに、 アダプタでは基本となる  
EIS に固有の追加プロパテ ィ を定義できます。
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ADK 実装

ConnectionSpec 実装は、 JavaBean でなければならないので、 ADK ではこのク
ラスに対しては実装を提供していません。

InteractionSpec

javax.resource.cci.InteractionSpec

InteractionSpec は、 EIS インスタンス との対話を行うのに必要なプロパテ ィ
を格納しています。 特に、 これは基本となる  EIS の指定関数を対話で実行する と
きに使用されます。

CCI 仕様によ り、 InteractionSpec の標準プロパテ ィのセッ ト が定義されます。
標準プロパテ ィ を基本の EIS に適用しない場合、標準プロパテ ィのサポートのた
めに InteractionSpec を実装する必要はあ り ません。

InteractionSpec 実装ク ラスは、 サポート される各プロパテ ィに対してゲッ
ター メ ソ ッ ドおよびセッター メ ソ ッ ドを提供する必要があ り ます。 このゲッ
ター メ ソ ッ ドおよびセッター メ ソ ッ ド規約は、 JavaBean 設計パターンに基づい
ている必要があ り ます。

InteractionSpec インタフェースは、 ツールをサポートするためには、
JavaBean と して実装する必要があ り ます。 InteractionSpec インタフェースの
実装ク ラスは、 java.io.Serializable インタフェースを実装する必要があ り
ます。

InteractionSpec には、 Record にはないが、 どの EIS 関数を呼び出すかを判断
する と きに役立つ情報が入っています。

次の表では、 標準プロパテ ィについて説明します。

表 6-5  標準 InteractionSpec プロパティ

プロパティ 説明

FunctionName EIS 関数の名前

InteractionVerb EIS インスタンス との対話モードで、 SYNC_SEND、

SYNC_SEND_RECEIVE、 または SYNC_RECEIVE があ
る。
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以下の標準プロパテ ィは、 対話インスタンスの  ResultSet 要件に関する判断材
料と して使用されます。

� FetchSize 

� FetchDirection 

� MaxFieldSize 

� ResultSetType 

� ResultSetConcurrency 

CCI 実装では、 InteractionSpec インタフェースに記述されたプロパテ ィ以外
の追加プロパテ ィ を指定できます。

注意 : 追加プロパテ ィのフォーマッ トおよびタイプは、 EIS に固有のもので、
CCI 仕様のスコープ外です。

ADK 実装

ADK には、 InteractionSpecImpl とい う、
javax.resource.cci.InteractionSpec の具象実装が入っています。 このイン
タフェースは、表 6-5 で説明されている標準対話プロパテ ィにゲッター メ ソ ッ ド
およびセッ ター メ ソ ッ ドを使用するこ とによって拡張できる、 基本実装を提供
します。

ExecutionTimeout Interaction が、 EIS で指定関数を実行するのを待つ時
間 （ミ リ秒）

表 6-5  標準 InteractionSpec プロパティ  （続き）

プロパティ 説明
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LocalTransaction

javax.resource.cci.LocalTransaction

LocalTransaction インタフェースは、 アプ リ ケーシ ョ ンレベルのローカル ト
ランザクシ ョ ン境界設定に使用されます。 これは、 リ ソース  マネージャのロー
カル ト ランザクシ ョ ンに対する ト ランザクシ ョ ン境界設定インタフェースです。
システム規約レベルの LocalTransaction インタフェース
（javax.resource.spi package で定義されている） は、 コンテナのローカル ト
ランザクシ ョ ン管理に使用されます。

ローカル ト ランザクシ ョ ンは、 リ ソース  マネージャの内部で管理されます。
ローカル ト ランザクシ ョ ンの調整には、 外部ト ランザクシ ョ ン  マネージャは関
与しません。

CCI 実装は、 LocalTransaction インタフェースを実装できます （必須ではあ り

ません）。 LocalTransaction インタフェースが CCI 実装でサポート されている
場合、 Connection.getLocalTransaction() メ ソ ッ ドは、 LocalTransaction 
インスタンスを返すこ とにな り ます。 する と、 コンポーネン トは、 返された  
LocalTransaction を使用して、 基本の EIS インスタンスに対して、
（Connection インスタンスに関連付けられた） リ ソース  マネージャのローカル 
ト ランザクシ ョ ンの境界設定を行う こ とができます。

com.bea.adapter.spi.AbstractLocalTransaction ク ラスでも このインタ
フェースを実装します。

ローカル ト ランザクシ ョ ンの詳細については、 6-25ページの 「 ト ランザクシ ョ
ン境界設定」 を参照して ください。

Record

javax.resource.cci.Record

javax.resource.cci.Record インタフェースは、 Interaction で定義される  
execute() メ ソ ッ ドからの入力またはメ ソ ッ ドへの出力表現に使用する基本イ
ンタフェースです。 execute() メ ソ ッ ドの詳細については、 6-41ページの
「execute() バージ ョ ン 1」 および 6-42ページの 「execute() バージ ョ ン 2」 を参照
して ください。
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MappedRecord または IndexedRecord には、追加の Record を入れる こ とができ
ます。 これは、 MappedRecord および IndexedRecord を使用して任意の深さの
階層構造を作成できる こ と を示しています。 MappedRecord または 
IndexedRecord で表される階層構造のリーフ要素と しては、 基本 Java タイプが
使用されます。

Record インタフェースは、 以下の表に示されている表現の 1 つになるよ うに拡
張できます。

アダプタが CCI インタフェースを実装する場合、 次に考慮する事項はサービス
に対しどのレコード形式を使用するかです。 各サービスに対し、 要求レコード

（サービスへの入力を提供する） および応答レコード （EIS 応答を提供する） の
形式を指定する必要があ り ます。

ADK 実装

ADK では、 CCI レイヤで XML ベースのレコード形式を実装する支援に重点を
置いています。 この目的のため、 ADK では DocumentRecord ク ラスを提供して
います。 さ らに、 BEA のスキーマ ツールキッ ト を使用すれば、 サービスに対す
る要求および応答ドキュ メ ン ト を記述するスキーマを開発できます。

表 6-6  Record インタフェースの表現

表現 説明

MappedRecord キーと値がペアになったレコードの集ま り。 こ

のインタフェースは、 java.util.Map に基づい
ている。

IndexedRecord 順序付き、 インデッ クス付きのレコードの集ま

り。 このインタフェースは、 java.util.List 
に基づいている。

EIS 抽象の JavaBean ベース表
現

例と して  ERP システムの発注書作成のために生
成されるカスタム  レコードがある。

javax.resource.cci. 
ResultSet

このインタフェースは、 java.sql.ResultSet 
と javax.resource.cci.Record の両方を拡張
する。 ResultSet は、 表データで示される。
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ADK では、 レコード名と レコード記述に対するゲッター メ ソ ッ ドおよびセッ
ター メ ソ ッ ドを提供する  javax.resource.cci.Record インタフェースの具象
実装、 RecordImpl を用意しています。

アダプタ  プロバイダが XML ベースのレコード形式を使用する （使用を強 く推奨
します） 場合、 ADK では com.bea.adapter.cci.Abstract 
DocumentRecordInteraction ク ラスも用意しています。 このク ラスによって、
ク ライアン ト が DocumentRecord オブジェ ク ト を渡すこ とができます。 さ らに、
このク ラスは DocumentRecord の内容へのアクセスに便利なメ ソ ッ ドを提供し
ています。

ResourceAdapterMetaData

javax.resource.cci.ResourceAdapterMetaData

インタフェース  javax.resource.cci.ResourceAdapterMetaData は、 アダプ
タ実装の機能に関する情報を提供します。 CCI ク ラ イアン トは、
ConnectionFactory.getMetaData を使用してアダプタのメ タデータ情報を取
得します。 getMetaData() メ ソ ッ ドは、 EIS インスタンスに対するアクテ ィブ
な接続を必要と しません。 ResourceAdapterMetaData インタフェースは、 アダ
プタ実装に固有な情報を追加して提供するよ うに拡張できます。

注意 : このインタフェースは、 アダプタを通じて接続されている  EIS インスタ
ンスに関する情報は提供しません。

ADK 実装

ADK では、 アダプタ  メ タデータをカプセル化し、 すべてのプロパテ ィに対して
ゲッ ターおよびセッ ターを提供するインタフェース、

ResourceAdapterMetaDataImpl を用意しています。
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手順 5 : アダプタのテスト

アダプタのテス ト を行う ため、 ADK では、
com.bea.adapter.test.TestHarness、 ユニッ ト  テス ト用のオープンソース  
ツール JUnit を強化するテス ト支援機能を提供しています。
com.bea.adapter.test.TestHarness は、 以下の処理を行います。

� テス ト  コンフ ィグレーシ ョ ン情報を含むプロパテ ィ  フ ァ イルの読み取り

� ロギング ツールキッ トの初期化

� JUnit TestSuite の初期化

� テス ト  ク ラスのロード と、 JUnit を使用したテス ト  ク ラスの実行

� オフラインおよび Weblogic Server 外でのコードのテス ト

JUnit に関する詳細については、 次のサイ ト を参照して ください。

http://www.junit.org

テスト支援機能の使用方法

ADK テス ト支援機能を使用する手順は次のとおりです。

1. junit.framework.TestCase を拡張するク ラスを作成します。 このク ラス
は、 新しい junit.framework.TestSuite を返す、 suite とい う名前の静的
メ ソ ッ ドを提供する必要があ り ます。

2. テス ト  メ ソ ッ ドを実装します。 各メ ソ ッ ドの名前は、 test から始ま り ます。

3. プロジェ ク ト  ディ レク ト リで、 test.properties を作成または変更します。
（サンプル アダプタを複製した場合、 アダプタにはすでに project ディ レク ト
リに基本 test.properties があ り ます。） このプロパテ ィ  ファ イルには、
テス ト  ケースに必要な任意のコンフ ィグレーシ ョ ン プロパテ ィが入り ます。

4. Ant を使ってテス ト を呼び出します。 Ant build.xml ファ イルには、 アダプ
タのプロパテ ィ  フ ァ イルを持つ com.bea.adapter.test.TestHarness ク ラ
スを呼び出すテス ト  ターゲッ トが必要です。 たとえば、 サンプル アダプタ
では、 コード  リ ス ト 6-33 に示されている  Ant ターゲッ ト を使用しています。
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コード  リスト  6-33   サンプル アダプタによる Ant ターゲッ トの指定

<target name='test' depends='packages'>
    <java classname='com.bea.adapter.test.TestHarness'>
       <arg value='-DCONFIG_FILE=test.properties'/<classpath
          refid='CLASSPATH'/>
    </java>

このターゲッ トは、 メ イン ク ラス  com.bea.adapter.test.TestHarness を
使用して JVM を呼び出します。 このク ラスは、 サンプル アダプタに対して
確立されたク ラスパスを使用し、 以下のコマンド ライン引数を渡します。

-DCONFIG_FILE=test.properties

ADK が提供するテスト  ケースの拡張

サンプル アダプタには、 次の 2 つの TestCase 拡張が付属しています。

� sample.spi.NonManagedScenarioTestCase

� sample.event.OfflineEventGeneratorTestCase

sample.spi.NonManagedScenarioTestCase

NonManagedScenarioTestCase を使用する と、 非管理対象シナリオの SPI およ
び CCI ク ラスをテス ト できます。 具体的には、 次の 4 つについてテス ト します。

� ManagedConnectionFactory 実装の初期化

� ManagedConnectionFactory インスタンスのシ リ アラ イゼーシ ョ ンまたはデ
シ リ アライゼーシ ョ ン

� EIS に対する接続オープン

� EIS に対する接続ク ローズ接続のクローズ時に関連付けられたすべてのリ
ソースがクローズされる こ と を確認します。
6-58 アダプタの開発



手順 5 : アダプタのテス ト
sample.event.OfflineEventGeneratorTestCase

sample.event.OfflineEventGeneratorTestCase を使用する と、 Weblogic 
Server 外のイベン ト  ジェネレータの内部機能をテス トできます。 具体的には、
イベン ト  ジェネレータの以下の内容をテス ト します。

� イベン ト  ルータのシ ミ ュレーシ ョ ンを行い、 アダプタのイベン ト  ジェネ
レータの新しいインスタンスをインスタンス化します。

� 初期化のため test.properties をイベン ト  ジェネレータに渡します。 これ
によって、 初期化ロジッ クをテス トできます。

� イベン ト  ジェネレータを無作為に更新します。 これによって、
setupNewTypes() メ ソ ッ ドおよび removeDeadTypes() メ ソ ッ ドをテス ト で
きます。

� イベン ト通知を受け取り、 アダプタのログ  フ ァ イルに表示します。

sample.client.ApplicationViewClient

sample.client.ApplicationViewClient は、 追加のアダプタ  テス ト手段を提
供します。 このク ラスは、 サービスを呼び出し、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューのイ
ベン ト を リ スンする方法を示す Java プログラムです。 Ant build.xml ファ イル
は、 ク ラ イアン ト  ターゲッ ト を提供し、 ApplicationViewClient プログラムを
使用できるよ うにします。 ant client を実行する場合のデフォル ト  コンフ ィグ
レーシ ョ ンは、 プログラムの使用方法を表示する こ とです。 ク ライアン ト  プロ
グラムに対する入力パラ メータは、 build.xml フ ァ イルを編集し、 変更します。

sample.client.ApplicationViewClient.java の例を確認するには、
WLI_HOME/adapters/ sample/src/sample/client を参照して ください。

注意 : sample.client.ApplicationViewClient は、 テス ト支援機能に組み込
まれていません。
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手順 6 : アダプタのデプロイ

SPI および CCI インタフェースを実装し、 アダプタをテス ト した と きに、 手動ま
たは WebLogic Server Administration Console からアダプタを  WebLogic 
Integration 環境にデプロイできます。 詳細は、 第 9 章 「アダプタのデプロイ」 を

参照して ください。
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この章の内容は以下のとおりです。

� イベン ト  アダプタの概要

� 実行時環境におけるイベン ト  アダプタ

� イベン トのフロー

� 手順 1 : アダプタの定義

� 手順 2 : 開発環境のコンフ ィグレーシ ョ ン

� 手順 3 : アダプタの実装

� 手順 4 : アダプタのテス ト

� 手順 5 : アダプタのデプロイ

イベン ト  アダプタの概要

イベン ト  アダプタは、 情報を  EIS から  WebLogic Integration 環境に伝播します。
このタイプのアダプタは、 情報のパブリ ッシャ といえます。

すべての WebLogic Integration イベン ト  アダプタには、次の 3 つの機能があ り ま
す。

� EIS からイベン ト に関するデータを抽出しそれを格納するこ とによって実行
中の EIS 内部で発生したイベン トに応答します。

� イベン ト  データを、 EIS 固有のデータ形式から、 イベン ト の XML スキーマ
に従った XML ドキュ メ ン ト に変換します。 XML スキーマは、 EIS のメ タ
データに基づいています。

� イベン ト  ルータを使って、 イベン ト を  WebLogic Integration 環境に伝播しま
す。
アダプタの開発 7-1



7 イベン ト  アダプタの開発
WebLogic Integration には、 すべてのイベン ト  アダプタに共通の 3 つの機能に関
する要素が実装されており、 アダプタの EIS 固有の要素のみに焦点をあてるこ と
ができます。

実行時環境におけるイベン ト  アダプタ

図 7-1 は、 実行時環境におけるイベン ト の動作を示しています。
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実行時環境におけるイベン ト  アダプタ
図 7-1   実行時環境におけるイベント  アダプタ
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イベン トのフロー

図 7-2 は、 イベン ト  アダプタの開発手順の概要を示しています。

図 7-2   イベント  アダプタのイベント  フロー
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手順 1 : アダプタの定義
手順 1 : アダプタの定義

イベン ト  アダプタの開発を始める前に、 その要件を定義する必要があ り ます。
これに必要な情報の詳細については、 附録 D 「アダプタ設定ワークシー ト 」 を参
照して ください。 こ こでは、 手順 1 を行う際に最も重要なタスクの概要を説明し
ます。

1. 以下の事項を考慮して、 イベン ト を定義します。

� イベン トの内容は何ですか ?

� XML スキーマの中でイベン トはどのよ うに定義されますか ?

� 何によってイベン ト を発生させますか ?

2. 以下のデータ抽出メ ソ ッ ドの うち 1 つを選択します。

� プッシュ－ EIS がアダプタにイベン ト を通知します。 アダプタで EIS を
ポーリ ングしてステー トの変化を調べる場合は、 このメ ソ ッ ドを使用し

ます。

� プル－アダプタによって EIS をポーリ ングし、 EIS からイベン ト  データ
を抽出します。 パブリ ッシュおよびサブスク ライブ モデルのよ うに機能
するイベン ト生成を実装する場合は、 このメ ソ ッ ドを使用します。

手順 2 : 開発環境のコンフ ィグレーショ ン

この手順では、 アダプタの開発環境に応じてコンピュータを設定するための 5 つ
の手順について説明します。

� 手順 2a : ファ イル構造の設定

� 手順 2b : アダプタへの論理名の割り当て

� 手順 2c : ビルド  プロセスの設定

� 手順 2d : メ ッセージ  バンドルの作成

� 手順 2e : ロギングのコンフ ィグレーシ ョ ン 
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手順 2a : ファイル構造の設定

イベン ト  アダプタ開発環境に必要なフ ァ イル構成は、 サービス  アダプタの開発
に必要なファ イル構成と同じです。 詳細は、 第 6 章 「サービス アダプタの開発」
の 「手順 2a : デ ィ レク ト リ構造の設定」 を参照して ください。

手順 2b : アダプタへの論理名の割り当て

アダプタに論理名を割り当てます。 一般的に、 この名前は、 ベンダ名、 アダプタ

に接続される  EIS のタイプ、 および EIS のバージ ョ ン番号で構成され、
vendor_EIS-type_EIS version とい う形式で表されます。 たとえば、

BEA_WLS_SAMPLE_ADK となります。

この名前には、 以下の構成要素が含まれます。

� BEA_WLS : ベンダ

� SAMPLE : EIS タイプ

� ADK : EIS バージ ョ ン

手順 2c : ビルド  プロセスの設定

WebLogic Integration では、Ant とい う  Java 言語のみで作成した  Java ベースのビ
ルド  ツールに基づく ビルド  プロセスを採用しています。 Ant がどのよ うに機能
するかについては、 3-4ページの 「Ant ベースのビルド  プロセス」 を参照して く
ださい。 Ant の使用方法については、 以下のサイ ト を参照して ください。

http://jakarta.apache.org/ant/index.html

WebLogic Integration に付属のサンプル アダプタには、 Ant ビルド  ファ イルが格
納されています （WLI_HOME/adapters/sample/project/build.xml）。 この

フ ァ イルには、 J2EE 準拠アダプタを構築するのに必要なタスクが収められてい
ます。 GenerateAdapterTemplate ユーテ ィ リ テ ィ を実行して、 アダプタの開発
ツ リーを複製する と、 使用するアダプタ専用の build.xml ファ イルが作成され
ます。 このフ ァ イルは自動的に生成されるため、 サンプル build.xml ファ イル
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をカスタマイズする必要はなく、 コードの正当性も保証されています。

GenerateAdapterTemplate ユーテ ィ リ テ ィの使用方法の詳細については、 第 4 
章 「カスタム開発環境の作成」 を参照して ください。

ビルド  プロセスの詳細については、 第 6 章 「サービス  アダプタの開発」 の 「手

順 2c : ビルド  プロセスの設定」 を参照して ください。

手順 2d : メ ッセージ バンドルの作成

エンド  ユーザ向けのメ ッセージは、 メ ッセージ バンドルに入れます。
「key=value」 の組み合わせから構成される  .properties テキス ト  フ ァ イルで、
メ ッセージをインターナシ ョナライズできます。 実行時に地理的ロケールと地域

言語が指定される と、 メ ッセージの内容が、 「key=value」 の組み合わせに基づ

いて解釈され、 指定された言語でメ ッセージが表示されます。

メ ッセージ バンドルの作成方法については、 次に示すサイ ト にある  JavaSoft 
チュート リ アルを参照して ください。

http://java.sun.com/docs/books/tutorial/i18n/index.html 

手順 2e : ロギングのコンフ ィグレーシ ョン

ロギングは、 Apache Jakarta プロジェ ク ト の一環と して開発された、 Log4j と呼
ばれるロギング  ツールによって実行されます。

この手順を開始する前に、 第 2 章 「基本開発コンセプ ト 」 でロギングについて、

そして第 5 章 「ロギング ツールキッ トの使い方」 で Log4j の使用方法について
学ぶこ と をお勧めします。

イベント生成ロギング カテゴリの作成

イベン ト  アダプタを使用する場合、 そのイベン ト生成に対してロギング  カテゴ
リ を作成する必要があ り ます （ロギング  カテゴ リの詳細については、 5-3ページ
の 「メ ッセージ カテゴ リ 」 を参照して ください）。 特定のアダプタに対するロギ
ング コンフ ィグレーシ ョ ン ファ イルを編集するには
（WLI_HOME/adapters/YOUR_ADAPTER/src/

adapter_logical_name.xml）、 以下のリ ス トに示すコードを追加して ください。
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コード  リスト  7-1   イベント生成ロギング カテゴリを作成するサンプル コード

<category name='BEA_WLS_SAMPLE_ADK.EventGenerator' class='com.bea.
   logging.LogCategory'>

</category>

BEA_WLS_SAMPLE_ADK を開発対象のアダプタの論理名に置き換えます。

このカテゴ リにパラ メータを設定しない場合、 親カテゴ リのすべてのプロパテ ィ

設定を継承します。 この例では、 親カテゴ リは BEA_WLS_SAMPLE_ADK です。
ルート  カテゴ リ と してアダプタ論理名を使用する必要はあ り ませんが、 複数ア
ダプタ環境で他のアダプタに影響を及ぼさないよ う、 ユニークな識別子を使用す

る必要があ り ます。

手順 3 : アダプタの実装

イベン ト  アダプタを実装するには、 以下の 2 つの手順を実行する必要があ り ま
す。

1. イベン ト  ジェネレータを作成します。 このプロセスでは、 データ抽出メ ソ ッ
ド （プッシュまたはプル モード） と  IEventGenerator インタフェースを実
装します （このインタフェースは、 イベン ト生成処理の実行時にイベン ト  
ルータで使用されます）。 この手順については、 「手順 3a : イベン ト  ジェネ
レータの作成」 で説明しています。

2. データ変換メ ソ ッ ドを実装します。 この手順については、 「手順 3b : データ
変換メ ソ ッ ドの実装」 で説明しています。
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手順 3a : イベント  ジェネレータの作成

イベン ト生成機能によ り、 EIS から通知を受信した り、 または EIS をポーリ ング
した り して特定のイベン ト の発生をチェ ッ クする メ カニズムがアダプタに装備さ

れます。 WebLogic Integration エンジンは、 複数タイプのイベン ト をサポートす
る強力なイベン ト  ジェネレータを提供します。 イベン ト  タイプは、 イベン トの
コンフ ィグレーシ ョ ン プロパテ ィで定義されます。

イベン ト  プロパテ ィは、 通常、 設計時にイベン トに関連付けられたプロパテ ィ
で定義されます。 イベン ト  アダプタをコンフ ィグレーシ ョ ンする場合、 アダプ
タがイベン ト  プロパテ ィを収集する  Web ページを  1 ページ以上指定する こ とが
できます。 これらのプロパテ ィは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー記述子と と もに保
存され、 実行時にイベン ト に戻されます。 WebLogic Integration エンジンでは、
このプロパテ ィおよびソース  アプ リ ケーシ ョ ン ビューを使用して、 リ スナへ戻
すルーテ ィングが決定されます。 たとえば、 同じプロパテ ィが定義された同一の

イベン ト  ジェネレータ  2 つを別々にデプロイしても、 WebLogic Integration エン
ジンでは 1 つの IEventDefinition しか作成されませんが、 異なるプロパテ ィ
が指定された場合は、 単一のイベン ト  アダプタの各デプロイ メ ン ト に対し、 1 つ
の IEventDefinition が作成されます。 イベン ト  ジェネレータは、 ルーテ ィン
グ処理でどの IEventDefinition を使用するかを決定する必要があ り ます。 こ
の決定は、 通常、 プロパテ ィの値と特定のイベン ト発生に基づいて行われます。

IEventDefinition オブジェ ク トは、 イベン ト  ジェネレータの実装で使用され、
特定のイベン ト を リ スナに戻すルーテ ィングを行います。 別に説明する とおり、

WebLogic Integration エンジンによってイベン ト を含むデプロイ されたアプリ
ケーシ ョ ン ビューの IEventDefinition オブジェ ク ト を作成します。
IEventDefinition オブジェ ク ト を使用して、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューのデプ
ロイ メ ン ト に関する特定のプロパテ ィ を抽出した り、 スキーマおよびルーテ ィン

グ オブジェ ク トにアクセスした りできます。 これらの属性は、 イベン ト のルー
テ ィング時に使用します。

データ抽出メカニズムの実装

WebLogic Integration では、 次に示す 2 つのデータ抽出モードをサポート してい
ます。

� プッシュ  イベン ト による生成－イベン ト生成オブジェ ク トがイベン ト  ジェ
ネレータに通知を送信する と、 ステー トの変更が認識されます。 プッシュ  イ
ベン ト  ジェネレータがイベン ト を受信する と、 WebLogic Integration エンジ
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ンによって、 デプロイ されたアプリ ケーシ ョ ン ビューにイベン ト が転送され
ます。 プッシュ  イベン ト  ジェネレータでは、 パブ リ ッシュ  モデルおよびサ
ブスク ライブ モデルが使用されています。

� プル イベン トによる生成－ステー トが変更したかど うかの判断にポーリ ング
が必要なと きに使用します。 データ抽出プロセスでは、 ステー トの変更が認

識されるまで、 継続的にオブジェ ク トに対する クエ リが行われます。 ステー

トの変更が認識された時点でイベン トが作成され、 WebLogic Integration エ
ンジンによって、 デプロイ されたアプリ ケーシ ョ ン ビューにこのイベン ト が
転送されます。

プル モード

プル モードでは、 ポーリ ング手法によ り イベン ト の発生が判断されます。 これ
を実装するには、 com.bea.adapter.event パッケージの 
AbstractPullEventGenerator から イベン ト  ジェネレータを取得します。

注意 : adk-eventgenerator.jar ファ イルには、 イベン ト  ジェネレータの実装
に必要な ADK ベース  ク ラスが含まれます。 これは、 WAR メ イ ク  フ ァ
イルに含まれます。

ADK では、 AbstractPullEventGenerator に、 抽象メ ソ ッ ドをいくつか用意し
ていますが、 実際の実装ではこれをオーバーライ ド します。 これらのメ ソ ッ ドに

ついて以下の表に示します。

表 7-1  AbstractPullEventGenerator メソッ ド

メソッ ド 説明

postEvents() 他のイベン ト生成、 メ ッセージ変換、 およびルーテ ィン

グ コードの制御メ ソ ッ ドで、 ポーリ ングおよびルーティ
ング コードを追加できる。 イベン ト  ルータ  コンフ ィグ
レーシ ョ ン  ファ イルで指定された間隔で、
AbstractPullEventGenerator の実行メ ソ ッ ドから呼
び出される。

setupNewTypes() デプロイ される  IEventDefinition オブジェ ク ト を前処
理するためのメ ソ ッ ド。 有効な新しい 
IEventDefinition オブジェク トだけがこのメ ソ ッ ドに
渡される。
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プッシュ  モード

プッシュ  モードは、 イベン ト のルーテ ィングを ト リガする通知を使用します。
これを実装するには、 com.bea.adapter.event パッケージの 
AbstractPushEventGenerator ク ラスからイベン ト  ジェネレータを取得しま
す。 このイベン ト  パッケージには、 他にもいくつかのサポート  ク ラスが入って
います。 表 7-2 でサポート  ク ラスを説明しています。

注意 : adk-eventgenerator.jar フ ァ イルには、 イベン ト  ジェネレータの実装
に必要な WebLogic Integration ベース  ク ラスが含まれます。 これは、
WAR メ イ ク  フ ァ イルに含まれます。

removeDeadTypes() アンデプロイ される  IEventDefinition オブジェク トに
対して要求されたク リーンアップを処理する。 WebLogic 
Integration エンジンは、関連イベン トのアプ リケーシ ョ ン  
ビューがアンデプロイされた場合にこのメ ソ ッ ド を呼び

出す。

doInit() イベン ト  ジェネレータが作成される と きに呼び出される。
初期化プロセスで、 イベン ト  ジェネレータによって事前
定義されたコンフ ィグレーシ ョ ン値が使用されて、 イベ

ン ト生成処理に必要なステート または接続情報が設定さ

れる。

doCleanUpOnQuit() イベン ト生成プロセスで割り当てられた リ ソースを解放

する。 イベン ト生成処理を行っているスレッ ドの終了前

に呼び出される。

表 7-1  AbstractPullEventGenerator メソッ ド  （続き）

メソッ ド 説明
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7 イベン ト  アダプタの開発
イベント  ジェネレータの実装方法

イベン ト  ジェネレータの実装は、 通常、 次の制御フローに従って行います。

表 7-2  AbstractPushEventGenerator クラス

クラス 説明

AbstractPushEventGenerator AbstractPullEventGenerator と同じ抽
象メ ソ ッ ドおよび具象メ ソ ッ ドが入ってい

る ク ラス。 両方の実装

（AbstractPullEventGenerator and 
AbstractPushEventGenerator） におけ

る メ ソ ッ ドの使用目的は同じである。 それ

ぞれに割り当てられている メ ソ ッ ド と役割

の リ ス トについては、 表 7-1 を参照。

IPushHandler おもにイベン トのルーテ ィングから イベン

トの生成を行うためのインタフェース。

データ抽出のプッシュ  モードの実装には必
要と されない。 IPushHandler は、
PushEventGenerator と密に結合して使用
するために設計されている。

PushEventGenerator は、 PushHandler 
の実装の初期化、 サブス ク ラ イブ、 ク リー

ンアップを行う。 IPushHandler は、 生成
ロジッ クを行う簡単なインタフェースであ

る。 このインタフェースによって、 リ ソー

スの初期化、 プッシュ  イベン トへのサブス
ク ラ イブ、 およびク リーン  アップを行う。

PushEvent java.util.EventObject から派生するイ
ベン ト  オブジェク ト 。 PushEvent オブジェ
ク トは EIS 通知のラ ッパと して設計されて
おり、 あらゆる  IPushEventListener オブ
ジェ ク トに送信する。

EventMetaData イベン ト生成に必要なデータをラ ップする。

このク ラ スは、 初期化時に IPushHandler 
に渡される。
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1. doInit() メ ソ ッ ドは、 EIS に対する接続を作成し、 有効性を検証します。

2. setupNewTypes() メ ソ ッ ドは、 処理に必要なデータ構造を作成する  
IEventDefinition オブジェ ク ト を処理します。

3. postEvents() メ ソ ッ ドは、 以下のデータ抽出モードのいずれか 1 つを繰 り
返し呼び出します。

� プッシュ－ postEvents() メ ソ ッ ドはイベン ト が存在する場合に EIS を
ポーリ ングし、 postEvent() はどの IEventDefinition オブジェク ト が
それを受け取るかを決定します。 その後、 関連スキーマを使用して、 イ

ベン ト  データを IDocument オブジェク ト に変換し、 IEventDefinition 
オブジェ ク トに関連する  IEvent を使用して IDocument オブジェ ク ト を
ルーテ ィングします。

� プル－ postEvents() メ ソ ッ ドはイベン ト の通知を待ちます。 通知を受
け取る と、 イベン ト  データを PushEvent オブジェ ク トから抽出し、 それ
を、 イベン ト  アダプタに割り当てられたスキーマに従って IDocument オ
ブジェ ク ト に変換します。 IDocument に必要なイベン ト  データがすべて
含まれている場合、 IDocument は適切な IEventDefinition オブジェ ク
トに転送されます。

4. removeDeadTypes() メ ソ ッ ドは、 イベン ト処理に使用されているデータ構
造から無効な IEventDefinition オブジェ ク ト を削除します。 これらのオブ
ジェ ク トに関連付けられた リ ソース も解放されます。 IEventDefinition オ
ブジェ ク トは、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューがデプロイ されていない場合に、 無
効とみなされます。

5. doCleanUpOnQuit() メ ソ ッ ドは、 イベン ト処理中に割り当てられた リ ソー
スを削除します。

コード  リ ス ト  7-2 は、 サンプル アダプタの （プル モード） イベン ト  ジェネレー
タのク ラス宣言を示しています。

コード  リス ト  7-2   データ抽出のプル モードの実装例

public class EventGenerator
  extends AbstractPullEventGenerator
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注意 : AbstractPullEventGenerator は、 独自のスレッ ドで実行できるよ うに
するため、 Runnable インタフェースを実装します。

「手順 3a : イベン ト  ジェネレータの作成」 では、 さ らに、 データ抽出のプル モー
ドでイベン ト  ジェネレータの実装コード例を示します。

サンプル EventGenerator

コード  リ ス ト  7-3 は、 イベン ト  ジェネレータ用の簡単なコンス ト ラ クタを示し
ています。 親のメ ンバーが正し く初期化されるよ うに、 親のコンス ト ラ ク タを呼

び出します。 また、 doInit() メ ソ ッ ドを使用して、 map 変数からコンフ ィグ
レーシ ョ ン情報を受信し、 パラ メータの有効性を検証するための方法をこの リ ス
ト で示します。 サンプルでは、 設計時にイベン ト  ジェネレータに関連付けられ
たパラ メータが使用されています。

コード  リスト  7-3   EventGenerator 用のサンプル コンスト ラクタ

public EventGenerator()
{
super();
}
    protected void doInit(Map map)
       throws java.lang.Exception
    {
    ILogger logger = getLogger();    

    m_strUserName = (String)map.get("UserName");
         if (m_strUserName == null || m_strUserName.length() == 0
    {
     String strErrorMsg =
         logger.getI18NMessage("event_generator_no_UserName");
         logger.error(strErrorMsg);
     throw new IllegalStateException(strErrorMsg);
    }
    m_strPassword = (String)map.get("Password");
         if (m_strPassword == null || m_strPassword.length() == 0)
    {
     String strErrorMsg = logger.getI18NMessage
        ("event_generator_no_Password");
     logger.error(strErrorMsg);
         throw new IllegalStateException(strErrorMsg);
    }
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コード  リ ス ト  7-4 に示されているよ うに、 postEvents() が親ク ラスの実行メ
ソ ッ ドから呼び出されます。 このメ ソ ッ ドが、 EIS をポーリ ングして、 新しいイ
ベン ト発生の有無を判別します。 このメ ソ ッ ドは、 一定間隔 （この間隔は、 イベ

ン ト  ルータの web.xml ファ イルで定義する） で呼び出されます。

コード  リス ト  7-4   postEvents () の実装例

*/  protected void postEvents(IEventRouter router)
        throws java.lang.Exception
    {

    ILogger logger = getLogger();

    // 作業 :  実際のアダプタでは EIS を呼び出して、
    // 前回このメソッドが呼び出された後に新しいイベントが発生
    // したかどうかの判別が必要となる。例示のため、
    // このメソッドが呼び出されるたびに 1 つのイベントを通知する・・・
    // イベント データは現在イベント定義に従って
    // フォーマットされたシステムにあるいくつかの・・・
    // イベント タイプを検索する・・・

    Iterator eventTypesIterator = getEventTypes();
    if (eventTypesIterator.hasNext())

    {
     do
    {

       // イベント ルータはまだこのタイプのイベントに関連性がある

       IEventDefinition eventDef = (IEventDefinition)
          eventTypesIterator.next();
       logger.debug("Generating event for " + eventDef.getName());

       // デフォルト イベント（ブランクまたはデフォルト データ）を作成する

       IEvent event = eventDef.createDefaultEvent();

       // イベントのフォーマットを取得する

      java.util.Map eventPropertyMap = eventDef.
         getPropertySet();
      String strFormat = (String)eventPropertyMap.get
         ("Format");
         if( logger.isDebugEnabled() )
         logger.debug("Format for event type '"+eventDef. 
            getName()+"' is '"+strFormat+"'");
         java.text.SimpleDateFormat sdf =
            new java.text.SimpleDateFormat(strFormat);
        IDocument payload = event.getPayload();
        payload.setStringInFirst("/SystemTime", sdf.format(new
           Date()));
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        // ここで、監査メッセージのログを取る ...

        try
        {
          logger.audit(toString() + ": postEvents >>> posting event
             ["+payload.toXML()+"] to router");
        }

          catch (Exception exc)

        {
          logger.warn(exc);
        }

          // この呼び出しによって実際に IEventRouter にイベントが通知される        

        router.postEvent(event);
        } while (eventTypesIterator.hasNext());
        }

    }// postEvents の終了

実際のアダプタは、 EIS をクエ リ して、 前回このメ ソ ッ ドが呼び出された後に新
しいイベン ト が発生したかど う かを判別する必要があ り ます。 ADK に付属の 
DBMS サンプル アダプタで提供される、 このよ う な呼び出しの具体例は、
EventGenerator.java ファ イルの postEvent() メ ソ ッ ドです。

WLI_HOME/adapters/dbms/src/com/bea/adapter/dbms/event/EventGenerator.java

新しいのイベン ト  タイプの追加

新しいのイベン ト  タイプの処理更新時には、 setupNewTypes() が呼び出されま
す。 通常、 イベン ト  ジェネレータは、 EIS からのイベン ト を受け取るために EIS 
に リ ソースを割り当てる必要があ り ます。 たとえば、 DBMS サンプル アダプタ
では、 新しいイベン ト  タイプを処理するために、 DBMS でト リガが作成されま
す。 setupNewTypes() メ ソ ッ ドによ り、 新しいタイプを処理するのに必要な定
義をセッ ト アップできます。 親ク ラスですでに listOfNewTypes() ファ イルの
健全性チェ ッ クがなされ、 ログに記録されているので、 こ こでチェ ッ クは行いま

せん。

コード  リスト  7-5   setupNewTypes() のテンプレート  サンプル

protected void setupNewTypes(java.util.List listOfNewTypes)
   {
    Iterator iter = listOfNewTypes.iterator();
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       while (iter.hasNext())
      {
       IEventDefinition eventType = (IEventDefinition)iter.next();
      }
    }

アンデプロイされているアプリケーシ ョ ン ビューのイベン ト  タイプの削除

アンデプロイ されたアプリ ケーシ ョ ン ビューのイベン ト  タイプの削除時には、
removeDeadTypes() が呼び出されます。

ク リーンアップ処理を実行する必要があ り ます。

未使用イベン ト  タイプが今後処理されないよ うにするため、 ク リーンアップ処
理を行う必要があ り ます。 たとえば、 未使用のイベン ト  タイプの処理に必要な
リ ソースをク ローズします。 コード  リ ス ト  7-6 に removeDeadTypes() の実装方
法を示します。

コード  リス ト  7-6   removeDeadTypes() テンプレートに基づくサンプル コード

protected void removeDeadTypes(java.util.List listOfDeadTypes)

{
   Iterator iter = listOfDeadTypes.iterator();
      while (iter.hasNext())
{
   IEventDefinition eventType = (IEventDefinition)iter.next();

リ ソースの削除

イベン ト  ジェネレータのシャ ッ ト ダウン時に、 doCleanUpOnQuit() が呼び出さ
れます。 このメ ソ ッ ドはイベン ト処理中に割り当てられた リ ソースを削除しま

す。 サンプル アダプタはこのメ ソ ッ ドで停止します。 以下の リ ス ト では、 この
メ ソ ッ ドを実装するテンプレー ト を示します。

コード  リス ト  7-7   doCleanUpOnQuit() メソッ ドの呼び出し例

protected void doCleanUpOnQuit()
    throws java.lang.Exception
    {
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     ILogger logger = getLogger();
     logger.debug(this.toString() + ": doCleanUpOnQuit");
    }
}

手順 3b : データ変換メソッ ドの実装

データ変換は、 EIS からデータを取り出してアプ リ ケーシ ョ ン  サーバが読み取れ
る  XML スキーマに変換する処理です。 各イベン ト に対し、 スキーマが SOM およ
び IDocument ク ラス ライブラ リ を使用して  XML 出力の外観を定義します。 以
下のコード  リ ス トに、 データ変換処理中のイベン トのシーケンスを示します。

� コード  リ ス ト  7-8 は、 EIS から  XML スキーマへのデータ変換に使用される
コードを示しています。

� コード  リ ス ト  7-9 は、 コード  リ ス ト  7-8 のコードで作成された XML スキー
マを示しています。

� コード  リ ス ト  7-10 は、 コード  リ ス ト  7-9 のスキーマで作成された有効な 
XML ドキュ メ ン ト を示しています。

コード  リスト  7-8   EIS データを XML スキーマに変換するサンプル コード

SOMSchema schema = new SOMSchema();
SOMElement root = new SOMElement("SENDINPUT");
SOMComplexType mailType = new SOMComplexType();
root.setType(mailType);
SOMSequence sequence = mailType.addSequence();
SOMElement to = new SOMElement("TO");
to.setMinOccurs("1");
to.setMaxOccurs("unbounded");
sequence.add(to);
SOMElement from = new SOMElement("FROM");
from.setMinOccurs("1");
from.setMaxOccurs("1");
sequence.add(from);
SOMElement cc = new SOMElement("CC");
cc.setMinOccurs("1");
cc.setMaxOccurs("unbounded");
sequence.add(cc);
SOMElement bcc = new SOMElement("BCC");
bcc.setMinOccurs("1");
bcc.setMaxOccurs("unbounded");
sequence.add(bcc);
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SOMElement subject = new SOMElement("SUBJECT");
subject.setMinOccurs("1");
subject.setMaxOccurs("1");
sequence.add(bcc);
SOMElement body = new SOMElement("BODY");
if (template == null)
    { body.setMinOccurs("1");
      body.setMaxOccurs("1");
    }else
      { Iterator iter = template.getTags();
         if (iter.hasNext())
         { SOMComplexType bodyComplex = new SOMComplexType();
            body.setType(bodyComplex);
          SOMAll all = new SOMAll();
         while (iter.hasNext())
         { SOMElement eNew = new SOMElement((String)iter.next());
            all.add(eNew);
         }//endwhile
          bodyComplex.setGroup(all);
         }//endif
     }//endif
sequence.add(body);
schema.addElement(root);

コード  リス ト  7-9   コード  リスト  7-8 のコードで作成された XML スキーマ

<xsd:schema xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
<xsd:element name="SENDINPUT">
    <xsd:complexType>
        <xsd:sequence>
            <xsd:element name="TO" maxOccurs="unbounded"
               type="xsd: string"/>
            <xsd:element name="FROM" type="xsd:string"/>
            <xsd:element name="CC" maxOccurs="unbounded" 
                type="xsd:string"/>
            <xsd:element name="BCC" maxOccurs=
               "unbounded" type= "xsd:string"/>
            <xsd:element name="BCC" maxOccurs="unbounded" 
                type="xsd:string"/>
            <xsd:element name="BODY" type="xsd:string"/>
        </xsd:sequence>
    </xsd:complexType>
</xsd:element>

コード  リス ト  7-10   コード  リスト  7-9 のスキーマで作成された有効な XML ド
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キュメント

</xsd:schema>
<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE SENDINPUT>
<SENDINPUT>
  <TO/>
  <FROM/>
  <CC/>
  <BCC/>
  <BCC/>
  <BODY/>

</SENDINPUT> <xsd:schema 
xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">

手順 4 : アダプタのテスト

WebLogic Integration に用意されているアダプタ  テス ト支援機能を使用して、 ア
ダプタをテス ト できます。 このツールとその使用方法の詳細については、 第 6 章
「サービス  アダプタの開発」 の 「手順 5 : アダプタのテス ト 」 を参照して くださ
い。

手順 5 : アダプタのデプロイ

新しいアダプタを再構築したら、 そのアダプタを  WebLogic Integration 環境にデ
プロイします。 アダプタのデプロイは、 手動でも  WebLogic Server 
Administration Console からでも実行できます。 詳細は、 第 9 章 「アダプタのデ

プロイ」 を参照して ください。
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ADK の設計時フレームワークは、 アダプタ  ユーザがアプリ ケーシ ョ ン  ビューの
定義、 デプロイ、 およびテス ト のための Web ベースの GUI を作成するための
ツールを提供します。 各アダプタには EIS 固有の機能があ り ますが、 アプ リ ケー
シ ョ ン ビューをデプロイするための GUI は、 すべてのアダプタで必要です。 設
計時フレームワークでは、 主に以下のコンポーネン ト を使用して、 このよ う な  
GUI の作成やデプロイ メ ン トの作業を最小限に抑える こ とができます。

� Web アプリ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト  : Java Server Pages (JSP) を使用して 
HTML ベースの GUI を作成できます。 このコンポーネン ト の機能は、 JSP 
テンプレー ト、 タグ  ライブラ リ、 JavaScript ライブラ リ などのツールによっ
て拡張できます。

� abstractDesignTimeRequestHandler : WebLogic Server のアプリ ケーシ ョ
ン ビューをデプロイ、 アンデプロイ、 コピー、 および編集する際に利用でき
る簡単な API を提供します。

この章の内容は以下のとおりです。

� 設計時フォーム処理の概要

� 設計時 GUI の機能

� ファ イル構造

� イベン トの処理フロー

� 手順 1 : 設計時 GUI 要件の定義

� 手順 2 : ページ フローの定義

� 手順 3 : 開発環境のコンフ ィグレーシ ョ ン

� 手順 4 : 設計時 GUI の実装

� 手順 5 : HTML フォームの作成

� 手順 6 : ルッ ク  & フ ィールの実装
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設計時フォーム処理の概要

Java サーブレッ ト と  JSP を組み合わせる こ とによ り、 さまざまな方法でフォー
ムを処理できます。 いずれの方法でフォームを処理する場合でも、 以下の基本的

な必要条件が適用されます。

� HTML フォームの表示。

この機能を作成するには、 以下の作業を行います。

� HTML を使用してフォーム レイアウ ト を生成

� 必須フ ィールドをユーザに指示

� 必要に応じて、 フ ィールドにデフォル ト値を事前に設定

� ユーザによって発行されるフォームのデータに含まれる  HTTP 要求のフ ィー
ルド値の検証。

この機能を作成するには、 以下の作業を行います。

� すべての必須フ ィールドが入力されているかど うかを判断するロジッ ク

の作成

� 一連の制約に対して発行された各値の検証。 たとえば、 年齢のフ ィール

ドに 1 ～ 120 までの有効な整数が入力されているかど うか Web 
application による確認。

� 無効な値が入力されたフォームを、 誤ったフ ィールドの横にエラー メ ッセー
ジを付けて再表示。 Web アプリ ケーシ ョ ンで各国のロケールがサポート され
ていれば、 エラー メ ッセージは、 ユーザが希望するロケールに合わせてロー
カライズする必要があ り ます。

また、 Web アプ リ ケーシ ョ ンは、 有効な情報の再入力を要求せずにユーザに
よる最後の入力内容を再表示するこ と もできる必要があ り ます。 入力された

フ ィールド値がすべて有効になるまで、 Web アプリ ケーシ ョ ンでは手順 2 を
繰 り返す必要があ り ます。

� すべてのフ ィールドの有効性を大まかに検証した後、 フォームを処理する。

データの処理中に、 個々のフ ィールドの有効性には無関係なエラー （Java 例
外など） が生じる こ とがあ り ます。 この場合、 ページの最上段にローカライ

ズ済みのエラー メ ッセージを付けて、 フォームを再表示します。 手順 3 と同
様に、 入力された情報が有効な場合は、 ユーザが再入力しな く ても済むよ う

に入力フ ィールドの値をすべて保存しておく必要があ り ます。
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Web アプリ ケーシ ョ ン開発者は、 以下の事項を決定する必要があ り ます。

� フォーム処理 API を実装するオブジェ ク ト またはメ ソ ッ ド。

� Web アプリ ケーシ ョ ンで次のページを表示する方法と タイ ミ ング。

� フォーム処理が正し く実行されたら、 Web アプリ ケーシ ョ ンで次のページを
表示するこ と。

フォーム処理クラス

Web アプリ ケーシ ョ ンで使用する各フォームに対してすべてのフォーム処理機
能を実装するのは、 単調である と同時に、 エラーの原因にな りやすいプロセスで

す。 ADK 設計時フレームワークでは、 「モデル / ビュー / コン ト ローラ （MVC）」
パラダイムによって、 このプロセスが簡略化されています。 このパラダイムで

は、 以下の 5 つのク ラスが使用されます。

� RequestHandler

� ControllerServlet

� ActionResult

� Word と子孫ク ラス

� AbstractInputTagSupport と子孫ク ラス

RequestHandler
com.bea.web.RequestHandler

このク ラスによ り  HTTP 要求処理ロジッ クが提供されます。 このク ラスは、
MVC ベース  メ カニズムのモデル コンポーネン ト です。RequestHandler オブジェ
ク ト は ControllerServlet によってインスタンス化され、 HTTP セッシ ョ ン中
に handler とい うキーの下に保存されます。 ADK には 
com.bea.adapter.web.AbstractDesignTimeRequestHandler とい う ク ラスが
あ り ます。 この抽象基本ク ラスによ り、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューをデプロイす
る際にすべてのアダプタに共通して必要となる機能が実装されます。 アダプタま

たは EIS 固有のロジッ クを定義するには、 このク ラスを拡張する必要があ り ま
す。
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ControllerServlet
com.bea.web.ControllerServlet

このク ラスは HTTP 要求を受け取る と、 要求中の各フ ィールド値の有効性を検
証し、 要求の処理を RequestHandler に委託します。 また、 表示するページを
決定します。ControllerServlet は Java Reflection を使って、RequestHandler 
で呼び出すメ ソ ッ ドを特定します。 ControllerServlet はフォーム処理ロジッ
クを実装する メ ソ ッ ド名を指定するために、 doAction とい う  HTTP 要求パラ
メータを探します。 このパラ メータがなければ、 ControllerServlet は 
RequestHandler でメ ソ ッ ドを呼び出しません。

ControllerServlet は、Web アプリ ケーシ ョ ンに合わせて web.xml ファ イルで
コンフ ィグレーシ ョ ンされます。 ControllerServlet は、 RequestHandler で
実行する メ ソ ッ ドに HTTP 要求を委託します。 ControllerServlet を使用する
場合、 コードを指定する必要はあ り ません。 ただし、 37 ページの表 8-5 に示す
初期パラ メータを指定する必要があ り ます。

ActionResult
com.bea.web.ActionResult

ActionResult では、 要求の処理結果がカプセル化されます。 また、
ControllerServlet には、 次に表示するページを決定するための情報が提供さ
れます。

Word と子孫クラス
com.bea.web.validation.Word

Web アプリ ケーシ ョ ンのすべてフ ィールドについて、 その有効性を一定の範囲
で検証する必要があ り ます。 com.bea.web.validation.Word ク ラスおよびその
子孫オブジェ ク ト によ り、 フォーム中の各フ ィールドの有効性を検証するための

ロジッ クが提供されます。 無効なフ ィールドがある と、 Word オブジェク トは
メ ッセージ バンドルを使用して、 該当するフ ィールドに応じてインターナシ ョ
ナライズまたはローカライズされたエラー メ ッセージを検索します。 ADK で
は、 表 8-1 に示すカスタム バリデータが提供されます。
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AbstractInputTagSupport と子孫クラス
com.bea.web.tag.AbstractInputTagSupport

Web ツールキッ トで提供されるタグ  ク ラスには以下の機能があ り ます。

� フォーム フ ィールド用の HTML を生成し、 必要に応じてフ ィールドにデ
フォル ト値を設定しておく。

� 入力された値が無効な場合に、 フォーム  フ ィールドの横にローカライズした
エラー メ ッセージを表示する。

� ControllerServlet がフォームのフ ィールド名を使って、 検証オブジェ ク
トにアクセスできるよ うに、 com.bea.web.validation.Word を初期化して 
Web アプリ ケーシ ョ ン  スコープに保存する。

表 8-1  Word オブジェク トのカスタム バリデータ

バリデータ フ ィールドに対する値の決定

Integer 指定された範囲内の整数値であるかど うかを判断する。

Float/Double 指定された範囲内の浮動小数点数になっているかど う

かを判断する。

Identifier 有効な Java 識別子であるかど うかを判断する。

Perl 5 Regular 
Expression

Perl 5 の正規表現に一致するかど うかを判断する。

URL （ユーザによ り入力されたものが） 有効な  URL である
かど うかを判断する。

Email （ユーザによ り入力された値が） 有効な電子メール アド
レスかど うかを判断する。

Date （ユーザによって入力された値が） 指定の日付 /時間
フォーマッ トに従っており、 有効な日時になっている

かど うかを判断する。
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発行タグ

これ以外に、 ADK では次のよ う な発行タグを使用できます。

<adk:submit name='xyz_submit' doAction='xyz'/>

このタグによ り、 doAction パラ メータが要求中の ControllerServlet に送ら
れます。 この結果、 ControllerServlet から登録済の RequestHandler で 
xyz() メ ソ ッ ドが呼び出されます。

フォーム処理シーケンス

この節では、 フォームを処理する順序について説明します。

前提条件

フォームを処理するための前提条件は、 以下のとおりです。

1. カスタム ADK 入力タグを使用した JSP が HTTP 応答オブジェク トに書き込
まれる と き、 このタグによ り  com.bea.web.validation.Word のインスタン
スがオブジェ ク ト によって初期化され、 入力フ ィールド名をキーと して、

Web アプリ ケーシ ョ ン スコープにこのインスタンスが格納されるこ と。 この
よ う なタグによ り、 ControllerServlet で検証オブジェ ク トが使えるよ うに
なるため、 まず HTTP 要求を大まかに検証してから、 RequestHandler に要
求を出すこ とができます。 次にその例を示します。

<adk:int name='age' minInclusive='1' maxInclusive='120' 
required='true'/>

2. JSP エンジンが com.bea.web.tag.IntegerTagSupport のインスタンスで 
doStartTag() メ ソ ッ ドを呼び出した時点で、 このタグの HTML が生成され
る こ と。 IntegerTagSupport インスタンスによ り、
com.bea.web.validation.IntegerWord の新しいインスタンスが作成され、
これがキー age に基づいて Web アプ リ ケーシ ョ ン スコープに追加されます。
また、 ControllerServlet では、 対応する  ServletContext から  
IntegerWord インスタンスを検索できます。 検証では、 年齢に送られた値が 
1 以上、 かつ 120 以下であるこ とが確認されます。
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3. HTML フォームでは、 doAction とい う非表示フ ィールドを発行する必要が
あ り ます。 このフ ィールドの値は、 ControllerServlet がフォーム処理を
実行する  RequestHandler 上のメ ソ ッ ドを特定する と きに使用されます。

これら前提条件に従 う と、コード  リ ス ト  8-1 のよ う な  JSP フォームが表示されま
す。

コード  リス ト  8-1   JSP サンプル フォーム

<form method='POST' action='controller'>
    Age: <adk:int name='age' minInclusive='1' maxInclusive='120'
       required='true'/>
    <adk:submit name='processAge_submit' doAction='processAge'/>
</form>

シーケンスの手順

フォーム処理の実行方法を、 順を追って次のダイアグラムに示します。
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図 8-1   UI フォーム処理

シーケンスは次のとおりです。

1. ユーザが、 以下の内容のフォームを発行します。 age=10, 
doAction=processAge.

2. ControllerServlet が HTTP 要求から年齢フ ィールドのデータを読み込み
ます。

3. ControllerServlet は age をキーと して使用して、 ServletContext から  
com.bea.web.validation.Word を検索します。 このオブジェク トは、
com.bea.web.validation.IntegerWord のインスタンスです。

4. ControllerServlet が Word インスタンスで validate() メ ソ ッ ドを呼び出
し、 パラ メータ と して  10 を渡します。
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5. Word インスタンスによ り、 この値 10 が 1 以上 120 以下の値であるこ とが判
断されます。

6. ControllerServlet がセッシ ョ ンから  RequestHandler を検索、 または作
成して、 handler と してこれをセッシ ョ ンに追加します。

7. ControllerServlet は、 Java Reflection API を使用して、 processAge() を
探し、 RequestHandler でこのメ ソ ッ ドを呼び出します。 このメ ソ ッ ドが存
在しない場合は、 例外が生成されます。 メ ソ ッ ドのシグネチャは、 次のとお

りです。

public ActionResult processAge(HttpServletRequest request) 
throws Exception

8. RequestHandler は、 フォームの入力データを処理した後、 ActionResult 
オブジェ ク ト を返して処理の結果を示します。 ActionResult には、
ControllerServlet が次に表示するページを判断するための情報が格納さ
れます。 次のページの情報には、 Web アプリ ケーシ ョ ン内に表示する別の 
JSP や HTML のページの名前などがあ り ます。 たとえば thanks によ り、
thanks.jsp ページが表示されます。

9. ActionResult が正常に実行される と、 ControllerServlet によ り  HTTP 応
答 が Web アプリ ケーシ ョ ンの表示ページにリダイレ ク ト されます。 ADK で
は、 表示ページは通常、 display.jsp とな り ます。

10. display.jsp ページには、 content パラ メータ （た とえば、 thanks.jsp）

によ り指定される  JSP があ り ます。 これによ り、 JSP がユーザに表示されま
す。

設計時 GUI の機能

設計時 GUI の開発では、 実行時アダプタを開発する場合とは異なる独自の機能
を使用します。 この節では、 設計時 GUI の機能について説明します。
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Java Server Pages

設計時 GUI は、 一連の Java Server Pages (JSP) で構成されます。 JSP とは、 特定
の ト ランザクシ ョ ンを開始する目的で Java サーブレッ ト を呼び出すための 
HTML ページのこ とです。 ユーザ側から見た JSP は、 通常の Web ページと変わ
り ません。

設計時 GUI を構成する  JSP を以下の表に示します。

表 8-2  設計時 GUI JSP

ファイル名 説明

display.jsp アダプタ  ホームページと も呼ばれる表示ページ。 この
ページには、 ルッ ク  & フ ィール を作成するのに必要な 
HTML が表示される。

login.jsp アダプタの設計時 GUI ログイン  ページ

confconn.jsp [Confirm Connection] ページは、 EIS の接続パラ メータを
指定するためのフォーム。

appvwadmin.jsp [Application View Administration] ページには、 アンデプ
ロイ されたアプ リケーシ ョ ン  ビューの概要が表示され
る。

addevent.jsp [Add Event] ページではイベン ト をアプ リケーシ ョ ン  
ビューに追加できる。

addservc.jsp [Add Service] ページではサービスをアプ リケーシ ョ ン 
ビューに追加できる。

edtevent.jsp [Edit Event] ページでは必要に応じてユーザがイベン ト を
編集できる。

edtservc.jsp [Edit Service] ページでは必要に応じてユーザがサービス
を編集できる。

depappvw.jsp [Deploy Application View] ページでは、 ユーザがデプロ
イ メ ン ト  プロパテ ィを指定できる。
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これらの JSP の実装方法については、 8-20ページの 「手順 2 : ページ フローの定
義」 を参照して ください。

JSP テンプレート

テンプレー ト とは、 HTTP 要求で指定するパラ メータに基づいて Java サーブ
レ ッ ト が動的に生成する  HTML ページのこ とです。 テンプレー ト を使用するこ
とによ り、 Web アプリ ケーシ ョ ンで使用するカスタム  ページやカスタム HTML 
の量を最小限に抑える こ とができます。

設計時フレームワークの JSP テンプレート を使用する と、 アダプタの新しいアプ
リ ケーシ ョ ン  ビューを定義、 デプロイ、 およびテス トするための Web アプリ
ケーシ ョ ンを効率的に作成できます。 ADK のテンプレー トでは、 アダプタの開
発者向けに次の 3 つの利点を提供します。

� アプ リ ケーシ ョ ン ビューをデプロイする際に必要となる  HTML フォームの
大部分が用意されています。 通常、 次の 3 つのカスタム フォームを作成すれ
ば、 ほとんどの要求に対応できます。

� EIS 固有の接続パラ メータを収集するフォーム

� イベン トの追加に必要な EIS 固有の情報を収集するフォームイベン ト の
編集に必要な情報の収集は、 同じフォームでも異なるフォームでも使用

できます。

� サービスの追加に必要な EIS 固有の情報を収集するフォーム EIS のメ タ
データ  カタログを参照するためのカスタム  JSP を作成するこ と もできま
す。 サービスの編集に必要な情報の収集は、 同じフォームでも異なる

フォームでも使用できます。

� これらは、 Java プラ ッ ト フォームのインターナシ ョナラ イゼーシ ョ ンおよび
ローカラ イゼーシ ョ ン機能にも利用できます。 Web アプリ ケーシ ョ ンで使用
される各ページのコンテンツはメ ッセージ  バンドルに格納されます。 した
がって、 アダプタの Web インタフェースを効率的にインターナシ ョナライ
ズできます。

� これによ り、 すべてのテンプレー ト間での一貫したルッ ク  & フ ィールが保証
されます。

ADK で提供される  JSP テンプレー トの リ ス ト については、 8-11ページの 「JSP 
テンプレー ト 」 を参照して ください。
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JSP タグの ADK ライブラリ

ADK で提供される  JSP タグ ラ イブラ リ を使用するこ とによ り、 使いやすい 
HTML フォームの作成が容易になり ます。 アダプタ  ページを開発する際、
HTML フォーム入力コンポーネン ト のカスタム  タグを使用して、 検証メ カニズ
ムへシームレスに リ ンクできます。 ADK が提供するカスタム  タグについて、 以
下の表に示します。

表 8-3  ADK JSP タグ

タグ 説明

adk:check box フォームを表示する と きに、 チェ ッ ク  ボッ クスのフォーム  
フ ィールドをチェッ クする必要があるかど うかを決定する。

（このタグはデータ検証を実行しない。）

adk:content メ ッセージ  バンドル中の特定のメ ッセージにアクセスする。

adk:date 日付値が特定のフォーマッ トに従って入力されているか検

証する。

adk:double 2 バイ ト値が入力されているか検証する。

adk:email 有効な電子メール アドレス （複数も可） が入力されている
かを検証する。

adk:float 浮動小数点の値が入力されているか検証する。

adk:identifier 有効な  Java の識別子が入力されているか検証する。

adk:int 整数値が入力されているか検証する。

adk:label メ ッセージ  バンドルから ラベルを表示する。

adk:password ユーザが入力したテキス ト  フ ィールド と  Perl 5 の正規表現
を照合して、 入力にアスタ リ ス ク （*） を付ける。

adk:submit フォームを検証メカニズムに リ ンクする。

adk:text 入力値と  Perl 5 の正規表現を照合する。

adk:textarea 入力されたテキス ト領域と  Perl 5 の正規表現を照合する。
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JSP タグの属性

表 8-4 に記載されている属性を使用して JSP タグをさ らにカスタマイズできま
す。

adk:url 有効な URL が入力されているか検証する。

表 8-3  ADK JSP タグ （続き）

タグ 説明

表 8-4  JSP タグの属性

タグ 必須の属性 使用可能な属性

adk:int, 
adk:float, 
adk:double

name －フ ィールド
名

default －ページに表示するデフォル ト値

maxlength －値の最大長

size －ディ スプレイ  サイズ

minInclusive －ユーザが指定する値はこの値以上で
なければならない

maxInclusive －ユーザが指定する値はこの値以下で
なければならない

minExclusive －ユーザが指定する値はこの値を下
回ってはならない

maxExclusive －ユーザが指定する値はこの値を上
回ってはならない

required － true または false （デフォルトは False、 省
略可能フ ィールド）

attrs －追加用の HTML 属性
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adk:date name －フ ィールド
名

default －ページに表示するデフォル ト値

maxlength －値の最大長

size －ディ スプレイ  サイズ

required － true または false （デフォル トは False、 省
略可能フ ィールド）

attrs －追加用の HTML 属性

lenient － true または false （デフォル トは False、 つ
ま り構文解析時に日付フォーマッ タの基準を厳し く設

定する。）

format －ユーザ入力で予期されるフォーマッ ト （デ
フォル トは mm/dd/yyyy）

adk:email, 
adk:url, 
adk:identifier

name －フ ィールド
名

default －ページに表示するデフォル ト値

maxlength －値の最大長

size －ディ スプレイ  サイズ

required － true または false （デフォル トは False、 省
略可能フ ィールド）

attrs －追加用の HTML 属性

adk:text, 
adk:password

name －フ ィールド
名

default －ページに表示するデフォル ト値

maxlength －値の最大長

size －ディ スプレイ  サイズ

required － true または false （デフォル トは False、 省
略可能フ ィールド）

attrs －追加用の HTML 属性

pattern － Perl 5 の正規表現

表 8-4  JSP タグの属性 （続き）

タグ 必須の属性 使用可能な属性
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注意 : タグの使用方法については、 次の場所にある  adk.tld を参照して くださ
い。

WLI_HOME/adapters/src/war/WEB-INF/taglibs

アプリケーション ビュー

アプ リ ケーシ ョ ン ビューはアプリ ケーシ ョ ン中の特定機能に対するビジネス  レ
ベルのインタフェースを表しています。 詳細については、 1-7ページの 「アプ リ

ケーシ ョ ン ビュー」 を参照して ください。

ファイル構造

設計時 GUI アダプタを構築する場合、 サービス  アダプタの構築時と同じファ イ
ル構造が必要にな り ます。 6-7 ページの 「手順 2a : ディ レク ト リ構造の設定」 を
参照して ください。 この参照ページで説明されているファ イル構造以外に、 以下

の点にも注意する必要があ り ます。

� 各アダプタの設計時インタフェースは、 WAR ファ イルと してま とめられた  
J2EE 準拠の Web アプ リ ケーシ ョ ンです。

� Web アプリ ケーシ ョ ンは .jsp、 .html、 および画像ファ イルをバンドルした

ものである こ と。

adk:textarea name －フ ィールド
名

default －ページに表示するデフォル ト値

required － true または false （デフォルトは False、 省
略可能フ ィールド）

attrs －追加用の HTML 属性

pattern － Perl 5 の正規表現

rows －表示する行数

columns －表示するカラム数

表 8-4  JSP タグの属性 （続き）

タグ 必須の属性 使用可能な属性
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� Web アプリ ケーシ ョ ン記述子は、 WLI_HOME/adapters/ADAPTER/src/ 

war/WEB-INF/web.xml です。 この記述子によ り、 J2EE Web コンテナに対し
て、 Web アプリ ケーシ ョ ンをデプロイおよび初期化する方法が指示されるこ
と。
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イベン トの処理フロー

図 8-2 は、 設計時 GUI の開発手順を表しています。
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図 8-2   設計時 GUI の開発のイベント  フロー
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手順 1 : 設計時 GUI 要件の定義

設計時 GUI の開発を始める前に、 以下の質問に答えてその要件を定義する必要
があ り ます。

� この GUI でサポート されるのはイベン ト  アダプタですか、 サービス  アダプ
タですか、 またはその両方ですか ?

� ユーザはどのよ うにしてイベン トおよびサービス  カタログをブラウズします
か ?

EIS では、 イベン トおよびサービス  カタログにアクセスするための関数を定
義する必要があ り ます。 EIS にこれらの関数がない場合は、 カタログをブラ
ウズできません。 EIS がこれらの関数に対応していない場合は、 次の設計原
理に従う こ とをお勧めします。 EIS のメ タデータを入手するために設計時 UI 
を呼び出します。 これは事実上、 実行時コンポーネン ト を呼び出すこ と と同

じです。 いずれの場合も、 バッ クエンド  EIS で実行されます。

したがって、 設計時メ タデータの機能を提供するには、 可能な限り実行時

アーキテクチャを利用する必要があ り ます。 CCI Interaction オブジェ ク ト を
使用する設計時 GUI 固有の関数を呼び出す必要があ り ます。 ADK に用意さ
れたサンプル アダプタでは、 このアプローチに基づく例やフレームワークが
提供されます。 サンプル アダプタは、 WLI_HOME/adapters/sample にあ り
ます。

� アダプタは、サービスに対する要求 /応答スキーマをどのよ うに生成しますか
?EIS を呼び出しますか、 またはその他の手法を使いますか ?

一般に、 特定の関数やイベン トに関する メ タデータを入手するには、 アダプ

タから  EIS を呼び出す必要があ り ます。 これによ り、 アダプタで EIS メ タ
データが XML スキーマ フォーマッ トに変換されます。 このと き、 SOM API 
を呼び出す必要があ り ます。 サンプル アダプタは SOM API の実装にも対応
しています。 この API の詳細は、 8-12ページの 「JSP タグの ADK ライブラ
リ 」 を参照して ください。

� 特定のサービス  テス ト をサポート しますか?設計時 GUI がサービス  テス ト を
サポートするよ うにする場合、 以下を設定する必要があ り ます。

� XML 応答スキーマを HTML フォームに変換するク ラス。 このク ラスの
例については下記を参照して ください。
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WLI_HOME/adapters/dbms/docs/api/com/bea/adapter/dbms/utils/
class-use/TestFormBuilder.html

A変換機能を呼び出して、 HTML フォームを表示する  JSP 指定の 
testform.jsp。 このファ イルの例については、 次を参照して ください。
WLI_HOME/adapters/dbms/src/war/

手順 2 : ページ フローの定義

ユーザがアプ リ ケーシ ョ ン  ビューを呼び出した場合の JSP の表示順序を指定す
る必要があ り ます。 この節では、 効果的なアプリ ケーシ ョ ン  ビューで必要にな
る基本的なページのフローについて説明します。 なお、 フローには具体的な要求

に応じてページを追加できるので、 こ こでは最低限の条件についてのみ説明しま

す。

画面 1 : ログイン

アプリ ケーシ ョ ン ビューはセキュ リ テ ィ対策が施されたシステムであるため、
ビューを実装するには、 まずログインが必要です。 このため、 最初は必ず 
[Application View Console - Logon] ページを表示します。

このページを使用するには、 有効なユーザ名とパスワードを入力する必要があ り

ます。 この情報の有効性が検証されて、 ユーザが、 デフォル ト の WebLogic 
Server セキュ リテ ィ  レルムに定義されたアダプタ  グループのメ ンバーである こ
と を確認します。

注意 : アプリ ケーシ ョ ン ビューの Web アプ リ ケーシ ョ ンに対するセキュ リ テ ィ
要件は、 WLI_HOME/adapters/ADAPTER/src/war/WEB-INF/web.xml 
ファ イルで指定します。 これは、 adapter.war ファ イルに組み込まれて
います。
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画面 2 : アプリケーション ビューの管理

ユーザが正し く ログインする と、 [Application View Console] ページが表示されま
す。 このページには、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー、 各フォルダのステータス、 お
よびこれらに対して実行されたアクシ ョ ンを示すフォルダが表示されます。 ユー

ザはこのページから既存のアプ リ ケーシ ョ ン  ビューを表示した り、 新しいアプ
リ ケーシ ョ ン  ビューを追加できます。

� 既存のアプリ ケーシ ョ ン  ビューを表示するには、 該当するフォルダを選択し
て、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューを指定します。 アプ リ ケーシ ョ ン ビューを選
択する と、 [Application View Summary] ページ （appvwsum.jsp） が表示され

ます。 このページの詳細については、 8-26ページの 「画面 9 : アプリ ケー
シ ョ ン ビューの概要」 を参照して ください。

� 新しいアプリ ケーシ ョ ン  ビューを追加するには、 [Add Application View] を
ク リ ッ ク します。 [Define New Application View] 画面が表示されます。

画面 3 : 新しいアプリケーション ビューの定義

[Define New Application View] ページ （defappvw.jsp） を使用して、 ク ライア

ン ト が置かれたあらゆるフォルダに新しいアプリ ケーシ ョ ン ビューを定義でき
ます。 これには、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューとアダプタを関連付けるための説明
が必要にな り ます。 このフォームには、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー名と説明を入
力するフ ィールドに加え、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューと関連付けるアダプタを表
示する ド ロ ップダウン  リ ス ト  ボッ クスがあ り ます。

新しいアプリ ケーシ ョ ン  ビューを定義した後に [OK] を選択する と、 [Configure 
Connection] ページが表示されます。

画面 4 : 接続のコンフ ィグレーション

新しいアプリ ケーシ ョ ン  ビューが有効であれば、 ユーザは接続のコンフ ィ グ
レーシ ョ ンを行う必要があ り ます。 すなわち、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューの有効
性が検証された後、 [Configure Connection Parameters] ページ （confconn.jsp）
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が表示されます。 このページは、 EIS の接続パラ メータを指定するためのフォー
ムです。 接続パラ メータは EIS 固有のものであるため、 このページの外観はアダ
プタごとに異なり ます。

ユーザが接続パラ メータを発行する と、 アダプタはこのパラ メータを使用して 
EIS への新しい接続を試みます。 EIS に接続される と、 ユーザには次の 
[Application View Administration] ページが表示されます。

画面 5 : アプリケーショ ン ビューの管理

ユーザには、 新しいアプリ ケーシ ョ ン  ビューを管理する手段が必要になり ます。
[Application View Administration] ページ （appvwadmin.jsp） には、 アンデプロ

イ されたアプ リ ケーシ ョ ン  ビューの概要が表示されます。 具体的には、 以下の
情報を示します。

� 接続条件－接続条件セクシ ョ ンでは、 ユーザが接続パラ メータを変更するた

めの [Configure Connection] ページに戻る リ ンクを設定します。

� イベン ト の リ ス ト－アプリ ケーシ ョ ン  ビューの各イベン ト について、 ユーザ
は以下の操作を実行できます。

� XML スキーマの表示

� イベン ト の削除

� イベン ト  プロパティの指定

� サービスの リ ス ト－アプリ ケーシ ョ ン ビューの各サービスについて、 ユーザ
は以下の操作を実行できます。

� 要求 XML スキーマの表示

� 応答 XML スキーマの表示

� サービスの削除

� サービス プロパティの指定

このページでは、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューにイベン ト  リ ス トやサービス リ ス ト
を提供する以外に新しいイベン トやサービスを追加できるページへのリ ンク も設

定します。
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画面 6 : イベントの追加

イベン ト をアプ リ ケーシ ョ ン ビューに追加する必要があ り ます。 [Add Event] 
ページ （addevent.jsp） で、 これを行う こ とができます。

新しいイベン ト には以下のルールが適用されます。

� 各イベン ト にはそれぞれユニークな名前を割 り当てる。

� イベン ト名には、a～ z、A～ Z、0～ 9、アンダースコア （_） の文字を使用
する こ と。 先頭の文字は、 英字でなければな り ません。 それ以外の文字
は無効です。

� 名前は 256 文字以内で指定する こ と。

� イベン ト名が、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューにおいてユニークな名前になっ
ているこ と。 ユーザが重複したイベン ト名を指定する と、 イベン トがす
でに定義されている とい う旨のエラー メ ッセージが表示され、 フォーム
が再ロード されます。

� 必要に応じてイベン ト の説明を入力できます。 この説明は、 2048 (2K) 文字
以内で指定します。

� 各イベン ト には、 名前と説明以外に EIS 固有のパラ メータを指定する こ と。
一連の EIS 固有のパラ メータによって、 アダプタに対するイベン ト  タイプを
定義します。

� 必要に応じて、 EIS のイベン ト  カタログを参照する メカニズムをアダプタに
搭載するこ と。

新しいイベン ト を定義し、 保存したと きに [Application View Administration] 
ページに戻 り ます。

画面 7 : サービスの追加

アプ リ ケーシ ョ ン ビューに新しいサービスを追加したい場合があ り ます。 [Add 
Service] ページ （ addservc.jsp） で、 これを行う こ とができます。

新しいイベン ト には以下のルールが適用されます。

� 各サービスにはそれぞれユニークな名前を割 り当てる。
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� サービス名には、a～ z、A～ Z、0～ 9、アンダースコア （_） の文字を使用
するこ と。 先頭の文字は、 英字でなければな り ません。 それ以外の文字
は無効です。

� 名前は 256 文字以内で指定するこ と。

� サービス名がアプ リ ケーシ ョ ン ビューに固有の名前になっている こ と。
ユーザが重複したサービス名を指定する と、 サービスがすでに定義され
ている とい う旨のエラー メ ッセージが表示され、 フォームが再ロード さ
れます。

� 必要に応じてサービスの説明を入力できます。 この説明は、 2048 (2K) 文字
以内で指定します。

� 各サービスには、 名前と説明以外に EIS 固有のパラ メータを指定するこ と。
一連の EIS 固有のパラ メータによって、 アダプタに対するサービス  タイプを
定義します。

� 必要に応じて、 EIS のサービス  カタログを参照する メ カニズムをアダプタに
搭載するこ と。

新しいサービスを定義し、 保存する と  [Application View Administration] ページ
に戻 り ます。

画面 8 : アプリケーション ビューのデプロイ

1 つ以上のサービス、 またはイベン ト を追加したら、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューを
デプロイできます。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューをデプロイする と、 イベン トや
サービスの処理にこれを利用できるよ うにな り ます。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー
をデプロイする と、 [Deploy Application View] ページ （depappvw.jsp） が表示

されます。

このページで、 ユーザは以下のデプロイ メ ン ト  プロパティ を指定します。

� 接続プーリ ング パラ メータ

� 最小プール サイズ－ 0 以上

� 最大プール サイズ－ 1 以上

� 最大プール サイズのターゲッ ト小数部－ 0 以上、 1 未満

� プールの縮小－接続プールは縮小できるかど うかをコン ト ロール
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� ロギング レベル－次の 4 つのロギング  レベルのいずれかを指定できます。

� [Log all message]

� [Log informational messages, warnings, errors, and audit messages]

� [Log warnings, errors, and audit messages]

� [Log errors and audit messages]

� セキュ リ テ ィ－ Restrict Access リ ンクをク リ ッ ク してアプ リ ケーシ ョ ン  
ビューのセキュ リテ ィ制限を適用するフォームにアクセスできます。

ユーザ アクセスの制御

表示されたフォームでユーザ名、 またはグループ名を指定するこ とによ り、 別の
ユーザのアクセス特権を許可した り、 無効にした りするこ とができます。 アプ リ
ケーシ ョ ン ビューでは 2 つの機能 （読み込みと書き込み） へのアクセスを制御

します。

� 読み込みアクセス権を持つユーザは、 サービスの実行、 およびイベン ト のサ

ブスク ラ イブができます。

� 書き込みアクセス権を持つユーザは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューをデプロイ、
編集、 およびアンデプロイできます。

アプリケーショ ン ビューのデプロイ

ユーザは、 デプロイ  オプシ ョ ンを選択してアプリ ケーシ ョ ン  ビューをデプロイ
します。 ユーザは、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューを永続的にデプロイするかど うか
を決定する必要があ り ます。 永続的デプロイ メ ン トが選択された場合、 アプ リ
ケーシ ョ ン サーバを再起動するたびにアプリ ケーシ ョ ン ビューを再デプロイ し
ます。

アプリケーショ ン ビューの保存

アプ リ ケーシ ョ ン ビュー コンソールを介して、 アンデプロイ したアプ リ ケー
シ ョ ン ビューを保存した り、 後でこれを復元した りできます。 このプロセスで
は、 デプロイ されたアプリ ケーシ ョ ン ビューがすべて、 リポジ ト リの中に保存
されている こ とが前提にな り ます。 すなわち、 保存されていないアプ リ ケーシ ョ
ン ビューをデプロイすれば自動的に保存されます。
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画面 9 : アプリケーショ ン ビューの概要

アプリ ケーシ ョ ン ビューが正し くデプロイ される と、 [Application View 
Summary] （appvwsum.jsp） ページが表示されます。 このページにはアプリ ケー
シ ョ ン ビューに関する以下の情報が表示されます。

� デプロイ  ステー ト （デプロイ されているかアンデプロイ されているか）

� アプリ ケーシ ョ ン ビューがデプロイ されている場合

ページには、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューをアンデプロイするためのオプ
シ ョ ンがあ り ます。 ユーザが [Undeploy] リ ンクをク リ ッ クする と、 この
選択を確認する子ウ ィ ンドウが表示されます。 ユーザが確認した後、 ア

プ リ ケーシ ョ ン ビューはアンデプロイ され、 概要ページが再表示されま
す。 このよ うにしてアンデプロイ されたアプ リ ケーシ ョ ン ビューは、 続
けて リ ポジ ト リに保存されるため、 ユーザはアプリ ケーシ ョ ン ビューを
編集した り、 削除した りできます。

アダプタでイベン ト のテス ト がサポート される場合は、 [Summary] ペー
ジに各イベン トのテス ト  リ ンクが表示されます。 イベン ト のテス トは、
ADK で直接的にはサポート されていません。

アダプタでサービスのテス ト がサポート される場合は、 [Summary] ペー
ジに各サービスのテス ト  リ ンクが表示されます。 ADK では、
testservc.jsp と  testrslt.jsp のファ イルを提供する こ とによ り、
サービスのテス ト に使用できる  1 つのアプローチが紹介されています。
これらのページを自由に使用して自分のサービス  テス ト方法を作成でき
ます。

� アプリ ケーシ ョ ン ビューがデプロイ されていない場合

ページには、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューをデプロイするためのオプシ ョ ン
があ り ます。 ユーザが [Deploy] リ ンクを選択する と、 アプ リ ケーシ ョ ン  
ビューがデプロイ され [Application View Summary] ページが再ロード さ
れます。

ページには、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューを編集するためのオプシ ョ ンがあ
り ます。 ユーザが [Edit] リ ンクをク リ ッ クする と、 [Application View 
Administrtion] ページが表示されます。

ページには、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューを削除するためのオプシ ョ ンがあ
り ます。 ユーザが [Remove] リ ンクをク リ ッ クする と、 子ウ ィン ド ウが表
示され、 実際に ADK リポジ ト リからアプ リ ケーシ ョ ン  ビューを削除す
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るかど うかが確認されます。 ユーザが確認した後、 アプ リ ケーシ ョ ン  
ビューがリポジ ト リから削除され、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー コンソール
に戻 り ます。

� 接続条件

� デプロイ メン ト情報 （プーリ ング  コンフ ィ グレーシ ョ ン、 ログ  レベル、 セ
キュ リテ ィ）

� イベン ト  リ ス ト－各イベン ト に対し、 [Summary] ページでは、 スキーマを表
示し、 テス トがサポート されてる場合は、 テス ト を行うオプシ ョ ンがあ り ま

す。 ユーザはこのページから イベン ト の削除はできません。 まず編集が必要
です。

� サービス  リ ス ト－各サービスに対し、 [Summary] ページでは、 要求スキーマ
および応答スキーマを表示し、 サービスのテス ト がサポート されてる場合

は、 テス ト を行うオプシ ョ ンがあ り ます。 ユーザは、 このページからサービ

スの削除はできません。 まずアンデプロイして、 編集する必要があ り ます。

手順 3 : 開発環境のコンフ ィグレーショ ン

こ こでは、 設計時 GUI 開発をサポートするためのソフ ト ウェア環境をセッ ト
アップします。

手順 3a : メ ッセージ バンドルの作成

エンド  ユーザ向けのメ ッセージは、 メ ッセージ バンドルに入れます。 メ ッセー
ジ バンドルは、 「key=value」 の組み合わせから構成される単純な .properties 
テキス ト  ファ イルで、 メ ッセージをインターナシ ョナライズできます。 実行時
にロケールと母国語を指定する と、 メ ッセージの内容が、 キー値の組み合わせの
指定に従って翻訳され、 ロケールに合わせた言語でメ ッセージが表示されます。

メ ッセージ バンドルの作成方法については、 次に示すサイ ト にある  JavaSoft 
チュート リ アルを参照して ください。

http://java.sun.com/docs/books/tutorial/i18n/index.html 
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手順 3b : WebLogic Server を再起動せずに JSP を
更新する環境のコンフ ィグレーション

設計時 UI は WAR ファ イルの J2EE Web アプリ ケーシ ョ ンと してデプロイ され
ます。 WAR ファ イルは、 JAR ファ イルにある  WEB-INF/web.xml 中で Web アプ
リ ケーシ ョ ン記述子が付いた  JAR ファ イルです。 ただし、 WAR ファ イルでは、
WebLogic Server 中の J2EE Web コンテナを使用してそのまま  JSP を再コンパイ
ルするこ とはできません。 したがって、 通常は単に JSP ファ イルを変更するだけ
でも、 WebLogic Server を再起動する必要があ り ます。 これは JSP 本来の考え方
とは異なるため、 ADK では WebLogic Server を再起動しな くても  JSP を更新で
きるよ うに次の解決策をお勧めします。

1. アダプタの設計時 UI 用に有効な WAR ファ イルを作成します。 サンプル ア
ダプタでは、 Ant を使用して、 このファ イルを作成します。 コード  リ ス ト  
8-2 に J2EE WAR ファ イルを生成するターゲッ ト を示します。

コード  リスト  8-2   WAR ファイルの作成ターゲッ ト

<target name='war' depends='jar'>

<!-- 既存の環境を削除する -->
  <delete file='${LIB_DIR}/${WAR_FILE}'/>
   
<war warfile='${LIB_DIR}/${WAR_FILE}'
webxml='${SRC_DIR}/war/WEB-INF/web.xml'
manifest='${SRC_DIR}/war/META-INF/MANIFEST.MF'>

<!--
重要 !WEB-INF/web.xml ファイルを WAR から削除する
このファイルは上記の webxml 属性によりすでに含まれている
-->
      <fileset dir="${SRC_DIR}/war" >
        <patternset >
          <include name="WEB-INF/weblogic.xml"/>
          <include name="**/*.html"/>
          <include name="**/*.gif"/>
        </patternset>
      </fileset>

<!-- 
重要 !ADK 設計時フレームワークをアダプタの設計時
Web アプリケーションに含める
-->
      <fileset dir="${WLI_HOME}/adapters/src/war" >
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        <patternset >
          <include name="**/*.css"/>
          <include name="**/*.html"/>
          <include name="**/*.gif"/>
          <include name="**/*.js"/>
        </patternset>
      </fileset>

<!-- 
設計時 UI をサポートするアダプタのクラスを含める
-->
<classes dir='${SRC_DIR}' includes='sample/web/*.class'/>

<classes dir='${SRC_DIR}/war' includes='**/*.class'/>
<classes dir='${WLI_HOME}/adapters/src/war'
 includes='**/*.class'/>

<!-- 
アプリケーションで必要とされ、EAR に共有されないすべての JAR
ファイルを、WAR ファイルの WEB-INF/lib  ディレクトリ下に含める
-->
<lib dir='${WLI_LIB_DIR}'
 includes='adk-web.jar,webtoolkit.jar,wlai-client.jar'/>
  </war>
</target>

この Ant ターゲッ ト は、 PROJECT_ROOT/lib ディ レク ト リ内に設計時インタ
フェース用に有効な  WAR ファ イルを作成します。 このディ レク ト リで、
PROJECT_ROOT は WebLogic Integration がインス トールされている場所で、
開発者はこ こにアダプタを構築します。 たとえば、 DBMS アダプタは、 次の
場所で構築されます。

WLI_HOME/adapters/DBMS

2. Web アプリ ケーシ ョ ンを  WebLogic Server Administration を使用して 
WebLogic Server にロード します。

3. 開発環境のコンフ ィグレーシ ョ ンサンプル開発環境情報をコード  リ ス ト  8-3 
に示します。

コード  リス ト  8-3   アダプタ開発ツリーの名前

<Application Deployed="true" Name="BEA_WLS_SAMPLE_ADK_Web"
   Path="WLI_HOME\adapters\PROJECT_ROOT\lib">
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    <WebAppComponent Name="BEA_WLS_SAMPLE_ADK_Web"
       ServletReloadCheckSecs="1" Targets="myserver" URI=
       "BEA_WLS_SAMPLE_ADK_Web"/>

</Application>

アダプタ論理名およびディ レク ト リの値を以下のよ うに設定します。

a. BEA_WLS_SAMPLE_ADK_Web を開発対象のアダプタの論理名に置き換えま
す。

b. WLI_HOME を、WebLogic Integration がインス トールされているディ レク ト
リのパス名に置き換えます。 コード  リ ス ト  8-3 に示すよ うに、
PROJECT_ROOT を、 アダプタ開発ツ リーの ト ップレベル ディ レク ト リの
名前に置き換えます。

注意 : GenerateAdapterTemplate を実行する と、 コード  リ ス ト  8-3 の情報
が自動的に更新されます。 WLI_HOME/adapters/ 

ADAPTER/src/overview.html を開いて、 この情報をコピーし、
config.xml エン ト リに貼り付けるこ とができます。

4. JSP を変更する場合、 src/war ディ レ ク ト リ内で変更し、 WAR ターゲッ ト
を再構築します。 一時ディ レク ト リ中の JSP は変更しないでください。
WAR ファ イルが作成される と、 これは、 特定の JSP への変更のみを取 り上
げる  WebLogic Server によって監視されるディ レク ト リにも抽出されます。
WebLogic Server が実行する監視の間隔は、 WEB-INF/weblogic.xml にある  
pageCheckSeconds パラ メータによって指定します。 コード  リ ス ト  8-4 にそ
の方法を示します。

コード  リスト  8-4   監視間隔の設定

<jsp-descriptor>
    <jsp-param>
        <param-name>compileCommand</param-name>
        <param-value>/jdk130/bin/javac.exe</param-value>
    </jsp-param>
    <jsp-param>
        <param-name>keepgenerated</param-name>
        <param-value>true</param-value>
    </jsp-param>
    <jsp-param>
        <param-name>pageCheckSeconds</param-name>
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        <param-value>1</param-value>
    </jsp-param>
    <jsp-param>
        <param-name>verbose</param-name>
        <param-value>true</param-value>
    </jsp-param>
</jsp-descriptor>

このアプローチによ り、 WAR ファ イルが正し く構築されているかもテス ト
されます。

手順 4 : 設計時 GUI の実装

Web アプリ ケーシ ョ ンで使用するフォームごとに、 「設計時フォーム処理の概
要」 で説明する手順を実行するのは、 単調である と同時に、 エラーの原因になり
やすいプロセスです。 設計時フレームワークでは、 「モデル / ビュー / コン ト
ローラ」 パラダイムをサポートするこ とに り、 このプロセスが簡略化されていま
す。

設計時 GUI を実装するには、 DesignTimeRequestHandler ク ラスを実装する必
要があ り ます。 このク ラスでは、 フォームからのユーザ入力を受け入れ、設計時 
GUI のアクシ ョ ンを実行します。 このク ラスを実装するには、 ADK の 
AbstractDesignTimeRequestHandler を拡張する必要があ り ます。 このオブ
ジェ ク トが提供する メ ソ ッ ドの詳細については、 DesignTimeRequestHandler 
ク ラスの Javadoc を参照して ください。

AbstractDesignTimeRequestHandler の拡張

AbstractDesignTimeRequestHandler によ り、 WebLogic Server でアプリ ケー
シ ョ ン ビューのデプロイ、 編集、 コピー、 削除を行う ためのユーティ リ テ ィ  ク
ラスが提供されます。 これによ り、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビュー記述子にアクセス
できます。 アプ リ ケーシ ョ ン ビュー記述子では、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューに適
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用する接続パラ メータ、 イベン ト  リ ス ト 、 サービス  リ ス ト 、 ログ レベル、 およ
びプールの設定が提供されます。 [Application View Summary] ページには、 各パ
ラ メータが表示されます。

ユーザ レベルから見る と、 AbstractDesignTimeRequestHandler によ り、 アダ
プタ全体に共通するすべてのアクシ ョ ンに適用できる実装が提供されます。 主な
アクシ ョ ンは以下のとおりです。

� アプリ ケーシ ョ ン ビューの定義

� 接続のコンフ ィ グレーシ ョ ン

注意 : ADK には、 CCI 接続を設定するための接続パラ メータを処理する メ
ソ ッ ドはあ り ますが、 confconn.jsp ページは提供されません。 この
フォームの作成方法については、 8-35ページの 「手順 5a : 
confconn.jsp フォームの作成」 を参照して ください。

� アプリ ケーシ ョ ン ビューのデプロイ

� アプリ ケーシ ョ ン ビュー セキュ リ テ ィの定義

� アプリ ケーシ ョ ン ビューの編集

� アプリ ケーシ ョ ン ビューのアンデプロイ

インクルードするメソッ ド

これらのアクシ ョ ンを正し く実行するには、

AbstractDesignTimeRequestHandler を実装する際に、 次のメ ソ ッ ドを指定す
る必要があ り ます。

� initServiceDescriptor();

このメ ソ ッ ドによ り、 設計時にアプリ ケーシ ョ ン  ビューにサービスが追加さ
れます （8-33ページの 「手順 4b : initServiceDescriptor() の実装」 を参照して
ください）。

� initEventDescriptor();

このメ ソ ッ ドによ り、 設計時にアプリ ケーシ ョ ン  ビューにイベン トが追加さ
れます （8-34ページの 「手順 4c : initEventDescriptor() の実装」 を参照して
ください）。

AbstractDesignTimeRequestHandler の具象実装のたびに、 次の 2 つのメ ソ ッ
ドを指定する必要があ り ます。
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� protected String getAdapterLogicalName();

このメ ソ ッ ドによ り、 アダプタの論理名が返されます。 これは、 アプ リ ケー
シ ョ ン ビューをその名前でデプロイする際に使用されます。

� protected Class getManagedConnectionFactoryClass();

このメ ソ ッ ドは、 アダプタに対する  SPI の ManagedConnectionFactory 実
装ク ラスを返します。

手順 4a : ManagedConnectionFactory クラスの指
定

ManagedConnectionFactory ク ラスを指定するには、 次のメ ソ ッ ドを実装する
必要があ り ます。

protected Class getManagedConnectionFactoryClass();

このメ ソ ッ ドはアダプタに対する  SPI の ManagedConnectionFactory 実装ク ラ
スを返します。 このク ラスは、 AbstractManagedConnectionFactory が EIS へ
の接続を試みる場合に必要です。

手順 4b : initServiceDescriptor() の実装

サービス  アダプタについて、 アダプタのユーザが設計時にサービスを追加でき
るよ うに、 initServiceDescriptor() を実装する必要があ り ます。 このメ ソ ッ
ドは、 コード  リ ス ト  8-5 のよ うに実装します。

コード  リス ト  8-5   initServiceDescriptor() の実装

protected abstract void initServiceDescriptor(ActionResult result,
                                   IServiceDescriptor sd,
                                   HttpServletRequest request)
     throws Exception
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このメ ソ ッ ドは、 AbstractDesignTimeRequestHandler の addservc() の実装
によって呼び出されます。 このメ ソ ッ ドには、 IServiceDescriptor パラ メータ
に関連付けられた EIS 固有の情報を初期化する役割があ り ます。 addservc() の
基本ク ラスが、 エラー処理などを実行します。 ユーザが addservc JSP を発行す
る と、 addservc() メ ソ ッ ドが呼び出されます。

手順 4c : initEventDescriptor() の実装

イベン ト  アダプタは、 アダプタのユーザが設計時にイベン ト を追加できるよ う
に、 initEventDescriptor() を実装する必要があ り ます。 このメ ソ ッ ドは、
コード  リ ス ト  8-6 のよ うに実装します。

コード  リスト  8-6   initEventDescriptor() の実装

protected abstract void
    initEventDescriptor(ActionResult result,
                        IEventDescriptor ed,
                        HttpServletRequest request)
    throws Exception;

このメ ソ ッ ドは、 AbstractDesignTimeRequestHandler の addevent() の実装
によって呼び出されます。 このメ ソ ッ ドには、 IServiceDescriptor パラ メータ
に関連付けられた EIS 固有の情報を初期化する役割があ り ます。 addevent() の
基本ク ラスを実装するこ とによ りエラー処理などのコンセプ トに対応できます。
ユーザが addevent JSP を発行する と、 addevent() メ ソ ッ ドが呼び出されます。
addevent には共通のロジッ クが含まれている こ とに加えて EIS 固有のロジッ ク
が initEventDescriptor() に委託されるので、 オーバーラ イ ド しないよ うにし
て ください。

注意 : サービス記述子にプロパティ を追加する場合は、 Bean 属性の命名規約に
従って名前を割り当てる必要があ り ます。 これに従っていない場合、
サービス記述子では、 InteractionSpec は正し く更新されません。
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手順 5 : HTML フォームの作成

設計時 GUI を実装する際の最後の手順は、 インタフェースを構成する各種の
フォームを作成するこ とです。 フォームの作成に習熟するために、 以下の節を参
照して ください。

� 必要なフォームのリ ス ト と詳しい説明については、 8-10ページの 「Java 
Server Pages」 を参照して ください。

� 各フォームの具体的な説明については、 8-20ページの 「手順 2 : ページ フ
ローの定義」 を参照して ください。

以下の節では、 これらのフォームのコードの作成方法について説明します。
フォームのサンプル コード もあ り ます。

手順 5a : confconn.jsp フォームの作成

このページでは、 ユーザが EIS で接続パラ メータを指定するための HTML 
フォームを示します。 このページには、 アダプタの設計時 Web アプリ ケーシ ョ
ンを表示する必要があ り ます。 このフォームは doAction=confconn によって 
ControllerServlet にポス ト されます。 すなわち、 設計時インタフェースの 
RequestHandler では次のメ ソ ッ ドを指定する必要があ り ます。

public ActionResult confconn(HttpServletRequest request) throws
   例外

このメ ソ ッ ドを実装する と、 指定した接続パラ メータにも とづいてアダプタの 
ManagedConnectionFactory の新しいインスタンスを作成できます。
ManagedConnectionFactory によ り、 EIS への接続を設定するための CCI 
ConnectionFactory が指定されます。 したがって、 発行された confconn フォー
ムを処理するこ とによ り  EIS に接続するために必要なパラ メータが正し く指定さ
れているかど うかが検証されます。

コード  リ ス ト  8-7 にサンプル アダプタの confconn フォームを示します。
アダプタの開発 8-35



8 設計時 GUI の開発
コード  リスト  8-7   confconn.jsp のコーディング

1  <%@ taglib uri='/WEB-INF/taglibs/adk.tld' prefix='adk' %>
2  <form method='POST' action='controller'>
3    <table>
4      <tr>
5        <td><adk:label name='userName' required='true'/></td>
6        <td><adk:text name='userName' maxlength='30' size='8'/></td>
7      </tr>
8      <tr>
9        <td><adk:label name='password' required='true'/></td>
10        <td><adk:password name='password' maxlength='30'size='8'/></td>
11     </tr>
12     <tr>
13       <td colspan='2'><adk:submit name='confconn_submit'
                          doAction='confconn'/></td>
14     </tr>
15   </table>
16 </form>

コード  リ ス ト  8-7 の内容を以下の節に示します。

� ADK タグ ライブラ リのインクルード

� ControllerServlet のポス ト

� [Form] フ ィールドのラベルの表示

� テキス ト  フ ィールドのサイズの表示

� フォームの [Submit] ボタンの表示

� confconn() の実装

ADK タグ ライブラリのインクルード

コード  リ ス ト  8-7 のラ イン 1 では、 JSP エンジンに ADK タグ ラ イブラ リ をイン
クルードするよ うに指定しています。

<%@ taglib uri='/WEB-INF/taglibs/adk.tld' prefix='adk' %>

ADK が提供するタグを表 8-3 に示します。
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ControllerServlet のポスト

コード  リ ス ト  8-7 のライン  2 では、 フォームが ControllerServlet にポス ト さ
れます。

<form method='POST' action='controller'>

ControllerServlet は、Web アプリ ケーシ ョ ンに合わせて  web.xml ファ イルで
コンフ ィグレーシ ョ ンされます。 これは、 RequestHandler で実行する メ ソ ッ ド
に HTTP 要求を委託します。 ControllerServlet を使用するのに、 いずれの
コード も指定する必要はあ り ません。 ただし、 表 8-5 にリ ス ト された初期パラ
メータは指定する必要があ り ます。

表 8-5  ControllerServlet の初期パラメータ

パラメータ 説明

MessageBundleBase アダプタで使用するすべてのメ ッセージ バン ドルに基
本名を指定する。 ADK は、 サンプル アダプタには常に
論理名を使用する。 ただし、 メ ッセージ バン ドルには
独自の命名規約を選択できる。 なお、 このプロパテ ィ

は、 ra.xml でも設定できる。

DisplayPage アプ リケーシ ョ ンのページのフローとルッ ク  & フ ィー
ルの両方をコン ト ロールする  JSP の名前を指定する。
サンプル アダプタでは、 このページで display.jsp が
表示される。

LogConfigFile アダプタの log4j コンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルを指定
する。

RootLogContext ルート  ログの内容を指定する。 ログの内容を利用して、
プログラムの各モジュールに従い、 ログ メ ッセージを
カテゴ リ別に分類できる。 ADK では、 特定のアダプタ
のメ ッセージがすべて、 特定のカテゴ リ別に分類され

るよ うに、 ルー ト  ログの内容にアダプタの論理名を使
用する。

RequestHandlerClass アダプタの要求ハンド ラ  ク ラスに完全修飾名を付ける。
サンプル アダプタの場合、 この値は 
sample.web.DesignTimeRequestHandler である。
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[Form] フ ィールドのラベルの表示

コード  リ ス ト  8-7 のラ イン 5 では、フォーム中のフ ィールドのラベルを表示しま
す。

<adk:label name='userName' required='true'/>

表示する値は、 ユーザのメ ッセージ バンドルから検索します。 required 属性
は、 ユーザのパラ メータ指定が必須であるかど うかを示します。

テキスト  フ ィールドのサイズの表示

コード  リ ス ト  8-7 のラ イン 6 では、 テキス ト  フ ィールドにサイズ  8、 最大長 30 
が設定されます。

<adk:text name='userName' maxlength='30' size='8'/>

フォームの [Submit] ボタンの表示

コード  リ ス ト  8-7 のラ イン 13 では、 アダプタ  ユーザが入力を発行するための
フォームにボタンが表示されます。

<adk:submit name='confconn_submit' doAction='confconn'/>

ボタンのラベルは、 confconn_submit を使用してメ ッセージ  バンドルから検索
されます。 フォーム データを発行する と、 ControllerServlet が、 登録済みの
リ クエス ト  ハンド ラ （「RequestHandlerClass プロパティ」 を参照） で 
confconn メ ソ ッ ドを検索し、 リ クエス ト  データを リ クエス ト  ハンド ラに送り ま
す。

confconn() の実装

AbstractDesignTimeRequestHandler によ り、 confconn() メ ソ ッ ドが実装さ
れます。 このメ ソ ッ ドの実装によって、 Java Reflection API を利用して、 アダプ
タの ManagedConnectionFactory インスタンスのセッ ター メ ソ ッ ドに、 ユーザ
が指定した接続パラ メータがマップされます。 アダプタの 
ManagedConnectionFactory に具象なク ラスを指定するだけで済むよ うにな り
ます。 このク ラスを指定するには、 次のメ ソ ッ ドを実装します。

public Class getManagedConnectionFactoryClass()
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手順 5b : addevent.jsp フォームの作成

このフォームを使用してアプリ ケーシ ョ ン  ビューに新しいイベン ト を追加でき
ます。 このフォームは EIS 固有のものです。 コード  リ ス ト  8-8 はサンプル アダ
プタの addevent.jsp フォームを示しています。

コード  リス ト  8-8   addevent.jsp フォームを作成するサンプル コード

1  <%@ taglib uri='/WEB-INF/taglibs/adk.tld' prefix='adk' %>
2  <form method='POST' action='controller'>
3      <table>
4          <tr>
5              <td><adk:label name='password' required='true'/></td>
6              <td><adk:text name='eventName' maxlength='100' size='50'/></td>
7          </tr>
8          <tr>
9              <td colspan='2'><adk:submit name='addevent_submit'
               doAction='addevent'/></td>
10          </tr>
11     </table>
12  </form>

以下の節に、 addevent.jsp の内容を説明します。

ADK タグ ライブラリのインクルード

コード  リ ス ト  8-8 のライン  1 では、 JSP エンジンに ADK タグ ライブラ リ をイン
クルードするよ うに指定しています。

<%@ taglib uri='/WEB-INF/taglibs/adk.tld' prefix='adk'%>

ADK が提供するタグを表 8-3 に示します。

ControllerServlet のポスト

コード  リ ス ト  8-8 のライン  2 では、 フォームが ControllerServlet にポス ト さ
れます。
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<form method='POST' action='controller'>

ControllerServlet は、Web アプリ ケーシ ョ ンに合わせて web.xml ファ イルで
コンフ ィグレーシ ョ ンされます。 これは、 RequestHandler で実行する メ ソ ッ ド
に HTTP 要求を委託します。 ControllerServlet を使用するのに、 いずれの
コード も指定する必要はあ り ません。 ただし、 表 8-5 「ControllerServlet パラ
メータ」 に リ ス ト された初期パラ メータは指定する必要があ り ます。

[Form] フ ィールド  ラベルの表示

コード  リ ス ト  8-8 のラ イン 5 では、フォーム中のフ ィールドのラベルを表示しま
す。

<adk:label name='eventName' required='true'/>

表示する値は、 ユーザのメ ッセージ バンドルから検索します。 required 属性
は、 ユーザのパラ メータ指定が必須であるかど うかを示します。

テキスト  フ ィールドのサイズの表示

コード  リ ス ト  8-8 のラ イン 6 では、 テキス ト  フ ィールドにサイズ  50、 最大長 
100 が設定されます。

<adk:text name='eventName' maxlength='100' size='50'/>

フォームの [Submit] ボタンの表示

コード  リ ス ト  8-8 のラ イン 9 では、 アダプタ  ユーザが入力を発行するための
フォームにボタンが表示されます。

<adk:submit name='addevent_submit' doAction='addevent'/>

ボタンのラベルは、 addevent_submit を使用してメ ッセージ  バンドルから検索
されます。 フォーム データを発行する と、 ControllerServlet が、 登録済みの
リ クエス ト  ハンド ラ （「RequestHandlerClass プロパティ」 を参照） で 
addevent() メ ソ ッ ドを検索し、 リ クエス ト  データを リ クエス ト  ハンド ラに送
り ます。
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フ ィールドの追加

イベン ト を定義する と きに必要となるその他のフ ィールドを追加する必要があ り

ます。 複数のフ ィールドがあるフォームの例については、 附録 E 「DBMS サン
プル アダプタを使用したアダプタ開発方法の学習」 を参照して ください。

手順 5c : addservc.jsp フォームの作成

このフォームを使用して、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューに新しいサービスを追加で
きます。 このフォームは EIS 固有のものです。 コード  リ ス ト  8-9 にサンプル ア
ダプタの addservc.jsp フォームを示します。

コード  リス ト  8-9   addservc.jsp のコーディング

1  <%@ taglib uri='/WEB-INF/taglibs/adk.tld' prefix='adk' %>
2  <form method='POST' action='controller'>
3      <table>
4          <tr>
5             <td><adk:label name='serviceName' required='true'/></td>
6             <td><adk:text name='serviceName' maxlength='100' size='50'/></td>
7          </tr>
8          <tr>
9             <td colspan='2'><adk:submit name='addservc_submit'
               doAction='addservc'/></td>
10          </tr>
11      </table>
12  </form>

ADK タグ ライブラリのインクルード

コード  リ ス ト  8-9 のライン  1 では、 JSP エンジンに ADK タグ ライブラ リ をイン
クルードするよ うに指定しています。

<%@ taglib uri='/WEB-INF/taglibs/adk.tld' prefix='adk' %>

タグ ライブラ リでは、 ADK で提供される使いやすいフォーム検証機能がサポー
ト されます。 ADK タグ  ラ イブラ リには、表 8-3 に示すタグが用意されています。
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ControllerServlet のポスト

コード  リ ス ト  8-9 のラ イン 2 では、 フォームが ControllerServlet にポス ト さ
れます。

<form method='POST' action='controller'>

ControllerServlet は、Web アプリ ケーシ ョ ンに合わせて web.xml ファ イルで
コンフ ィグレーシ ョ ンされます。 これは、 RequestHandler で実行する メ ソ ッ ド
に HTTP 要求を委託します。 ControllerServlet を使用するのに、 いずれの
コード も指定する必要はあ り ません。 ただし、 表 8-5 「ControllerServlet パラ
メータ」 に リ ス ト された初期パラ メータは指定する必要があ り ます。

[Form] フ ィールド  ラベルの表示

コード  リ ス ト  8-9 のラ イン 5 では、 フ ィールドのラベルを表示します。

<adk:label name='serviceName' required='true'/>

表示する値は、 ユーザのメ ッセージ バンドルから検索します。 required 属性
は、 ユーザのパラ メータ指定が必須であるかど うかを示します。

テキスト  フ ィールドのサイズの表示

コード  リ ス ト  8-9 のラ イン 6 では、 テキス ト  フ ィールドにサイズ  50、 最大長 
100 が設定されます。

<adk:text name='serviceName' maxlength='100' size='50'/>

フォームの [Submit] ボタンの表示

コード  リ ス ト  8-9 のラ イン 9 では、 アダプタ  ユーザが入力を発行するための
フォームにボタンが表示されます。

<adk:submit name='addservc_submit' doAction='addservc'/>
8-42 アダプタの開発



手順 5 : HTML フォームの作成
ボタンのラベルは、 [addservc_submit] を使用してメ ッセージ バンドルから検
索されます。 フォーム データを発行する と、 ControllerServlet が、 登録済み
のリ クエス ト  ハンド ラ （「RequestHandlerClass プロパティ」 を参照） で 
addservc メ ソ ッ ドを検索し、 リ クエス ト  データをリクエスト ハンドラに送 り ま

す。

フ ィールドの追加

サービスを定義する と きに必要となるその他のフ ィールドを追加する必要があ り

ます。 複数フ ィールドのあるフォームの例については、 附録 E 「DBMS サンプ
ル アダプタを使用したアダプタ開発方法の学習」 を参照して ください。

手順 5d :  イベントおよびサービスの編集機能の実
装 （省略可能）

設計時にユーザに対し イベン トやサービスを編集する機能を許可する場合は、 ア
ダプタ  プロパティ を編集し、 edtservc.jsp と  edtevent.jsp のフォームを作成
して、 具体的なメ ソ ッ ドを実装する必要があ り ます。 こ こでは、 以下のタスクに
ついて説明します。

注意 : この手順は省略可能です。 ユーザにこれらの機能を提供する必要はあ り
ません。

アダプタ  プロパティ  ファイルの更新

まず、 アダプタ  プロパティ  ファ イルを次のよ うに変更してサンプル アダプタに
合わせてシステム プロパティ を更新します。

� 以下のプロパティ を追加します。

� edtservc_title=Edit Service

� edtservc_description=On this page, you edit service 
properties.

� edtevent_description=On this page, you edit event 
properties.edtevent_title=Edit Event

� glossary_description=This page provides definitions for 
commonly used terms.
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� service_submit_add=Add

� service_label_serviceDesc=Description:

� service_submit_edit=Edit

� service_label_serviceName=Unique Service Name:

� event_submit_add=Add

� event_label_eventDesc=Description:

� event_label_eventName=Unique Event Name:

� event_submit_edit=Edit

� eventLst_label_edit=Edit

� serviceLst_label_edit=Edit

� event_does_not_exist=Event {0} does not exist in 
application view {1}.

� service_does_not_exist=Service {0} does not exist in 
Application View {1}.

� no_write_access={0} does not have write access to the 
Application View.

� 以下のプロパティ を削除します。

� addservc_submit_add=Add

� addevent_label_eventDesc=Description:

� addservc_label_serviceName=Unique Service Name:

� addevent_submit_add=Add

� pingTable_invalid=The ping table cannot be reached. Please 
enter a valid table in the existing database to ping.

� pingTable=Ping Table

� addevent_label_eventName=Unique Event Name:

� addservc_label_serviceDesc=Description:

アダプタ  プロパティ  ファ イルを更新した後、 新しいファ イルを元のファ イルと
比較し、 同期されている こ と を確認します。
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edtservc.jsp と  addservc.jsp の作成

これらの Java サーバ ページは編集機能を提供するために呼び出されるものです。
編集 JSP ファ イルと追加 JSP ファ イルの主な違いは、記述子の値のロード方法で
す。編集 JSP ファ イルは、既存の記述子の値をロード します。 このため、 DBMS 
サンプル アダプタでの編集および追加には、 同じ  HTML ファ イルを使用しま
す。

これらの HTML ファ イルは各 JSP ページに静的にインクルード されます。 これ
によ り、 JSP/HTML とプロパティ を複製しな く ても済むよ うにな り ます。 記述
子の値は編集ページに表示するコン ト ロールにマップされます。 こ こから、 いず
れの変更も発行できます。

記述子に定義された値でコン ト ロールを初期化するには、
AbstractDesignTimeRequestHandler で 
loadEvent/ServiceDescriptorProperties() メ ソ ッ ドを呼び出します。 この
メ ソ ッ ドによ り、 サービスのプロパティがすべて、 RequestHandler に設定され
ます。 これらの値を設定する と、 RequestHandler によ り  JSP ファ イルで使用す
る  ADK コン ト ロールにそれぞれの値がマップされます。

loadEvent/ServiceDescriptorProperties() をデフォル ト の設定で実装する
と、 ADK タグに対応するプロパテ ィ名を使用して、 記述子の値をマップします。
ADK タグ名以外の値を使用してサービスやイベン トのプロパティ をマップする
と、 これらの値をオーバーラ イ ド して  ADK タグ名マッピングに記述子を送 り ま
す。

また、 HTML を解決する前に、 RequestHandler を初期化する必要があ り ます。
この初期化は、 1 回だけ実行します。 コード  リ ス ト  8-10 に edtevent.jsp の
ロード時に使用するコード例を示します。

コード  リス ト  8-10   edtevent.jsp のロード時に使用するサンプル コード

if(request.getParameter("eventName") != null){
handler.loadEventDescriptorProperties(request);
}

edtservc.jsp ファ イルを、 edtservc に発行する必要があ り ます。

<adk:submit name='edtservc_submit' doAction='edtservc'/>
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edtevent.jsp ファ イルを、 edtevent に発行する必要があ り ます。

<adk:submit name='edtevent_submit' doAction='edtevent'/>

以下の場所の DBMS サンプル アダプタに例を示します。

WLI_HOME/adapters/dbms/src/war

メソッ ドの実装

最後に、 表 8-6 に示されている メ ソ ッ ドを実装します。

各メ ソ ッ ドの実装例については、 サンプル アダプタを参照して ください。

表 8-6  edtservc.jsp および edtevent.jsp で実装するメソッ ド

メソッ ド 説明

loadServiceDescriptorProperties 

および

loadEventDescriptorProperties

これらのメ ソ ッ ドによ り、RequestHandler に ADK 
のタグ値マッピング機能が提供される。 開発者が同

じ値を使用して  ADK タグに名前を付け、 サービス /
イベン ト記述子をロードする場合、 マッピングはフ

リーになる。 これ以外の場合は、 開発者が自分の 
DesigntimeRequestHandler をオーバーラ イ ド し
て、 これらのマッピングを行う必要がある。

boolean supportsEditableServices()

および

boolean supportsEditableEvents()

これらのメ ソ ッ ドはマーカーと して使用する。 これ

らのメ ソ ッ ドが返す値が  true の場合は、
[Application View Administration] ページに編集リンク
が表示される。 DesigntimeRequestHandler の
オーバーライ ドがサポー ト されている。

editServiceDescriptor 

および

editEventDescriptor

これらのメ ソ ッ ド を使用して、 編集済みのサービス  
データまたはイベン ト  データの永続性を設定する。
これらのメ ソ ッ ドによ り、 要求によって ADK タグ値
が抽出され、 これがサービス記述子、 またはイベン

ト記述子に追加される。 また、 これらのメ ソ ッ ドで

はイベン ト またはサービスに関連するスキーマを特

別に処理する。 スキーマの変更が必要な場合は、 こ

こで更新する必要がある。 要求から値を読み取った

後で、 これが必要な くなった場合は、

RequestHandler から削除する必要がある。
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手順 5e : Web アプリケーションのデプロイメン ト
記述子 （WEB-INF/web.xml） の記述

アダプタに対して WEB-INF/web.xml Web アプリ ケーシ ョ ンを作成する必要があ
り ます。 GenerateAdapterTemplate を使用してサンプル アダプタからアダプタを
複製する場合は、 新しいアダプタの web.xml ファ イルが自動的に生成されます。

以下のコード  リ ス ト （コード  リ ス ト  8-11 から  コード  リ ス ト  8-15） は、 この
ファ イルの重要コンポーネン ト です。

コード  リス ト  8-11   web.xml サーブレッ ト  コンポーネント

<servlet>
    <servlet-name>controller</servlet-name>
    <servlet-class>com.bea.web.ControllerServlet</servlet-class>
    <init-param>
        <param-name>MessageBundleBase</param-name>
        <param-value>BEA_WLS_SAMPLE_ADK</param-value>
            <description>The base name for the message bundles 
               for this adapter. The ControllerServlet uses this 
               name and the user's locale information to 
               determine which message bundle to use to 
               display the HTML pages.</description>
    </init-param>

    <init-param>
        <param-name>DisplayPage</param-name>
        <param-value>display.jsp</param-value>
            <description>The name of the JSP page 
               that includes content pages and provides 
               the look-and-feel template. The ControllerServlet 
               redirects to this page to let it determine what to 
               show the user.</description>
    </init-param>

    <init-param>
        <param-name>LogConfigFile</param-name>
        <param-value>BEA_WLS_SAMPLE_ADK.xml</param-value>
            <description>The name of the sample adapter's 
               LOG4J configuration file.</description>
    </init-param>
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    <init-param>
        <param-name>RootLogContext</param-name>
        <param-value>BEA_WLS_SAMPLE_ADK</param-value>
            <description>The root category for log messages 
               for the sample adapter. All log messages created 
               by the sample adapter will have a context starting 
                with this value.</description>
    </init-param>

    <init-param>
        <param-name>RequestHandlerClass</param-name>
        <param-value>sample.web.DesignTimeRequestHandler
        </param- value>
            <description>Class that handles design 
               time requests</description>
    </init-param>

    <init-param>
        <param-name>Debug</param-name>
        <param-value>on</param-value>
            <description>Debug setting (on|off, off is
               default)</description>
    </init-param>

    <load-on-startup>1</load-on-startup>
</servlet>

コード  リ ス ト  8-12 に示すこのコンポーネン トでは、 ControllerServlet が 
controller とい う名前にマップされます。 このアクシ ョ ンには、 ADK JSP 
フォームで ControllerServlet が controller とい う論理名にマップされる と
い う前提に基づくため、 重要な意味があ り ます。

コード  リスト  8-12   web.xml ControllerServlet マッピング コンポーネント

<servlet-mapping>
    <servlet-name>controller</servlet-name>
    <url-pattern>controller</url-pattern>
</servlet-mapping>

コード  リ ス ト  8-13 に示すこのコンポーネン トでは ADK タグ ライブラ リ を宣言
します。
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コード  リス ト  8-13   web.xml ADK タグ ライブラリ  コンポーネント

<taglib>
    <taglib-uri>adk</taglib-uri>
    <taglib-location>/WEB-INF/taglibs/adk.tld</taglib-location>
</taglib>

コード  リ ス ト  8-14 に示すこのコンポーネン ト では Web アプリ ケーシ ョ ンに対す
るセキュ リ テ ィ制約を宣言します。 前のリ リースでは、 ユーザはアダプタ  グ
ループに属している必要があ り ました。 リ リース  7.0 以降では、 ユーザは 
Administrators グループに属している必要があ り ます （コード  リ ス ト  8-14 およ
び コード  リ ス ト  8-15 のロール名を参照して ください）。 これは、 デプロイ メ ン
トに、 ユーザが Administrators グループに属するこ とが必須の MBeans へのアク
セスが必要となるためです。

コード  リス ト  8-14   web.xml セキュリティ制約のコンポーネント

<Security-constraint>
    <web-resource-collection>
        <web-resource-name>AdapterSecurity</web-resource-name>
            <url-pattern>*.jsp</url-pattern>
    </web-resource-collection>

    <auth-constraint>
        <role-name>Administrators</role-name>
    </auth-constraint>

    <user-data-constraint>
        <transport-guarantee>NONE</transport-guarantee>
    </user-data-constraint>
</security-constraint>

コード  リ ス ト  8-15 に示すこのコンポーネン ト では、 ログイン  コンフ ィ グレー
シ ョ ンを宣言します。

コード  リス ト  8-15   web.xml ログイン コンフ ィグレーションのコンポーネント

<login-config>
    <auth-method>FORM</auth-method>
    <realm-name>default</realm-name>
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    <form-login-config>
        <form-login-page>/login.jsp</form-login-page>
        <form-error-page>/login.jsp?error</form-error-page>
    </form-login-config>

</login-config>

<security-role>
    <role-name>Administrators</role-name>
</security-role>

手順 6 : ルック & フ ィールの実装

設計時 GUI の開発時に従うべき重要なプログラ ミング手法と して、 アプ リ ケー
シ ョ ン ビューで使用するすべてのページで一貫したルッ ク  & フ ィールを実装す
る必要があ り ます。 ルッ ク  & フ ィールは display.jsp によって決定されます。
このページは ADK に組み込まれており、 設計時 Web アプリ ケーシ ョ ンに以下
の利点をもたら します。

� すべてのページのルッ ク  & フ ィールを決定するテンプレー ト を設定します。

� content HTTP 要求パラ メータに基づいてその他の JSP を組み込みます。
content HTTP 要求パラ メータがない場合は、 display.jsp ファ イルに 
main.jsp を組み込む必要があ り ます。

� Java 例外のエラー ページを ADK の error.jsp と して登録します。

全体のページを通じて一貫したルッ ク  & フ ィールを実装するには、 次の手順を
実行します。

1. サンプル アダプタの display.jsp 基準と して使用します。 例については、
WLI_HOME/adapters/sample/src/war/WEB-INF/web.xml を参照して くださ
い。

2. HTML を使用して、 独自のルッ ク  & フ ィールか社内の ID 基準に従って、
ルッ ク  & フ ィール マークアップを変更します。

3. HTML マークアップのいずれかの場所に、 次の行を追加します。

<%pageContext.include(sbPage.toString());%>
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このコードは、 別のページを組み込むと きに使用するカスタム  JSP タグで
す。 このタグでは、 JSP スク リプ ト レ ッ ト  sbPage.toString() を使用して、
HTML または JSP ページを表示ページに含めます。 sbPage.toString() は、
実行時 content (HTTP 要求パラ メータ ) の値の妥当性を検証します。

手順 7 : サンプル アダプタの設計時インタ
フェースのテスト

WebLogic Integration では、 サンプル アダプタの設計時インタフェースの基本的
な機能を検証するための、 テス ト  ド ラ イバが用意されています。 このテス ト  ド
ラ イバは、 http://www.httpunit.org にあるテス ト用 Web インタフェースの
フレームワークである  HTTP ユニッ ト を基準に作成されています。 HTTP ユニッ
トは、 JUnit テス ト  フレームワーク （http://www.junit.org にあるフレーム
ワーク） に関連しています。 HTTP ユニッ ト と  JUnit の両バージ ョ ン と も  
WebLogic Integration の中に組み込まれています。

テス ト  ド ラ イバではいくつかのテス トが実行されます。 これによ り アプ リ ケー
シ ョ ン ビューが作成されてイベン ト とサービスの両方がアプ リ ケーシ ョ ン 
ビューに追加され、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューにデプロイ / アンデプロイを実行
し、 イベン ト とサービスの両方についてテス ト を実行します。 正常に実行が終了
する と、 テス ト  ド ラ イバはすべてのアプリ ケーシ ョ ン  ビューを削除します。

ファイルとクラス

すべてのテス ト  ケースが、 DesignTimeTestCase ク ラス、 または対応する親ク
ラス （AdapterDesignTimeTestCase） で有効です。 DesignTimeTestCase ク ラ
ス （sample.web パッケージ、 および 
WLI_HOME/adapters/sample/src/sample/web フォルダ にあ り ます） には、 サ
ンプル アダプタに固有のテス トが組み込まれています。
AdapterDesignTimeTestCase (com.bea.adapter.web パッケージ、 および 
WLI_HOME/lib/adk-web.jar  ファ イルにあ り ます ) には、 すべてのアダプタ と
一部の便利なメ ソ ッ ドに適用されるテス ト が組み込まれています。
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テストの実行

設計時インタフェースをテス トするには、 次の一連の手順を実行します。

1. サンプル アダプタをデプロイ して、 WebLogic Server を起動します。 次に、
現在の作業フォルダを具体的なプロジェ ク ト  フォルダに設定して、 以下の手
順に示すとおり  setenv コマンドを実行します。

2. WLI_HOME に移動し、 コマンド  プロンプ トで setenv と入力します。

setenv コマンドによ り、 手順 3 の実行に必要な環境が設定されます。

3. コマンド  プロンプ ト で次のよ うに入力して、 サンプル アダプタの Web フォ
ルダに移動します。

cd WLI_HOME/adapters/sample/project

4. designTimeTestCase.properties ファ イルを編集します。 実行するテス ト  
ケースのリ ス ト を含む行に、 web.DesignTimeTestCase を追加します。 次の
よ う な行にな り ます。

test.case=web.DesignTimeTestCase

5. ファ イルの終わり付近で、 ユーザ名とパスワードの 2 つのエン ト リの値の変
更が必要になる場合があ り ます。 テス ト  ド ラ イバが、 WebLogic Integration 
に接続する際に必要となるユーザ名とパスワードを指定します。

6. test.properties ファ イルを編集した後、 WebLogic Server を起動します。

7. コマンド  プロンプ ト で次のよ うにコマンドを入力してテス ト を実行します。

ant designtimetest
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アダプタを作成した後は、 エンタープラ イズ アーカイブ （EAR） フ ァ イルを使
用して、 これをデプロイする必要があ り ます。 EAR ファ イルを使用する と、 す
べてのアダプタ  コンポーネン ト を  1 度にデプロイできるため、 このタスクを効
率的に行えます。 EAR ファ イルのデプロイは、 WebLogic Server Administration 
Console から実行できます。

この章の内容は以下のとおりです。

� エンタープラ イズ アーカイブ （EAR） フ ァ イルの使用

� WebLogic Server Administration Console を使用したアダプタのデプロイ

� Web アプリ ケーシ ョ ンのデプロイ メン ト記述子の編集

エンタープライズ アーカイブ （EAR） ファ
イルの使用

各アダプタは、 1 つのエンタープライズ  アーカイブ （EAR） フ ァ イルを使用し
てデプロイ されます。 EAR ファ イルには、 デプロイに必要な設定時 Web アプ リ
ケーシ ョ ンの WAR ファ イル、 アダプタ  RAR ファ イル、 アダプタ  JAR ファ イル
および共有の JAR ファ イルが含まれています。 この EAR ファ イルは、 コード  リ
ス ト  9-1 のよ う な構造にします。

コード  リス ト  9-1   EAR ファイル構造

adapter.ear
     application.xml
     sharedJar.jar
     adapter.jar
     adapter.rar
          META-INF
               ra.xml
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               weblogic-ra.xml
               MANIFEST.MF
     designtime.war
          WEB-INF
               web.xml
          META-INF
               MANIFEST.MF

サンプル アダプタの EAR ファ イルをコード  リ ス ト  9-2 に示します。

コード  リスト  9-2   サンプル アダプタの EAR ファイル

sample.ear
application.xml

adk.jar (shared .jar between .war and .rar)
bea.jar (shared .jar between .war and .rar)
BEA_WLS_SAMPLE_ADK.jar (shared .jar between .war and .rar)

  BEA_WLS_SAMPLE_ADK.war (Web application with
  META-INF/MANIFEST.MF entry Class-Path:
 BEA_WLS_SAMPLE_ADK.jar adk.jar bea.jar log4j.jar 

 logtoolkit.jar xcci.jar xmltoolkit.jar)

BEA_WLS_SAMPLE_ADK.rar (Resource Adapter with
 META-INF/MANIFEST.MF entry Class-Path: 
  BEA_WLS_SAMPLE_ADK.jar adk.jar bea.jar log4j.jar

 logtoolkit.jar xcci.jar xmltoolkit.jar)

log4j.jar (shared .jar between .war and .rar)
logtoolkit.jar (shared .jar between .war and .rar)
xcci.jar (shared .jar between .war and .rar)
xmltoolkit.jar (shared .jar between .war and .rar)

RAR ファ イルと  WAR ファ イルのいずれも共有 JAR ファ イルは含んでおらず、< 
manifest.classpath> 属性を使用して共有 JAR ファ イルを参照します。

EAR ファイルにおける共有 JAR ファイルの使い方

設計時アプリ ケーシ ョ ンは、 アダプタの SPI ク ラスを非管理対象のシナリオで使
用します。 そのため、 アダプタの SPI および CCI ク ラスは、 EAR ファ イルと同
じディ レ ク ト リにある共有 JAR ファ イルに含まれます。 WAR および RAR ク ラ
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スローダから  共有 JAR ファ イル中のク ラスにアクセスできるよ うにするには、
MANIFEST.MF ファ イルで、 共有 EAR ファ イルのインクルードを要求する必要が
あ り ます。 MANIFEST.FM の詳細については、 6-11ページの 「Manifest ファ イル」 
または次の URL で参照してください。

http://developer.java.sun.com/developer/Books/JAR/basics/manifest
.html

BEA_WLS_SAMPLE_ADK.rar および BEA_WLS_SAMPLE_ADK.war には、 コード  リ ス
ト  9-3 のよ う な META-INF/MANIFEST.MF が含まれています。

コード  リス ト  9-3   Manifest ファイルの例

Manifest-Version: 1.0

Created-By: BEA Systems, Inc.

Class-Path: BEA_WLS_SAMPLE_ADK.jar adk.jar wlai-core.jar
 wlai-client.jar

注意 : ファ イル名 MANIFEST.MF は、 すべて大文字で表記します。 正し く表記さ
れていない場合、 UNIX システムでは認識されず、 エラーが発生します。

EAR ファイルのデプロイメン ト記述子

コード  リ ス ト  9-4 に、 EAR ファ イルのコンポーネン ト を宣言するデプロイ メ ン
ト記述子を示します。 この場合、 これらのコンポーネン トには設計時 WAR およ
びアダプタ  RAR モジュールが含まれます。

コード  リス ト  9-4   EAR ファイルのデプロイメン ト記述子

<!DOCTYPE application PUBLIC '-//Sun Microsystems, Inc.//DTD J2EE 
Application 1.3//EN'
'http://java.sun.com/dtd/application_1_3.dtd'>

<application>
<display-name>BEA_WLS_SAMPLE_ADK</display-name>
<description>This is a J2EE application that contains a sample

 connector and Web application for configuring 
application views for the adapter.</description>
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<module>
<connector>BEA_WLS_SAMPLE_ADK.rar</connector>

</module>
<module>

<web>
<web-uri>BEA_WLS_SAMPLE_ADK.war</web-uri>
<context-root>BEA_WLS_SAMPLE_ADK_Web</context-root>

</web>
</module>
</application>

アダプタのデプロイは、 WebLogic Server Administration Console から実行できま
す。 この手順については、 「WebLogic Server Administration Console を使用した
アダプタのデプロイ」 で説明しています。

WebLogic Server Administration Console 
を使用したアダプタのデプロイ

WebLogic Server Administration Console を使用して、 アダプタをコンフ ィグレー
シ ョ ンまたはデプロイする手順は次のとおりです。

1. WebLogic Server Administration Console を起動します。

2. ナビゲーシ ョ ン ツ リー （左ペイン） で、 [デプロイ メ ン ト｜アプ リ ケーシ ョ
ン ] を選択します。

[ アプリ ケーシ ョ ン ] ページが表示されます。

3. [新しい Application のコンフ ィ グレーシ ョ ン ] を選択します。

[新しい Application のコンフ ィ グレーシ ョ ン ] ページが表示されます。

4. 以下のフ ィールドに値を入力します。

� [名前 ] フ ィールドにアダプタの論理名を入力します。

� [パス ] フ ィールドで、 適切な EAR ファ イルのパスを入力します。

� [デプロイ済み ] フ ィールドで、 チェ ッ ク  ボッ クスが選択されているこ と
を確認します。

5. [適用 ] をク リ ッ ク して、 新しいエン ト リ を作成します。
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6. [ コンポーネン ト の構成 ] を選択します。

7. 各コンポーネン トに個別のターゲッ ト を設定します。

WebLogic Server Administration Console からアプ リ ケーシ ョ ン （またはアプ リ

ケーシ ョ ン コンポーネン ト ） をインス トールする と、 該当する ド メ インのコン
フ ィグレーシ ョ ン ファ イル （/config/DOMAIN_NAME/config.xml －こ こで 
DOMAIN_NAME はド メ イン名） にもそのアプリ ケーシ ョ ンまたはコンポーネン ト
のエン ト リが作成されます。 また、 アプ リ ケーシ ョ ン とアプ リ ケーシ ョ ン  コン
ポーネン ト をコンフ ィグレーシ ョ ンしモニタするための JMX Management Beans 
(MBeans) も生成されます。

アダプタの自動登録

WebLogic Integration では、 アダプタのデプロイ時に、 自動登録プロセスが実行
されます。 自動登録は、 アダプタのデプロイ メ ン ト  フェーズ中に実行されます。
このプロセスは、 以下の 2 つのう ちいずれかの方法で呼び出せます。

� 命名規約の使用

� テキス ト  ファ イルの使用

命名規約の使用

設計時 Web アプ リ ケーシ ョ ン と コネク タのデプロイ メ ン ト には、 命名規約を使
用するこ と をお勧めします。

EAR ファ イルを  WebLogic Integration 環境でデプロイする際、アダプタの論理名
をファ イル名と して使用し、 config.xml でファ イルを定義します。 コード  リ ス
ト  9-5 で、 その例を示します。

コード  リス ト  9-5   config.xml ファイルにアダプタの論理名を追加

<Application Deployed="true" Name="ALN"
Path="WLI_HOME/adapters/ADAPTER/lib/ALN.ear">

<ConnectorComponent Name="ALN" Targets="myserver"
 URI="ALN.rar"/>
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<WebAppComponent Name="ALN_EventRouter" Targets="myserver"
URI="ALN_EventRouter.war"/>

<WebAppComponent Name="ALN_Web" Targets="myserver"
URI="ALN_Web.war"/>

</Application>

リ ス トでは、 ALN フ ィールドにアダプタの論理名を入力します。 この名前を、
<ConnectorComponent> 要素の Name 属性の値と して使用して ください。

設計時 Web アプリ ケーシ ョ ンのデプロイ メ ン ト に ALN_Web とい う名前を割り当
てる と、 デプロイ メ ン ト の際に、 設計時 Web アプリ ケーシ ョ ンが自動的に 
Application View Management Console に登録されます。 この命名規約は、DBMS 
およびサンプル アダプタで使用されます。

テキスト  ファイルの使用

あるいは、 webcontext.txt とい う名前のテキス ト  ファ イルを EAR ファ イルの
パス名のルート  ディ レ ク ト リにインクルードできます。 webcontext.txt ファ イ
ルには、 アダプタの設計時 Web アプリ ケーシ ョ ンのコンテキス トが含まれます。
このファ イルは、 UTF-8 でエンコーディ ングする必要があ り ます。

Web アプリケーショ ンのデプロイメン ト記
述子の編集

いくつかのアダプタに対し、 イベン ト  ルータの Web アプリ ケーシ ョ ンで使用さ
れるデプロイ メ ン ト  パラ メータを変更しなければならない場合があ り ます。 た
とえば、 DBMS アダプタの場合、 対応するイベン ト  ジェネレータで使用される
データ  ソースの変更が必要にな り ます。

この節では、 WebLogic Server Administration Console の Deployment Descriptor 
Editor を使用して、 以下の Web アプリ ケーシ ョ ン デプロイ メ ン ト記述子を編集
する方法について説明します。

� web.xml
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Web アプリケーシ ョ ンのデプロイ メ ン ト記述子の編集
� weblogic.xml

デプロイメン ト  パラメータ

イベン ト  ルータ  サーブレッ トのパラ メータは、 どれでも変更できます。 以下の
パラ メータがあ り ます。

� eventGeneratorClassName

� userID

� password

� dataSource

� jdbcDriverClassName

� dbURL

� dbAccessFlag

� eventCatalog

� eventSchema

� RootLogContext

� AdditionalLogContext

� LogConfigFile

� LogLevel

� MessageBundleBase

� LanguageCode

� CountryCode

� sleepCount

デプロイメン ト記述子の編集

Web アプリ ケーシ ョ ンの デプロイ メ ン ト記述子を編集する手順は次のとおりで
す。

1. 次の URL にアクセスして、 ブラウザから  WebLogic Server Administration 
Console を開きます。
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http://host:port/console

この URL で、 host は WebLogic Server が稼動するコンピュータ名、 port 
はWebLogic Server のリ スン ポート番号に置き換えます。 例 :

http://localhost:7001/console

2. 左ペインで、 [デプロイ メ ン ト ] ノードおよびその下の [Web アプリ ケーシ ョ
ン ] ノードを展開します。

3. デプロイ メ ン ト記述子を編集する  Web アプリ ケーシ ョ ンの名前を右ク リ ッ
ク します。 ド ロ ップダウン  メニューから、 ［Web アプリ ケーシ ョ ン  デプロイ
メ ン ト記述子の編集］ を選択します。 WebLogic Server Administration 
Console が、 新しいブラウザに表示されます。

Console は、 2 つのペインで構成されています。 左ペインには、 2 つの Web 
アプリ ケーシ ョ ン デプロイ メ ン ト記述子のすべての要素で構成されたナビ
ゲーシ ョ ン  ツ リーが含まれます。 右ペインには、 web.xml ファ イルの説明要
素のフォームが含まれます。

4. Web アプリ ケーシ ョ ン デプロイ メ ン ト記述子の要素の編集、 削除、 または
追加には、 左ペインで編集対象のデプロイ メ ン ト記述子に対応する ノードを
展開します。 以下のノードがあ り ます。

� Web App Descriptor ノードには、 web.xml デプロイ メン ト記述子の要素
があ り ます。

� WebApp Ext ノードには、 weblogic.xml デプロイ メン ト記述子の要素が
あ り ます。

5. Web アプリ ケーシ ョ ン デプロイ メ ン ト記述子の既存の要素を編集する手順
は次のとおりです。

a. 左ペインのツ リーで、 親の要素を順にク リ ッ ク して展開し、 編集する要
素を見つけます。

b. 該当する要素の名前をク リ ッ ク します。 フォームは、 右ペインに選択し
た要素の属性または下位要素のリ ス ト と共に表示されます。

c. 右ペインのフォーム内のテキス ト を編集します。

d. [適用 ] をク リ ッ ク します。

6. Web アプリ ケーシ ョ ン デプロイ メ ン ト記述子に新しい要素を追加する手順
は次のとおりです。
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a. 左ペインのツ リーで、 親の要素を順にク リ ッ ク して展開し、 作成する要
素の名前を見つけます。

b. 適切な要素名を右ク リ ッ ク し、 ド ロ ップダウン  メニューから  [新しい要
素のコンフ ィ グレーシ ョ ン ] を選択します。 フォームは右ペインに表示さ
れます。

c. 右ペインのフォームに、 要素の情報を入力します。

d. [作成 ] をク リ ッ ク します。

7. Web アプリ ケーシ ョ ン  デプロイ メ ン ト記述子から既存の要素を削除する手
順は次のとおりです。

a. 左ペインのツ リーで、 親の要素を順にク リ ッ ク して展開し、 削除する要
素の名前を見つけます。

b. 適切な要素名を右ク リ ッ ク し、 ド ロ ップダウン  メニューから  [要素の削
除 ] を選択します。 確認ページが表示されます。

c. [削除 ] ページで [ はい ] をク リ ッ ク して、 要素の削除を確定します。

8. Web アプリ ケーシ ョ ン  デプロイ メ ン ト記述子の変更がすべて完了したら、
左側のペインでツ リーのルート要素をク リ ッ ク します。 ルート要素は、 Web 
アプ リ ケーシ ョ ンの *.war アーカイブ ファ イルの名前または Web アプリ
ケーシ ョ ンの表示名です。

9. Web アプリ ケーシ ョ ン  デプロイ メ ン ト記述子のエン ト リが有効かど うかを
確認する場合は、 [検証 ] をク リ ッ ク します。

10. [永続化 ] をク リ ッ ク して、 編集したデプロイ メ ン ト記述子ファ イルを  
WebLogic Server のメモ リだけでな く、 ディ スクに書き込みます。
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WebLogic Integrator クラスタでのアダプ
タのデプロイメン ト

アダプタは、 WebLogic Integration ク ラスタにデプロイできます。 ク ラスタ化 
WebLogic Integration 環境におけるアダプタのデプロイの詳細については、
『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 の 「WebLogic 
Integration ク ラスタについて」 を参照して ください。
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A WebLogic Integration に限定され

ないアダプタの作成

第 6 章 「サービス  アダプタの開発」 および第 7 章 「イベン ト  アダプタの開発」
で概説した J2EE 準拠のアダプタの開発手順は、 主に WebLogic Integration 向け
のアダプタを開発するためのものです。 これらの章で説明した手順を変更するこ
とで、 J2EE コネク タ  アーキテクチャの仕様に準拠しながら、 WebLogic 
Integration 以外でも使用可能なアダプタを構築できます。

この章では、 そのための変更点について説明します。 この章の内容は以下のとお
りです。

� この節の目的

� アダプタの構築

� 構築プロセスの更新

この節の目的

この節では、 J2EE 準拠のアダプタの開発手順を変更して、 WebLogic Integration 
以外でも実行可能なアダプタを構築する方法を示します。 この節では、 第 6 章
「サービス  アダプタの開発」 に記載されている各手順を示し、 その手順の変更方
法について説明します。 各手順をしっかり と理解し、 こ こで説明する変更方法を
行って ください。
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アダプタの構築

アダプタを構築するには、 以下の手順に従って ください。 この構築は、

『WebLogic Integration インス トール ガイ ド』 の説明に従って、 WebLogic 
Integration がインス トールされている とい う前提と します。

1. 第 6 章 「サービス アダプタの開発」 の 「手順 1 :環境要件の調査」 の説明に
従って、 開発環境における要件を決定します。 ト ランザクシ ョ ン  サポート を
参照する リ ス トの最後の項目は無視して ください。 WebLogic Server は、
ローカルまたは XA ト ランザクシ ョ ンはサポート していないためです。

2. 第 4 章 「カスタム開発環境の作成」 の説明に従って、

GenerateAdapterTemplate を実行します。

3. 6-10ページの 「手順 2b : アダプタ論理名の割 り当て」 の説明に従って、 アダ
プタに論理名を割 り当てます。

4. 6-24ページの 「基本的な SPI の実装」 の説明に従って SPI を実装します。 以
下のク ラスを拡張します。

� AbstractManagedConnectionFactory (6-25ページの
「ManagedConnectionFactory」 を参照 )。

� AbstractManagedConnection (6-34ページの 「ManagedConnection」 を参
照 )。

� AbstractConnectionMetaData (6-35 ページの
「ManagedConnectionMetaData」 を参照 )。

これらのク ラスを拡張する際には、 以下の点に注意して ください。

� WebLogic Server は、 ト ランザクシ ョ ン セマンティ クスが使用されるア
ダプタをサポート していません。

� ConnectionManager インタフェースは実装しないでください。 こ こで開
発するアダプタは管理対象アダプタですので、 WebLogic Server にプラグ
インするよ う な設計とな り ます。

5. AbstractConnectionFactory を拡張します。
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構築プロセスの更新
構築プロセスの更新

WebLogic Integration に依存しないアダプタを作成するには、 A-2ページの 「ア

ダプタの構築」 で説明されている手順の他に、 build.xml ファ イルを変更する
必要があ り ます。 構築プロセスを更新するには、 次の手順に従います。

1. コード  エディ タで、 ADK の build.xml ファ イルを開きます。

2. 6-10ページの 「手順 2c : ビルド  プロセスの設定」 を参照します。 この手順
には、 6-12ページの 「build.xml のコンポーネン ト 」 と呼ばれる節が含まれ
ます。 その節では、 build.xml ファ イルのコンテンツが一連のコード  リ ス ト
によって示されています。

3. コード  リ ス ト 6-12 および コード  リ ス ト 6-13 を参照します。

4. これらの リ ス ト に示されるコードを、 アダプタの build.xml ファ イルから削
除します。
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B XML Toolkit

BEA WebLogic Integration の Adapter Development Kit (ADK) に付属している  
XML ToolKit を使用する と、 有効な XML ドキュ メ ン ト を作成し、 アダプタを介
して EIS から別のアプリ ケーシ ョ ンに情報を送信できます。 XML 操作に必要な
処理の多く を  1 箇所に統合できるので、 作業を軽減できます。

この章の内容は以下のとおりです。

� Toolkit パッケージ

� IDocument

� Schema Object Model (SOM)

Toolkit パッケージ

XML Toolkit は、 主に 2 つの Java パッケージから構成されます。

� com.bea.document

� com.bea.schema

これらのパッケージは、 xmltoolkit.jar ファ イル内にあ り、 WebLogic 
Integration のインス トール時に、 ADK と一緒にインス トールされます。 こ こに
は、 ク ラス、 インタフェース、 およびメ ソ ッ ドに関する詳細な Javadoc が格納さ
れています。 Javadoc を参照するには、 次のディ レク ト リに移動して ください。

WLI_HOME/docs/apidocs/index.html

この URL で、 WLI_HOME のフォルダには、 WebLogic Integration がインス トール
されています。
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IDocument

com.bea.document.IDocument

IDocument は、W3C Document Object Model (DOM) と  XPath インタフェースを  
XML ドキュ メ ン ト内の要素に統合するコンテナです。 この統合によ り、 XPath 
文字列を使用するだけで、 IDocument オブジェ ク ト をクエ リおよび更新できま
す。 XPath 文字列を使用する と、 クエ リする要素だけを指定し、 そのクエ リへの
応答を返すこ とができるため、 XML ドキュ メ ン ト全体を解析して、 特定の情報
を探す必要がなく な り ます。

たとえば、 コード  リ ス ト  B-1 で示す XML ドキュ メ ン トには、 「Bob」 とい う人
物に関する記述がされています。

コード リスト  B-1   XML の例

<Person name="Bob">
    <Home squareFeet="2000"/>
    <Family>
        <Child name="Jimmy">
            <Stats sex="male" hair="brown" eyes="blue"/>
        </Child>
        <Child name="Susie">
            <Stats sex="female" hair="blonde" eyes="brown"/>
        </Child> 
    </Family>
</Person>

こ こで、 <child> 要素から、 「Jimmy」 の髪の色を検索する と します。 DOM を使
用する場合、 コード  リ ス ト  B-2 に示すよ う なコードを使用する必要があ り ます。

コード リスト  B-2   DOM データのサンプル検索

String strJimmysHairColor = null;
org.w3c.dom.Element root = doc.getDocumentElement();
if (root.getTagName().equals("Person") && root.getAttribute("name").
   equals("Bob") {
    org.w3c.dom.NodeList list = root.getElementsByTagName("Family"); if
            (list.getLength() > 0) {    
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         org.w3c.dom.Element family = (org.w3c.dom.Element)list.item(0);
          org.w3c.dom.NodeList childList = family.getElementsByTagName ("Child");
         for (int i=0; i < childList.getLength(); i++) {
              org.w3c.dom.Element child = childList.item(i);
              if (child.getAttribute("name").equals("Jimmy")) {
                   org.w3c.dom.NodeList statsList = child.
                      getElementsByTagName("Stats");
                   if (statsList.getLength() > 0) {
                        org.w3c.dom.Element stats = statsList.item(0);
                        strJimmysHairColor = stats.getAttribute("hair");
                   }
              }
         }
     }
}

IDocument を使用すれば、 コード  リ ス ト  B-3 に示すよ う な XPath 文字列を作成
し、 同じよ うに 「Jimmy」 の髪の色を検索できます。

コード リスト  B-3   IDocument データのサンプル検索

System.out.println("Jimmy's hair color: " + person.getStringFrom
   ("//Person[@name=\"Bob\"] /Family/Child[@name=\"Jimmy\"]/Stats/@hair");

このよ うに、 IDocument を使用する と、 簡単なコードでドキュ メン ト内の情報
をクエ リおよび検索できます。

Schema Object Model (SOM)

SOM は、 XML スキーマを構築するためのインタフェースです。 アダプタによっ
て、 特定の要求メ タデータや応答メ タデータの EIS が呼び出されます。 このメ タ
データは、 その後 XML スキーマにプログラマティ ッ クに変換する必要があ り ま
す。 SOM は、 複雑なスキーマ構文などの詳細な一般 XML スキーマ情報を数多
く抽出し、 有効性を検証するための一連のツールです。 このツールを使う こ と
で、 XML ドキュ メ ン トの重要度のよ り高い作業に専念できます。
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SOM の仕組み

XML スキーマは、 アダプタで接続している  EIS とアダプタ側のアプリ ケーシ ョ
ン との間で、 いわば契約書のよ う な役割を果たします。 この契約書では、 アプ リ
ケーシ ョ ンで操作を行う ために、 EIS のデータをどのよ うに表示するかが定義さ
れます。 ドキュ メ ン ト （XML で記述された  EIS のメ タデータの集合） は、 ス
キーマで定義されたルールに準拠していれば、 ドキュ メ ン トの XML コードが正
しいかど うかに関係な く、 有効とみなされます。 たとえば、 <name> 要素に名前
を表示するスキーマを定義していて、 この要素が <firstname> と  <lastname> 
の 2 つの子要素を必要とする場合、 EIS のドキュ メ ン ト を有効にするには、 この
ドキュ メ ン ト をコード  リ ス ト  B-4 に示すフォームで表示し、 スキーマをコード  
リ ス ト  B-5 のよ うに定義する必要があ り ます。

コード リスト  B-4    ドキュ メン ト例

<name>
     <firstname>Joe</firstname>
     <lastname>Smith</lastname>
</name>

コード リスト  B-5   スキーマ例

<スキーマ >
    <element name="name">
        <complexType>
            <sequence>
                <element name="firstname" />
                <element name="lastname" />
            </sequence>
        </complexType>
    </element>
</schema> 

正しい XML コード と して作成されていても、<name></name> 以外のフォームは
無効です。 次に示すフォームは、 無効の一例です。

<name>Joe Smith</name>
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スキーマの作成

SOM にある ク ラスおよびメ ソ ッ ドを使用して、 プログラムで XML スキーマを
作成できます。 このツールを使用する こ との利点は、 プログラムに変数を入力す
るだけで、 スキーマを要求に応じて調整できるこ とです。 たとえば、 次のコード
例は購買発注ドキュ メ ン ト を検証するスキーマを作成するためのものです。 コー
ド  リ ス ト  B-6 によって、 スキーマが設定されて必要な要素が追加されます。

コード リスト  B-6   購買発注スキーマ

import com.bea.schema.*;
import com.bea.schema.type.SOMType;

public class PurchaseOrder
{
    public static void main(String[] args)
    {
        System.out.println(getSchema().toString());
    }

    public static SOMSchema getSchema()
    {
        SOMSchema po_schema = new SOMSchema();

    po_schema.addDocumentation("Purchase order schema for
      Example.com.\nCopyright 2000 Example.com.\nAll rights
      reserved.");

        SOMElement purchaseOrder =
           po_schema.addElement("purchaseOrder");

        SOMElement comment = po_schema.addElement("comment");

        SOMComplexType usAddress =
           po_schema.addComplexType("USAddress");

        SOMSequence seq2 = usAddress.addSequence();

    // adding an  object to a SOMSchema defaults to type="string"
    seq2.addElement("name");
    seq2.addElement("street");
    seq2.addElement("city");
    seq2.addElement("state");
    seq2.addElement("zip", SOMType.DECIMAL);
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属性の設定は、 コード  リ ス ト  B-7 で示すよ うに、 要素の作成と同じよ うにして
行う こ とができます。 属性を正し く設定するには、 アドレスを正確に記述する必
要があ り ます。

コード リスト  B-7   親属性の設定

SOMAttribute country_attr = usAddress.addAttribute("country",
   SOMType.NMTOKEN);
    country_attr.setUse("fixed");
    country_attr.setValue("US");

コード  リ ス ト  B-8 で示すよ うに、 complexTypes と同様に、 simpleTypes をス
キーマのルートに追加できます。

コード リスト  B-8   SimpleTypes をスキーマ ルートに追加

SOMSimpleType skuType = po_schema.addSimpleType("SKU");
SOMRestriction skuRestrict = skuType.addRestriction
   (SOMType.STRING);
skuRestrict.setPattern("\\d{3}-[A-Z]{2}");

SOMComplexType poType =
   po_schema.addComplexType("PurchaseOrderType");

purchaseOrder.setType(poType); 
poType.addAttribute("orderDate", SOMType.DATE);

SOMComplexType オブジェク トの addSequence() メ ソ ッ ドによって、
SOMSequence 参照が返されるため、 ユーザはそのスキーマに追加された要素を
変更できます。 コード  リ ス ト  B-9 で示すよ うに、 このよ うにしてオブジェ ク ト
がスキーマに追加されます。

コード リスト  B-9   要素を変更するための addSequence() の実装

SOMSequence poType_seq = poType.addSequence();
    poType_seq.addElement("shipTo", usAddress);
    poType_seq.addElement("billTo", usAddress);
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スキーマ内の要素の属性を設定するには、 SOMElement オブジェ ク ト のセッ ター 
メ ソ ッ ドを呼び出します。 たとえば、 コード  リ ス ト  B-10 は、 setMinOccurs() 
と  setMaxOccurs() の実装方法を示します。

コード リスト  B-10   setMinOccurs() および setMaxOccurs() の実装

SOMElement commentRef = new SOMElement(comment);
    commentRef.setMinOccurs(0);
    poType_seq.add(commentRef);
SOMElement poType_items = poType_seq.addElement("items");

SOMComplexType itemType = po_schema.addComplexType("Items");
SOMSequence seq3 = itemType.addSequence();
SOMElement item = new SOMElement("item");
    item.setMinOccurs(0);
    item.setMaxOccurs(-1);
    seq3.add(item);
SOMComplexType t = new SOMComplexType();
    item.setType(t);
SOMSequence seq4 = t.addSequence();
    seq4.addElement("productName");
SOMElement quantity = seq4.addElement("quantity");
SOMSimpleType st = new SOMSimpleType();
    quantity.setType(st);
SOMRestriction restrict =
   st.addRestriction(SOMType.POSITIVEINTEGER);
   restrict.setMaxExclusive("100");

この例では、 PurchaseOrderType の items 要素は、 Items タイプの前で作成さ
れています。 このため、 コード  リ ス ト  B-11 に示すコードを使用して、 Items タ
イプ オブジェ ク ト が利用可能になったら、 参照を作成してタイプを設定する必
要があ り ます。

コード リスト  B-11   品目タイプ オブジェク トが使用可能になった時点での
タイプの設定

poType_items.setType(itemType);
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最後に、 要素をスキーマに追加します。 要素を追加するには、 SOMSequence の 
addElement() メ ソ ッ ド、 または以前に作成した SOMElement の add() メ ソ ッ ド
を実装します。 コード  リ ス ト  B-12 は、 この 2 つのメ ソ ッ ドを示します。

コード リスト  B-12   スキーマへの要素の追加

seq4.addElement("USPrice", SOMType.DECIMAL);

    SOMElement commentRef2 = new SOMElement(comment);
       commentRef2.setMinOccurs(0);
       seq4.add(commentRef2);

    SOMElement shipDate = new SOMElement("shipDate", SOMType.DATE);
       shipDate.setMinOccurs(0);
       seq4.add(shipDate);
    t.addAttribute("partNum", skuType);

    return po_schema;  
  }
}

結果として作成されるスキーマ

前の 7 つのリ ス ト （コード  リ ス ト  B-6 から  コード  リ ス ト  B-12 まで） で示した
コードを実行する と、 コード  リ ス ト  B-13 に示すスキーマが作成されます。

コード リスト B-13   XML スキーマ定義ドキュ メン ト

<?xml version="1.0" ?>
<!DOCTYPE schema (View Source for full doctype...)> 
<xsd:schema xmlns:xsd="http://www.w3.org/2000/XMLSchema">
    <xsd:annotation>

        <xsd:documentation>Purchase order schema for Example.com.
           Copyright 2000 Example.com. All rights
           reserved.</xsd:documentation> 

    </xsd:annotation>

    <xsd:simpleType name="SKU">
        <xsd:annotation>
        </xsd:annotation>
        <xsd:restriction base="xsd:string">
            <xsd:pattern value="\d{3}-[A-Z]{2}" />
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        </xsd:restriction>
    </xsd:simpleType>

    <xsd:complexType name="PurchaseOrderType">
        <xsd:sequence>
            <xsd:element type="USAddress" name="shipTo" />
            <xsd:element type="USAddress" name="billTo" />
            <xsd:element ref="comment" minOccurs="0" />
            <xsd:element type="Items" name="items" />
        </xsd:sequence>

        <xsd:attribute name="orderDate" type="xsd:date" />
    </xsd:complexType>

    <xsd:complexType name="Items">
        <xsd:sequence>
            <xsd:element maxOccurs="unbounded" name="item" 
               minOccurs="0">
                <xsd:complexType>
                    <xsd:sequence>
                        <xsd:element type="xsd:string" 
                           name="productName"/> 
                        <xsd:element name="quantity">
                           <xsd:simpleType>
                               <xsd:restriction base=
                                  "xsd:positiveInteger">
                                   <xsd:maxExclusive value="100"/>
                               </xsd:restriction>
                           </xsd:simpleType>
                        </xsd:element>
                        <xsd:element type="xsd:decimal" name=
                           "USPrice" />
                        <xsd:element ref="comment" 
                           minOccurs="0" />
                        <xsd:element type="xsd:date"
                           name="shipDate" minOccurs="0" />
                    </xsd:sequence>
                    <xsd:attribute name="partNum" type="SKU" />
                </xsd:complexType>
          </xsd:element>
      </xsd:sequence>
  </xsd:complexType>

  <xsd:complexType name="USAddress">
    <xsd:sequence>
        <xsd:element type="xsd:string" name="name" />
        <xsd:element type="xsd:string" name="street" />
        <xsd:element type="xsd:string" name="city" />
        <xsd:element type="xsd:string" name="state" />
        <xsd:element type="xsd:number" name="zip" />
    </xsd:sequence>

    <xsd:attribute name="country" use="fixed" value="US"
       type="xsd:NMTOKEN" />
</xsd:complexType>
<xsd:element type="PurchaseOrderType" name="purchaseOrder" />
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<xsd:element type="xsd:string" name="comment" />
</xsd:schema>

XML ドキュメン トの検証

次に、 コード  リ ス ト  B-13 のスキーマを使用して、 EIS から送られたドキュ メ ン
ト を検証します。 たとえば、 コード  リ ス ト  B-14 に示すドキュ メ ン ト では、 先ほ
ど作成したスキーマに基づいて検証します。

コード リスト  B-14   検証対象の XML ドキュ メン ト

<?xml version="1.0" ?>
<!DOCTYPE PurchaseOrder (View Source for full doctype...)> 

<purchaseOrder orderDate="1/14/00">
<shipTo Country=“US”>
    <name>Bob Jones</name>
    <street>1000 S. 1st Street</street>
    <city>Denver</city>
    <state>CO</state>
    <zip>80111</zip>
</shipTo>

<billTo Country=“US”>
    <name>Bob Jones</name>
    <street>1000 S. 1st Street</street>
    <city>Denver</city>
    <state>CO</state>
    <zip>80111</zip>
</billTo>

<comment>None</comment>

<items>
    <item partNum=“123-AA”>
        <productName>Washer</productName>
        <quantity>20</quantity>
        <USPrice>0.22</USPrice>
        <comment>Only shipped 10</comment>
        <shipDate>1/14/00</shipDate>
    </item>
    <item partNum=“123-BB”>
        <productName>Screw</productName>
        <quantity>10</quantity>
        <USPrice>0.30</USPrice>
        <comment>None</comment>
        <shipDate>1/14/00</shipDate>
    </item>
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Schema Object Model (SOM)
</items>
</purchaseOrder>

ドキュメン トの検証方法

SOM では、 SOMSchema メ ソ ッ ドの isValid() を使用して、 XML DOM ドキュ
メ ン ト の検証ができます。 SOMElement ク ラスには対応する  isValid() メ ソ ッ ド
があ り、 DOM ドキュ メン ト ではない要素の検証を行います。

この isValid() メ ソ ッ ドでは、 ドキュ メ ン ト または要素が有効の場合には確定
し、 無効の場合にはエラー リ ス ト をコンパイルします。 ドキュ メ ン トが有効な
場合、 isValid() によって True が返され、 エラー リ ス トは空白になり ます。

isValid() の実装

コード  リ ス ト  B-15 では、 isValid() を実装するための 2 つの方法を示します。

コード リスト  B-15   isValid() の実装例

public boolean isValid(org.w3c.dom.Document doc, 
                       java.util.List errorList)
public boolean isValid(IDocument doc,
                       List errorList)

以下のパラ メータを使用します。

� doc －検証対象のドキュ メ ン ト  インスタンス

� errorList － doc ドキュ メ ン トで検出されたエラーのリ ス ト

このスキーマに基づいて、 ドキュ メ ン トが有効である と判断される と、
isValid() は、 True のブール値を返します。 有効でないと判断される と、
isValid() は False を返し、 errorList が作成されます。

errorList は、 doc ドキュ メ ン ト内で検出されたエラーを報告するためのもので、
java.util.List です。 ドキュ メ ン ト の検証前に、 エラー リ ス トはク リ アされ
ます。 このため、 使用する リ ス ト実装は、 clear() メ ソ ッ ドをサポート している
アダプタの開発 B-11



B XML Toolkit
必要があ り ます。 isValid() が False を返す場合、 エラー リ ス トには、 バ リデー
シ ョ ン プロシージャの実行中に検出されたエラーが入力されます。 リ ス ト内の
項目は、 ク ラス  com.bea.schema.SOMValidationException のインスタンスで
す。 isValid() が True を返す場合、 errorList は空白にな り ます。

API の詳細については、 次の  URL の isValid() の Javadoc を参照して くださ
い。

WLI_HOME/docs/apidocs/com/bea/SOMSchema.html

isValid() の実装例

コード  リ ス ト  B-16 に、 isValid() の実装例を示します。

コード リスト  B-16   isValid() の実装例

SOMSchema schema = ...;

IDocument doc = DocumentFactory.createDocument(new FileReader(f));
java.util.LinkedList errorList = new java.util.LinkedList();
boolean valid = schema.isValid(doc, errorList);...
if (! valid){
   System.out.println("Document was invalid. Errors were:");
   for (Iterator i = errorList.iterator; i.hasNext();)
{

       System.out.println(((SOMValidationException) i.next).
          toString());

   }
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ダプタの移行

WebLogic Integration 2.1 から  WebLogic Integration 7.0 に移行する場合、 アダプ
タの移行タスクを実行する必要はあ り ません。WebLogic Integration 2.1 向けに開
発され、テス ト されたアダプタは、変更を加えなく ても  WebLogic Integration 7.0 
で正常に稼動しますが、 この リ リースの新機能を最大限に活かすために、 この章
で説明するタスクを実行したほ うが良い場合があ り ます。

この章の内容は以下のとおりです。

� WebLogic Integration 7.0 ADK 向けのアダプタの再構築

� アプ リ ケーシ ョ ン統合 CLASSPATH およびアダプタのパッケージ化の変更

� アダプタによる共有接続ファ ク ト リ  ユーザ インタフェースのサポートの許
可

� セキュ リ テ ィ制約と ログイン コンフ ィグレーシ ョ ンにおける変更

� 要求データを必要と しないサービスに対する  DBMS サンプル アダプタの変
更

� WebLogic Integration 7.0 での WebLogic Integration 2.1 アダプタの使用

WebLogic Integration 7.0 ADK 向けのアダ
プタの再構築

WebLogic Integration 7.0 ADK 向けにアダプタを再構築する必要がある場合、
WebLogic Integration 7.0 で提供される新しいバイナリ  ファ イルを参照するよ う、
手順を再構築する必要があ り ます。 特に、 以下の新しい JAR ファ イルを参照す
る必要があ り ます。
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<property name='WLAI_CORE' value='${WLI_LIB_DIR}/wlai-core.jar'/>
<property name='WLAI_CLIENT' value='${WLI_LIB_DIR}/wlai-client.jar'/>
<property name='WLAI_EVENTROUTER' value='${WLI_LIB_DIR}/wlai-eventrouter.jar'/>

以下の JAR ファ イルは、 アダプタでの有効性がな くなっています。

<property name='WLAI_CLIENT'   value='${WLI_LIB_DIR}/wlaiclient.jar'/>
<property name='WLAI_COMMON'   value='${WLI_LIB_DIR}/wlai-common.jar'/>
<property name='WLAI_EJB_CLIENT' value='${WLI_LIB_DIR}/wlai-ejb-client.jar'/>
<property name='WLAI_SERVLET_CLIENT'

value='${WLI_LIB_DIR}/wlai-servlet-client.jar'/>
<property name='WLAI_EVENTROUTER_CLIENT'

value='${WLI_LIB_DIR}/wlai-eventrouter-client.jar'/>

環境プロパティの宣言方法も、 以下のフォームに合う よ う変更する必要があ り ま
す。

<property environment='env'/>

以下のよ う な文は、 無効となった Ant 文であるため、 削除して ください。

<property name='WL_HOME' environment='env'/> 

注意 : 無効な Ant 文がある と、 以下のよ うなエラー メ ッセージが表示されま
す。

You must specify value, location or refid with the name 
attribute.

アプリケーショ ン統合 CLASSPATH および
アダプタのパッケージ化の変更

WebLogic Integration 2.1 および WebLogic Integration 2.1 SP1 では、 WebLogic 
Server のインスタンスに対し、 システム CLASSPATH にアダプタの java ク ラスが
必要と されていましたが、 WebLogic Integration 7.0 では、 アダプタ  java ク ラス
は単一の独立した EAR ファ イルにパッケージ化されている必要があ り ます。 ア
ダプタ  java ク ラスまたは JAR ファ イルを  WebLogic Integration 7.0 のインス トー
ルに移動した り、 アダプタのク ラスを  WebLogic Integration CLASSPATH に追加し
ないでください。 アダプタ  EAR ファ イルのコンフ ィ グレーシ ョ ン手順について
C-2 アダプタの開発



アダプタによる共有接続フ ァ ク ト リ  ユーザ インタ フ ェースのサポー トの許可
は、 『WebLogic Integration 移行ガイ ド』 「移行に関するその他のト ピ ッ ク」 の
「Application Integration アダプタ  EAR ファ イルのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照
して ください。

アダプタによる共有接続ファク ト リ  ユーザ 
インタフェースのサポートの許可

WebLogic Integration は、 共有接続ファ ク ト リ をサポート しています。 アダプタ
が、 関連付けられたユーザ インタフェース と対話するのを許可するには、 アダ
プタのプロパティ  ファ イルに以下のプロパティ を追加します。 nav.jsp プロパ
ティは、 Application View Console に表示されるツールバー項目に対応しており、
その他のプロパティは共有接続ファ ク ト リの表示ラベルと して使用されます。 共
通接続ファ ク ト リ を使用する場合、 必ず最新の  ADK および設計時インタフェー
スを使用して ください。

#nav.jsp#
nav_label_summary=Summary
nav_label_service=Add&nbsp;Service
nav_label_main=Home
nav_label_event=Add&nbsp;Event
nav_label_deploy=Deploy&nbsp;Application&nbsp;View
nav_label_define=Define&nbsp;Application&nbsp;View
nav_label_connection=Configure&nbsp;Connection
nav_label_admin=Administration
nav_label_select=Select&nbsp;Connection&nbsp;Type

# owned connection hdr #
connhdr_label_username=User Name:
connhdr_label_eisproductname=EIS Product Name:
conndhr_label_eisproductversion=EIS Product Version:

# referenced connection hdr #
connhdr_label_referenceConnectionCaption=Referenced Connection
connhdr_label_connection=Connection:
connhdr_label_adaptername=Name:
connhdr_label_adapterdesc=Description:
connhdr_label_adapterversion=Version:
connhdr_label_adapterlocaltrans=Supports local transactions

depappvw_label_sharedconnection=Shared Connection
depappvw_label_adaptername=Name:
depappvw_label_adaptervendor=Vendor:
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depappvw_label_adapterdesc=Description:
depappvw_label_adapterversion=Version:

WebLogic Integration 2.1 アダプタ との下位互換性をサポートするには、 アプ リ
ケーシ ョ ン統合エンジンがユーザ インタフェースを識別する必要があ り ます。
以下のよ う な変更を行い、 ユーザ インタフェースにバージ ョ ン番号をマーキン
グします。

アダプタの Web コンポーネン トの web.xml ファ イルに以下のエン ト リ を加えま
す。

<context-param>
<param-name>version</param-name>
<param-value>7.0</param-value>

</context-param>

<サーブレット >
<servlet-name>contextinfo</servlet-name>
<servlet-class>jsp_servlet.__contextinfo</servlet-class>

</servlet>

<servlet-mapping>
<servlet-name>contextinfo</servlet-name>
<url-pattern>contextinfo</url-pattern>

</servlet-mapping>

contextinfo JSP によ り、 アプ リ ケーシ ョ ン統合エンジンによるユーザ インタ
フェース フレームワークのバージ ョ ンの識別が可能になり ます。 この JSP は、
WebLogic Integration 7.0 を使用してアダプタを再コンパイルする と きに追加され
ます。

セキュリテ ィ制約とログイン コンフ ィグ
レーションにおける変更

アダプタの開発者は、 アダプタ  グループではな く  Administrators グループを使用
するよ う設計時ロールの制約を更新する必要があ り ます。 前のリ リースでは、
ユーザはアダプタ  グループに属している必要があ り ました。 リ リース  7.0 以降で
は、 ユーザは Administrators グループに属している必要があ り ます （「設計時 
GUI の開発」 のコード  リ ス ト  8-14 および コード  リ ス ト  8-15 のロール名を参照
して ください）。 この変更は、 デプロイ メ ン ト に、 ユーザが Administrators グ
ループに属するこ とが必須の MBeans へのアクセスが必要となるためです。
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要求データを必要としないサービスに対す

る DBMS サンプル アダプタの変更

WebLogic Integration 7.0 では、 要求データを必要と しないサービスに対し、
DBMS サンプル アダプタによ り、 空またはヌルの要求ドキュ メ ン ト定義が生成
されます。 たとえば、 where 文節にパラ メータを供給しないシンプルな SQL 
select文に基づくサービスは、 実行時に要求ドキュ メ ン ト の実行を必要と しま

せん。 このよ う なサービスは、 空またはヌルのドキュ メ ン ト定義に関連付けられ
ます。 これは、 DBMS サンプル アダプタの設計時 Web インタフェースの 
[Summary and Administration] ページの [要求はあ り ません ] ラベルに表示されま
す。

ApplicationView インスタンスで要求データを必要と しないサービスの名前で 
ApplicationView.getRequestDocumentDefinition() を呼び出すと、
isNull() メ ソ ッ ドが true を返す IDocumentDefinition インスタンスが返され
ます。 IDocumentDefinition インスタンスで getDocumentSchema()、
getDocumentSchemaName() または getRootElementName() を呼び出すと、 送
出時に IllegalStateException が発生します。

これらの変更は、 WebLogic Integration 7.0 の DBMS サンプル アダプタで定義さ
れたアプリ ケーシ ョ ン ビューにのみ反映されます。 この変更は、 既存のアプリ
ケーシ ョ ン ビューには影響はあ り ませんが、 サンプル アダプタの動作の変化を、
進行中の開発において考慮する必要があ り ます。

WebLogic Integration 7.0 での WebLogic 
Integration 2.1 アダプタの使用

WebLogic Integration 2.1 を使用して開発されたアダプタは、 コンポーネン ト の再
コンパイルを行わな く ても  WebLogic Integration 7.0 で使用できますが、 これら
のアダプタを WebLogic Integration 7.0 で使用する前に、 コンフ ィグレーシ ョ ン
を以下のよ うに変更する必要があ り ます。

� ク ラスパスに wlai-client.jar を追加する。
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� イベン ト  ルータをプライムする。

まず、 ク ラスパスに wlai-client.jar を追加します。 startWeblogic スク リプ
ト を編集して、 Windows システムの [ スター ト ] コマンドに以下のテキス ト を追
加します。

%WLI_HOME%\lib\wlai-client.jar

%JAVA_HOME%\bin\java -classic %DB_JVMARGS% -Xmx256m -classpath
%WLI_HOME\lib\wlai-client.jar;%SVRCP% 

UNIX システムの場合は、 以下のテキス ト を追加します。

$WLI_HOME\lib\wlai-client.jar

ク ラスパスを変更する他に、 WebLogic Integration 2.1 アプリ ケーシ ョ ン  ビュー
をデプロイする前に、 イベン ト  ルータをプラ イムする必要があ り ます。 これは、
WebLogic Integration 2.1 アダプタを WebLogic Integration 7.0 環境で実行する場
合にのみ、 そしてアプリ ケーシ ョ ン ビューをデプロイ メ ン トする前にのみ必要
です。 イベン ト  ルータをプラ イムするこ とで、 ルータは、 サーバとの通信が途
切れた場合に自身を再初期化します。

イベン ト  ルータをプライムするには、 イベン ト  ルータ  サーブレッ トにアクセス
する必要があ り ます。 イベン ト  ルータ  サーブレ ッ ト にアクセスするには、 デプ
ロイ されているイベン ト  ルータの URL を使用します。 イベン ト  ルータは、 アプ
リ ケーシ ョ ン統合エンジンと同じ物理マシン上で、 つま り別の WebLogic Server 
インスタンスに対してデプロイ されている場合があ り ます。 ローカルにデプロイ

されたイベン ト  ルータの URL は、 通常、 以下のよ う なパターンにな り ます。

http://localhost:7001/EventRouterContext/EventRouter

こ こで、 EventRouterContext は application.xml ファ イルで定義されたコン
テキス ト です。 たとえば、 DBMS サンプル アダプタのイベン ト  ルータのコン
フ ィ グレーシ ョ ン ページは以下のよ うにな り ます。

http://localhost:7001/DbmsEventRouter/EventRouter

イベン ト  ルータは、 ルータを  WAR ファ イルにコンパイルする こ とでスタンド
アロン モジュールと してデプロイ されている場合もあ り ます。 DBMS サンプル 
アダプタは、 eventrouter_war ターゲッ トに示すよ うに、 このメ ソ ッ ドを  
build.xml ファ イルで使用します。 以下は DBMS サンプル アダプタに対する  
build.xml ファ イルからの抜粋です。 こ こでルータがどのよ うに WAR ファ イル
にコンパイルされるかを示します。

<target name='eventrouter_war' depends='jar,eventrouter_jar'>
<delete dir='${SRC_DIR}/eventrouter/WEB-INF/lib'/>
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<war warfile='${LOCAL_LIB_DIR}/${EVENTROUTER_WAR_FILE}'
webxml='${SRC_DIR}/eventrouter/WEB-INF/web.xml'>
<fileset dir='.' includes='version_info.xml'/>
<fileset dir='${SRC_DIR}/eventrouter' 
excludes='WEB-INF/web.xml'/>
<lib dir='${LOCAL_LIB_DIR}'
includes='${JAR_FILE},${EVENTROUTER_JAR_FILE}'/>
<lib dir='${WLI_LIB_DIR}'
includes='adk.jar,adk-eventgenerator.jar,
wlai-eventrouter.jar,wlai-core.jar,wlai-client.jar'/>

</war>
</target>

この URL を使用してイベン ト  ルータ  サーブレッ トにアクセスする と、イベン ト  
ルータのコンフ ィ グレーシ ョ ンが表示されます。

このページで、 イベン ト  ルータのサーバをコンフ ィグレーシ ョ ンするこ とがで
きます。 イベン ト  ルータのサーバ情報を追加するには、

1. [Add] ラジオ ボタンを選択します。

2. サーバ名 （DNS または TCPIP） とポー ト を入力します。

3. ユーザ id とパスワードを入力します。

注意 : ユーザは必ず管理者特権を持つ必要があ り ます。

4. [Do it] をク リ ッ ク します。

5. [Save Changes] をク リ ッ ク します。 パラ メータの情報が変更され、 変更が保
存されたこ とを示す確認メ ッセージが表示されます。

初期化ファ イルで、 イベン ト  ルータが初期化されたこ と を確認できます。 この
ファ イルは、 通常、 _Servletcontextidname で始まる長い名前を持ちます。 こ
のファ イルは、 必要に応じていつでも安全に削除し、 再作成する こ とができま
す。
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D アダプタ設定ワークシート

この付録にあるワークシー ト を使用して、 開発対象のアダプタに関する重要な情
報を収集できます。 ワークシー トに記載された質問に回答していく こ とで、 アダ
プタの論理名や Java パッケージの基本名などコンポーネン ト の定義ができます。
また、 メ ッセージ バンドルをローカラ イズする必要のあるロケールも決定でき
ます。 これらの質問に回答する こ とで、 コーディングを開始する前にアダプタの
定義を容易に行う こ とができます。

注意 : GenerateAdapterTemplate ユーティ リ テ ィ を使用している場合、 この
ワークシー トの使用は特に重要です。 質問への答えが、 このユーティ リ
テ ィ を正し く稼動させるのに必須となるためです。
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アダプタ設定ワークシート

アダプタの開発を始める前に、 次の質問についてできる限りお答え ください。 先
頭にアスタ リ ス ク （*） の付いたすべての質問の回答は、
GenerateAdapterTemplate ユーティ リ テ ィの使用を予定している場合、 必ず必要
にな り ます。

1. * アダプタの開発に使用する  EIS の名前は何ですか ?

2. * 使用する  EIS のバージ ョ ンは何ですか ?

3. * 使用する  EIS のタイプ （DBMS または ERP など） は何ですか ?

4. * アダプタのベンダ名は何ですか ?

5. * 使用するアダプタのバージ ョ ンは何ですか ?

6. * アダプタの論理名は何ですか ?

7. アダプタで EIS 内部の機能を呼び出す必要があ り ますか ?

その必要がある場合、 アダプタはサービスをサポート しますか ?

8. 外部プログラムから  EIS の機能を呼び出せるよ うにするために、 EIS ではど
のよ う な メ カニズムや API を提供していますか ?

9. このメカニズムのために EIS にセッシ ョ ンや接続を設定するのに、 どのよ う
な情報が必要ですか ?

10.特定のサービスについて EIS で呼び出す機能を特定する と きに、 どのよ う な
情報が必要ですか ?

11. EIS では特定の機能に対する入出力の要件のために、 EIS をクエ リする こ と
ができますか ?

可能な場合、 サービスの入力要件を特定するのにどのよ う な情報が必要にな

り ますか ?

12.入力要件のう ち、 どの要件にも出て く る静的な情報は何ですか ? アダプタで
は、 このよ う な静的な情報を  InteractionSpec オブジェ ク ト にエンコーディ ン
グする必要があ り ます。
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13.入力要件のう ち、 各要件に対する動的な情報は何ですか ? アダプタには、 各
要件に対して、 このサービスで必要とする入力パラ メータを記述した  XML 
スキーマを提供する必要があ り ます。

14.サービスの出力要件を特定するのに必要な情報は何ですか ?

15. アダプタから呼び出せる機能のカタログを参照する メカニズムが EIS によっ
て提供されていますか ?提供されている場合は、 お使いのアダプタがサービ
スの参照をサポート している必要があ り ます。

16. EIS 内部での変更通知を受け取る必要があ り ますか ?必要がある場合は、 お
使いのアダプタがイベン ト をサポート している必要があ り ます。

17.外部プログラムから  EIS のイベン ト通知を受け取るために、 EIS ではどのよ
う な メ カニズムや API が提供されていますか ? この質問の回答によって、 プ
ル型とプッシュ型のいずれのメカニズムを開発すべきかを決める こ とができ
ます。

18. EIS では、 お使いのアダプタがサポートできるイベン ト を特定できますか ?

19. EIS では特定のイベン ト に対する メ タデータをクエ リできますか ?

20.お使いのアダプタでサポート可能な （言語および国によって定義される） ロ
ケールは何ですか ?
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E DBMS サンプル アダプタを使用し

たアダプタ開発方法の学習

この章の内容は以下のとおりです。

� DBMS サンプル アダプタの概要

� DBMS サンプル アダプタの仕組み

� DBMS サンプル アダプタの開発工程

� DBMS サンプル アダプタの設計時 GUI の開発工程

DBMS サンプル アダプタの概要

DBMS サンプル アダプタは JSP ベースの GUI を含む J2EE 準拠のアダプタです。
これは、WebLogic Integration ADK を使用してアダプタがどのよ うに構築される
かを示す具体例を提供します。 リ レーシ ョナル データベースは、 アダプタのプ
ロバイダが個々の EIS について学習する時間を省き、 アダプタ と  ADK に集中で
きるよ う、 アダプタの EIS と して使用されます。

DBMS サンプル アダプタは、 独自のアダプタを設計、 開発するために必要なタ
スクの理解をサポートする こ と を目的と しています。 プロダクシ ョ ン環境での使
用向けではなく、 そのよ う な環境ではサポート されていません。 アダプタは、 プ
ロダクシ ョ ン向けに準備の整ったアダプタ と してではなく、 例と して機能するも
のであるため、 すべての機能が含まれているわけではなく、 以下のよ う な制限が
あ り ます。 このアダプタは、 複雑なクエ リやス ト アド  プロシージャの実行はで
きません。

DBMS サンプル アダプタは、 開発者やビジネス  アナリ ス トが ADK を使用して
アダプタを構築する場合のさまざまな可能性について理解できるよ うサポート し
ます。 ビジネス  アナリ ス トの方は、 E-2ページの 「DBMS サンプル アダプタの
仕組み」 で説明するよ うに、 インタフェースの操作を通じてアプリ ケーシ ョ ン  
ビュー、 サービスおよびイベン トについて理解できます。
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アダプタ開発者は、 J2EE 準拠のアダプタを構築するための ADK ク ラスの拡張
および使用方法の学習から始めるこ とをお勧めします。 手順は、 以下を参照して
ください。

� E-25ページの 「DBMS サンプル アダプタの開発工程」

� E-44ページの 「DBMS サンプル アダプタの設計時 GUI の開発工程」

� DBMS サンプル アダプタ  コード

� DBMS サンプル アダプタ  Javadoc

DBMS サンプル アダプタは以下の要件を満たしています。

� エンドユーザが GUI を使用して、 Pointbase、 Oracle、 SQLServer、 または 
Sybase データベースに接続できるこ と。

� ADK のク ラスおよびツールを使用するこ と。

� ユーザがイベン トおよびサービスに基づいてアプリ ケーシ ョ ン ビューを作成
できるこ と。

� ユーザがイベン トおよびサービスをテス ト できるこ と。

� GUI からベース となるデータベースのカタログ、 スキーマ、 テーブル、 およ
びカラムを参照できるこ と。

� データベース （EIS） で、 選択、 挿入、 削除、 および更新サービスの作成が
サポート されるこ と。

DBMS サンプル アダプタの仕組み

この節では、 DBMS サンプル アダプタの仕組みについて説明します。 ビジネス  
アナリ ス トの方はインタフェースの操作を通じてアダプタの仕組みを理解できま
す。 この節の例ではベース となるデータベースに顧客を挿入といったサービスを
作成する方法について説明します。 次に、 イベン ト がどのよ うに生成されてアク
シ ョ ンの実行が通知されるのかを示します。

この節の内容は以下のとおりです。

� 始める前に

� DBMS サンプル アダプタへのアクセス
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� DBMS サンプル アダプタ  ツアー

始める前に

DBMS サンプル アダプタにアクセスする前に、 以下のタスクを完了して くださ
い。

� WebLogic Integration をインス トールします。 手順については、 『WebLogic 
Platform インス トール ガイ ド』 を参照して ください。

� ADK Ant ベースの作成プロセスの設定。 手順については、 6-10ページの 「手

順 2c : ビルド  プロセスの設定」 を参照して ください。

� 設計時 GUI がアクセス可能になるよ う  DBMS アダプタをデプロイ。 詳細に
ついては、 『WebLogic Platform インス トール ガイ ド 』 を参照して ください。

DBMS サンプル アダプタへのアクセス

DBMS サンプル アダプタにアクセスする手順は次のとおりです。

1. 新しいブラウザ ウ ィ ン ド ウを開きます。

2. 該当するシステムの  Application View Management Console の URL を入力し
ます。

http://HOSTNAME:7001/wlai

図 E-1 に示すよ うに、 [Application View Console - Logon] 画面が表示されま
す。

DBMS サンプル アダプタ  ツアー

こ こでは DBMS サンプル アダプタの操作方法について簡単に説明します。 ま
ず、 ブラウザで DBMS サンプル アダプタの [Application View Console - Logon] 
ページを開きます。 手順については、 E-3ページの 「DBMS サンプル アダプタ
へのアクセス」 を参照して ください。
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図 E-1   [Application View Console - Logon]

1. Application View Management Console にログオンするには、WebLogic Server 
のユーザ名とパスワードを入力し、 [Login] をク リ ッ ク します。 [Application 
View Management Console] が表示されます。
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図 E-2   [Application View Management Console]

2. [Add Application View] をク リ ッ ク します。 [Define New Application View] 画
面が表示されます。 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューを作成する場合、 アプ リ ケー
シ ョ ン ビューと  DBMS サンプル アダプタを関連付けるための説明を指定し
ます。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューおよびその定義に関する詳細については、
『Application Integration ユーザーズ ガイ ド 』 の 「アプ リ ケーシ ョ ン ビューの
定義」 を参照して ください。
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図 E-3   [Define New Application View] ページ

3. アプリ ケーシ ョ ン ビューを定義する手順は次のとおりです。

a. [Application View Name] フ ィールドに AppViewTest と入力します。

入力する名前は、 このアプリ ケーシ ョ ンが実行する一連の機能を表すも

のにする必要があ り ます。 また、 アダプタに対してユニークなアプ リ
ケーシ ョ ン  ビュー名にする必要があ り ます。 ピ リオド （.）、 ハッシュ  
マーク （#）、 バッ クスラ ッシュ (\)、 プラス記号 （+）、 アンパサンド
（&）、 カンマ （,）、 アポス ト ロフ ィ （’）、 二重引用符 （”） およびスペース

は無効です。

b. [Description] フ ィールドにアプリ ケーシ ョ ン  ビューの簡単な説明を入力
します。

c. [Associated Adapters] リ ス ト から このアプリ ケーシ ョ ン  ビューを作成する
際に使用する  DBMS サンプル アダプタを選択します。

d. [OK] をク リ ッ ク します。 [Select Existing Connection] 画面が表示されま
す。
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図 E-4   [Select Existing Connection] ページ

[Select Existing Connection] ページでは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューに関連付
ける接続ファ ク ト リのタイプを選択できます。

� 新しい接続ファ ク ト リ を作成するには、 [New Connection] ラジオ ボタン
を選択します。

� 他のアプリ ケーシ ョ ン  ビューと接続ファ ク ト リ を共有する場合は、 既存
の接続ファ ク ト リのラジオ ボタンを選択します。 既存の接続ファ ク ト リ
の横の [Reference] リ ンクをク リ ッ ク して、 既存の接続ファ ク ト リ を使用
してデプロイ されているアプリ ケーシ ョ ン  ビューの名前を表示します。
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図 E-5   [Connection Factory Reference] ページ

[Connection Factory Selection] ページから、 [Select Connection] または 
[Connection Configuration] ページをいつでも表示できます。 アプ リ ケーシ ョ
ン ビューをデプロイする前であれば、 新しい接続ファ ク ト リ と既存の接続
ファ ク ト リ を切り替える こ とができます。

4. [Continue] をク リ ッ ク します。 新しい接続ファ ク ト リの作成を選択した場合、
[Configure Connection Parameters] ページが表示されます。 既存の接続ファ ク
ト リの使用を選択した場合、 [Application View Administration] ページが表示
されます。 （[Application View Administration] ページの詳細については、 手
順 5. を参照して ください。）
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図 E-6   [Configure Connection Parameters] ページ

5. [Configure Connection Parameter] 画面では、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューと対象
の EIS との対話を可能にするネッ ト ワーク関連情報を入力します。 これを入
力する必要があるのは、 各アプ リ ケーシ ョ ン  ビューで 1 度だけです。

a. WebLogic Server の ユーザ名とパスワードを入力します。

b. [Data Source Name (JNDI)] フ ィールドに WLAI_DataSource と入力します。

c. [Continue] をク リ ッ ク します。 [Application View Administration] ページが
表示されます。

[Application View Administration] ページに、 接続条件の概要が示されま
す。 イベン トおよびサービスを定義したと きに、 スキーマを表示してこ

のページから イベン トやサービスを概略化した り削除した りできます。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューの作成が完了した際、 サービスをアプ リ ケーシ ョ ン  
ビューに追加できます。
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図 E-7   [Application View Administration for AppViewTest] ページ

6. 新しいアプリ ケーシ ョ ン ビューにサービスを追加するには、 サービスの名
前、 説明および SQL 文を設定する必要があ り ます。

参照リ ンクを使用して  DBMS サンプル アダプタ  データベース  スキーマと
テーブルを参照し、 データベース  テーブル CUSTOMER_TABLE を指定しま
す。

サービスを追加する手順は次のとおりです。

a. [Application View Administration] ページで [Service] グループ内の [Add] を
ク リ ッ ク します。 [Add Service] ページが表示されます。
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図 E-8   [Add Service] ページ

b. [Unique Service Name] フ ィールドに InsertCustomer と入力します。

c. [Description] フ ィールドに、 サービスの説明を入力します。

d. [Browse DBMS] をク リ ッ ク して、 データベースのテーブルおよびカラム
構成を表示します。 複雑なクエ リ を記述する場合、 [Browse] ウ ィ ン ドウ
を開いたままで、 後でテーブルやカラム名を切 り取ってクエ リに貼り付
ける こ とができます。
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図 E-9   [Browse DBMS] ページ

e. [DBMS Schemas for Catalog] ページで、 [APP] をク リ ッ ク します。

図 E-10   [Browse DBMS Table Types] ページ

f. [DBMS Table Types] ページで [TABLE] をク リ ッ ク します。
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図 E-11   [DBMS Browse Tables] ページ

g. [Tables For: .APP] ページで [CUSTOMER_TABLE] をク リ ッ ク します。
[Browse] ウ ィ ンド ウにカラムの名前と タイプが表示されます。
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図 E-12   [Browse DBMS for Table] ページ

h. [Close Window] をク リ ッ ク してウ ィ ンド ウを閉じ、 [Add Service] ページ
に戻 り ます。

このウ ィン ド ウはアダプタで使用できる機能を紹介するためにツアーの
中に組み込まれています。 この演習ではテキス ト を選択する必要はあ り
ません。

i. [Service] ページで以下の情報を  [SQL Statement] フ ィールドに入力しま
す。

Insert into APP.CUSTOMER_TABLE (FIRSTNAME, LASTNAME, DOB) 
VALUES ([FIRSTNAME VARCHAR], [LASTNAME VARCHAR], [DOB 

DATE]) 

j. [Add] をク リ ッ ク します。 [Application View Administration] ページが表示
されます。

サービスの追加に関する詳細については、 『Application Integration ユー
ザーズ ガイ ド』 の 「アプ リ ケーシ ョ ン ビューの定義」 を参照して くださ
い。
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7. 該当するアプリ ケーシ ョ ン  ビューにイベン ト を追加します。 追加するには、
イベン トにユニークな名前と説明を指定する必要があ り ます。 次に、 イベン
トの ト リガを追加するデータベース  テーブルを指定します。 また、 追加する
イベン トが挿入、 更新、 削除のどれであるかも指定する必要があ り ます。

[Browse DBMS] リ ンクを使用して、 DBMS データベース  スキーマとテーブ
ルを参照し、 データベース  テーブルを指定します。 これによ り、 選択した
テーブル名をフ ィールドに自動的に入力できます。

イベン ト を追加する手順は次のとおりです。

a. [Application View Administration] ページで [Event] グループ内の [Add] を
ク リ ッ ク します。 [Add Event] ページが表示されます。

図 E-13   [] ページ

b. [Unique Event Name] フ ィールドに CustomerInserted と入力します。

c. [Description] フ ィールドにイベン トの説明を入力します。

d. [Browse DBMS] リ ンクをク リ ッ ク して、 データベースのテーブルおよび
カラム構成を表示します。
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図 E-14   [Browse DBMS Tables] ページ

e. [CUSTOMER TABLE] オプシ ョ ンを選択します。 [Fill] をク リ ッ クする と
選択したテーブル名が自動的に入力されます。
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図 E-15   [Add Event] ページ

f. [Insert Event] オプシ ョ ンを選択します。

g. [Add] をク リ ッ ク します。 [Application View Administration] ページが表示
されます。
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図 E-16   [Application View Administration for AppViewTest] ページ

8. アプリ ケーシ ョ ン ビューをデプロイするための準備を行います。
[Application View Administration] ページには 1 つの格納場所が表示されま
す。 こ こで、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューを保存またはデプロイする前にコンテ
ンツを確認できます。 このページで、 次のこ とを行う こ とができます。

� アプリ ケーシ ョ ン ビューの説明の確認または編集

� アプリ ケーシ ョ ン ビューの接続条件の確認または再コンフ ィ グレーシ ョ
ン

� サービスおよびイベン ト の削除

� アプリ ケーシ ョ ン ビューの保存またはサーバへのアプリ ケーシ ョ ン  
ビューのデプロイ

アプ リ ケーシ ョ ン ビューのパラ メータを確認し、 [Continue] をク リ ッ ク しま
す。 [Deploy Application View to Server] ページが表示されます。

9. アプリ ケーシ ョ ン ビューをデプロイします。 デプロイするには、 enable 
asynchronous service invocation、 イベン ト  ルータ  URL および接続プールパ
ラ メータを含むいくつかのパラ メータを定義する必要があ り ます。
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図 E-17   [Display Application View to Server] ページ

アプ リ ケーシ ョ ン ビューをデプロイする手順は次のとおりです。

a. [Enable Asynchronous Service Invocation] チェ ッ ク  ボッ クスを必ず選択し
ます。

b. [Event Router URL] フ ィールドに次のよ うに  URL を入力します。

http://localhost:7001/DbmsEventRouter/EventRouter

c. [Connection Pool Parameters] では、 デフォル ト値をそのまま使用します。

[Minimum Pool Size] － 1

[Maximum Pool Size] － 10

[Target Fraction of Maximum Pool Size] － 0.7

[Allow Pool to Shrink] （選択）
アダプタの開発 E-19



E DBMS サンプル アダプタを使用したアダプタ開発方法の学習
d. [Log Configuration] フ ィールドで [Log warnings, errors, and audit messages] 
を選択します。

e. [Deploy persistently?] を必ずチェ ッ ク します。

f. [Restrict Access] リ ンクをク リ ッ ク します。 [Application View Security] 画
面が表示されます。

10.アプリ ケーシ ョ ン ビューのパー ミ ッシ ョ ンを設定します。 あらゆるユーザま
たはグループに対して、 読み込みおよび書き込みアクセスを許可または無効
にできます。

図 E-18   [Application View Security] ページ

アプリ ケーシ ョ ン ビューのパー ミ ッシ ョ ンを設定する手順は次のとおりで
す。

a. [Choose an Action] で [Revoke] オプシ ョ ンを選択します。

b. [Specify a User or Group] に Jdoe と入力します。

c. [Permission] で [Write (Deploy/Undeploy/Edit App View)] オプシ ョ ンを選択
します。

d. [Done] をク リ ッ ク します。 [Deploy Application View] 画面が表示されま
す。
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e. [Deploy] をク リ ッ ク します。

11. アプ リ ケーシ ョ ン ビューのデプロイが完了する と、 デプロイ されたアプ リ
ケーシ ョ ン ビューに関するすべての情報が [Summary for Application View] 
ページに表示されます。 このページではスキーマ、 イベン ト概要、 サービス

概要の表示、 サービス と イベン ト のテス ト 、 およびアプリ ケーシ ョ ン  ビュー
のアンデプロイを実行できます。

図 E-19   [Summary for Application View] ページ

12. イベン ト をテス ト します。 アプ リ ケーシ ョ ン ビューが正常に機能するかを確
認するため、 アプ リ ケーシ ョ ン  ビューのイベン トおよびサービスをテス ト で
きます。 イベン ト をテス トするには、 サービスを呼び出すか、 手動でイベン
ト を作成します。 また、 アプ リ ケーシ ョ ンがイベン ト を受け取るまでの待機
時間を指定する こ と もできます。

a. [Event] グループの [CustomerInserted] ライン上で [Test] をク リ ッ ク しま
す。 [Test Event] 画面が表示されます。
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図 E-20   [Test Event] ページ

b. [Test Event] ページで [Service] オプシ ョ ンを選択し、 次にサービス  メ
ニューから  [InsertCustomer] を選択します。

c. [How long should we wait to receive the event?] フ ィールドに 6000 と入力し
ます。

d. [Test] をク リ ッ ク します。 [Test Service] 画面が表示されます。
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図 E-21   [Test Service] ページ

e. [FIRSTNAME] フ ィールドに、 名前を入力します。

f. [LASTNAME] フ ィールドに、 苗字を入力します。

g. [DOB] フ ィールドに、 生年月日を入力します。 [DOB] フ ィールドの右側
に表示されるフォーマッ ト に従ってください。

h. [Test] をク リ ッ ク します。 [Test Result] ページが表示されます。 このペー
ジに、 生成したイベン ト、 およびアプリ ケーシ ョ ン  サーバによって生成
された応答を表す XML ドキュ メ ン トのコンテンツが表示されます。
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図 E-22   [Test Result] ページ
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DBMS サンプル アダプタの開発工程

この節では DBMS サンプル アダプタを開発する際に使用するインタフェースに
ついて説明します。ADK では Java コネク タ  アーキテクチャに準拠したアダプタ
に必要な実装の多くがあ り ますが、 EIS およびその環境を定義するまで完全に実
装されないインタフェースもあ り ます。 このため、 ADK で提供される抽象ク ラ
スの具象実装と して、 DBMS サンプル アダプタが作成されました。

DBMS サンプル アダプタの作成手順は以下のとおりです。

� 手順 1 : DBMS サンプル アダプタについて

� 手順 2 : 環境の定義

� 手順 3 : Server Provider Interface パッケージの実装

� 手順 4 : Common Client Interface パッケージの実装

� 手順 5 : イベン ト  パッケージの実装

� 手順 6 : DBMS サンプル アダプタのデプロイ

手順 1 : DBMS サンプル アダプタについて

ADK で提供される実装が DBMS サンプル アダプタでどのよ うに使用されるか
については、 Javadoc およびこの節で後述する メ ソ ッ ドのコードを参照して くだ
さい。

� Javadoc については、 以下を参照して ください。

WLI_HOME/adapters/dbms/docs/api/index.html

� このパッケージのコード  リ ス トについては、 以下を参照して ください。

WLI_HOME/adapters/dbms/src/com/bea/adapter/dbms/spi

注意 : WLI_HOME は、 WebLogic Integration がインス トールされている ド ライブ
またはディ レク ト リです。
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手順 2 : 環境の定義

アダプタの開発者は、 コーディ ングを開始する前に、 アダプタ設定ワークシー ト
（附録 D 「アダプタ設定ワークシー ト 」 を参照） を使用して、 開発対象のアダプ

タに関する重要情報を確認および収集できます。 DBMS サンプル アダプタの場
合、 ワークシートの質問に対する答えは以下のよ うにな り ます。

注意 : 先頭にアスタ リ ス ク （*） が付いた質問は、 Generate Adapter Template 
ユーテ ィ リ テ ィ を使用する必要があ り ます。

1. * アダプタの開発に使用する  EIS の名前は何ですか ?

PointBase、 SQLServer、 Oracle、 または Sybase データベース。

2. * 使用する  EIS のバージ ョ ンは何ですか ?

PointBase 4.0、 MSSQLServer 7.0、 Oracle 8.1.6 または Sybase 11.9.2。

3. * 使用する  EIS のタイプ （DBMS または ERP など） は何ですか ?

DBMS です。

4. * アダプタのベンダ名は何ですか ?

BEA です。

5. * アダプタのバージ ョ ン番号は何ですか ?

あ り ません (サンプル用 )。

6. * アダプタの論理名は何ですか ?

BEA_WLS_DBMS_ADK です。

7. アダプタで EIS 内部の機能を呼び出す必要があ り ますか ?

はい。

その必要がある場合、 アダプタはサービスをサポート します。

はい。

8. 外部プログラムから  EIS の機能を呼び出せるよ うにするために、 EIS ではど
のよ う な メ カニズムまたは API を提供していますか ?

JDBC
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9. このメ カニズムで EIS に対するセッシ ョ ンまたは接続を設定するのにどのよ
う な情報が必要ですか ?

データベース  URL、 ド ラ イバ ク ラス、 ユーザ名、 パスワードが必要です。

10.特定のサービスについて  EIS で呼び出す機能を特定する と きに、 どのよ う な
情報が必要ですか ?

機能名、 executeUpdate、 executeQuery が必要です。

11. EIS では特定の機能に対する入出力の要件のために、 EIS をクエ リする こ と
ができますか ? 

はい。 データ構造を参照できます。

可能な場合、 サービスの入力要件を特定するのにどのよ う な情報が必要にな

り ますか ?

SQL です。

12.入力要件のう ち、 どの要件にも出てく る静的な情報は何ですか ? アダプタで
は、 このよ う な静的な情報を  InteractionSpec オブジェク ト にエンコーディン
グする必要にあ り ます。

SQL です。

13.入力要件のう ち、 各要件に対する動的な情報は何ですか ?お使いのアダプタ
はサービスに必要な入力パラ メータを示す XML スキーマを要求ごとに指定
する必要があ り ます。

サービスの SQL 式によ り、 入力要件は異な り ます。

14.サービスの出力要件を特定するのに必要な情報は何ですか ?

なし

15. EIS ではアダプタから呼び出せる機能のカタログを参照する メ カニズムがあ
り ますか ? その場合、 アダプタでサービスをサポート します。

はい。

16. EIS の内部で起きる変更に対する通知を受け取る必要があ り ますか ? その必
要がある場合、 アダプタはイベン ト をサポート します。

はい。
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17.外部プログラムから  EIS のイベン ト通知を受け取るために、 EIS ではどのよ
う な メカニズムまたは API が提供されていますか ? この質問の回答によっ
て、 プル型とプッシュ型のいずれのメ カニズムを開発すべきかを決めるこ と

ができます。

なし。 DBMS サンプル アダプタは、 プル メ カニズムを使用して、 WebLogic 
Integration イベン ト  ジェネレータ  上に構築されています。

18. EIS では、 お使いのアダプタがサポートできるイベン ト を特定できますか ?

はい。

19. EIS では特定のイベン ト に対する メ タデータをクエ リできますか ?

はい。

20.お使いのアダプタでサポート可能な （言語および国によって定義される） ロ
ケールは何ですか ?

複数のロケールのサポートが必要です。

手順 3 : Server Provider Interface パッケージの実
装 

DBMS サンプル アダプタの Server Provider Interface (SPI) を実装し、 J2EE 準拠
の SPI 要件を満たすため、 ADK のク ラスが拡張され、 以下の具象ク ラスが作成
されました。

表 E-1  SPI クラスの拡張

具象クラス 拡張された ADK クラス

ManagedConnectionFactoryImpl AbstractManagedConnectionFactory

ManagedConnectionImpl AbstractManagedConnection

ConnectionMetaDataImpl AbstractConnectionMetaData

LocalTransactionImpl AbstractLocalTransaction
E-28 アダプタの開発



DBMS サンプル アダプタの開発工程
これらのク ラスによ り、 EIS への接続性が提供されるため、 イベン ト  リ ス トや要
求送信用のフレームワークの構築、 および ト ランザクシ ョ ンの境界設定を行い、
該当する  EIS を管理できます。

ManagedConnectionFactoryImpl

DBMS サンプル アダプタ用の SPI を実装するためにまず 
ManagedConnectionFactory インタフェースを実装しました。
ManagedConnectionFactory は ManagedConnection インスタンスの照合および
作成メ ソ ッ ドを提供し、 接続プーリ ングをサポート します。

基本実装

ADK で提供される  com.bea.adapter.spi.AbstractManagedConnection 
Factory は、 Java コネク タ  アーキテクチャ  インタフェース  
javax.resource.spi.ManagedConnectionFactory を実装したものです。
DBMS サンプル アダプタでは 
com.bea.adapter.dbms.spi.ManagedConnectionFactoryImpl でこのク ラス

が拡張されています。 コード  リ ス ト  E-1 は ManagedConnectionFactoryImpl の
派生ツ リーを示しています。

コード リスト  E-1   com.bea.adapter.dbms.spi.ManagedConnectionFacto
ryImpl

javax.resource.spi.ManagedConnectionFactory
  |
  |-->com.bea.adapter.spi.AbstractManagedConnectionFactory
       |
       |-->com.bea.adapter.dbms.spi.ManagedConnectionFactoryImpl

開発者のコメン ト

ManagedConnectionFactory は Java コネク タ  アーキテクチャ  SPI パッケージの
中心ク ラスです。 ADK の AbstractManagedConnectionFactory は Sun 
MicroSystems のインタフェースで宣言されている メ ソ ッ ドに必要な実装の多く
を提供しています。 この ADK の AbstractManagedConnectionFactory を  
DBMS サンプル アダプタ向けに拡張するため、 キーメ ソ ッ ドである  
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createConnectionFactory() および createManagedConnection() が実装され
ました。 また、 equals()、 hashcode()、 checkState() のオーバーライ ド も記
述され、 DBMS サンプル アダプタによってデータベース固有の動作もサポート
されるよ うにな り ました。

スーパーク ラスが認識できないプライベート属性があ り ます。 アダプタを作成す
る際、 そのよ う な属性に対してセッター / ゲッター メ ソ ッ ドを指定する必要があ
り ます。 抽象メ ソ ッ ドの createConnectionFactory() が実装されているため、
入力パラ メータを使用して EIS 固有の ConnectionFactory を提供できます。

また、 createManagedConnection() は、 ク ラスの主要なファ ク ト リ  メ ソ ッ ドで
す。 このメ ソ ッ ドによ り、 アダプタが正し く コンフ ィ グレーシ ョ ンされているか
ど う かが最初にチェ ッ ク されます。 次に、 スーパーク ラスのメ ソ ッ ドが実装さ
れ、 接続およびパスワード資格オブジェ ク トが取得されます。 この処理が正常に
実行される と、 物理データベース接続が開始され、 インスタン ト化の後、 物理接
続に割 り当てられている  ManagedConnectionImpl (ManagedConnection の 
DBMS サンプル アダプタ実装 ) が返されます。

その他のメ ソ ッ ドは、 メンバー属性用のゲッター / セッ ター メ ソ ッ ドです。

ManagedConnectionImpl

ManagedConnection インスタンスは管理環境のベースになる  EIS への物理接続
を表します。 ManagedConnection オブジェ ク トは、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバに
よってプールされます。 詳細については、 6-34ページの 「ManagedConnection」
で、 ADK による  AbstractManagedConnection インスタンスの実装方法に関す
る箇所を参照して ください。

基本実装

ADK で提供される  com.bea.adapter.spi.AbstractManagedConnection は、
J2EE インタフェース  javax.resource.spi.ManagedConnection を実装したも
のです。 DBMS サンプル アダプタでは com.bea.adapter.dbms. 
spi.ManagedConnectionImpl でこのク ラスが拡張されています。 コード  リ ス
ト  E-2 は ManagedConnectionImpl の派生ツ リーを示しています。
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コード リスト  E-2   com.bea.adapter.dbms.spi.ManagedConnectionImpl

javax.resource.spi.ManagedConnection
  |
  |-->com.bea.adapter.spi.AbstractManagedConnection
       |
       |-->com.bea.adapter.dbms.spi.ManagedConnectionImpl

開発者のコメン ト

ManagedConnection は Java コネク タ  アーキテクチャ  SPI 仕様の重要箇所である
ため、 このク ラスの詳細は Javadoc コ メ ン ト内に記載されています。 以下のメ
ソ ッ ドの実装を重点的に参照して ください。

� java.lang.object.getConnection(javax.security.auth.Subject 
subject, javax.resource.spi.ConnectionRequestInfo 
connectionRequestInfo)

� protected void destroyPhysicalConnection(java.lang.Object 
objPhysicalConnection)

� protected void destroyConnectionHandle(java.lang.Object 
objHandle)

� boolean compareCredentials(javax.security.auth.Subject subject, 
javax.resource.spi.ConnectionRequestInfo info)

ping() メ ソ ッ ドを使用する と、 物理データベース接続 （cci 以外の 
Connection） が有効かど うかチェ ッ クできます。 例外が発生する と、 ping() に
よって、 例外のタイプが詳し くチェ ッ ク されるため、 接続が必要以上に切断され
るこ とはあ り ません。

その他のメ ソ ッ ドは、 EIS 固有のメ ソ ッ ド、 または単にセッター / ゲッ ターを必
要とする メ ソ ッ ドです。

ConnectionMetaDataImpl

ManagedConnectionMetaData インタフェースは、 ManagedConnection インス
タンスに関連付けられている基本となる  EIS インスタンスに関する情報を提供し
ます。 アプ リ ケーシ ョ ンサーバでは、 この情報に基づいて、 接続対象の EIS イン
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スタンスに関する実行時情報が取得されます。 詳細については 6-34 ページの
「ManagedConnection」 で、 ADK による  AbstractConnectionMetaData インス
タンスの実装方法に関する説明を参照して ください。

基本実装

ADK で提供される  com.bea.adapter.spi.AbstractConnectionMetaData は 
J2EE インタフェース  javax.resource.spi.ManagedConnection MetaData を
実装したものです。 DBMS サンプル アダプタでは、 com.bea. 

adapter.dbms.spi.ConnectionMetaDataImpl で、 このク ラスが拡張されてい
ます。 コード  リ ス ト  E-3 は ConnectionMetaDataImpl の派生ツ リーを示してい
ます。

コード リスト  E-3   com.bea.adapter.dbms.spi.ConnectionMetaDataImpl

javax.resource.spi.ManagedConnectionMetaData
  |
  |-->com.bea.adapter.spi.AbstractConnectionMetaData
       |
       |-->com.bea.adapter.dbms.spi.ConnectionMetaDataImpl

開発者のコメン ト

ADK の AbstractConnectionMetaData は以下のク ラスを実装しています。

� javax.resource.cci.ConnectionMetaData

� javax.resource.spi.ManagedConnectionMetaData

ConnectionMetaData ク ラスの実装には、 DatabaseMetaData オブジェ ク トが使
用されます。 ADK の抽象的実装が使用されたため、 このク ラスに抽象メ ソ ッ ド
を実装する場合 EIS 固有の情報を指定する必要があ り ます。
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LocalTransactionImpl

LocalTransaction インタフェースは、 EIS リ ソース  マネージャの内部で管理さ
れている ト ランザクシ ョ ンのサポート を提供します （つま り、 外部 ト ランザク
シ ョ ン マネージャを必要と しない ト ランザクシ ョ ン）。 詳細については、 6-37
ページの 「LocalTransaction」 で、 ADK による  AbstractLocalTransaction イ
ンスタンスの実装方法に関する説明を参照して ください。

基本実装

ADK で提供される  com.bea.adapter.spi.AbstractLocalTransaction は 
J2EE インタフェース javax.resource.spi.LocalTransaction を実装したもの
です。 DBMS サンプル アダプタでは、 com.bea.adapter.dbms. 

spi.LocalTransactionImpl でこのク ラスが拡張されています。 コード  リ ス ト  
E-4 は LocalTransactionImpl の派生ツ リーを示しています。

コード リスト  E-4   com.bea.adapter.dbms.spi.LocalTransactionImpl

javax.resource.spi.LocalTransaction
  |
  |-->com.bea.adapter.spi.AbstractLocalTransaction
       |
       |-->com.bea.adapter.dbms.spi.LocalTransactionImpl

開発者のコメン ト

このク ラスでは、 ロギングおよびイベン ト通知を提供する  ADK の抽象スーパク
ラスが使用されます。 このスーパーク ラスは、 Sun が提供する  CCI と  SPI 
LocalTransaction インタフェースの両方を実装しています。 DBMS サンプル アダ
プタの具象ク ラスは、 以下に示すスーパーク ラスの 3 つの抽象メ ソ ッ ドを実装し
ています。

� doBeginTx()

� doCommitTx()

� doRollbackTx()
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手順 4 : Common Client Interface パッケージの実
装

DBMS サンプル アダプタの Common Client Interface (CCI) を実装し、 J2EE 準拠
の CCI 要件を満たすため、 ADK のク ラスが拡張され、 以下の具象ク ラスが作成
されました。

これらのク ラスによ り、 バッ クエンド  システムにアクセスできます。 ク ライア
ン ト  インタフェースは、 EIS との対話における要求および応答レコードのフォー
マッ ト を指定します。

注意 : Java コネク タ  アーキテクチャ  1.0 の仕様では CCI の実装は省略可能に
なっていますが、 将来的には必須になる予定です。 参考と して DBMS サ
ンプル アダプタは詳細な実装例を提供しています。

ConnectionImpl

Connection は、 ク ライアン トが基盤となる物理接続にアクセスする と きに使用
する、 アプ リ ケーシ ョ ンレベルのハンドルを表します。 Connection インスタン
スに割 り当てられる実際の物理接続は ManagedConnection インスタンスで表さ
れます。 詳細については 6-39 ページの 「Connection」 で ADK による  
AbstractConnection インスタンスの実装方法に関する説明を参照して くださ
い。

表 E-2  CCI クラスの拡張

具象クラス 拡張された ADK クラス

ConnectionImpl AbstractConnection

InteractionImpl AbstractInteraction

InteractionSpecImpl InteractionSpecImpl
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基本実装

ADK で提供される  com.bea.adapter.cci.AbstractConnection は、 J2EE イ
ンタフェース  javax.resource.cci.Connection を実装したものです。 DBMS 
サンプル アダプタでは com.bea.adapter.dbms.cci.ConnectionImplでこのク
ラスが拡張されています。 コード  リ ス ト  E-5 は ConnectionImpl の派生ツ リー
を示しています。

コード リスト  E-5   com.bea.adapter.dbms.cci.ConnectionImpl

javax.resource.cci.Connection
  |
  |-->com.bea.adapter.cci.AbstractConnection
       |
       |-->com.bea.adapter.dbms.cci.ConnectionImpl

開発者のコメン ト

ConnectionImpl ク ラスは javax.resource.cci.Connection interface の 
DBMS サンプル アダプタの具体的な実装です。 このク ラスによ り  ADK の 
AbstractConnection ク ラスが拡張されます。 接続インスタンスに割 り当てられる
実際の物理接続は ManagedConnection インスタンスで表されます。

ク ライアン トでは、 ConnectionFactory インスタンス上で getConnection() 
メ ソ ッ ドを使用して接続インスタンスが取得されます。 接続はゼロまたは 1 つ以
上の対話インスタンス と関連付けるこ とができます。 この具象ク ラスが単純であ
るため、 ADK の基本ク ラスの拡張が可能にな り ます。

InteractionImpl

Interaction インスタンスによ り、 コンポーネン ト から  EIS 機能を実行できま
す。 対話インスタンスが接続に基づいて作成され、 Connection インスタンス と
の関係が維持されます。 詳細については 6-40ページの 「Interaction」 で、 ADK 
による  AbstractInteraction インスタンスの実装方法に関する説明を参照して
ください。
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基本実装

ADK で提供する  com.bea.adapter.cci.AbstractInteraction は J2EE インタ
フェース javax.resource.cci.Interaction を実装したものです。 DBMS サン
プル アダプタでは com.bea.adapter.dbms.cci. InteractionImpl でこのク ラ
スが拡張されています。 コード  リ ス ト  E-6 は InteractionImpl の派生ツ リーを
示しています。

コード リスト  E-6   com.bea.adapter.dbms.cci.InteractionImpl

javax.resource.cci.Interaction
  |
  |-->com.bea.adapter.cci.AbstractInteraction
       |
       |-->com.bea.adapter.dbms.cci.InteractionImpl

開発者のコメン ト

InteractionImpl ク ラスは、 ADK の対話オブジェ ク トの具象実装です。 このメ
ソ ッ ドは、Java コネク タ  アーキテクチャおよび ADK で必要と される メ ソ ッ ドを  
EIS 独自の方法で実装したものです。

Java コネク タ  アーキテクチャの javax.resource.cci.InteractionExecute() 
メ ソ ッ ド （このク ラスの中心メ ソ ッ ド） の 2 つのバージ ョ ンが DBMS サンプル 
アダプタに対し実装されました。 execute() メ ソ ッ ドのメ イン ロジッ クでは、
次のシグネチャが使用されます。

public Record execute(InteractionSpec ispec, Record input)

このメ ソ ッ ドは対話からの実際の出力を返すため、 他のメ ソ ッ ドに比べよ り頻繁
に呼び出されます。

第 2 の実装は、 便利なメ ソ ッ ド と して提供されます。 execute() のフォームで
は、 次のシグネチャが使用されます。
public boolean execute(InteractionSpec ispec, Record input, Record 

output) 
第 2 の実装のロジッ クでは、 対話の成否のみを示すブールが返されます。
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InteractionSpecImpl

InteractionSpecImpl には EIS インスタンス との対話を実行するためのプロパ
ティが保存されます。 InteractionSpec は基本の EIS で特定の機能を実行する
ために使用されます。

CCI 仕様では InteractionSpec の標準プロパテ ィが定義されていますが、そのプロ
パテ ィが基本の EIS に適応しない場合、 InteractionSpec を実装して標準プロ
パテ ィをサポートする必要はあ り ません。

InteractionSpec 実装ク ラスは、 サポート される各プロパティに対してゲッ
ター メ ソ ッ ドおよびセッ ター メ ソ ッ ドを提供する必要があ り ます。 ゲッ ターお
よびセッター メ ソ ッ ドで採用される規則は Java Beans 設計パターンに従う必要
があ り ます。 詳細については 6-52ページの 「InteractionSpec」 で、 ADK による  
InteractionSpecImpl インスタンスの実装方法に関する説明を参照して くださ
い。

基本実装

ADK で提供される  com.bea.adapter.cci.InteractionSpecImpl は J2EE イン
タフェース javax.resource.cci.InteractionSpec を実装したものです。
DBMS サンプル アダプタでは com.bea.adapter.dbms. 
cci.InteractionSpecImpl でこのク ラスが拡張されています。 コード  リ ス ト  
E-7 は InteractionSpecImpl の派生ツ リーを示しています。

コード リスト  E-7   com.bea.adapter.dbms.cci.InteractionSpecImpl

javax.resource.cci.InteractionSpec
  |
  |-->com.bea.adapter.cci.InteractionSpecImpl
       |
       |-->com.bea.adapter.dbms.cci.InteractionSpecImpl

開発者のコメン ト

InteractionSpec インタフェースの実装ク ラスには java.io.Serializable イン
タフェースの実装が必要です。 InteractionSpec によ り  ADK 
InteractionSpec が拡張され、 文字列属性 m_sql に対するゲッ ターおよびセッ
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ター メ ソ ッ ドが追加されます。 ゲッターおよびセッター メ ソ ッ ドは Java コネク
タ  アーキテクチャ  1.0 の仕様で指定されている  Java Beans 設計パターンに従う必
要があ り ます。

手順 5 : イベント  パッケージの実装

このパッケージには、 DBMS サンプル アダプタの EventGeneratorWorker ク ラ
スのみが収録されています。 このク ラスは、 DBMS サンプル アダプタのイベン
ト  ジェネレータに対して機能します。

EventGenerator

EventGenerator ク ラスには以下のインタフェースが実装されています。

� com.bea.wlai.event.IEventGenerator

� java.lang.Runnable

基本実装

DBMS サンプル アダプタのイベン ト  ジェネレータによ り  ADK の 
AbstractPullEventGenerator が拡張されます。 これは、 データベースがイベ
ン ト  ジェネレータに対して情報をプッシュできないためです。 このため、 通知
の対象とする変更点をプルするか、 実際にポーリ ングする必要があ り ます。 コー
ド  リ ス ト  E-8 は EventGenerator の派生ツ リーを示したものです。

コード リスト  E-8   EventGenerator

com.bea.adapter.event.AbstractEventGenerator
  |
  |-->com.bea.adapter.event.AbstractPullEventGenerator
       |
       |-->com.bea.adapter.dbms.event.DbmsEventGeneratorWorker
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開発者のコメン ト

この ADK の AbstractPullEventGenerator を実装する と以下の抽象メ ソ ッ ド
が実装されます。

� protected abstract void postEvents(IEventRouter router) throws 
Exception

� protected abstract void setupNewTypes(List listOfNewTypes)

� protected abstract void removeDeadTypes(List listOfDeadTypes)

また、 以下のメ ソ ッ ドがオーバーラ イ ド されます。

� void doInit(Map map)

� void doCleanUpOnQuit()

これらのメ ソ ッ ドは EIS 固有で、データベース との対話中に EIS のコンテンツ内
のイベン ト を識別するために使用され、 イベン ト定義やイベン ト が作成および削
除されます。 また、 エラーが発生した場合、 これらのメ ソ ッ ドを使用してデータ
ベースで実行される ト リガを作成および削除できます。

このク ラスのキーメ ソ ッ ドは postEvents() です。 このメ ソ ッ ドはデータベース
の EVENT テーブル内の列から読み込まれたデータの IEvent オブジェ ク ト を作
成します。 このメ ソ ッ ドでは IEventRouter が引数と して使用されます。
IEventDefinition オブジェ ク トの createDefaultEvent() メ ソ ッ ドを使用し
て IEvent が作成される と、 postEvents() がイベン ト  データを設定し、
router.postEvent(event) を呼び出してイベン ト がルータに伝えられます。 イ
ベン ト がルータに送られる とデータベースからイベン ト  データの該当する列が
削除されます。

メ ソ ッ ド  setupNewTypes() はデータベースに対して適切な ト リガが作成されて
いる こ と を確認して新しいイベン ト定義を作成します。 このメ ソ ッ ドは各イベン
ト定義ごとに ト リガ情報オブジェ ク ト を作成します。 このオブジェク ト にはイベ
ン ト定義で表されるカタログ、 スキーマ、 テーブル、 ト リガ タイプ、 および ト
リガ キーが記述されます。 ト リガ キーのマップが保存されるため、 ト リガが重
複してデータベースに追加されるこ とがあ り ません。 マップ内に新しいキーが存
在しない場合はデータベースに対する ト リガ テキス トが生成されます。

removeDeadTypes() メ ソ ッ ド も ト リガ情報オブジェク ト を作成しますが、 この
オブジェ ク トは、 1 つ以上のイベン ト  タイプが一致しているかど うかの検査も行
います。 この ト リガと一致するすべてのイベン ト定義は、 マップから削除され、
次にデータベースから ト リガ自身が削除されます。
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手順 6 : DBMS サンプル アダプタのデプロイ

SPI、 CCI、 イベン ト  インタフェースを実装したと きに、 以下の手順に従ってア
ダプタをデプロイします。

� 手順 6a : 環境のセッ ト アップ

� 手順 6b : ra.xml ファ イルの更新

� 手順 6c : RAR ファ イルの作成

� 手順 6d : JAR および EAR ファ イルの構築

� 手順 6e : EAR ファ イルの作成とデプロイ

手順 6a : 環境のセッ トアップ

アダプタを  WebLogic Integration 環境にデプロイする前に、 ご使用のコンピュー
タでのアダプタの場所を決定します。 アダプタは、 WLI_HOME/adapters/dbms 
にあ り ます。 WLI_HOME を、WebLogic Integration がインス トールされているディ
レク ト リのパス名に置き換えます。 以後、 この格納場所を  ADAPTER_ROOT と呼び
ます。

手順 6b : ra.xml ファイルの更新

DBMS サンプル アダプタでは、 アダプタの RAR ファ イル （META-INF/ra.xml）

の中に、 ra.xml ファ イルが組み込まれています。 DBMS サンプル アダプタで
は、 AbstactManagedConnectionFactory ク ラスが拡張されているため、 以下
のプロパティが ra.xml ファ イルで定義されます。

� LogLevel

� LanguageCode

� CountryCode

� MessageBundleBase

� LogConfigFile

� RootLogContext

� AdditionalLogContext
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DBMS サンプル アダプタには、 以下の表に示す宣言も必要です。

DBMS サンプル アダプタの詳細な ra.xml ファ イルは、 次に示すディ レク ト リ
で参照できます。

WLI_HOME/adapters/dbms/src/rar/META-INF/

手順 6c : RAR ファイルの作成

ク ラス ファ イル、 ロギング コンフ ィグレーシ ョ ン情報、 メ ッセージ  バンドルは 
JAR ファ イルに収集される必要があ り ます。 次にこのファ イルと  
META-INF/ra.xml を RAR ファ イルに統合します。 Ant build.xml ファ イルは、
この RAR ファ イルの適切な構成を示しています。

手順 6d : JAR および EAR ファイルの構築

JAR および EAR ファ イルを構築するには、 次の手順を実行します。

1. テキス ト  エディ タで、 WLI_HOME/adapters/utils にある  antEnv.cmd 
(Windows) または antEnv.sh (UNIX)  を編集します。 以下の変数に有効なパ
ス名を割り当てます。

� BEA_HOME - BEA 製品のト ップレベル ディ レク ト リ

� WLI_HOME - Application Integration ディ レク ト リの場所

� JAVA_HOME － Java Development Kit の場所

� WL_HOME － WebLogic Server ディ レク ト リの場所

� ANT_HOME － WLI_HOME/adapters/utils といった  Ant インス トールの場
所

表 E-3  ra.xml のプロパティ

プロパティ 例

UserName DBMS サンプル アダプタのログイン ユーザ名

Password ユーザ名に対するパスワード

DataSourceName JDBC 接続プールの名前
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2. コマンド ラ インから  antEnv を実行し、 必要な環境変数の新しい値を有効に
します。

3. WLI_HOME/adapters/dbms/project に移動します。

4. WLI_HOME/adapters/dbms/project ディ レク ト リから  ant release を実行
して、 アダプタを構築します。

手順 6e : EAR ファイルの作成とデプロイ

DBMS サンプル アダプタは、 EAR ファ イルを作成後、 デプロイを実行して表示
できます。 手順は、 次のとおりです。

1. 以下の リ ス ト で示すよ うに、 アダプタの EAR ファ イルをド メ インの 
config.xml ファ イルで宣言します。

コード リスト  E-9   DBMS サンプル アダプタの EAR ファイルの宣言

<!-- EAR ファイルのデプロイ -->

<Application Deployed="true" Name="BEA_WLS_DBMS_ADK" 
Path="WLI_HOME/adapters/dbms/lib/BEA_WLS_DBMS_ADK.ear">

     <ConnectorComponent Name="BEA_WLS_DBMS_ADK" Targets="myserver"
       URI="BEA_WLS_DBMS_ADK.rar"/>

    <WebAppComponent Name="DbmsEventRouter" Targets="myserver"
       URI="BEA_WLS_DBMS_ADK_EventRouter.war"/>

    <WebAppComponent Name="BEA_WLS_DBMS_ADK_Web" Targets="myserver"
      URI="BEA_WLS_DBMS_ADK_Web.war"/>

</Application>

注意 : WLI_HOME は、 使用する環境の WebLogic Integration のインス トール 
ディ レク ト リのパス名に置き換えます。

2. 以下のよ うに入力して、 WebLogic Server Administration Console を起動しま
す。

http://host:port/console 

この URL で、 host はサーバの名前、 port はリ スン ポート をそれぞれ表し
ます。 例 : 
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http://localhost:7001/console

3. WebLogic Server Administration Console で、 以下を行います。

a. アダプタ  グループをデフォル トの WebLogic Server セキュ リ テ ィ  レルム
に追加します。

b. ユーザをアダプタ  グループに追加します。

c. 変更を保存します。

4. アプ リ ケーシ ョ ン ビューをコンフ ィグレーシ ョ ン、 およびデプロイするに
は、 次の場所に移動します。

http://host:port/wlai

この URL で、 host はサーバの名前、 port はリ スン ポート をそれぞれ表し
ます。 例 : 

http://localhost:7001/wlai

[Application View Console - Logon] ページが表示されます。

5. 該当するフ ィールドにユーザ名とパスワードを入力し、 WebLogic Integration 
にログオンします。
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6. 『Application Integration ユーザーズ ガイ ド』 の 「アプ リ ケーシ ョ ン ビューの
定義」 に示す手順に従って、 アプ リ ケーシ ョ ン ビューをコンフ ィグレーシ ョ
ンし、 デプロイ します。

DBMS サンプル アダプタの設計時 GUI の開
発工程

設計時 GUI は、 ユーザがアプリ ケーシ ョ ン ビューの作成、 サービスと イベン ト
の追加、 および WebLogic Integration 環境に搭載されているアダプタのデプロイ
を実行できるインターフェースです。 この節では、 DBMS サンプル アダプタに
対して設計時 GUI がどのよ うに開発されるかについて説明します。

� 手順 1 : 要件の決定

� 手順 2 : 必要な Java Server Pages の決定

� 手順 3 : メ ッセージ バンドルの作成

� 手順 4 : 設計時 GUI の実装

� 手順 5 : Java Server Pages の記述

手順 1 : 要件の決定

DBMS に対する設計時 GUI の開発を始める前に、 以下のパラ メータの値を決定
する必要があ り ます。

� サポートするデータベース。

� サポートするブラウジング  レベルの数。

� DBMS スキーマ生成の決定。

� アダプタがサービスおよびイベン ト のテス ト をサポートする必要があるか。
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手順 2 : 必要な Java Server Pages の決定

DBMS サンプル アダプタは、 設計時 GUI に ADK に付属する  Java Server Pages 
(JSP) を使用します。 アダプタ固有の機能を提供するために、 追加 JSP が提供さ
れています。 追加 JSP を以下の表に示します。

表 E-4  追加の ADK JSP

ファイル名 説明

addevent.jsp [Add Event] ページでは新しいイベン ト をアプリ ケーシ ョ

ン  ビューに追加できる。

addservice.jsp [Add Service] ページでは新しいサービスをアプ リケー

シ ョ ン ビューに追加できる。

browse.jsp [Browse] ページではロジッ ク  フローが処理され、DBMS 
サンプル アダプタのブラウズ ウ ィ ンド ウに表示される。

この機能はこのアダプタ専用に開発されたが設計時イン

タフェース とベースのアダプタ間の非常に一般的な対話

を表す。

[Browse] ページは、 ADK の 
AbstractDesignTimeRequestHandler を拡張する  
DesignTimeRequestHandler ( ハンド ラ ) を呼び出す。
DBMS サンプル アダプタの参照機能を理解するための最

適な方法は、 アダプタをデプロイ し、 Web ブラウザを使
用して設計時のフレームワークにアクセスする こ と。

confconn.jsp [Confirm Connection] ページは、 EIS の接続パラ メータを

指定するためのフォーム。
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手順 3 : メ ッセージ バンドルの作成

テキス ト  ラベル、 メ ッセージ、 および例外のインターナシ ョナライゼーシ ョ ン
をサポートするため、 DBMS サンプル アダプタでは、 テキス ト  プロパティ  ファ
イルに基づく メ ッセージ  バンドルが使用されます。 プロパティ ファ イルには、
BEA_WLS_SAMPLE_ADK プロパティ  ファ イルからコピーされた名前と値の組み合
わせがあ り、 新しいエン ト リが DBMS アダプタ固有のプロパティに追加されて
います。

DBMS サンプル アダプタのメ ッセージ  バンドルは、
WLI_HOME/adapters/dbms/src ディ レク ト リに格納されています。 これは、
ADK と一緒にインス トールされています。 詳細については、 同じディ レク ト リ
内の BEA_WLS_DBMS_ADK.properties ファ イルを参照して ください。

メ ッセージ バンドルの作成方法の詳細については、 次に示すサイ トにある  
JavaSoft チュート リ アルを参照して ください。

http://java.sun.com/docs/books/tutorial/i18n/index.html

testform.jsp [Testform] ページは、 ADK の testsrvc.jsp ページに
組み込まれている （<jsp:include 

page='testform.jsp'/>）。 この対話には 
InteractionSpec が使用され、 サービスの SQL が表示され

る。 次に、 必要なユーザ入力データを集めてサービスを

テス トするためのフォームが作成される。

フォームを作成するために、 Testform はハンド ラのアプ
リケーシ ョ ン ビューから  
RequestDocumentDefinition を取得し、 それを  .jsp 
Writer と共に 
com.bea.adapter.dbms.utils.TestFormBuilder と
呼ばれるユーティ リ テ ィ  ク ラスに渡す。 このク ラ スが、

フォームを作成する。

表 E-4  追加の ADK JSP （続き）

ファイル名 説明
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手順 4 : 設計時 GUI の実装

設計時 GUI を実装するには DesignTimeRequestHandler ク ラスを作成する必要
があ り ます。 このク ラスによ り フォームからのユーザ入力が受け付けられ、 設計
時アクシ ョ ンの実行メ ソ ッ ドが提供されます。 DesignTimeRequestHandler の
詳細については、 8-31ページの 「手順 4 : 設計時 GUI の実装」 を参照して くださ
い。

DBMS サンプル アダプタのパブリ ッ ク  ク ラス DesignTimeRequestHandler に
よ り  AbstractDesignTimeRequestHandler が拡張され、 次の表に示すメ ソ ッ ド
が提供されます。

表 E-5  DBMS サンプル アダプタの設計時 GUI 用メソッ ド

メソッ ド 説明

browse(java.lang.String dbtype, 
com.bea.connector.DocumentRecord 
input)

addservc.jsp と  addservc.jsp ページの参照機
能に対するバッ クエン ド動作を処理する。

getAdapterLogicalName() アダプタの論理名を返し、 アプ リケーシ ョ ン  
ビューなどのエンテ ィテ ィがデプロイされた場合

に親ク ラ スをサポー トする。

getManagedConnectionFactoryClass() EIS に対する  CCI 接続を取得するために親ク ラ スで

使用されるアダプタの SPI 
ManagedConnectionFactory 実装クラスを返す。

supportsServiceTest() このアダプタが設計時にサービスのテス ト をサ

ポート している こ と を示す。

initServiceDescriptor(ActionResult 
result, IServiceDescriptor sd, 
HttpServletRequest request)

サービスの リ クエス トや応答の作成に関するサー

ビス記述子を初期化する。 通常、 EIS に対する対話
を実行し、 メ タデータを読み込んで、 そのメ タ

データを XML スキーマに変換する。

そのため、 アダプタの CCI インタフェースが使用
された。 このメ ソ ッ ドは、

AbstractDesignTimeRequestHandler の 
addsrvc メ ソ ッ ドによって呼び出される。
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initEventDescriptor(ActionResult 
result, IEventDescriptor ed, 
HttpServletRequest request)

イベン ト記述子を初期化する。 イベン ト記述子で

はアプ リケーシ ョ ン  ビューのイベン トに関する情

報が定義される。 サブク ラスではこのメ ソ ッ ドの

実装方法を定義する必要がある。

イベン トがサポー ト されていない場合、

UnsupportedOperationException が呼び出される。

ただし、 イベン ト名と定義の有効性が検証され、

アプ リ ケーシ ョ ン  ビューに対する既存のイベン ト

でないこ とが確認されてから、 このメ ソ ッ ドが

（AbstractDesignTimeRequestHandler によっ
て） 呼び出される。

GetDatabaseType() 使用するデータベース管理システムのタイプを決

定する。 WebLogic Integration は PointBase、
Oracle、 Microsoft SQL Server、 および Sybase をサ
ポー ト。

表 E-5  DBMS サンプル アダプタの設計時 GUI 用メソッ ド  （続き）

メソッ ド 説明
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手順 5 : Java Server Pages の記述

開発プロセスに以下のよ う な実践を含める こ と を検討して ください。

� カスタム JSP Tags の使用

� オブジェ ク トのステー トの保存

� WEB-INF/web.xml のデプロイ メ ン ト記述子の記述

カスタム JSP Tags の使用

Java Sever Pages (JSP) は display.jsp ページに表示されるため、 display.jsp 
は最初に記述する必要のある  .jsp ファ イルです。 ADK にはカスタム JSP タグ
のライブラ リが実装されています。 これらのタグは ADK および DBMS サンプ
ル アダプタの Java Server Pages 全体を通して使用されます。 これらのタグは、
検証機能を追加した り、 ユーザがク リ ッ ク した と きにフ ィールド値を保存するな
ど、 さまざまな機能をサポート しています。

 オブジェク トのステートの保存

ADK を使用してアダプタ向けに JSP を記述する際、 オブジェ ク ト のステート を
保存する必要が生じる場合があ り ます。 これにはいくつかの方法があ り ます。
AbstractDesignTimeRequestHandler には編集されているアプリ ケーシ ョ ン  
ビューの ApplicationViewDescriptor が保持されます。 このファ イルからの
ハンド ラの呼び出しが効率的であるため、 このファ イルは、 しばしばステート を
保存するのに最善の場所とな り ます。

別の選択肢と して、 従来のメ ソ ッ ド （getApplicationViewManager()、

getSchemaManager() および getNamespaceManager()） で 
AbstractDesignTimeRequestHandler から  Manager Bean を要求して、 アプ リ
ケーシ ョ ン ビューに関する情報を リポジ ト リから検索するこ と もできます。 こ
のメ ソ ッ ドには時間がかかり ますが、 必要になる場合もあ り ます。 また JSP なの
でセッシ ョ ン オブジェ ク ト も使用できます。 ただし、 セッシ ョ ン内のすべての
オブジェ ク ト を明示的に java.io.serializable インタフェースに実装する必
要があ り ます。
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WEB-INF/web.xml のデプロイメント記述子の記述

WEB-INF/web.xml のデプロイ メ ン ト記述子を記述します。 通常は、 アダプタの 
web.xml ファ イルを開始点と して使用し、 必要に応じてコンポーネン ト を変更
します。 このアダプタの web.xml ファ イルを参照するには、 次に示すディ レ ク
ト リに移動して ください。

WLI_HOME/adapters/dbms/src/war/WEB-INF/web.xml

詳細については次に示す BEA WebLogic Server 製品マニュアルを参照して くだ
さい。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html
E-50 アダプタの開発



索引

A
AbstractConnection 6-40
AbstractConnectionFactory A-2
AbstractConnectionMetaData A-2
AbstractDesignTimeRequestHandler 1-6, 

8-31, 8-32, 8-34, 8-38
abstractDesignTimeRequestHandler 8-1
AbstractDocumentRecordInteraction 6-47
AbstractInputTagSupport 8-5
AbstractInteraction 6-41
AbstractLocalTransaction 6-38
AbstractManagedConnection 6-35, 6-40, A-2
AbstractManagedConnectionFactory A-2
AbstractManagedConnectionMetaData 6-35
AbstractPullEventGenerator 7-10, 7-12, 7-14
AbstractPushEventGenerator 7-12
ActionResult 8-4
addevent.jsp 8-39
addservc 8-34
addservc.jsp 8-41
ADK 1-2
adk-eventgenerator.jar 7-10, 7-11
ADK タグ ラ イブラ リ  8-39, 8-41
Ant 3-4, 4-5, 4-6, 6-57, 7-6, 8-29

使用理由 3-4
antEnv 4-6
antEnv.cmd 4-5
antEnv.sh 4-5
ANT_HOME 4-6, E-41
ant release 4-6
Apache Software Foundation 5-2
Apache プロジェク ト  2-5, 5-2, 7-7
Application Integration 1-3
Application View Management Console 1-3
[Application View Summary] ページ

 8-32

B
BEA_HOME 4-5, E-41
build.xml 6-57

C
CCI 6-35, 6-38, 6-39, 6-43, 6-45, 6-51, 6-52, 

6-54, 6-55, 6-56, 6-58, 6-60, 8-32, 
8-35

chmod u+x ant 4-6
com.bea.adapter.cci.Abstract 

DocumentRecordInteraction 6-56
com.bea.adapter.cci.AbstractDocumentReco

rdInteraction 6-47
com.bea.adapter.cci.AbstractInteraction 6-47
com.bea.adapter.cci.DesignTimeInteractionS

pecImpl 6-49
com.bea.adapter.cci.DocumentDefinitionRec

ord 6-47
com.bea.adapter.cci.ServiceInteractionSpecI

mpl 6-48
com.bea.adapter.event 7-11
com.bea.adapter.spi.AbstractConnectionMet

aData 6-51
com.bea.adapter.spi.ConnectionEventLogger 

6-36
com.bea.adapter.spi.NonManagedConnectio

nEventListener 6-36
com.bea.adapter.spi.NonManagedConnectio

nManager 6-37
com.bea.adapter.test.TestHarness 6-57
com.bea.connector.DocumentRecord 6-45
com.bea.document.IDocument 6-45, B-2
com.bea.web.ActionResult 8-4
com.bea.web.ControllerServlet 8-4
com.bea.web.RequestHandler 8-3
アダプタの開発 1



com.bea.web.tag.AbstractInputTagSupport 
8-5

com.bea.web.tag.IntegerTagSupport 8-6
com.bea.web.validation.IntegerWord 8-6, 

8-8
com.bea.web.validation.Word 8-4, 8-5, 8-6
Common Client Interface、 CCI を参照
confconn.jsp 8-32, 8-35
config.xml 4-6
Connection 6-39
ConnectionEventListener 6-36
ConnectionFactory 6-50
ConnectionFactory.getMetaData 6-56
ConnectionFactoryImpl 6-50
ConnectionManager 6-36, 6-37, A-2
ConnectionMetaData 6-51
ConnectionRequestInfo 6-37
ConnectionSpec 6-51, 6-52
ControllerServlet 8-4, 8-6, 8-7, 8-8, 8-35, 

8-37, 8-39, 8-42

D
DbmsEventGeneratorWorker.java 7-16
DesignTimeInteractionSpecImpl 6-49
DesignTimeRequestHandler 8-31
display.jsp 8-50
DisplayPage 8-37
DocumentDefinitionRecord 6-47
Document Object Model、 DOM を参照
DocumentRecord 6-45, 6-47
DocumentRecordInteraction 6-48
DOM 5-2, 6-45, B-2

E
EAR ファ イル 2-11, 2-12
error.jsp 8-50
EventGenerator 7-14, 7-17
EventMetaData 7-12
EventRouter 7-8, 7-15
ExecutionTimeout 6-53

F
FunctionName 6-52

G
GenerateAdapterTemplate 3-2, 3-3, 4-1, 5-2, 

7-6, 8-47, A-2
GenerateAdapterTemplate.cmd 4-2
GenerateAdapterTemplate.sh 4-2
GUI 1-1

I
I18N 5-16
IDocument 3-5, 6-45, 7-13, B-2, B-3
IDocumentDefinition 6-48
IEventDefinition 7-9, 7-10, 7-13
ILogger 5-4
IndexedRecord 6-55
Interaction 6-39, 6-40, 6-48
InteractionSpec 6-41, 6-42, 6-48, 6-52
InteractionSpecImpl 6-53
InteractionVerb 6-52
IPushHandler 7-12

J
J2EE コネクタ  アーキテクチャの仕様 -xvi
Jakarta プロジェ ク ト  7-7
JAR ファ イル 2-12
Java 2-6
JavaBean 6-51, 6-52
Javadoc 3-3, 4-6
JAVA_HOME 4-5, E-41
java.io.Serializable 6-50
Java Reflection 8-9, 8-38
JavaScript ラ イブラ リ  1-6, 2-3
JavaServer Page、 JSP を参照
java.util.Map 6-37
javax.resource.cci.ResourceAdapterMetaDat

a 6-56
javax.resource.cci.Connection 6-39
2 アダプタの開発



javax.resource.cci.ConnectionFactory 6-50
javax.resource.cci.ConnectionMetaData 

6-35, 6-51
javax.resource.cci.ConnectionSpec 6-51
javax.resource.cci.Interaction 6-40, 6-48
javax.resource.cci.InteractionSpec 6-52, 6-53
javax.resource.cci.LocalTransaction 6-54
javax.resource.cci.Record 6-45, 6-54, 6-56
javax.resource.cci.ResourceAdapterMetaDat

a 6-56
javax.resource.Referenceableinterfaces 6-50
javax.resource.spi 6-24, 6-54
javax.resource.spi.ConnectionEventListener 

6-36
javax.resource.spi.ConnectionManager 6-36, 

6-37
javax.resource.spi.ConnectionRequestInfo 

6-37
javax.resource.spi.LocalTransaction 6-37
javax.resource.spi.ManagedConnection 6-36
javax.resource.spi.ManagedConnectionMeta

Data 6-35
Java パッケージ基本名 4-4
Java 例外 8-2, 8-50
JNDI 6-50
JSP 1-6, 2-3, 8-1, 8-6, 8-7, 8-9, 8-34, 8-36, 

8-50, 8-51
JSP テンプレー ト  1-6, 2-3
JUnit 6-57
junit.framework.TestCase 6-57
junit.framework.TestSuite 6-57

L
L10N 5-16
LocalTransaction 6-37, 6-54
Log4j 2-5, 5-2
log4j 5-2, 7-7
LogConfigFile 8-37

M
main.jsp 8-50

ManagedConnection 6-25, 6-35, 6-36, 6-39
ManagedConnectionFactory 6-25, 6-58, 

8-33, 8-35, 8-38
ManagedConnectionImpl 6-35
ManagedConnectionMetaData 6-25, 6-35
ManagedConnectionMetaDataImpl 6-35
manifest ファ イル 6-11
MappedRecord 6-55
MessageBundleBase 8-37

N
NDC 5-17
NonManagedScenarioTestCase 6-58

O
overview.html 4-6

P
PatternLayout 5-7
PushEvent 7-12, 7-13

R
RAR ファ イル 2-11, 2-12
ra.xml 8-37
Record 6-41, 6-52, 6-54, 6-55
RecordImpl 6-56
RequestHandler 8-3, 8-4, 8-6, 8-7, 8-9, 8-35, 

8-37, 8-40
RequestHandlerClass 8-37
ResourceAdapterMetaData 6-56
ResourceAdapterMetaDataImpl 6-56
RootLogContext 8-37

S
sample.client.ApplicationViewClient 6-59
sample.event.EventGenerator 3-3
sample.event.OfflineEventGeneratorTestCas

e 6-59
アダプタの開発 3



sample.spi.ConnectionMetaDataImpl 3-3
sample.spi.ManagedConnectionFactoryImpl 

3-2
sample.spi.ManagedConnectionImpl 3-3
sample.spi.NonManagedScenarioTestCase 

6-58
sample.web.DesignTimeRequestHandler 3-3
Schema Object Model、 SOM を参照
Service Provider Interface、 SPI を参照
SOM 3-5
SPI 6-35, 6-38, 6-58, 6-60, 8-33, A-2
[Submit] ボタン、 フォームの表示 8-38, 

8-40, 8-42

T
test.properties 6-57, 6-59
TestSuite 6-57

W
WAR ファ イル 2-11
web.xml 2-3, 8-4, 8-37, 8-40
WebLogic 6.0 5-2
WebLogic Integation A-2
WebLogic Server -xvi, 5-6, A-2
WebLogic Server 6.0 A-2
web.xml 7-15, 8-47, 8-50

セキュ リ テ ィ制約のコンポーネン ト  
8-49

ログイン コンフ ィ グレーシ ョ ンのコ
ンポーネン ト  8-49

Web アプリ ケーシ ョ ン 2-3, 3-4, 8-2, 8-37, 
8-47

セキュ リ テ ィ制約 8-49
Web アプリ ケーシ ョ ン記述子 2-3
WLAI_HOME E-41
WL_HOME 4-6, E-41
WLI_HOME 4-5
Word 8-4, 8-8

X
XA ト ランザクシ ョ ン  A-2
XCCI 6-43, 6-47

DocumentRecords 6-43
サービス 6-43
設計パターン 6-48

XERCES 5-2
XML 2-3

スキーマ 1-4, 1-5, 2-3, 2-4, 3-5, 6-48, 
7-1, 7-5, 7-18, B-3

ドキュ メ ン ト  6-45, 7-18, B-2
要求ドキュ メ ン ト  1-4

XML スキーマの仕様 -xvi
XML ツール 3-5
XPath 6-45, B-2

あ
アサーシ ョ ン チェ ッ ク  6-40
アダプタ  1-4, 1-6

イベン ト  1-5, 1-7
サービス 1-7

アダプタ設定ワークシー ト  4-1, 7-5
アダプタ、 デプロイ  2-11
アダプタ論理名 2-6, 4-4, 5-2, 7-6, A-2
アプリ ケーシ ョ ン ビュー 1-5, 1-6, 1-7, 2-3, 

8-1, 8-31, 8-32, 8-39
アプリ ケーシ ョ ン ビュー記述子 8-31
アプリ ケーシ ョ ン ビュー セキュ リ テ ィ  

8-32
アペンダ 5-6, 5-10

い
イベン ト  アダプタの開発 7-1
イベン ト  ジェネレータ  2-2, 7-8, 7-9, 7-10, 

7-12
イベン ト  リ スナ 6-34
イベン ト  ルータ  6-59
印刷、 製品のマニュアル -xv
インス トーラ  4-6
インターナシ ョナライゼーシ ョ ン  7-7, 8-4
4 アダプタの開発



え
エンタープライズ JavaBean (EJB) 1-5
エンタープライズ アダプタ  アーカイブ 

ファ イル 2-11
エンタープライズ情報システム （EIS） 1-4

お
応答ドキュ メン ト定義 6-44

か
カスタマ サポート情報 -xvi
カスタム開発環境の作成 4-1
カテゴ リ

親 5-3
子 5-3
祖先 5-3
複数アペンダの参照 5-6
プロパティ  5-3
命名 5-4
優先度の割り当て 5-5
ルート  5-4

関連情報 -xvi
J2EE コネク タ  アーキテクチャの仕様 

-xvi
XML スキーマの仕様 -xvi

く
ク ラス

抽象 3-1

け
検証 8-2

さ
サービス

同期 1-4
サービス記述子 8-34
サービス プロバイダ インタフェース、SPI 

を参照

サポート

テクニカル -xvi
サンプル アダプタ  3-1, 3-3, 4-1, 6-35

し
実行時 2-1, 2-6, 8-51
実行時エンジン 2-2
出力想定 2-4
状態管理 6-40

す
スキーマ オブジェク ト  モデル、 SOM を参

照

せ
設計時 2-1, 8-33

GUI 1-6
設計時 GUI 1-1
接続 6-41
接続ファ ク ト リ

共有 2-8, 2-11

た
対話 6-41
対話設定 2-4
タグ  ラ イブラ リ  2-3

ち
抽象基本ク ラス  2-2

て
テキス ト  フ ィールド、 サイズの表示 8-38, 

8-40, 8-42
テス ト支援機能 7-20
データ抽出 7-9
データ  ト ランスフォーメーシ ョ ン  7-8, 
アダプタの開発 5



7-18
デプロイ メ ン ト記述子 8-47
デプロイ メ ン ト  ヘルパー 1-6, 2-3

と
ドキュ メ ン ト  オブジェ ク ト  モデル、DOM 

を参照

ト ランザクシ ョ ン 2-4
ト ランザクシ ョ ン、 XA A-2
ト ランザクシ ョ ン、 ローカル A-2

に
入力要件 2-4

ね
ネームスペース  6-50

は
パッケージ形式 4-4
バリデータ  8-4, 8-5

ふ
フォーム処理 8-2

ク ラス  8-3
シーケンス  8-6
要件 8-6

プッシュ  データ抽出 7-8, 7-10, 7-13
プル データ抽出 7-8, 7-9, 7-10, 7-13
フレームワーク  1-2

実行時 1-2, 2-1, 2-2
設計時 1-2, 1-6, 3-5, 8-1
パッケージ化 1-2, 1-7
ロギング  1-2, 2-2, 2-5, 2-6, 5-1, 5-3, 

6-34, 6-36, 6-40, 6-41, 6-50

ま
マニュアル入手先 -xv

め
メ タデータ  3-5, 6-35, 6-38, 6-44, B-3
セカンダ リ  2-4

メ ッセージ バンドル 2-6, 6-24, 7-7, 8-37, 
8-40

ゆ
優先度 5-4
ユニークなビジネス名 6-43

よ
要求ドキュ メ ン ト定義 6-43

ら
ラベル、 [Form] フ ィールドの表示 8-38, 

8-40, 8-42

り
リ ソース アダプタ、 アダプタを参照

れ
例外処理 6-38

ろ
ローカライゼーシ ョ ン  6-24, 7-7, 8-4, 8-5
ローカル ト ランザクシ ョ ン 6-54
ロギング  2-5, 5-1, 5-2, 7-7

AUDIT 5-4
DEBUG 5-5
ERROR 5-4
INFO 5-5
WARN 5-4
アペンダ 5-3, 5-6
インターナシ ョナライゼーシ ョ ン  2-6, 

5-1, 5-2, 5-4, 8-4
カテゴ リ  5-3, 7-7
コンセプ ト  5-2
6 アダプタの開発



メ ッセージ レイアウ ト  5-3
優先度 5-3, 5-4
ローカライゼーシ ョ ン  2-5, 2-6, 5-1, 

5-4, 8-4
ロギング  コンフ ィ グレーシ ョ ン  ファ イル 

5-2
ロギング  ツールキッ ト  2-5, 5-2
ログ  カテゴ リ  2-6
アダプタの開発 7



8 アダプタの開発


	WebLogic Integration™
	アダプタの開発
	リリース 7.0
	マニュアルの日付 : 2002 年 6 月
	目次
	このマニュアルの内容
	1. ADK の概要
	2. 基本開発コンセプト
	3. 開発ツール
	4. カスタム開発環境の作成
	5. ロギング ツールキットの使い方
	6. サービス アダプタの開発
	7. イベント アダプタの開発
	8. 設計時 GUI の開発
	9. アダプタのデプロイ
	A. WebLogic Integration に限定されないアダプタの作成
	B. XML Toolkit
	C. WebLogic Integration 7.0 へのアダプタの移行
	D. アダプタ設定ワークシート
	E. DBMS サンプル アダプタを使用したアダプタ開発方法の学 習


	このマニュアルの内容
	対象読者
	e-docs Web サイト
	このマニュアルの印刷方法
	関連情報
	サポート情報
	表記規則

	1 ADK の概要
	この章の目的
	ADK の特徴
	アダプタ開発の前提条件
	ADK が提供する機能

	アダプタの特徴
	サービス アダプタ
	イベント アダプタ
	WebLogic Integration に限定されない J2EE 準拠 アダプタ

	設計時 GUI
	アプリケーション ビュー

	フレームワークのパッケージ化
	始める前に

	2 基本開発コンセプト
	実行時と設計時
	実行時フレームワーク
	設計時フレームワーク

	イベントおよびサービス
	イベントの概要
	サービスの概要

	アダプタによるロギングの使い方
	ロギング ツールキット
	ロギング フレームワーク
	インターナショナライゼーションとローカライゼー ション

	アダプタ論理名
	アダプタ論理名の使用場所
	アダプタのデプロイメントでアダプタ論理名を使用する
	コード リスト 2-1 ConnectorComponent 要素の Name 属性
	com.bea.wlai.connectionFactories.abc.xyz.connectionFactoryInstance

	アダプタ論理名を構成基準として使用する
	表2-1 どのようにアダプタ論理名が構成基準として使用されるか 

	getAdapterLogicalName() の戻り値として使用されるアダプ タ論理名


	共有接続ファクトリ
	起動時の接続ファクトリへの参照

	エンタープライズ アーカイブ（EAR）ファ イル
	コード リスト 2-2 EAR ファイル構造
	コード リスト 2-3 サンプル アダプタの EAR ファイル

	アダプタによる同時要求の処理方法

	3 開発ツール
	サンプル アダプタ
	サンプル アダプタの使用目的
	サンプル アダプタの内容
	sample.cci.ConnectionImpl
	sample.cci.InteractionImpl
	sample.cci.InteractionSpecImpl
	sample.client.ApplicationViewClient
	sample.eis.EIS sample.eis.EISEvent sample.eis.EISListener
	sample.event.EventGenerator
	sample.event.OfflineEventGeneratorTestCase
	sample.spi.ManagedConnectionFactoryImpl
	sample.spi.ManagedConnectionImpl
	sample.spi.ConnectionMetaDataImpl
	sample.spi.NonManagedScenarioTestCase
	sample.web.DesignTimeRequestHandler


	GenerateAdapterTemplate ユーティリティ
	ADK Javadoc
	Ant ベースのビルド プロセス
	Ant を使用する理由

	XML ツール

	4 カスタム開発環境の作成
	アダプタ設定ワークシート
	GenerateAdapterTemplate の使い方
	手順 1. GenerateAdapterTemplate の実行
	1. WLI_HOME/adapters/utils ディレクトリからコマンドラインを開き、以下 
	2. 〔Enter〕を押して [yes] を選択します。
	3. ユニークな覚えやすいディレクトリ名（dir_name）を入力し、〔Enter〕を押 します。
	4. アダプタを接続する EIS タイプの識別子を入力します。〔Enter〕を押します。
	5. 開発対象のアダプタの説明を簡潔に入力し、〔Enter〕を押します。
	6. 〔Enter〕を押してデフォルトをそのまま使用するか、適切なバージョン番号 を入力し、〔En
	7. 〔Enter〕を押してデフォルトをそのまま使用するか、適切なマイナー バー ジョン番号を入力
	8. ベンダ名を入力し、〔Enter〕を押します。
	9. 〔Enter〕を押してデフォルトをそのまま使用するか、または使用したいアダ プタ論理名を入力
	10. パッケージ形式に従って Java パッケージの基本名を入力し、〔Enter〕を押し ます。
	11. データを確認し、問題がなければ〔Enter〕を押します。

	手順 1a : コンソール コード ページの指定 （Windows のみ）

	手順 2. ツリーの再構築
	1. WLI_HOME/adapters/ADAPTER/utils にある antEnv.cmd
	2. 以下の変数を該当するパスに設定します。
	3. コマンドラインから antEnv を実行し、シェルに必要な環境変数を設定しま す。
	4. WLI_HOME/adapters/ADAPTER/project ディレクトリから ant
	手順 3. アダプタの WebLogic Integration へのデプ ロイ


	5 ロギング ツールキットの使い方
	ロギング ツールキット
	ロギング コンフィグレーション ファイル
	ロギング コンセプト
	メッセージ カテゴリ
	メッセージ優先度
	表5-1 ロギング ツールキットの優先度 
	カテゴリへの優先度の割り当て

	メッセージ アペンダ
	コード リスト 5-1 WebLogic Server ログに対するアペンダを示すサンプル コー 

	メッセージ レイアウト
	コンポーネントの結合
	コード リスト 5-2 新しいログ カテゴリを宣言するサンプル XML コード
	<!- 重要!!!アダプタのルート カテゴリ、これを一意のものにすることで、 他のアダプタがカテゴ


	ロギングの設定方法
	1. アダプタで使用されるすべての基本コンポーネントを確認します。たとえ ば、アダプタに Even
	2. 複製したアダプタから、基本ログ コンフィグレーション ファイルを開きま す。このファイルは、
	3. 基本ログ コンフィグレーション ファイルに、手順 1 で確認したアダプタ コ ンポーネントす
	コード リスト 5-3 EventGenerator ログ カテゴリを優先度 DEBUG で追加す
	4. 必要なアペンダを決め、それをコンフィグレーション ファイルで指定しま す。必要に応じて、メッ

	コード リスト 5-4 ファイル アペンダおよびレイアウト パターンを追加するサン プル コード

	ロギング フレームワークのクラス
	com.bea.logging.ILogger
	com.bea.logging.LogContext
	com.bea.logging.LogManager
	コード リスト 5-5 ロギング ツールキットのコンフィグレーション用のサンプル コード
	表5-2 configure() の引数 

	コード リスト 5-6 LogContext オブジェクトを指定するサンプル コード
	コード リスト 5-7 現在のスレッドに対する LogContext にアクセスするための コード


	ログ メッセージのインターナショナライ ゼーションとローカライゼーション
	マルチスレッド コンポーネントでのコンテ キスト情報の保存
	コード リスト 5-8 サンプル コード


	6 サービス アダプタの開発
	WebLogic Integration に限定されない J2EE 準拠アダプタ
	実行時環境におけるサービス アダプタ
	図6-1 実行時環境における非同期サービス アダプタ
	図6-2 実行時環境における同期サービス アダプタ

	イベントの処理フロー
	図6-3 サービス アダプタ開発プロセスにおけるイベントのフロー

	手順 1 :環境要件の調査
	手順 2 : 開発環境のコンフィグレーション
	手順 2a : ディレクトリ構造の設定
	表6-1 ADK ディレクトリ構造
	ディレクトリ構造の変更

	手順 2b : アダプタ論理名の割り当て
	手順 2c : ビルド プロセスの設定
	Manifest ファイル
	コード リスト 6-1 Manifest ファイルの例
	コード リスト 6-2

	build.xml のコンポーネント
	1. 最初の行では、ルート プロジェクト要素の名前属性が設定されます。
	2. 名前は、次のリスト例で示すように、アーカイブ ファイル（JAR、WAR お よび RAR フ
	コード リスト 6-3 アーカイブ ファイル名の設定
	3. コード リスト6-4 に、ADK の標準プロパティを示します。

	コード リスト 6-4 標準 ADK プロパティ
	4. クラスパスは、次のリストに示すように、コンパイルのためにセットアップ されます。

	コード リスト 6-5 クラスパスの設定
	コード リスト 6-6 すべてのバイナリおよびアーカイブを呼び出すサンプル
	コード リスト 6-7 サンプル version_info ファイル
	5. このアダプタに対する JAR ファイルの内容が指定されます。アダプタの実行 時関係の要素はメ

	コード リスト 6-8 JAR ファイルに値を設定するためのサンプル コード
	6. アダプタのソース ディレクトリからの includes リストが指定されます。こ こで説明す

	コード リスト 6-9 Includes リストを組み込むサンプル コード
	7. 以下のリストに示すように、JAR ファイルに関するバージョン情報を示しま す。

	コード リスト 6-10 JAR ファイルのバージョン情報の設定
	8. J2EE アダプタ アーカイブ（RAR）ファイルが生成されます。このファイル には、アダプタ

	コード リスト 6-11 接続アーキテクチャ RAR ファイルを作成するサンプル コー ド
	9. J2EE Web アプリケーション アーカイブ（WAR）ファイルが生成されます。 このファイ

	コード リスト 6-12 WAR ファイル生成のためのサンプル コード
	10. Web アプリケーションで必要とされるすべての JAR ファイルは、 build.xml 

	コード リスト 6-13 Web アプリケーションが必要とする JAR ファイルを組み込 むサンプ
	11. EAR ファイルが組み込まれます。

	コード リスト 6-14 EAR ファイルの組込み
	コード リスト 6-15 EAR 固有の EventRouter を組み込むサンプル コード
	コード リスト 6-16 共通または共有 JAR ファイルの組み込みを示すサンプル コード
	12. このプロジェクトのすべての Java ソース ファイルがコンパイルされます。

	コード リスト 6-17 Java ソースのコンパイル用サンプル コード
	13. 以下のリストに示すように、EventRouter JAR ファイルを構築します。

	コード リスト 6-18 EventRouter JAR ファイル構築用サンプル コード
	14. 以下のリストに示すように、J2EE WAR ファイルおよびスタンドアロン デプ ロイメント

	コード リスト 6-19 スタンドアロン デプロイメント用の EventRouter ターゲッ ト
	15. Javadoc が生成されます。

	コード リスト 6-20 Javadoc を生成するサンプル コード
	16. 対応するオブジェクトにより作成されたファイルをクリーンアップするター ゲットを示します。

	コード リスト 6-21 クリーンアップ コードを組み込むサンプル コード


	手順 2d : メッセージ バンドルの作成

	手順 3 : SPI の実装
	基本的な SPI の実装
	ManagedConnectionFactory
	トランザクション境界設定
	XA 準拠トランザクション
	ローカル トランザクション

	ADK 実装
	createConnectionFactory()
	コード リスト 6-22 createConnectionFactory() の例

	createManagedConnection()
	コード リスト 6-23 createManagedConnection() の例

	checkState()
	equals()
	hashCode()
	matchManagedConnections()
	コード リスト 6-24 compareCredentials() の実装
	コード リスト 6-25 PasswordCredential の抽出
	コード リスト 6-26 接続の ping

	実装に関する説明
	コード リスト 6-27 matchManagedConnections() メソッドの実装
	1. セット内の各オブジェクトに対して、一致が検出されるまで connectionSet を繰り返
	2. AbstractManagedConnection であった場合、この接続が、セットの Ab
	3. 2 つのファクトリが同じ場合、compareCredentials() メソッドが Abst
	4. compareCredentials() メソッドが true を返すと、インスタンスが返さ



	開発時に必要な AbstractManagedConnectionFactory プロ パティ
	表6-2 AbstractManagedConnectionFactory プロパティ 
	ADK における他の主要 ManagedConnectionFactory 機能


	ManagedConnection
	ADK 実装

	ManagedConnectionMetaData
	ADK 実装

	ConnectionEventListener
	ADK 実装

	ConnectionManager
	ADK 実装

	ConnectionRequestInfo
	ADK 実装

	LocalTransaction
	ADK 実装


	手順 4 : CCI の実装
	この節の構成
	基本的な CCI の実装
	Connection
	ADK 実装

	Interaction
	ADK 実装
	execute() バージョン 1
	コード リスト 6-28 execute() バージョン 1 のコード例
	表6-3 execute() バージョン 1 のパラメータ


	execute() バージョン 2
	コード リスト 6-29 execute() バージョン 2 のコード例
	表6-4 execute() バージョン 2 のパラメータ




	XCCI を使用した CCI の実装
	サービス
	DocumentRecord
	IDocument
	コード リスト 6-30 XML の例
	コード リスト 6-31 IDocument Data を検索するサンプル コード
	コード リスト 6-32 DOM Data を検索するサンプル コード

	ADK 付属の XCCI クラス
	AbstractDocumentRecordInteraction
	DocumentDefinitionRecord
	DocumentInteractionSpecImpl
	IProxiedMarker および IProxiedConnection インタフェース

	XCCI の設計パターン

	非 XML J2EE 準拠アダプタの使用
	ConnectionFactory
	ADK 実装

	ConnectionMetaData
	ADK 実装

	ConnectionSpec
	ADK 実装

	InteractionSpec
	表6-5 標準 InteractionSpec プロパティ 
	ADK 実装

	LocalTransaction
	Record
	表6-6 Record インタフェースの表現 
	ADK 実装

	ResourceAdapterMetaData
	ADK 実装


	手順 5 : アダプタのテスト
	テスト支援機能の使用方法
	1. junit.framework.TestCase を拡張するクラスを作成します。このクラス 
	2. テスト メソッドを実装します。各メソッドの名前は、test から始まります。
	3. プロジェクト ディレクトリで、test.properties を作成または変更します。 （サ
	4. Ant を使ってテストを呼び出します。Ant build.xml ファイルには、アダプ タの
	コード リスト 6-33 サンプル アダプタによる Ant ターゲットの指定

	ADK が提供するテスト ケースの拡張
	sample.spi.NonManagedScenarioTestCase
	sample.event.OfflineEventGeneratorTestCase
	sample.client.ApplicationViewClient


	手順 6 : アダプタのデプロイ


	7 イベント アダプタの開発
	イベント アダプタの概要
	実行時環境におけるイベント アダプタ
	図7-1 実行時環境におけるイベント アダプタ

	イベントのフロー
	図7-2 イベント アダプタのイベント フロー
	手順 1 : アダプタの定義
	1. 以下の事項を考慮して、イベントを定義します。
	2. 以下のデータ抽出メソッドのうち 1 つを選択します。

	手順 2 : 開発環境のコンフィグレーション
	手順 2a : ファイル構造の設定
	手順 2b : アダプタへの論理名の割り当て
	手順 2c :ビルド プロセスの設定
	手順 2d : メッセージ バンドルの作成
	手順 2e : ロギングのコンフィグレーション
	イベント生成ロギング カテゴリの作成
	コード リスト 7-1 イベント生成ロギング カテゴリを作成するサンプル コード



	手順 3 : アダプタの実装
	1. イベント ジェネレータを作成します。このプロセスでは、データ抽出メソッ ド（プッシュまたはプ
	2. データ変換メソッドを実装します。この手順については、「手順 3b : データ 変換メソッドの
	手順 3a : イベント ジェネレータの作成
	データ抽出メカニズムの実装
	プル モード
	表7-1 AbstractPullEventGenerator メソッド 

	プッシュ モード
	表7-2 AbstractPushEventGenerator クラス 


	イベント ジェネレータの実装方法
	1. doInit() メソッドは、EIS に対する接続を作成し、有効性を検証します。
	2. setupNewTypes() メソッドは、処理に必要なデータ構造を作成する IEventD
	3. postEvents() メソッドは、以下のデータ抽出モードのいずれか 1 つを繰り 返し呼
	4. removeDeadTypes() メソッドは、イベント処理に使用されているデータ構 造から
	5. doCleanUpOnQuit() メソッドは、イベント処理中に割り当てられたリソー スを削
	コード リスト 7-2 データ抽出のプル モードの実装例
	サンプル EventGenerator
	コード リスト 7-3 EventGenerator 用のサンプル コンストラクタ
	コード リスト 7-4 postEvents () の実装例
	WLI_HOME/adapters/dbms/src/com/bea/adapter/dbms/event/EventGenerator.java

	新しいのイベント タイプの追加
	コード リスト 7-5 setupNewTypes() のテンプレート サンプル

	アンデプロイされているアプリケーション ビューのイベント タイプの削除
	コード リスト 7-6 removeDeadTypes() テンプレートに基づくサンプル コード

	リソースの削除
	コード リスト 7-7 doCleanUpOnQuit() メソッドの呼び出し例



	手順 3b : データ変換メソッドの実装
	コード リスト 7-8 EIS データを XML スキーマに変換するサンプル コード
	コード リスト 7-9 コード リスト 7-8 のコードで作成された XML スキーマ
	コード リスト 7-10 コード リスト 7-9 のスキーマで作成された有効な XML ド キュメ


	手順 4 : アダプタのテスト
	手順 5 : アダプタのデプロイ


	8 設計時 GUI の開発
	設計時フォーム処理の概要
	フォーム処理クラス
	RequestHandler
	ControllerServlet
	ActionResult
	Word と子孫クラス
	表8-1 Word オブジェクトのカスタム バリデータ 

	AbstractInputTagSupport と子孫クラス
	発行タグ


	フォーム処理シーケンス
	前提条件
	1. カスタム ADK 入力タグを使用した JSP が HTTP 応答オブジェクトに書き込 まれる
	2. JSP エンジンが com.bea.web.tag.IntegerTagSupport のイ
	3. HTML フォームでは、doAction という非表示フィールドを発行する必要が あります。
	コード リスト 8-1 JSP サンプル フォーム

	シーケンスの手順
	図8-1 UI フォーム処理
	1. ユーザが、以下の内容のフォームを発行します。age=10, doAction=process
	2. ControllerServlet が HTTP 要求から年齢フィールドのデータを読み込み 
	3. ControllerServlet は age をキーとして使用して、ServletCont
	4. ControllerServlet が Word インスタンスで validate() メソ
	5. Word インスタンスにより、この値 10 が 1 以上 120 以下の値であることが判 断
	6. ControllerServlet がセッションから RequestHandler を検索、
	7. ControllerServlet は、Java Reflection API を使用して、
	8. RequestHandler は、フォームの入力データを処理した後、ActionResult
	9. ActionResult が正常に実行されると、ControllerServlet により 
	10. display.jsp ページには、content パラメータ（たとえば、thanks.j




	設計時 GUI の機能
	Java Server Pages
	表8-2 設計時 GUI JSP 

	JSP テンプレート
	JSP タグの ADK ライブラリ
	表8-3 ADK JSP タグ 
	JSP タグの属性
	表8-4 JSPタグの属性 


	アプリケーション ビュー

	ファイル構造
	イベントの処理フロー
	図8-2 設計時 GUI の開発のイベント フロー
	手順 1 : 設計時 GUI 要件の定義
	手順 2 : ページ フローの定義
	画面 1 : ログイン
	画面 2 : アプリケーション ビューの管理
	画面 3 : 新しいアプリケーション ビューの定義
	画面 4 : 接続のコンフィグレーション
	画面 5 : アプリケーション ビューの管理
	画面 6 : イベントの追加
	画面 7 : サービスの追加
	画面 8 :アプリケーション ビューのデプロイ
	ユーザ アクセスの制御
	アプリケーション ビューのデプロイ
	アプリケーション ビューの保存

	画面 9 : アプリケーション ビューの概要

	手順 3 : 開発環境のコンフィグレーション
	手順 3a : メッセージ バンドルの作成
	手順 3b : WebLogic Server を再起動せずに JSP を 更新する環境のコンフィ
	1. アダプタの設計時 UI 用に有効な WAR ファイルを作成します。サンプル ア ダプタでは、
	コード リスト 8-2 WAR ファイルの作成ターゲット
	2. Web アプリケーションを WebLogic Server Administration を
	3. 開発環境のコンフィグレーションサンプル開発環境情報をコード リスト 8-3 に示します。

	コード リスト 8-3 アダプタ開発ツリーの名前
	a. BEA_WLS_SAMPLE_ADK_Web を開発対象のアダプタの論理名に置き換えま す。
	b. WLI_HOME を、WebLogic Integration がインストールされているディ
	4. JSPを変更する場合、src/war ディレクトリ内で変更し、WAR ターゲット を再構築し

	コード リスト 8-4 監視間隔の設定


	手順 4 : 設計時 GUI の実装
	AbstractDesignTimeRequestHandler の拡張
	インクルードするメソッド

	手順 4a : ManagedConnectionFactory クラスの指 定
	手順 4b : initServiceDescriptor() の実装
	コード リスト 8-5 initServiceDescriptor() の実装

	手順 4c : initEventDescriptor() の実装
	コード リスト 8-6 initEventDescriptor() の実装


	手順 5 : HTML フォームの作成
	手順 5a : confconn.jsp フォームの作成
	コード リスト 8-7 confconn.jsp のコーディング
	1 <%@ taglib uri='/WEB-INF/taglibs/adk.tld' prefix='adk' %> 2 <form method='POST' action='control...
	ADK タグ ライブラリのインクルード
	ControllerServlet のポスト
	表8-5 ControllerServlet の初期パラメータ 

	[Form] フィールドのラベルの表示
	テキスト フィールドのサイズの表示
	フォームの [Submit] ボタンの表示
	confconn() の実装

	手順 5b : addevent.jsp フォームの作成
	コード リスト 8-8 addevent.jsp フォームを作成するサンプル コード
	1 <%@ taglib uri='/WEB-INF/taglibs/adk.tld' prefix='adk' %> 2 <form method='POST' action='control...
	ADK タグ ライブラリのインクルード
	ControllerServlet のポスト
	[Form] フィールド ラベルの表示
	テキスト フィールドのサイズの表示
	フォームの [Submit] ボタンの表示
	フィールドの追加

	手順 5c : addservc.jsp フォームの作成
	コード リスト 8-9 addservc.jsp のコーディング
	1 <%@ taglib uri='/WEB-INF/taglibs/adk.tld' prefix='adk' %> 2 <form method='POST' action='control...
	ADK タグ ライブラリのインクルード
	ControllerServlet のポスト
	[Form] フィールド ラベルの表示
	テキスト フィールドのサイズの表示
	フォームの [Submit] ボタンの表示
	フィールドの追加

	手順 5d : イベントおよびサービスの編集機能の実 装（省略可能）
	アダプタ プロパティ ファイルの更新
	edtservc.jsp と addservc.jsp の作成
	コード リスト 8-10 edtevent.jsp のロード時に使用するサンプル コード

	メソッドの実装
	表8-6 edtservc.jsp および edtevent.jsp で実装するメソッド 


	手順 5e : Web アプリケーションのデプロイメント 記述子（WEB-INF/web.xml）
	コード リスト 8-11 web.xml サーブレット コンポーネント
	コード リスト 8-12 web.xml ControllerServlet マッピング コンポー
	コード リスト 8-13 web.xml ADK タグ ライブラリ コンポーネント
	コード リスト 8-14 web.xml セキュリティ制約のコンポーネント
	コード リスト 8-15 web.xml ログイン コンフィグレーションのコンポーネント


	手順 6 : ルック & フィールの実装
	1. サンプル アダプタの display.jsp 基準として使用します。例については、 WLI_
	2. HTML を使用して、独自のルック & フィールか社内の ID 基準に従って、 ルック & 
	3. HTML マークアップのいずれかの場所に、次の行を追加します。

	手順 7 : サンプル アダプタの設計時インタ フェースのテスト
	ファイルとクラス
	テストの実行
	1. サンプル アダプタをデプロイして、WebLogic Server を起動します。次に、 現在
	2. WLI_HOME に移動し、コマンド プロンプトで setenv と入力します。
	3. コマンド プロンプトで次のように入力して、サンプル アダプタの Web フォ ルダに移動しま
	4. designTimeTestCase.properties ファイルを編集します。実行するテ
	5. ファイルの終わり付近で、ユーザ名とパスワードの 2 つのエントリの値の変 更が必要になる場合
	6. test.properties ファイルを編集した後、WebLogic Server を起動
	7. コマンド プロンプトで次のようにコマンドを入力してテストを実行します。




	9 アダプタのデプロイ
	エンタープライズ アーカイブ（EAR）ファ イルの使用
	コード リスト 9-1 EAR ファイル構造
	コード リスト 9-2 サンプル アダプタの EAR ファイル
	EAR ファイルにおける共有 JAR ファイルの使い方
	コード リスト 9-3 Manifest ファイルの例

	EAR ファイルのデプロイメント記述子
	コード リスト 9-4 EAR ファイルのデプロイメント記述子


	WebLogic Server Administration Console を使用したアダプタの
	1. WebLogic Server Administration Console を起動します。
	2. ナビゲーション ツリー（左ペイン）で、[デプロイメント｜アプリケーショ ン] を選択します。
	3. [新しい Application のコンフィグレーション] を選択します。
	4. 以下のフィールドに値を入力します。
	5. [適用] をクリックして、新しいエントリを作成します。
	6. [コンポーネントの構成] を選択します。
	7. 各コンポーネントに個別のターゲットを設定します。

	アダプタの自動登録
	命名規約の使用
	コード リスト 9-5 config.xml ファイルにアダプタの論理名を追加

	テキスト ファイルの使用

	Web アプリケーションのデプロイメント記 述子の編集
	デプロイメント パラメータ
	デプロイメント記述子の編集
	1. 次の URL にアクセスして、ブラウザから WebLogic Server Administ
	2. 左ペインで、[デプロイメント] ノードおよびその下の [Web アプリケーショ ン] ノード
	3. デプロイメント記述子を編集する Web アプリケーションの名前を右クリッ クします。ドロップ
	4. Web アプリケーション デプロイメント記述子の要素の編集、削除、または 追加には、左ペイン
	5. Web アプリケーション デプロイメント記述子の既存の要素を編集する手順 は次のとおりです。
	a. 左ペインのツリーで、親の要素を順にクリックして展開し、編集する要 素を見つけます。
	b. 該当する要素の名前をクリックします。フォームは、右ペインに選択し た要素の属性または下位要素
	c. 右ペインのフォーム内のテキストを編集します。
	d. [適用] をクリックします。
	6. Web アプリケーション デプロイメント記述子に新しい要素を追加する手順 は次のとおりです。
	a. 左ペインのツリーで、親の要素を順にクリックして展開し、作成する要 素の名前を見つけます。
	b. 適切な要素名を右クリックし、ドロップダウン メニューから [新しい要 素のコンフィグレーショ
	c. 右ペインのフォームに、要素の情報を入力します。
	d. [作成] をクリックします。
	7. Web アプリケーション デプロイメント記述子から既存の要素を削除する手 順は次のとおりです
	a. 左ペインのツリーで、親の要素を順にクリックして展開し、削除する要 素の名前を見つけます。
	b. 適切な要素名を右クリックし、ドロップダウン メニューから [要素の削 除] を選択します。確
	c. [削除] ページで [はい] をクリックして、要素の削除を確定します。
	8. Web アプリケーション デプロイメント記述子の変更がすべて完了したら、 左側のペインでツリ
	9. Web アプリケーション デプロイメント記述子のエントリが有効かどうかを 確認する場合は、[
	10. [永続化] をクリックして、編集したデプロイメント記述子ファイルを WebLogic Se


	WebLogic Integrator クラスタでのアダプ タのデプロイメント

	A WebLogic Integration に限定され ないアダプタの作成
	この節の目的
	アダプタの構築
	1. 第 6 章「サービス アダプタの開発」の「手順 1 :環境要件の調査」の説明に 従って、開発
	2. 第 4 章「カスタム開発環境の作成」の説明に従って、 GenerateAdapterTemp
	3. 6‑10ページの「手順 2b : アダプタ論理名の割り当て」の説明に従って、アダ プタに論理
	4. 6‑24ページの「基本的な SPI の実装」の説明に従って SPI を実装します。以 下のク
	5. AbstractConnectionFactory を拡張します。

	構築プロセスの更新
	1. コード エディタで、ADK の build.xml ファイルを開きます。
	2. 6‑10ページの「手順 2c : ビルド プロセスの設定」を参照します。この手順 には、6‑
	3. コード リスト 6-12 および コード リスト 6-13 を参照します。
	4. これらのリストに示されるコードを、アダプタの build.xml ファイルから削 除します。


	B XML Toolkit
	Toolkit パッケージ
	IDocument
	コードリスト B-1 XML の例
	コードリスト B-2 DOM データのサンプル検索
	String strJimmysHairColor = null; org.w3c.dom.Element root = doc.getDocumentElement(); if (root.g...

	コードリスト B-3 IDocument データのサンプル検索
	System.out.println("Jimmy's hair color: " + person.getStringFrom ("//Person[@name=\"Bob\"] /Famil...


	Schema Object Model (SOM)
	SOM の仕組み
	コードリスト B-4 ドキュメント例
	コードリスト B-5 スキーマ例

	スキーマの作成
	コードリスト B-6 購買発注スキーマ
	コードリスト B-7 親属性の設定
	コードリスト B-8 SimpleTypes をスキーマ ルートに追加
	コードリスト B-9 要素を変更するための addSequence() の実装
	コードリスト B-10 setMinOccurs() および setMaxOccurs() の実装
	コードリスト B-11 品目タイプ オブジェクトが使用可能になった時点での タイプの設定
	コードリスト B-12 スキーマへの要素の追加

	結果として作成されるスキーマ
	コードリストB-13 XML スキーマ定義ドキュメント

	XML ドキュメントの検証
	コードリスト B-14 検証対象の XML ドキュメント

	ドキュメントの検証方法
	isValid() の実装
	コードリスト B-15 isValid() の実装例

	isValid() の実装例
	コードリスト B-16 isValid() の実装例




	C WebLogic Integration 7.0 へのア ダプタの移行
	WebLogic Integration 7.0 ADK 向けのアダ プタの再構築
	<property name='WLAI_CORE' value='${WLI_LIB_DIR}/wlai-core.jar'/> <property name='WLAI_CLIENT' va...
	<property name='WLAI_CLIENT' value='${WLI_LIB_DIR}/wlaiclient.jar'/> <property name='WLAI_COMMON'...

	アプリケーション統合 CLASSPATH および アダプタのパッケージ化の変更
	アダプタによる共有接続ファクトリ ユーザ インタフェースのサポートの許可
	セキュリティ制約とログイン コンフィグ レーションにおける変更
	要求データを必要としないサービスに対す る DBMS サンプル アダプタの変更
	WebLogic Integration 7.0 での WebLogic Integration 
	1. [Add] ラジオ ボタンを選択します。
	2. サーバ名（DNS または TCPIP）とポートを入力します。
	3. ユーザ id とパスワードを入力します。
	4. [Do it] をクリックします。
	5. [Save Changes] をクリックします。パラメータの情報が変更され、変更が保 存され


	D アダプタ設定ワークシート
	アダプタ設定ワークシート
	1. * アダプタの開発に使用する EIS の名前は何ですか?
	2. * 使用する EIS のバージョンは何ですか?
	3. * 使用する EIS のタイプ（DBMS または ERPなど）は何ですか?
	4. * アダプタのベンダ名は何ですか?
	5. * 使用するアダプタのバージョンは何ですか?
	6. * アダプタの論理名は何ですか?
	7. アダプタで EIS 内部の機能を呼び出す必要がありますか?
	8. 外部プログラムから EIS の機能を呼び出せるようにするために、EIS ではど のようなメカ
	9. このメカニズムのために EIS にセッションや接続を設定するのに、どのよう な情報が必要です
	10. 特定のサービスについて EIS で呼び出す機能を特定するときに、どのような 情報が必要です
	11. EIS では特定の機能に対する入出力の要件のために、EIS をクエリすること ができますか
	12. 入力要件のうち、どの要件にも出てくる静的な情報は何ですか?アダプタで は、このような静的な
	13. 入力要件のうち、各要件に対する動的な情報は何ですか?アダプタには、各 要件に対して、このサ
	14. サービスの出力要件を特定するのに必要な情報は何ですか?
	15. アダプタから呼び出せる機能のカタログを参照するメカニズムが EIS によっ て提供されてい
	16. EIS 内部での変更通知を受け取る必要がありますか?必要がある場合は、お 使いのアダプタが
	17. 外部プログラムから EIS のイベント通知を受け取るために、EIS ではどのよ うなメカニ
	18. EIS では、お使いのアダプタがサポートできるイベントを特定できますか?
	19. EIS では特定のイベントに対するメタデータをクエリできますか?
	20. お使いのアダプタでサポート可能な（言語および国によって定義される）ロ ケールは何ですか?


	E DBMS サンプル アダプタを使用し たアダプタ開発方法の学習
	DBMS サンプル アダプタの概要
	DBMS サンプル アダプタの仕組み
	始める前に
	DBMS サンプル アダプタへのアクセス
	1. 新しいブラウザ ウィンドウを開きます。
	2. 該当するシステムの Application View Management Console 

	DBMS サンプル アダプタ ツアー
	図  E‑1 [Application View Console - Logon]
	1. Application View Management Console にログオンするには、

	図 E‑2 [Application View Management Console]
	2. [Add Application View] をクリックします。[Define New Ap

	図 E‑3 [Define New Application View] ページ
	3. アプリケーション ビューを定義する手順は次のとおりです。
	a. [Application View Name] フィールドに AppViewTest と入力
	b. [Description] フィールドにアプリケーション ビューの簡単な説明を入力 します。
	c. [Associated Adapters] リストからこのアプリケーション ビューを作成する
	d. [OK] をクリックします。[Select Existing Connection] 画面が

	図 E‑4 [Select Existing Connection] ページ
	図 E‑5 [Connection Factory Reference] ページ
	4. [Continue] をクリックします。新しい接続ファクトリの作成を選択した場合、 [Con

	図 E‑6 [Configure Connection Parameters] ページ
	5. [Configure Connection Parameter] 画面では、アプリケーション
	a. WebLogic Server の ユーザ名とパスワードを入力します。
	b. [Data Source Name (JNDI)] フィールドに WLAI_DataSour
	c. [Continue] をクリックします。[Application View Administ

	図 E‑7 [Application View Administration for AppVie
	6. 新しいアプリケーション ビューにサービスを追加するには、サービスの名 前、説明および SQL
	a. [Application View Administration] ページで [Servic

	図 E‑8 [Add Service] ページ
	b. [Unique Service Name] フィールドに InsertCustomer と入
	c. [Description] フィールドに、サービスの説明を入力します。
	d. [Browse DBMS] をクリックして、データベースのテーブルおよびカラム 構成を表示し

	図 E‑9 [Browse DBMS] ページ
	e. [DBMS Schemas for Catalog] ページで、[APP] をクリックします

	図 E‑10 [Browse DBMS Table Types] ページ
	f. [DBMS Table Types] ページで [TABLE] をクリックします。

	図 E‑11 [DBMS Browse Tables] ページ
	g. [Tables For: .APP] ページで [CUSTOMER_TABLE] をクリック

	図 E‑12 [Browse DBMS for Table] ページ
	h. [Close Window] をクリックしてウィンドウを閉じ、[Add Service] ペ
	i. [Service] ページで以下の情報を [SQL Statement] フィールドに入力し
	j. [Add] をクリックします。[Application View Administratio
	7. 該当するアプリケーション ビューにイベントを追加します。追加するには、 イベントにユニークな
	a. [Application View Administration] ページで [Event]

	図 E‑13 [] ページ
	b. [Unique Event Name] フィールドに CustomerInserted と入
	c. [Description] フィールドにイベントの説明を入力します。
	d. [Browse DBMS] リンクをクリックして、データベースのテーブルおよび カラム構成を

	図 E‑14 [Browse DBMS Tables] ページ
	e. [CUSTOMER TABLE] オプションを選択します。[Fill] をクリックすると 選

	図 E‑15 [Add Event] ページ
	f. [Insert Event] オプションを選択します。
	g. [Add] をクリックします。[Application View Administratio

	図 E‑16 [Application View Administration for AppVi
	8. アプリケーション ビューをデプロイするための準備を行います。 [Application Vi
	9. アプリケーション ビューをデプロイします。デプロイするには、enable asynchron

	図 E‑17 [Display Application View to Server] ページ
	a. [Enable Asynchronous Service Invocation] チェック 
	b. [Event Router URL] フィールドに次のように URL を入力します。
	c. [Connection Pool Parameters] では、デフォルト値をそのまま使用し
	d. [Log Configuration] フィールドで [Log warnings, erro
	e. [Deploy persistently?] を必ずチェックします。
	f. [Restrict Access] リンクをクリックします。[Application Vie
	10. アプリケーション ビューのパーミッションを設定します。あらゆるユーザま たはグループに対し

	図 E‑18 [Application View Security] ページ
	a. [Choose an Action] で [Revoke] オプションを選択します。
	b. [Specify a User or Group] に Jdoe と入力します。
	c. [Permission] で [Write (Deploy/Undeploy/Edit Ap
	d. [Done] をクリックします。[Deploy Application View] 画面が表
	e. [Deploy] をクリックします。
	11. アプリケーション ビューのデプロイが完了すると、デプロイされたアプリ ケーション ビューに

	図 E‑19 [Summary for Application View] ページ
	12. イベントをテストします。アプリケーション ビューが正常に機能するかを確 認するため、アプリ
	a. [Event] グループの [CustomerInserted] ライン上で [Test] 

	図 E‑20 [Test Event] ページ
	b. [Test Event] ページで [Service] オプションを選択し、次にサービス メ
	c. [How long should we wait to receive the event?
	d. [Test] をクリックします。[Test Service] 画面が表示されます。

	図 E‑21 [Test Service] ページ
	e. [FIRSTNAME] フィールドに、名前を入力します。
	f. [LASTNAME] フィールドに、苗字を入力します。
	g. [DOB] フィールドに、生年月日を入力します。[DOB] フィールドの右側 に表示されるフ
	h. [Test] をクリックします。[Test Result] ページが表示されます。このペー 

	図 E‑22 [Test Result] ページ


	DBMS サンプル アダプタの開発工程
	手順 1 : DBMS サンプル アダプタについて
	手順 2 : 環境の定義
	1. * アダプタの開発に使用する EIS の名前は何ですか?
	2. * 使用する EIS のバージョンは何ですか?
	3. * 使用する EIS のタイプ（DBMS または ERPなど）は何ですか?
	4. * アダプタのベンダ名は何ですか?
	5. * アダプタのバージョン番号は何ですか?
	6. * アダプタの論理名は何ですか?
	7. アダプタで EIS 内部の機能を呼び出す必要がありますか?
	8. 外部プログラムから EIS の機能を呼び出せるようにするために、EIS ではど のようなメカ
	9. このメカニズムで EIS に対するセッションまたは接続を設定するのにどのよ うな情報が必要で
	10. 特定のサービスについて EIS で呼び出す機能を特定するときに、どのような 情報が必要です
	11. EIS では特定の機能に対する入出力の要件のために、EIS をクエリすること ができますか
	12. 入力要件のうち、どの要件にも出てくる静的な情報は何ですか?アダプタで は、このような静的な
	13. 入力要件のうち、各要件に対する動的な情報は何ですか?お使いのアダプタ はサービスに必要な入
	14. サービスの出力要件を特定するのに必要な情報は何ですか?
	15. EIS ではアダプタから呼び出せる機能のカタログを参照するメカニズムがあ りますか?その場
	16. EIS の内部で起きる変更に対する通知を受け取る必要がありますか?その必 要がある場合、ア
	17. 外部プログラムから EIS のイベント通知を受け取るために、EIS ではどのよ うなメカニ
	18. EIS では、お使いのアダプタがサポートできるイベントを特定できますか?
	19. EIS では特定のイベントに対するメタデータをクエリできますか?
	20. お使いのアダプタでサポート可能な（言語および国によって定義される）ロ ケールは何ですか?

	手順 3 : Server Provider Interface パッケージの実 装
	表 E‑1 SPI クラスの拡張
	ManagedConnectionFactoryImpl
	基本実装
	コードリスト E-1 com.bea.adapter.dbms.spi.ManagedConnec

	開発者のコメント

	ManagedConnectionImpl
	基本実装
	コードリスト E-2 com.bea.adapter.dbms.spi.ManagedConnec

	開発者のコメント

	ConnectionMetaDataImpl
	基本実装
	コードリスト E-3 com.bea.adapter.dbms.spi.ConnectionMet

	開発者のコメント

	LocalTransactionImpl
	基本実装
	コードリスト E-4 com.bea.adapter.dbms.spi.LocalTransact

	開発者のコメント


	手順 4 : Common Client Interface パッケージの実 装
	表 E‑2 CCI クラスの拡張
	ConnectionImpl
	基本実装
	コードリスト E-5 com.bea.adapter.dbms.cci.ConnectionImp

	開発者のコメント

	InteractionImpl
	基本実装
	コードリスト E-6 com.bea.adapter.dbms.cci.InteractionIm

	開発者のコメント

	InteractionSpecImpl
	基本実装
	コードリスト E-7 com.bea.adapter.dbms.cci.InteractionSp

	開発者のコメント


	手順 5 : イベント パッケージの実装
	EventGenerator
	基本実装
	コードリスト E-8 EventGenerator

	開発者のコメント


	手順 6 : DBMS サンプル アダプタのデプロイ
	手順 6a : 環境のセットアップ
	手順 6b : ra.xml ファイルの更新
	表 E‑3 ra.xml のプロパティ

	手順 6c : RAR ファイルの作成
	手順 6d : JAR および EAR ファイルの構築
	1. テキスト エディタで、WLI_HOME/adapters/utils にある antEnv.
	2. コマンドラインから antEnv を実行し、必要な環境変数の新しい値を有効に します。
	3. WLI_HOME/adapters/dbms/project に移動します。
	4. WLI_HOME/adapters/dbms/project ディレクトリから ant re

	手順 6e : EAR ファイルの作成とデプロイ
	1. 以下のリストで示すように、アダプタの EAR ファイルをドメインの config.xml フ
	コードリスト E-9 DBMS サンプル アダプタの EAR ファイルの宣言
	2. 以下のように入力して、WebLogic Server Administration Cons
	3. WebLogic Server Administration Console で、以下を行い
	a. アダプタ グループをデフォルトの WebLogic Server セキュリティ レルム に追
	b. ユーザをアダプタ グループに追加します。
	c. 変更を保存します。
	4. アプリケーション ビューをコンフィグレーション、およびデプロイするに は、次の場所に移動しま
	5. 該当するフィールドにユーザ名とパスワードを入力し、WebLogic Integration 
	6. 『Application Integration ユーザーズ ガイド』の「アプリケーション 



	DBMS サンプル アダプタの設計時 GUI の開 発工程
	手順 1 : 要件の決定
	手順 2 : 必要な Java Server Pages の決定
	表 E‑4 追加の ADK JSP 

	手順 3 : メッセージ バンドルの作成
	手順 4 : 設計時 GUI の実装
	表 E‑5 DBMS サンプル アダプタの設計時 GUI 用メソッド 

	手順 5 : Java Server Pages の記述
	カスタム JSP Tags の使用
	オブジェクトのステートの保存
	WEB-INF/web.xml のデプロイメント記述子の記述
	索引
	A
	B
	C
	D
	E
	F
	G
	I
	J
	L
	M
	N
	O
	P
	R
	S
	T
	W
	X
	あ
	い
	え
	お
	か
	く
	け
	さ
	し
	す
	せ
	た
	ち
	て
	と
	に
	ね
	は
	ふ
	ま
	め
	ゆ
	よ
	ら
	り
	れ
	ろ







